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(写真.宇宙開発事業団ビ提供)

・(5)

ーーー・(6)

・・ー・(72)

(72)

・・(75)

・(78)

(18)

(18)

・・(23)

(3の

ー・・(31)

5.

フ.電子計算機
フ.1 電子計算機及び周辺端末機器

フ.2 電子計算機応用システム

8.建築設備と冷凍
8.1 エレベータ.エスカレータ

8.2 冷凍空調機器

8.3 照明

8.4 ビル用電気設備及び防災防犯設備

通信と電子応用
5.1 通信機器・

5.2 宇宙機器

5.3 電子応用機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5.4 伝送機器

半体素子と集積回路・・
6.1 半導体素子・・・・

6.2 集積回路一・ー

6.3 マイクロプロセッサ・ー

.・.・・・・・・・・・・・・・・・・(118)スポット ............●●●●冒●●●●●●●●●●●●●●●●.

〔オーム技術賞受賞〕 SF6 ガス消弧式避雷器の
実用化,単ーモード発信・長寿命TJSレーザダ
イオードの開発

(32)

・(32)

(42)

(4の

ー・・(101)

・(101)

・・・・(105)

・・・(106)

・・・・・・(108)

6.

総目次(本号項目詳細一胸

当社の登録実用新案・・

.....,..........................

・・・・・(49)

・・・(49)

・・ー・・・,・(53)

・・・(55)

・・・・( 90 )

・・(90)

・(93)

・・・(98)

・・ーー( 99 )

9.交通

9.1 電気鉄道

9.2 船舶・ー .●●●●冒●●●●■●●●■●●●●●●●●●●.

9.3 自動車 .昆.......●■●●●●●●■●■●●●●●●●●●●●●.

9.4 新交通システム

10.秀、^晶司ユ皇^暑冒、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(110)
ー・・・・ー(110)10.1 音響・映像機器 ......●■●●●●●●●●●■'●●●●●●●●.●●.■..

・ー・'・・(114)102 住宅設備機器 ●●●●●●●●■●●■●●●●●●●●●●.........

・(115)10.3 家電機器 .●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●

表紙

静止衛星「きく」 2号(技術試験衛星Ⅱ型)

我が国初の静止衛星「きく」 2号は,昭和52年2月23日宇宙開発事

業団種子島宇宙センターからNロケット3号機によって打上げられ,

赤道上空東経130゜の高度約35,80okm に静止することに成功した。

「きく」2号は宇宙開発事業団から三菱電機が主契約者として受注
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④東京電力(株)袖ケ浦火力発電所納め 4号機
1,164MVAタービン発電機

国産最大容最の火力機で,フライマリは2極631MVA,セコンダリは

4 極533MVAの2速度クロスコンパウンドタイプである両機とも内

部冷却機であt),工場試験を良好な結果で終了しナ_

⑧関西電力(株)信変電所納め単相乃0 3MVA50okV主変圧器
50okV直接接地系統と154kV抵抗接地系統を連系する分離3巻線式,

変圧器で,変電所用分離巻線式としては電圧,容とも我が国最大の

ものである

C関西電力(株)奥吉野揚水発電所納め,発電主回路接続装(GMCS)
定格:36kv,36kA しゃ断電流144kA

SFW升ガスや断器・ DGL形断路器

この装置の発電所への適用により起動用変圧器の省略,系統運用の合

チ里化,イ氏電圧側の相反転なとが可能になる。

◎50okV 63kA単一圧力式SF6ガスしゃ断器
電力系統の大容化に二たえる大めの我が国初の単一圧力式ガスLや

断器。ガス絶縁変電所・複合開閉三剣蒲のしゃ断部にも適用でき,50kA

シリーズ機器との互チ奥性も考慮している

⑥漏電しゃ断器新シリーズ
「より安全に,よりイ吏いやすく」をテーマとし,全機種IC を使用 Lて

信頼性の向上をはかると共に取付スペースの節約と作業性向上を図η,

なお標準シリーズの定格Lや断電流を大幅に格上げしてぃる

浮上式鉄道宮崎実験線

将来の鉄道として注目されている浮上式鉄道宮崎実験線向けに,最新

技神テを駆使して製作した車載超電磁石・浮上用地上コイル・情報伝

送装置・周波数変換装等を納入し,現在順調に実験が進められてい
る
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④スウェーデン向けぺージング受信機
FM放送を利用し大スウェーデン通信省の帯無線呼び出し装で,
呼ぴ出L者の電話番号をディジタノレ信号として受信・表示する。二れ

は新ま見に開発されナニLSI (大ま見模集積回路)をイ吏用 Lている。
⑧アルジェリア衛星通信地球局
インテルサット国際通信用第 1,第2地球局(大西洋,インド洋衛星
用)及び国内、星通信用小型地球局を備え大アルジェリア、星通信地
球局を建設した。第 1 地球局は1975年,第2 地球局は1977年に完成し
六もので写はその全景を示す。

C 話線用中速ファクシミリメルファス FA・80

国際標準規準(CCITT・GⅡ)に適合し,電送時問・変調方式の異なる
6 つの電送モードを内する中速ファクシミリである。読取・記録部
の固体素子化,マイクロコンピュータによる制御など小形.高信頼性
の実現を図っている。

⑩匡プラントコントローラ MELPLAC 50
マイクロプロセッサを応用した高性能で分散形制御システムを成す
るプログラマプルコントローラである。鉄鋼プラントをはじめ各種プ

ラントのDDC,シーケンス制御を効率よく実行して適のプラント

制御システムを実現している。

億)4,00OV,2,50OA 高耐圧大客量サイリスタ

100一φのシリニンウエハを採用した世界大容のサイリスタで,シ
リコンウエハの大口径化に必要な諸技術を確立Lて開発し大。二れに

よって各種電力装のコンパクト化・高性育E化・高信頼度イヒが図れる。
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トビヅリス

④ MELCOM・COSM0 シリーズモデル900 (三鉱セメント
妹納め)

主記憶容最大4メガバイトの高性能汎用大形機で,ローカルバッチ

処チ里・りモート処理・りアルタイム処理・トランズアクション処理及

びタイムシエアリング処理の5次元多重処理が可能である。

B MELCOM 80シリーズ 8 "ワンタッチ"

プックのぺージに記され大商品名・顧客名等にヌ寸応するキーを操作す

ることによη,情報を入力することができるので,コード表を見なが

ら情報を入力する必要はなく誰れでも容易に操作できる電子計算機で

ある

C阪急グランドビノレ1階エレベータホール

大阪駅前に地上32階建ての阪急グランドビルが完成オーフンし大店

舗・事務所などの複合L大ビル内にはOSシステムフ50群管理エレベー

タ2バンク,14台が縦の交通を担って活躍 Lている

D空熱源ヒートポンプチリングユニットサニーパック Dタイプ

好評を博Lているサニーパックの低騒音化を図1),新シリーズD

タイプを完成し大

なお据付工事が簡単で,冷暖房の切換えの運庫云操作が容易であη,閑

静な住宅地域でも安心して使用できる。

値)店舗用エアコンミスタースリム> PSH・4A形

店舗用新形パッケージエアコンとしてスペースセービングを図η,室

内インテリアにマッチLたざん新なデザインで,各種店舗・喫茶飲食

店等よη好評を得ている。

電)ルームエアコンMS・18RP形
イ氏騒音・効率で据付性・使い勝手ともにすぐれ,かつ低価格とした

普及形ノレームエアコンである。
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全熱交換式換気扇ロスナイ

排気に含まれる熱工才、ノレギを回収して,空調の省工才、ルギイヒに寄与す
る全熱交換形換気扇で,壁埋込式のV・1200形(写真下)と壁掛式低騒音

のVL・1400形力てある。

Bオーブンレンジ RO-1600形

強弱2段切換えの電子レンジと,5段切換え上下ヒータの電気オープ

ン機能をもち,両者を連続,まナニは男1」個に使用でき幅広いレパートリ
ーの茅斗理ができる

C'、とん乾燥機

敷いたまま上下同時に乾燥のできる温風貫通式ふとん乾燥機で,アタ
ツチメント収納式のAD・700形,コンパクトタイプの610形,及び2圭且
同時式のツインタイプAD・1000形がある。

D ダイヤトーン>新製品

スピーカー及びアンプ類で,スピーカーDS・90C形はハニカムコンボ

ジションコーンの高級フロアタイフ,ま大アンプ類は低雑音.イ氏歪で

ダイナミックレンジが大きい

⑥PCMレーザサウンドディスクプレーヤー
PCM録音方式によって超ハイファイ再生を実現L,レーザ光線を用い
る二とによってディスクに無接触で再生できるPCMレーザサウンド

ディスク及びプレーヤー

ニューダイヤトロン新製品

タッチ式電子チャン才、ル,りモコンのフルライン化(14~26形)によ
つてさらに充実したニューダイヤトロンカラーテレビシリーズで
ある

0
 
0

⑧
⑥
◎
⑥

1
李



ー.●^

巻頭

三菱電機株式会社常務取締役

明けましておめでとうございます。

昭和51年中ビろより始まった景気の停滞は,昭和52年に入っても

一進一退をつづけ,後半における政府の景氣諸対策もφまだそれら

し仇効果を見せず,特に秋から年末にかけて生じた円高替為レート

の定着は,国内需要の落込みをある程度輪出で埋めていた企業や,

従来より輸出専業でやってきた中小企業に大きな影縛を与え,我が

国の経済に大きな打撃を与えることが憂慮されています。

とのように厳しい企業環境に対応すべく,当社は諸種の経営改善

策の実行に努力して参りましたが,その内の重要なーつの柱が顧客

志向の技術開発,新製品開発とその迅速な製品化,事業化でありま

す。このような施策の実施を容易にするため,当社は庁難E6月,19

年振りに全社組織の大変更を行いました。新年を迎えるに当たり,

以下昭和52年における当社技術の進歩を述べる巴ともに,将来の

技術動向を展望LたⅥと存じます。

電力機器では超高圧化,大電力化に必要な基礎技術の研究,開発

を続け,超高圧並びに機械系の諸現象の解明にたゆまぬ努力を傾注

してこれら機器の信頼性を一層高めることができました。咋年出荷

の記録的な製品としては,我が国クnスコンバウンド 2速機として最大

容量の 1,164NfvA タービン発電機,単相 750/3入IVA,50okV分離

巻線式変圧器,550kV 63kA単一圧力式SF6ガスしゃ断器などが

挙げられます。また電力系統の安定化,保護制御方式についても特

長のある方式や装置を開発し,原子炉計装及び制御や,超電導等未

来を開発する分野でも研究,開発を継続してきました。

産券凋電機あるいはづうント制御システムて、も多くの新製品,新

システムを出しましたが,新日本製鉄(株)との協同開発で完成した超

音波による高温鋼板の連続自動探傷装置は世界でも初めてのもので

あります。

環境保全設備の分野ではスラ・ゾジ凍結融解処理方式や湿式オゾン酸

化脱臭装置の実用化に成功しました。

電子機器分野では我が国最初の静上衛星「きく」 2号の測乍,精

測レーダを始めとする 0ケヅトあるいは衛星追跡,管制装置及びその

設備の製作,建設,高性能ファクシミリ,当社独自のオートリーダを有す

技術本部長
開発本部長

樫本俊彌
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るPOSの販売等かずかずの成果を揚げました。

電子計算機分野では《COSMO》シリーズの販売を支えるソフトゥエア

の開発が進み,磁気手イスク記憶装置,各種ディスづレー装置,漢字づ

リンタ,光学文字読取装置等周辺端末装置も逐次開発,生産に移り,

数多くのシステムを出荷しましたが,全日本空輪(株)より受注し納入

を開始した全国忙わたる航空券予約,発券システムは大きな成果のー

つであります。

またオワイスコンピュータ《MELCOM》80 もシリーズが一層充実し,ス

タンドア0ン用に,あるいは分散処理システムのインテリジェントターミナルに

多数のご注文をいただきました。

電子部品では超LS1を指向して研究開発を進めておりますが,

リL による周波数カウンタやタイマ,高速 DSAメモリ,カラーTV用高

集積IC,樹脂モールド形サーモセンスタ,大電力高耐圧サイリスタ等新し

いデハイスを数多く開発,製品化しました。

家庭電器の分野ではビ好評をいただいておりますクリーンヒータのー

層の改良,有名になりましたふとん乾燥機オーづンレンジを始め,新

規に公表しました大形づ01:;エクション形カラー1V等つぎつぎ顧客志

向形の新製品を世に送り出しましたが,本年も引き続き皆様のビ好

評を得る新製品を出す予定で,製作所と研究所の緊密な連けいの下

に開発を進めております。昨午発表致しましたPCM方式のテーづ

並びにディスク・サウンド記録,再生システムはオーチイオ界の明日を告げ

るものであると確信しておりまナ。

省エネル半,省資源製品の開発は各事業本部共通の課題であり,ま

た,太陽エネルギ利用の研究,開発は,開発本部が中心となり,関係

の各事業本部の協力で進めております。

昨年6月の組織変更によって,旧研究本部は若干の機能を付加さ

れ開発本部と改称されるととそなり,従来より一層各事業本部,各

製作所と緊密に協力し研究,開発ができるようになりました。

昭和53年を迎え,更に一層皆様のビ期待にとたえるべく努力を

する決意を新たにしております。ご一読の上,ご批判をいただけれ

ぱ誠に幸甚に存じ主す。
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1.る升究

近年の企業経営にますます重要な位置付けを持ってきた研究開発活 制御κ関する各種機器の開発などが挙げられる。情報関連機器,電

動を製品化,企業化に速やかに結びっけ,更に各分野における技術 子部品の分野では柳上卸用双方向光伝送システムの開発,マスタスライス方

的リーダシ,,づの維持強化をはかるため,当社は52年6月研究本部を 式を採用した電子計算機用各種高速論理LS1の開発,更忙はうポラト

改組発展させて,新た忙開発本部を設置した。開発本部の組織は, リオートメーションの中核となる研究所計算機網《LABONET》のか(稼)

全社的な立場で研究開発活動の総合企画,立案,調整及び開発の推 動など画期的な進展がみられた。また他社に先がけて発表した

進を行う開発部巴,中央研究所をはじめとする5つの研究所,デサ"イ PCMレーザサウゞゞンスクなど特筆すべき研究成果であろう。生産の

ンセンタ,主として電子機器関係の製q乍所に配置されている5つの研 自動化及び材料など共通技術の分野ではづラントオートナスを志向した

究部等で枇成されている。開発本部は社会の要求忙こたえる技術開 マイク0づロセヅサを用いた異常検出装置の開発,回転機コイルのテービン

発が最優先されるべき巴の認識にたち,費用対効果を十分忙考慮し グを不要とした電着マイカ絶縁の開発など当社独冑の技列『に進展が

て,重点的に研究開発課題を定め,事業本部と一体となって研究開 みられた。

発の成果を事業化の促進に結びつける巴とも忙,各事業本部製品の なお半遵体集積回路,ファクシミリ,水処理装置,家電関連機器など

電子化に努めてきた。 製作所と一休となって開発を進めてきたものを研究編以外の各編に

以下詑年度の研究成果のうち主なものを列挙する巴電力.鉄道 収録した。

工業の分野では6,250kvA超電導発電機の完成,高速増殖炉の計測

● 6,250 kvA 超電導発電機の石升究試イ乍訓11111川11111111111111Ⅷ111111!1111肌111111111"11川1111111"111111肌1111m111川11111川111111111111"1川111111111川11111川川1Ⅷ11111111111111川1111111ⅧⅧ1Ⅷ11111m1111m111川lm11111川1111川1"111111111111川11m皿

昭和四午から3年計画で,通産省の重要技術研究開発費補助金の とれらの研究成果を基に,同じく通産省の補助金によって30MVA

交付を受けて,実験用の超電導発電機の研究試作(富士電機製造 の超電導同期調相機の研究試作(Π召和52~56年の5年計画)を開始

(株)巴共同)を進めてきたが,この低ど完成し,超電導状態での実 している(富士電機製造(株)と共同)。

野余運転忙も成功した。この試作機は,6,250kvA の容量のもので超

ゞ

電導発電機として世界最大のものであり,その主要諸元は,

極数 2P,回転数3,600印m

信圧 2,640V,電流 1β75A

回転子寸法;外径390m,側皮問長さ 190om,重呈7001姻

固定子寸法;外径 110cm,長さ 168Cm,重さ 4,50okg

インビーダンスエd=40タイ,之d'=23夕6

である。超電導界磁を用いているため,同期りアクタンスが従来機の

それの数分の 1と小さく,また,寸法重量ともにかなり小さくなっ

ている。更に,(1)1ボキシ含浸形の超電導界磁コイル,(2) 2重ダン

パ構造,(3)磁性流体を用いた液体へりウム供給部軸シール,(4) 2

重転換コイjレによる油浸冷却空げき(1鋤巻線式の電機子,などの新

しい構造や方式を採用しており,今までの試作機忙比べ1歩前進し

た屯のである。

●大電流化合物超電導線

化合物系超電導線を核融合炉トロイダルマグネット用線材として実際忙応

用する気運が高まっている。当社は日本原子力研究所の委託調査忙

基づき, Nb.sn超電導化合物からなる大電流線の開発を進めた。線

材の構成方法は,多数のNb.sn心線からなる埋め込み形素線をよ

り合わせ,これを所要電流容量忙応じて銅帯に

ソルダ法で複合した安定化線とするものである。

比較的細い素線を単位巴して,とれを複合して

大電流線とする方法は,製造上及び性能上の信

頼性が高いのが特長である。写真は製作した

N、snより線(7本の素線から構成)及び8テ

スラ,1,000アンペア級の安定化線(10本のより線

から構成)で,直径33μm,本数35,000本の

Nb3Sn心線を内蔵して込る。この種安定化線に

ついて極低温における電気特性及び機械特性を

如劃
、ニ{tX1 冨1イ.゛、'シ f

世界最大の6,250kvA超電導発電機
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通風冷却解析

直流機の容量,寿命を制限するものに温度上昇があり,精度の高い

通風・温度解析は最適設計を行ら上で重要である。とれまで忙,各

種の温度・通風計測を行い,同時に通風計算づログラム,熱等価回路

網を用いた直流機全体温度計算づψ'ラム,有限要素法による界磁温

度計算づψ'ラ△などの開発を完了した。とれらはそれぞれ実測値巴

良好な一致をみている。図は有限要素法{Cよる中形直流機の温度計

算結果である。折線は等温線を,矢印は熱流を示している。有限要

素法を使用すれば桔度の高い計算が可能であり,また,結果を視覚

で捕えるととができるため冷却上の改良点の発見が容易になる。

通風冷却の技術は既に製品に幅広く応用され,大きな成果が得ら

れて゛る。

●溶接止端部の疲れ限度向上法の開発

通常のCO0半自動溶接法による溶接継手忙外荷重が繰り返し加わ

つた場合の止端部の疲れ限度は,母材の疲れ限度忙比べて著しく小

さく,そのばらつきも大きい。これは,止端部の余盛形状やアンダカ

ツトによる応力集中に起因する。との観点から,止端部を平滑に仕

上げて応力集中度を軽減することにより疲れ限度の向上を図るため,

C0旦半自動溶接をしたのちその止端部を逆極性C0ジフトづラズマ溶

接法で仕上げる方法を開発した。この方法によれぱ,ソフトづラズマの

熱源特性と,シールドガス中の CO。ガスと溶加心線中の脱酸元素との

や(冶)金反応により,健全でかつ平滑な形状の止端部が得られる。

写真の右は従来のCO。半自動溶接のままの継手であり,左はその止

端部を逆極性C0皀ソフトづラズマ溶接法により仕上げた継乎であって,

止端部形状が著しく平滑になっている。逆極性CO0ソフトづラズマ溶

接法による止端部仕上げ処理を行うととにより,継手の疲れ限度は

CO0半自動溶接による継手の 18倍、向上すると同時に,疲れ限度

のばらつきも著しく改善されることを疲労試験より検証している。

● PCM レーザサウンドディスク及びプレーヤーの開発

針のない超Hi-Fi音響システムとして, PCMレーザサウンド手イスク及び

づレーヤーを開発した。最近, PCM (pulse code Modu]ation)による

超Hi-R化が盛んであり,当社ではこれまで,磁気テーづによる記

録再生装置により先べんをつけたが,今回開発したシステムは,レー

ザ光{てよる超高密度記録技術を用いて, PCM化された音響信号を

ディスク面上に記録しそして再生するシステ△である。レーザ光の特長

を生かして,波長程度の直径に集束されたレーザ光を特殊金属苅膜

に照射することによって,この金属膜に極微小なビット(幅1μm以

j ."

.ー

ノ

.ー

中形直流機温度分布・ ノノ

熱流図
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また,との止端部仕上げ処理方法は,溶接施工の安定性,溶接施工

能率,疲れ限度の信頼性の西て,'ラインダ仕上げなどの従来の疲れ限

度向上法に優り,その実用的価値は大きく,溶接構造物の信頼性向

上に威力を発揮するものと期待される。

下)をらせん状忙つくる。このよう

にして作った原盤から従来のレコード

と同じ複製工程を経て,塩化ビニル

製ディスクを大量に造ることができる。

ディスクからの再生は記録と同様レー

ザ光を手イスクのビヅトに当て,その

反射光を検出して信号を読み出す。

なお再生づレーヤーのレーザ光源として

は半導体レーザを本命と考え,検討

を進めて仏る。 PCM信号の記録再

生で最大!の問題であるドロ,ワづアウト

(信号欠落)などによる符号誤りを

溶接継手の止端部の外観

左:逆極性CO.ソワトづラズマ溶接で仕上げ処理
を施したもの,右: C02半自動溶接のまま

m1ⅢⅢ1ⅢⅢ1川Ⅲ111ⅢⅢⅢⅢ{ⅢⅢ訓1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1馴1Ⅲ1肌肌肌ⅢⅢ11ⅢⅢ11Ⅲ1馴{Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢ111削11Ⅲ刈1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ11皿

訂正するため,遅延2重記録方式を採用した。特長として,互イナミ

ヅクレンジが広く(98dB以上),雑音・ひずみ率が小さく(0.1%以

下),ワウフラヅタは皆無で,手イスクの劣化は全くない。今後の課題と

して,一般への広い普及を目指して,システムの規格統一を進めるた

めに関係各社忙呼びかけて仏る。このシステムは当社の外にティアック

(株)(主に機構系担当)と東京電化(株)(手イスクの複製)の 2社が

参加して共同開発した。
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●制御用双方向光伝送システム

光ファイパは広帯域性,耐誘導雑音性などにより注目されてぃる。今

回,光ケーづル伝送による制御用データバスの基本的モ手ルとして制御

用双方向光伝送システムを開発した。とのシステムの特長は,1本の

光ファイバを用いてビデオ信号と制御信号の2つの光信号を双方向に

伝送するとともに,ピ手オ信号を光分配器1てより分割して2台のカラ

ーテレビ受像機に映し出すととである。システム構成を図に示す。監視

倶1と被監視側とが1本の光ファイパで結ばれ,両端には送.受信光信

号を分籬するための光分配器が,更に監視側にはピデオ信号を分割

するための光分配器を設置してぃる。光ファイバは大日日本電線(株)

製ポリマクラ・,ドファイバ,発光素子は球レンズ装荷LED,受光素子は

APD,光分配器は反射面付きマイクロレンズ形分配器を使用してφる。

監視側の制御ボタンの操作により,被監視側のビデオカメラと VTR の

いずれか一方のピデオ信号が選択送信され,監視側に送られてきた

ピデオ信号は分割され2台のテレビ受像機に映し出される。ビデオ信号

はべースハ'ンドアナロづ方式で伝送されている。光ケーづル伝送系の性能

は,帯域幅20H.~20MH.,徴分利得 1%以下,徹分位相1度以

下,入出カレベル 1VP、,(75Ω)である。また,光伝送路損失18dB,

APDの平均受信光量一21dBm であり, S/N比 50dB を得るのに

必要なAPDの最小平均受信光量一28dBm に比べ十分な余裕を持

つている。

畍Ⅲi1肌11Ⅲ1Ⅲ削肌肌11111胤削馴11Ⅲ{1111ⅢⅢ1111ⅢⅢ1Ⅲ脚Ⅲ1{剛Ⅲ11剛肌1Ⅲ1肌削1Ⅲ1Ⅲ11肌Ⅲ1Ⅲ111川削ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1州1Ⅲ1川ⅢⅢⅢ1肌肌Ⅲ11削1ⅢⅢⅢ馴1Ⅲ1州ⅢⅢ11削川11ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ

●光通信用及びビデオディスク再生用半導体レーザと球レンズ付発光ダイオード

TJSレーザは,幅の狭V、 GaASホモ接合をAIG.AS層ではさんだ独得

の構造を持つ半導体レーザである。発振波長は 0.89μmで,中距籬

(数~10km)の光ファイバ通信や,ビデオディスク再生用の光源として開

発中である。とのレーザの主な特長は,(1)しきφ値電流が約30

カラービデオ
カメラ

映像音
1ヰニ含クX

子'一塁L?j三イ員、」

mA と低く廓動が容易である,(2)発振領域が0.3×2.0μm2と小さ

く,発振横モードが基本モードとなり光ファイバとの結合が容易であ

る,(3)発振縦モードが単一(写真参照)でスペクトル幅が IA以下

と狭くレンズ材やファイバ材の分散の影縛を受けにくい,(4)レーザ

出力の電流に対する直線性が良く変調が容易である,などである。

これらの優れた発振特性が,1万時間以上CW通電した後でも維持

されていることを最近実験的に確認した。

数km以下の近距離で,数10班IZ以下の中・低速の信号を扱う

比較的簡易な光通信の光源には,価格や取扱いの面でレーザより発

光ダイ才ード(LED)が適する。当社独自の球レンズ付き LED は, GaAS

1 1
翻換
スイノチ

映像音
声合成

光分露巽

ビテオカセット
レコーダ

奎二子旦イ旦」

区ヨ

剖揮信号

＼、切換信号

光ファイバケーフル

光受
イ言1携

●光ファイバ情報伝送システム用光分配器

無誘導性広帯域性などの特長を有する光ファイパ情報伝送系の目覚ま

しい発展に伴い,1本のファイバに伝送されている信号を2本以上の

ファイバへ分割する必要性が認識されてきた。我々は系をより多機能

にするために低そう(挿)入損失の光分配器の開発を行った。この光

分配器は,屈折率が中心から周辺にいくにつれ2乗分布で減少する

屈折率分布形マイクロレンズを3個組合せている。このレンズは適切な

長さにすると1点から入射した光は平行ピームに広げられ,逆に広

げられた平行ビームを入射させると1点に収束させる性質を持って

仏る。分配器の構成として基本的には,このレンズによって入力側

ファイパからの光をいったん広げ,次にこの光を2分割するために2

個のレンズの側面を研摩しその面同志で接着して作られた分岐部に

導くととにより,分岐部のレンズ端面に別々に光を結像させ出力側

制御イ言号
受イ言猫

jtづ}裂ご暑昔

カラー

テレヒ

受像

光ファイ

同軸ケーブノ{

卦

央像音
声分酵

'コ

層を発光層とした2重へテロ接合LEDで,発光波長は0.88μmであ

る。発ヅ亡部を従来の数分の1と小さくし,100μmφの球レンズを装

着して,放射輝度と指向性との向上を図っている。主な1寺長は,

7τ趣

信"

制御用双方向光伝送システム構成図

制御イ召号
送イ言桜

(1)光ファイバとの結

合効率が高い(50mA

の電流で光ファイバ《NA

=0.19,コア 60μmφ))ヘ

100 μNV 入る),( 2)

しゃ断周波数が約50

八但.(-3dB)と実用

上十分高い,などであ

る。

映像音
声分雛

告小凱
ボタン

剛Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ11肌111ⅧⅢ1Ⅲ1川111ⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1111ⅢⅢ肌1Ⅲ111Ⅲ川Ⅲ11田

カラー
丁レヒ

受像機

則11111蝦11Ⅲ川Ⅲ1Ⅲ111川剛川1Ⅲ1削1Ⅲ1朏剛1Ⅲ11Ⅲ1朏1ⅢⅢⅢ削肌1ⅢⅢ1ⅢⅢ{Ⅲ11肌1Ⅲ1剛削Ⅲ1111111肌Ⅲ11削肌Ⅲ朏Ⅲ1削ⅢⅢ肌ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ川Ⅲ11削1Ⅲ111Ⅲ胤削出

1.研 プし

騒翻鹽

ファイバと接続させたものである。なおレンズ長さの和は,レンズ内の

光路周期のν2 に調整してある。このようにして得た光を 1:1 に

分割する分配器は,挿入損失が 1.1dB,分配比が 0.98である。低

挿入損失の外に,この分配器は接続するファイバの種類を問わずに構

成することができ,モード依存性がほとんど無い特長を有している。

^躍慶羅畷圃藤

霜駆

欝盟盟
肌翻睡

9035A (5入ノdiv)

TJSレーザの発振スペクトル

(単ーモード発振している)

また我々は,光を2分

割するものだけでなく,

多分岐機能を有する分

配器も開発中であり,

これにより更に光ファ

イバ情報伝送系の多機

能化を推進する。
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●空問変調光学系の研究 訂Ⅲ肌1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11肌111Ⅲ1Ⅲ川Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ11削肌ⅢⅢ1Ⅲ削Ⅲ111Ⅲ1削11ⅢⅢ11削馴川削胤朏Ⅲ11肌削1Ⅲ1川1ⅢⅢⅢ削肌Ⅲ11Ⅲ11川州Ⅲ1Ⅲ11111Ⅲ削削1Ⅲ1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ111ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1川ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢ1刑心

大容量情報記録系として期待されてぃるホログラフィックメモリ忙おける 径;10μmφ,ワーリエ変換レンズ焦点B起雛;2.5mm として,垂直入射

現在の重要課題は,空問変調光学系を実現するととである。従来研 の巴き,変調位相;πに対して,消光比;50,逐過率;50%が得

究されてきた系では光変調器を小形化する方式を主としており,材 られる。今後は,入射角依存性を小とするよう,開ロパターンと空問

料開発と集積化技術に力点がおかれてきているが,変調効率,変調 フィルタを改良し,ホ0グラフィックメモリに必要な特性(開口数;256X

開口数,入射角依存性などで十分な成果をあげるk至っていな仏。

との研究では,低電圧で光の分布が大きく変わる回折現象と空問フ

イルタを結合した光学系を採用して,これらを改良することを意図し,

既存の材料を用いて,原理上実現できる見通しを得た。図に方式の

原理を示す。開口部は直径"の円形とし,その内,直径ωV互、よ

り外周側の屈折率を変調信号により変える。マイクロレンズ忙より開口

のワーリエ変換像を発生し,この回折像面忙空問フィルタを置くとと

により,回折像の分布の変化を光の強度変化に変換し,更忙逆フー
0

り工変換する。これ忙より,波長; 6,328A,4 ; 200 μmφ,アパーチャ 空問変調光学系の描成(単一素子)

●自動振幅/遅延等化装置 11Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1脚削脚111111}Ⅲ脚Ⅲ11削!Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ!ⅢⅢ}1朏Ⅲ1Ⅲ111"Ⅲ肌Ⅲ11肌Ⅲ!1Ⅲ1!肌削剛淋胤肌朏1Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1脚{Ⅲ1削Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ111川1Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ川Ⅲ11111Ⅲ11Ⅲ1肌1Ⅲ1川削11Ⅲ削川1ⅢⅢⅢ11Ⅲ肌ⅢⅢ肌1Ⅲ1洲11Ⅲ

近年,通信量の増加忙伴って専用回線Kよるデータ伝送の需要が著

しく増加している。データ伝送のための専用回線(データ回線)は,

高品質であるととが要求される。そのため,等化装置は高性能であ

るだけでなく,自動的忙回線特性を測定し等化設定を行う機能を有

することが望ましい。当社では,このよ5 な目的のための自動振幅

/遅延等化装置を開発し,国際電信電話(株)研究所へ納入した。

自動振幅/遅延等化装置は,図のよう{て構成され,写真はその外

観を示す。等化手順は以下のとおりである。

(1)伝送路の減衰/遅延特性を測定器(W印de1社製LD-2)に

より測定する。

(2)その測定値を《MELCOM》70/25 忙与え,所定のアルゴリズ△

によって,等化演算を行う。

三菱電機技報. V01.52. NO.1・1978

256,消光比; 20,

透過率;30%を想

定)の光学系を開

発する予定である。

Jt嬰

化D.2 }

自動振幅/遅延等化装置づ口,,ク図

●パケット通信処理装置(プロトコルマシン)

データ通信の発展に伴い,公衆パケ'介交換忙よるデータ交換網の開発

がアメ,功,日本,カナダを始め各国で行われつつぁる。

パケ,介通信処理装置(づロトコルマシン)は,公衆パケ.介交換網忙お

ける機能の高度化,サーピスの多様性に対処する、のであり,次のよ

うな特長を有している。

(1)通信処理機能の独立により,ホスト計算機の負荷の軽減をはか

るととができる。

(2)階層構造のづロトコルの採用により,多様な国際手ータ通信ユ

ーザに柔軟に対処できる。

(3)づロトコルとして, CCITT 勧告の X.25及び審議中の X.7X,

PAD (パケ介分解・組立機能)インタフェース等を採用している。

この装置の形態として,パケ.,トの分解・組立て,集線・多重化等を

行う NAP,づロトコルの整合・変換を行う GWP及び付加価値を実現

する VAP の 3種がある。

この装置の開発は,国際電信電話(株)研究所と協同で進められ,

第1 ス予,づとして NAP (《入箆LCOM》 70)が完了し, X.25づ口

イ「・・フ、Ξ1雪

レー「フ、、ワ巳

レ^

入力部

(3)その演算結果をディジタルイコライザにその可変パラメータの設定値

として与え,等化設定が完了する。

との装置が国際データ回線にお仏て実用化されるためのボイントは,

装置の小形化にあると思われる。
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トコルの検証力珠冬了した。第2 ステ.ワづとしては,《MELCOM-COS

MO》700Ⅱの接続{Cより, GWP を含めた TSS形態のシステ△開発

を進めている。
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●マイクロ波 IC 用ノ1、升多マイクロストリップサーキュレータ舳Ⅷ1肌川1辧11111剛削1朏削捌11Ⅷ肌削11111川削捌1Ⅲ11{1111111111111剛1Ⅷ肌111"111111刈1削剛削川111朏111m11111111111111111馴剛肌

最近,各種無線機器におけるマイクロ波回路部の IC化が,機器の信 ど各種無線機に使用されることが期待される。

頼性向上.小形幌量化などの観点から進められてぃる。そのために 写真は,一端に、チッづ抵抗を付けアイソレータとしたもので,直径約
サーキュレータも IC化に適合した小形のものが要求されてぃる 巴と 20mmの基板内に構成され,1.15~1.35GH.の周波数帯域にわたり0

ろが従来の分布定数形マイクロストリッづサー千ユレータは,内部導体が平 05dB以下の損失,20dB以上の減結合量,1.2以下のVSWRが得
面的構造であるため IC化には適してφるものの寸法が大きくなり, られて仏る。

一方,集中定数形サーキュレータは小形ではあるが,内部導体が立体的
猫造のため IC用として遭合しにく一欠点があった。

そこで,分布定数形マイクロスト小ゞづサー牛ユレータの理論的検討忙よ 、,ノー゛、'4、'"左.

り,サーキュレータのストリッづ線路内部導休のY分岐接合部の寸法を任 モ三ξ11山 1,轟"

'11 "1
意に選ぶ設計法を見い出し,更に小さく選ぱれたその接合部にインビ
ーダンスを装荷するこ巴,整合用線路を途中で基板面内で折り曲げる

Cシととなどの工夫を加えると巴によって自由空問波長の VI0 の基版

寸法内に納まり,10数%以上の動作周波数比帯域幅を有するもの
1.2GHZ サーキュレータ形アイソレータ

が,0・8~2GH.の帯域で得られた。今後衛星巴う俳勺載用機噐な 左:アイソレータ単体右:マイクロ波IC用アイソレータ基板

●マイクロフ゜ロセッサ応用テ'イスフ゜レー装置 m11馴111{11111川肌1Ⅲ削111111111111111i11111m11111111111洲削肌朋1削lm111111削肌11111川11111肌削川1Ⅷ肌剛洲1Ⅷ11111娜肌剛削州1111Ⅲ1Ⅲ1111"111111111m11111削111111111{11111皿

マイクロづロセヅサは実用化時期に至り,ますますその応用範囲が広がり, 応して,イ;デjジェントディスづし一裳躍,高性能漢字ディスづレー装置な

技術革新と、言える様相を呈しているが,計算機周辺端末機器,中 どを開発して仇る。

で、キャラクタゞイスづレー装羅におし、ては,早くからマイク0づロセッサの

採用を検討し,キャラクタゞイスづレー装置の機能向上,小形化,標準化
などを図ってきた。

マイクロづ0セヅサ化の意薦は,]つにはワイヤードロづヅクのストアードづ口

グラム方式への置き換えにある。システムの可変部分をづ口づラム1C吸

収させるととにより,システ△忙対する適応性が向上L,固定部分を

共通化するととにより,ハードゥエアの標司努ヒが促進できる。

もう1つの意義は,装羅の機能向上にある。ワイ卞ドロづ,りクでは突

現できなかった複雑な機能を可能にしたり,診断機能などの RAS

機能を永"川したりするととができる。

更にもう1つの重要な意奨は,分散処理機能が付与できると巴に

ある。

当社では,既忙数機種のマイクロづロセヅサ応用ディスづレー装置を製品

化してきたが,引き続き,分散処理指向,日本文文章処理指向に対

命研究所計算機網《LABONET》

ラポラトリオートメーションの中核となる研究所計算機網《LABONEI》が

稼動した。《LABONET》は,機能分散の考え方を基にして設計し

た計算機網であって,図のようなハードゥエア橘成をしてぃる。図中

亘OST(端末計算機)は,研究者の業務を処理する計算機であって,

最大 16台主で接続可能である。また, CP(中継計算機)は, HOST

問にあって交換機の役割を持った計算機である。

との《LABONET》は次のような機能.特長を持ってぃる。

(1)《LABONET》に結合されている HOSTの端末から,《MEL.

COM》7500 を会話形利用,速隔ジョづ入力等の利用形態で使用で

きる。

(2)各HOST問で,周辺装置を共用することができる。

(3)各 HOST問で,同期をとってづ口づラムを実行できる。

(4) FORTRANレベルでのアクセスメソ,,ドカ部南わってぃるので,研

究者は計算機網を余り意識せずに離れた場所にある亘OST を利用

て、きる。

とのよう忙《LABONED は,ミニコンビュータと大形計算機の問で機

能の分業を図り,それぞれの特長を生かした効率の良いシステムを構

1.研 究 11

」

,

M2350 インテリづエントディスづレー装羅

辧Ⅲ11訓榔剛肌ⅢⅢⅢⅢⅢ朧桝1ⅢⅢⅢ1川Ⅲ1娜Ⅲ11肌剛柳瓣1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ111Ⅲ11111川脚Ⅲ11脚脚馴1ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ脚馴棚棚Ⅲ1胤胤1Ⅲ1肌州朏肌剛1ⅢⅢⅢ川朏Ⅲ1川棚Ⅲ肌Ⅲ1剛Ⅲ11川11Ⅲ

成している。このシステムによって,研究朋発の自動化・省力化が大

きく推進されつつある。
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●マイクロ波用静電誘導トランジスタと高速静電誘導サイリスタ

静電誘導(S仏6Clndu060n)作用を固体中で実現した新形高性能の

トランリスタ(SIT)及びサイリスタの研究開発を進めている。これらの素

子は東北大学西沢教授が発明されたもので, SITは既に音響機器に

利用され好評を得ている。我々はSITがマイクロ波領域で高出力を

得るのに適した構造であるととに着目し研究を進めてきたが,更に

52年2月新技術開発事業団から開発委託をうけて一層開発に力を注

し、て、いる。

マイク0 波SIT は,パイポーラトランづスタと比較して次の*寺長をもって

いる。(1)注入された多数キャリアが短いチャンネjレ領域を高速で走

行するため高周波化が容易。(2)チャンネ1レ領域は低不純物濃度,ゲ

ート領域は高不純物濃度にできるのでCR時定数が小さく高周波化

が容易。(3)ドレイン電流が負の温度係数をもつため熱暴走せず,

大面積化・並列遮蛋,すなわち高出力化が容易。(4)チャンネ」レ厚み

はパイボーラ素子のぺース層より厚くできるので高電圧動イ乍すなわ

ち高出力化が容易。(5)ゲートに負ハイアス印加のため高入カインビー

ダンス。(の 3極管形特性であるため増幅ひずみが小さ仏。(フ)シ

ヨ,介雑音が増幅されず低雑音。

これらの特長を確認しつつ素子開発を進め,1G1セで増幅出力20

W',利得 4dB,効率50%,また 20OM1しで発振出力 10OW,

効率40%を達成した。

SITの高速性を高電圧・大電流素子忙生かしたのが静電誘導サイ

リスタ(S1サイリスタ)である。 NPNP サイリスタの NPN部分を SIT で

置き換えたため,高速にゲート信号で電流がON-OFFできる。現

在,耐圧70OV,電流20A,スィ',チンづ時問0.2μS の素子が得られ

てし、る。

肌Ⅲ11Ⅲ1!肌Ⅲ1Ⅲ111111ⅢⅢ川11Ⅲ削川11Ⅲ11}11削削1111111ⅢⅢⅢ川11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111削1Ⅲ1}Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1111ⅢⅢ11馴Ⅲ11肌ⅢⅢ1ⅢⅢ11削

●高速論理LS1用レイアウト自動設計プログラム MARS・M

電子計算機用高速論理LS1は一般に多品種であるが,各品種当た

りの所要量が少ない。したがって,多品種のLS1を短期問で設計

できるととが必要になる。とのような目的のために,配線層のマス

クだけを変えるととによって簡単に多種類の LS1が作れるマスタスラ

イス方式と呼ばれる設計方式が採用されて仏る。この方式は,あら

かじめ論理ゲートを構成するセルをチ,づ上に配列しておき,セルや入

出カパリド問の配線だけを変更することによって与えられた回路を

実現する。との配線設計は一般に電子計算機で自動設計(CAD)す

るが,従来から発表されてφる CADづ口づラムは,手パイス技術上の

問題もあって最大200~300ゲートを対象としていた。今回論理ゲート

単位で計算して最大700ゲート規模の回路が処理できるマスタスライス

方式レイアウトCADづ口づラム入仏RSM を開発した。

入仏RS-M は,配置づ口づラム,配線づ口づラム及び配線チェヅクづ口づ

ラムから構成される。配置づ口づラムは,与えられた回路の論理ゲート

と外部入出力端子をチリづ上のセル及び入出カパ',ドに対応させて

配置する。セル及び入出カパリド問の配線経路は配線づログラ△で求め

る。一部の配線が不能解として残る場合,人手修正を行った後配線

チェリクづログラムて、修正ミスをチェックする0

自動設計の結果例を図に示す。使用計算機は《1Y正LCOM》7000

て・,づ0づラムはソースカードて、約3万枚て、ある。
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ゲートアレイ形マスタスライス LS1のデハ'イス方式は高速性を生かしバイボー

ラが用仇られてきたが,ゲート数は消費電力素子問分離の制約から2

~300ゲートに限定された。 MOSデバイスがマスタスライス LS1に用φら

れなかった主な原因は従来のMOSゲートの動作速度が遅く,か「配

腺に因る浮遊容量の影響を大きく受ける点にあった。これに刈して

DSA (Di丘山ion seH-Augne田 MOS デパイスは,2重拡散によって

実効チャンネル領域が得られ,通常の露光技術でノHボーラのべース幅

並みの狭仇チャンネル長を実現するととができる。したがって DSA

MOSデバイスは従来の nチャンネルMOS に比べて高コンダクタンス特性,
高速性を、つため,マスタスライス方式による高集積高速ランダムロジヅク

への応用が可能である。 DSAの弱点と考えられてきた2重拡散づ口

セスに局因するしきい値電圧の制御性は当社の全イオン注入技術で解

決し,916 ゲートマスタスライスのづロトタイづを開発した。フ.68×フ.88mm

のチ,,づ忙は 800個のゲートアレイと,116個の入出カハッファ回路が搭

載されており,8bit ALU の試作結果では 3,5凡V の消援電力に対

刑Ⅲ11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1削肌Ⅲ111ⅢⅢ11ⅢⅢ肌ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ洲11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ11111Ⅲ川11ⅢⅢ11朏11111柳Ⅲ11肌111ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ111Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ111Ⅲ1ⅢⅢ1州1ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢ馴ⅢⅢⅢⅢ山

して約 3那の平均遅延時問特性を得た。今後S-TfLの剰H乍スビー DSAMOS マスタスライスチ,ワづ

● L S 1 の信頼性解キ斤技術の開発 m11111111111川11111Ⅷ1111111"{11111111111111111Ⅷ11111川1Ⅷ州111111111Ⅷ11州11111州1Ⅷ111111111111N肌111111111111111111111冊削川111111111111111111111111111111"1111!1111111側11"!11航1111111111脚11111111111111111111肌111'11111111111肌肌111111111111n111111Ⅷ

最近, LS1の高集積度・高信頼度化の要求の増大とともに, LS1の
モニタ

製造工程における信頼性解析技術の確立が緊急な課題となってぃる。 ノ、づ1甲ーンノ

ウニC/、

この課題を達成するための技術開発の一環として, LS1の設計.製

造'評価などの各データを整理し解析する信頼性解析システムを開発 書動

テスタ
した0 との解析システムは,製造口.介ごとに特殊なモニタウェハを配置

し,とれから得られる各種測定手ータ及び材料・づロセスデータをファイ テスタ作成の

剛定テータル L,これらの因果関係を定量的に解析・評価する電算機処理シス

ドをもった 1,000ゲートに近い高集積マスタスライスとして電算機,通信

機器をはじめ広い範囲のランダム0づヅクに適用が可能である。

テムで,各種ヒストグラム,ウェハマ,,づ,多変量要因解析などの統計処理

結果を出カナると巴ができる。

この解析システ△を用いるととにより,(1)ウェハづロセスの管理.

評価の迅速化,(2)ウェハテストの省力化,(3)不良要因解析の効率

向上を図るとともに,量産並びに開発機種の品質・信頼性管理及び

信頼性解析手法の確立を目指している。製造ラインへの適用結果の

1伊ルして,材料要因・づロセス条件と電気的特性値問の相関を定量的

に把握することができ,これまでに明らかでなかった歩留り低下の

要因を摘出するととができた。図に,解析システムの構成を示した。

今後,更にとの解析システ△を実用化することにより,高集積度

LS1に適用可能な信頼性解析技術を確立するとともに,製造工程に

おける大幅な歩留り改善及び高信頼度の達成が期待される。 信頼性解析システムの描成図

●電子ファンセンサ GS,102 m11111朏11洲削1111111111{"11111肌1111111州1111111111川胤1111朏肌削111側剛川Ⅲ111111側肌肌剛肌Ⅷ肌脚111}1脚削川11}1111111胤ln111Ⅲ肌剛洲肌111111"11111111111111111削肌剛1111111胤11111111111{剛1"11馴Ⅷ11111m油

半導体素子を用いる電子機器の多くは小形冷却ファンにより空冷す

るが,特に長時問使用の電子機噐(電算機,無人局など)において

は,ファンの断線事故が有り得るため,随時,保守点検が必要とな

る。そこでファンの回転状態をモニタするためのセンサを常装備する

傾向が出はじめた。

この目的にかなうセンサとして,電子ファンセンサGS-102 を開発し

た0 とのセンサはサーチコイルによってファンの回転数が基準値以上で

あるか,以下であるかを検出し, TTL レベルの"1"," 0"信号に

変換Lて出力するものである。ファンの羽根は着磁可能なづラスチ,ク

磁石を使用し,フェライト磁石粉末を混合したぺレットを射出成形して

製造する。

信号処理回路はりニア1C (電圧比較器)を応用した入力回路,時

^
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定数回路及び出力回路よりなり,才一づンコレクタ出力が得られる。こ

れらを小さなナJント基板忙まとめて,ファンのおう(凹)所にコンパク

トに収納するようにした。 GS-102 の特長は

(1)ファンの凹所にかくれるため,見掛け上,ファンの外形が変わ
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●テレビ受像機の自動ゴースト除去回路の研究

最近,特にビ}レの高層化・過密化に伴いテレピのゴースト障害を受け

る地域が激増しており,公的機関や障害発生元での対策もすすめら

れてはいるが,障害範囲の広さや障害の原因の確認の困難さ,ある

いは経済的理由などで受信側での対策も強く望まれてぃる。

この研究はこうした事態に対処すべくゴーストを受像機内で自動的

に除去し得る回路を開発しようとする、ので,その第1段階として,

新しい2軸検波方式の回路を提案した。とれは2個の位相検波回路

の出力をビデオ段で演算,合成することによりゴーストを除去する回

路を基本とし,これに牛七ンセル条件の設定を制御回路により自動的

に行うようにしたものである。この方式は原理上,複数個のゴースト

の除去も自動化も実現しやすい,などの特徴を持ってぃるので実用

化への発展が比較的容易であると考えられる。

この原理にもとづく基本回路構成での自動ゴースト除去回路を市V乍

し評価実験を行った結果,基本的には任意の位相のゴーストに対して

●太陽冷暖房給湯システムの開発

工技院のサンシャイン計画の一環として"太陽冷暖房給湯システムの開

発(既存個人住宅)"を受託し,システム検討及び機噐の開発を進めて

きた。実験住宅が完成し,との程運転を開始したが,ほぽ所期の能

力が得られている。当社の開発したシステムは,夏期にはコレクタで

集熱した熱を梨§原として,ランキンサイクルエンジン駆動冷凍機(以下冷

凍機と略称する)で冷房を行い,冬期忙はコレクタで集熱した熱を直

接暖房に用いる、のである。

構成機器の主なものは,コレクタ・蓄熱そう(脚・冷凍機であるが,

コレクタは吸熱板として選択吸収膜処理を施した A1板を用いた平板

形を採用した。このコレクタは夏期に集熱温度95゜Cで約如%の集

熱効率である。蓄熱槽は不安定な熱源である太陽熱を利用するシス

テムには必すG助であり,実験住宅では水を蓄熱材として込る。冷

凍機は,ボンづで加圧した冷媒(R-U4)を高温蓄熱槽内の蒸発器で

高圧蒸気に変え,エキスパンダによって外部忙動力として取り出し圧縮

機を運転する屯ので,冷凍能力 3,oookc01小(蒸発温度90゜C,凝縮

温度38゜C),成績係数0.375 である。工牛スパンダはスライディングベーン形

を採用している。

●サファイア管を用いた高効率高圧ナトリウムランプ

局圧水銀ランづ・メタルハライドランづ等の HID(H喰h lntensity Discl)aτ昌e)

ランづの中でも特に発光効率の高い高圧ナトリウ△ランづは,高圧ナトリ

ウム(Na)蒸気放電を利用しており,発光管材として耐Na性の高い

多結晶アルミナ(PCA)を用いて,現在1151m/W(400四の効率を得

ている。しかし最近の省エネルギ化の要諸に対処するため,更に高効

率化の研究を進め,単結晶アルミナけファイア●SCA)を発光管材とし

て用いることにより,40OW で 130lm/W の高効率ランづを開発す

るととができた。

この高効率は主としてサファイア管の直線透過率(光の入射方向と

同方向に直線的に透過する光の入射光に対する割合)が良いととに

起因するものである。しかしながらサファイア管は多結晶アルミナ管

に比べ,(1)実用強度が小さφ,(2)熱膨脹係数が異方性を示し,

かつやや大きい,(3)熱伝導率が大きい,などの相違点があり,

ランづ設計・製造技術的に難しい問題がある。

今回の研究はランづ設計及びサファイア管端部の封着技術に重点を

置いて進め,新た忙開発した耐熱性,耐Na性の優れた封着剤, M-

^1棚柳lmⅢ11川川仙肌1肌1ⅢⅢ肌1如111Ⅲ脚1Ⅲ11柳Ⅲ川111111脚11Ⅲ1Ⅲ1朏肌肌川11Ⅲ肌脚1ⅢⅧ脚n瞰岱糊Ⅷ1む腿

十分な除去効果が確認され,多くの有用な資料が得られた。写真は

テレピ画像のゴースト除去例である。

現在,これらの資料をもと忙,との基本回路を実際のフィールドで

問題になっている複合ゴースト対策及び完全自動化などを盛り込んだ

更忙実用性の高いものへ発展させるべく研究をすすめている。

づーストあり

(DIU=10 dB,位相 180゜)
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実験住宅に設置した以外の個々の機器の高性能化のため{C,真空

形コレクタと潜熱形蓄熱槽の開発を行っている。との蓄熱槽はアンモ

ニウムみようぼんの融解時の潜熱変化を利用するもので,90゜C レベル

で動作する。既に実用規模の菁熱槽の試作・運転で実用化の見通し

を得た。

ゴースト消去後

ラン牛ンサイクルエンジン用エキスパンダ外観

剛ⅢⅢ川Ⅲ11削Ⅲ1ⅢⅢ州剛Ⅲ11朏1Ⅲ1肌11ⅢⅢ肌酬Ⅲ仙朏ⅢⅢⅢ1削馴朏棚削1Ⅲ11Ⅲ1削11Ⅲ肌1Ⅲ11削11Ⅲ肌ⅢⅢ肌脚朏ⅢⅢⅢ1馴11ⅢⅢ1脚皿
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S9130ガラス(C.0-AI。0.系ガラス)を最適設計をしたランづに適用し

て良好な結果を得た。現在,更κ長寿命化のための研究を進めてい

る。
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サファイア管

従来の多結晶アルミナ管

サファイア管を用いた高圧ナトリウムランづと発光管
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●中種中量生産の検査工程合理化の研究

自動化うインにおいて,機種変更に伴う段取替え作業は,その稼動

率に大きな影縛を及ぽす。特忙中種中量,あるいは多種少量生産の

場合,変更された機種に対応したツーリングやづづの変更をいかに短

時問,かつ人手をかけずに行うかが問題となる。一般的には製品の

寸法・形状などの変化に自動的に対応する機機を設けるのが望主し

仏が,機能とコストとのっり合いをとるのはむずかしい。

自動車用電装品の1つであるスタータモータの生産形態は,顧客の納

品要請条件から,典型的な中種中量生産となって込る。その自動検

査ラインの開発にあたって,30機種に及ぶ製品の寸法・形状・動作

範囲,並びに機能の変化を分析し,検査項目ごとの装置の機能の対

応と,各種制約条件の検討を行った。その結果,手作業と自動化と

を混成した段取替え機構が選ばれた。また,前工程である組立ライ

ンからは,機種変更の有無にかかわらずほぽ一定タクトで製品が排

出されるので,検査ラインの段取替えによる停止期間を吸収するた

め,バ,りファストワクを設けること巴 Lた。

これらを総合して得られた自動検査ラインは,組立ラインと直結し

て4項目の検査と,すべてのマテハンを無人で行い,段取替えだけを

●マイクロプロセッサを用いた異常検出装置

振動や騒音Kよる入力信号をマイクBづロセッサで信号処理することに

より,機械やづラントの稼動中の異常の検出,又は出荷段階の製品の

自動検査を行5装置を開発した。

機械やづラントの異常を自動検出,判定する白動診断システムの開

発は,これらの事故防止や稼動率の向上のために強く要望されてい

る。自動診断システ△の基本となるのは,機械設備の異常を検出する

装置であるが,とれらは本来人間の5感K頼ることが多く,また機

械やづラントにはそれぞれの特徴があって,困難な課題である。

機械装置の異常の検出は,通常,まず加速度センサやマイクロフォン

からの入力信号を,大形計算機により,パワースペクトル等の統計関数

により解析し,異常信号の特徴を抽出して,どのような実用機にす

ればよいかを決める。実際の装置はマイクロづロセッサなどの簡便な電

子装置に,実用上必要な信号処理機能をもたせて実現される。

既に工作機の動作を監視L,その異常を稼動中に自動検出する

●注型絶縁物

当社では,注型絶縁物と,その最終電気機器への適用K関し,設計,

材料開発から試作・評価・製造及び品質保証までを一貫して行って

いる。とのことは電機メーカにとって極めて有利なことで,50okv

を初めとする各種ガス絶緑開閉装置や,20kV固体絶縁開閉装置,

その他の多くの高電圧絶縁機器にユニークな設計を導入して特長のあ

る材料を適用し,非常に信頼性の高いものICすることができる。

電気機器の縮小化,通電容量の増加等とともに,ネ色縁物に対する

耐熱性の要求は一段と高まっており,その最高使用温度も100~

150゜C程度になっている。これに伴って材料面でも各種用途の耐熱

性材料を開発し,主に熱因子との組合せで,電気的・機械的一般試

験,クラック特性試験,長期{Cわたるクリーづ試験,疲労試験, V-t

特性試験等を実施した。とれらの材料の高電圧機器への適用もさる

ことながら,低電圧用機器への適用も多数行込,図のような整流器

用大電流端子板や車両トランス用多極端子板,沸騰冷却用端子等を開

発した。図の端子板は,単相当たり16kAの通電電流を可能にした

もので,電圧階級は 1号,最高使用温度は105゜Cである。また,従

1 研 プL
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作業者1名で,およそ 2分間前後で行うことができる。とれにより,

機種変更k柔軟K対応し,費用効果比の高い自動化ラインが得られ
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小形回転機用自動騒音検査装置の例マ
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シンッールモニタを開発した。また小形回転機の出荷試験で,異常音

噛蚤音)を自動検査する装置を開発,実用化Lている。引き続き中

形,大形回転機の}璽転中における自動診断装羅の開発を進めてゃる。
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密信頼性の向上,価格低減等の多数の有用性を持っている。
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●電着マイカ絶縁

高電圧回転機のコイ1レ絶縁は機器の性能,寿命を支配するもので篭

気的特性,機械的特性に対して長期問にわたり信頼性の高い絶緑方

式が要求されている。マイカは耐コロナ性,耐トリーイング性が良好で

不燃性であることからコイ1レ絶縁の主材料として古くから使用され

てきたが,従来ははがL マイカあるいは集成マイカをテーづ,シート状

に仕上げてコイルに巻き回しており,テーピンづという労働集約的な作

業性の悪φ工程が必須となっていた。

電着マイカ絶縁は,マイカと少量の水分散形ワニスとを水中に分散さ

せたものを電着液とし,電気泳動法により導体上にマイカを短時間

に層状に配向・析出させ,更にこのマイカ層に絶緑ワニスを含浸させ

耐熱性絶緑層を形成させる、ので,従来のテーピングエ程等が省略で

き,また更に耐熱性の高い要求のものに対Lては含浸ワニスを替え

るだけで同一づロセスの適用が可能という利点も有する画期的な絶縁

法である。図にモートレ,介試験結果の・一部として素線耐圧の経時変

化を従来法によるものと対比させて示した。図によると電着マイカ

絶緑は初期値は低いが非常に安定しているととが分かる。またコロ

ナ累積発生ひん(歩動度,対地破壊電圧, tanδ一電圧,ねnδ特性につ

Ⅵて屯従来法と比べ低ぼ同等て・闇題点はみられない。この電着マイ

●接点潤滑剤の接点への影響

現在,電気接点には潤滑・汚染保護を目的として,多くの接点潤滑

剤が使用されている。接点潤滑剤は接触不良を防ぐために用いるも

のであるが,使用条件忙よって使い分けなければ逆効果となること

も少なくない。そこで各種接点潤滑剤の接点に対する影響を

検討し,適正な使用法を確立した。使用条件のうち最も重視

すべき点は開閉負荷で,接点開閉時に放電を伴う場合と,そ

うでない場合では不良形態が全く異なる。次にその内客を簡

単に記す。

開閉時に放電を伴う接点に使用した場合,いずれの潤滑剤

も接触不良を起とす危険性がある。不良発生の様子の1例を

図に示す。しかし,接点潤滑剤の種類忙よって不良を起とす

確率に違いのあるととが分かり,接点、潤滑剤の組成と不良発

生確率に関係のあるととを見いだした。

開閉時の放電が極めて小さ込か,あるいは開閉しない通電

だけの条件では,小さ込接点接触力でも薄膜を形成しうる程

度の流動性を長期間保つことが必要で,蒸発減量が少なくて

耐熱・耐酸化性の良い接点潤滑剤が適当であることが明らか

になった。

そのほか,接点の接触力・

●低臭気無溶剤ワニス

現用の不飽和ボリェステルワニスは,反応性希釈剤として,多量のスチレ

ンモノマを含有している。このため,ワニス含浸時及び加熱硬化時に,

スチレンが大気中に揮散する。スチレンは悪臭物質として昭和51年10

月に追加指定され,ワニス処理工程中に発生するスチレンの臭気は公

害規制・作業安全衛生上の立場から問題となってきている。

ととに開発したワニスは,スチレンを含まないもので,低揮発性・

低毒性の特殊多官能性のモノマ及びづレボリマから構成されており,

現用ワニスの長所も保持し低臭気化を実現したものである(表参

照)。

各系列のワニスは次のような特長をもっている。

1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1111111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ111削11ⅢⅢ11肌1Ⅲ1川11111脚1Ⅲ1削1Ⅲ1柳棚Ⅲ1111Ⅲ剛1111削脚11111川川削脚11Ⅲ川削1Ⅲ11州1111Ⅲ111Ⅲ11州ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ肌1Ⅲ1川ⅢⅢ11ⅢⅢ111111削ⅢⅢⅢ1肌1Ⅲ11Ⅲ11肌1川lm肌剛脚Ⅲ111醐削皿

力絶縁の用途としては高電圧回転機コイルの素線・対地絶縁,更に

界磁コイルの絶縁などが考えられる。

14
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モートレ'"試験における素線耐圧の経時変化
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く影縛するので,この点に対する注意も必要である。また,接点潤

滑剤の選定には接点への影響だけでなく,周辺のづラスチ,ク材に触

れた場合のクレーリングの問題忙ついて、十分考慮する必要がある。
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AC5Aの開閉試験結果しゅう動量は,接触性能に大き

ⅧⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1肌11Ⅲ剛川ⅢⅢⅢⅢⅢ川1ⅢⅢ11ⅢⅢ川Ⅲ11肌1Ⅲ1川Ⅲ11肌1Ⅲ1削川Ⅲ111肌1Ⅲ1削川Ⅲ11脚1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1川1Ⅲ11肌11111削1Ⅲ1川ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1川Ⅲ11削1ⅢⅢⅢ川11Ⅲ1Ⅲ1川肌Ⅲ1Ⅲ111川川Ⅲ111削削11Ⅲ1Ⅲ柳1総Ⅲ1Ⅲ

(1) CK-1000 系列は F種相当の耐熱性を示すはん(汎)用形ワニス

である。

(2) CK-2000 系列はE~B種で,特に低毒性の汎用形ワニスであ

る。

(3) CK一如00系列は耐薬品性に優れており,主た光硬化性を有し

ている。

(4) CK-7000 系列は常温硬化形ワニスであり,省エネルギ的に有利

な品種である。
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電着塗装法を 1ナメル電線製造づロセスに適用した《MEDIS》電線は, 脂を変えることにより,種たの特性を持つ竃線が得られる。

電装品,汎用電動機に使用され好評を博している。 表に各電線の一般電線特性を,図に熱寿命を示す。各電線ともに,

この《N正DIS》電線は,従来のひたし塗装によるエナメル電線に 従来の《MEDIS》電線に比べ,耐熱性・熱軟化温度・耐摩耗性など

比べて,偏肉が少なく,塗料中1て有機溶剤を使用しないために安全 が優れてⅥる。また含浸ワニスとの相容性も良好である。以上述べ

衛生上の問題が少ないなどの多くの利点を持ってぃる。しかしなが た耐熱性電着電線は,大気汚染,資源及びエネルギ枯渇の問題が重大

ら,従来の《MEDIS》電線は, B種程度の耐熱性であることから, 関心事になっている社会情勢から判断して,今後の適用分野の拡大

その適用分野が限られていた。 が期待される。

ととに開発した耐熱性電着絶緑電線は,従来の《MEDIS》電線の
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●アルミニウムの防食州脚川川川1棚脚川脚ⅧⅧ1川11m11川朏川1川川肌Ⅷ川川Ⅷ11111111川川川川1111111川川脚1Ⅷ111Ⅷ川111111111"111川Ⅷ川肌ⅧⅧ^

アルミニウムはクーラ・冷蔵庫・ステレオ・炊飯器など各種の家電品に使わ 交換性能はアルミフィン表面への凝縮水の付芯状態,ナなわち,表面

れているが,輕くて熱を伝えやすくて展延性に富む性質から,今後 のぬれ性に左右されることが分かった。

更に適用範囲は拡大すると予想される。大気中におけるアルミニウム 以上を考慮に入れて,防せいU陶油・化成処理・塗料など各種の

はある程度の耐食性を有するが,最近は環境の悪化と使用条件の多 表面処理剤を検討し,適度な接触角で表面を親水性にする無機添加

様化から耐食性にっいての要求が厳しくなり,防食処理が必要とな 物と界面活性剤を含んだビニル系の水溶性1マルづヨン塗料を選定し,

つてきた。水中でのアルミニウムは孔食を起とすので使用実績は少な 期待どおりの成果を得ることができた。

いが,有効な防食法があれぱ,他の材料に代わって大いに利用され (2)冷温水中

ると思われる。 冷暖房機器の配管や複雑な形状の容噐を防食する場合,定期的な管

以上の要請に対L,アルミニウムの各種防食法を検討した。その結 理によるインヒビタの使用が可能であれぱ,吸着形低分子有機物を含

果,環境に応じて防食法を使い分けるととにより,製品の品質向上 んだけい酸塩が有効である。

を図ることができた。 耐食性が更に要求されるときには,従来のクロム酸塩処理に代わっ

(1)大気ふんい気中 て,けいふっ化物を主成分とした低公害形の化成処理が適する。こ

例えば,クーラの熱交換器は耐食性巴熱交換性能が重視される。化 れにZn系の犠牲陽極材による電氣防食を併用する巴,アルミニウムの

成処理や塗装による防食法では熱交換性能の低下を防ぐために皮膜 電位を孔食発生電位以下にtるので,更1て寿命延長が図れるととを

厚さをできるだけ苅くしなければならな仇。研究結果によると,熱 把握した。
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景気回復のテンボが緩慢化し依然として厳しい情勢で我が国経済は

推移しているが,資源有限時代への突入が明確忙なった現在,技術

革新による製品開発への期待は,主すます重視されている。とのよ

うな情勢の中で52年度は省エネ1レギ,省力化など時代の要請にこた

えるとともに基礎技術,信頼性技術の向上忙総力を結集して努め,

国内を初め海外市場に数多く特長のある電力用機器を開発,納入し

電力界に大きく貢献した。

原子力発電では四国電力(株)で初めての伊方原子力発電所1'号機

566Mweが52年9月営業運転に入った。更に本邦最大容旦の関西

電力(株)大飯原子力発電所1・ 2号機 1,175Mwe の試運転が順調

に進行している。火力発電では東京電力(株)袖ケ浦発電所納め

1,164MVA 4号タービン発電機は本邦最大容量のクロスコンパウンド機

で工場試験では良好な成果を得た。水力発電においては世界屈指の

高落差大容量揚水発電である四国電力(株)本川発電所316入fvA/

320MW発電電動機及び日本グルーづによる世界最大級のべネズエラ,

GU一電発所805MVA水車発電機の受注に成功,製作中である。

送変電では大容昂.変圧器の漂遊損解析などの技術開発を推進,1,000

MW級発電機用主変圧器の製作体制が整った。また開発途上国に

多数の 50okV単巻変圧器を輸出,送電網建設に貢献した。サウジア

力

ラピアA.om⑳納め 133MVA変圧器は内鉄形の記録品で設計・エ

作・試験などに数多くの新技術を採用,今後の内鉄形変圧器発展の

基盤作り忙大きく寄与した。ガスしゃ断器では,これまでに蓄積さ

れた技術と豊富な経験をもと忙単圧式大容量63kA高速度しゃ断器

を,他社に先駆けて開発.各電力会社立会いのもとに公開しゃ断試

験を実施,優秀な成果をおさめた。また輸出用がいし形ガスしゃ断

器,全3相一括形ガス絶縁開閉装置をシリーズ化し,従来形を更に縮

小化した、のを完成,信頼性、一段と向上した。

電力系統の制御,保護装置では高信頼度化を目的忙ユニークな製造

管理理念と技術を適用した電子制御装羅を完成,一方,中部電力

(株)との共同研究忙よりマイクロづ0セッサを応用した全ディづ夕1レ形系統

安定化装置を開発した。配電及び自家用受配電では三菱《キャストフォ

ーマ》の商品名でエポキシ注型乾式変圧器を52年4月より発売開始,

好評を得ている。またユニークな製品の一例として関西電力(株)との

共同研究による制御電源回路接地混触検出装置,2次災害を未然に

防止するコンデンサ保護検出器などがある。また中小容量の電源設備

として最近脚光を浴びているガスターピン発電装置を従来に比し性能

向上,小形軽量化のものを開発,標準系列を完成した。

2.1 発 E局

●原子力発電プラント

四国電力(株)て中刀めての原子力発電所である伊方1号機(566Mwe)

が昭和記年9月営業運転を開始Lた。このづラントは九州電力(株)

玄海1号機同様,国産化を推し進めたづラントとして注目されている。

またこのづラントには原子力発電所では初めてAVRに電力系統安定

化装置(PSS)が付加され,電力系統の安定化を図っている。

本邦最大容量のツィンユニ汁である関西電力(株)大飯1・2号機

(各 1,175MWのが本年度の完成をめざして鋭意試運転中である。

現在設計段階中のものとして九州電力(株)玄海2号機(559Mwe)

及び四国電力(株)伊方2号機(566Mwe)があるが,それぞれ1号

機以上に国産化率を高めている。

また九州電力(株),北海道電力(株)との共同研究中のづラントに治

ノ、
ケ

^ ーリ'

いても,通産省の軽水炉改良標準化の動き,あるいは安全性,信頼

性の向上のための新基準や規制の強化に適応するため忙,かずかず

の技術的新機軸の導入が検討されている。

高速増殖炉づラントでは,動力炉・核燃料開発事業団向け「常陽」

が昭和52年春臨界忙達し,また「もんじゅ」は概念設計が終了し・,

製作準備設計に入った。

四国電力(株)伊方原子力発電所納め 1号機計算システム

PWR形原子力発電所向け計算機システムとして関西電力(株)美浜3

号機に昭和51年12月,四国電力(株)伊方1号機に昭和詔年9列

それぞれ納入した。これらの計算機システムは工業用計算機《1V正L

COM》350-30F を中心としてシステムを構成している。との計算機

システムではづうント制御機能を持たせないが,づラントの連続監視忙よ

る異常状態の早期発見,運転員の要求に対する適切な情報提供機能

を持たせるとともに運転管理のための日誌作表,更に事故時の手一

タ記録等の運転監視,データロガーとしての機能を持たせている。

ソフトゥエアは次の 2つに大別して設計している。

(1)づロセス入出力処理,トレンド記録等の一般的なデータ処理,オ弌

レータコンソール関係の処理,各種づ0グラ△動作制御。

(2)応用づ口づラムで性能計算や機噐装置,放射線の監視,炉内外

核計装づロセス信号による原子炉運転状態のは(把)握,オフライン計算

機へのデータ出力,反応度計算及びほう酸の濃縮希釈予測計算を行

う。

づうント試運転期間中は数多くの試験が行われるが,この段階から計

算機が使用され,多量のデータ収集,運転操作に必要なデータの提供,

異常監視のために不可欠の、の巴なっている。

ー・,,,無一、

ミ亀t1●L多含1弓゛藷'子鳥一、,
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試運転中の関西電ブJ(株)大飯発電所1,2号機
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原子炉プロセス制御装置(三菱アナログコントローラ《MELNAC》)

との装置は,づラント計装からの信号によりづラントを円滑かつ正常忙

動作させるように,常に異常状熊への近接を監視しつつ保護,制御

動作を行う。万一異常状態へ移行した場合には,警報を発するとと

もに,それ忙応じて制御棒引抜き阻止,原子炉トリ.ガ,安全保護系

の作動等の保護,制御動作を行う。

入力信号としては,中性子束レベ}レ,1次冷却機の温度・流量,加

圧器及び蒸気発生器の圧力・水位・制御棒位置及びタービン負荷等の

信号があり,原子炉幽力運転中,制御捧の自動制御,蒸氣発生器の

給水制御,加圧噐の圧力,水位制御等を行う。

主な特長は,①計器ユニットのづりントカード化,②力ードユニットの精

度は士0.1~士0.35%の高精度設計,⑧96VDC の単一電源方式で

耐ノイズ性設計,④調整,設定部は力ート前面取付け,⑤自動/手動

ステーションは完全なハ'ンづレス切替え,⑥冗長性のある電源方式,⑦盤

の耐震設計,等たがある。

ナJントカードは,特にはん(汎)用性を持たせた刀ードであり,種々

のシステムに対して柔軟性のある力ードで,ソフトゥ1アの面からも多く

の利点を備えている。しか1,,保守用力ードを含め23種類忙収約し

ている。なお,3ルーづの標準づラントで盤19面の規模となる。

具部品を使用して厳しい耐農要求k対処Lている。との装置はオン

ラインでの回路チェックが可能であり,ロジック回路の半自動試験器を

内蔵しているのでテスト時間を大幅に短縮すろことができた。時分

割技術の採用により,中央制御盤及びコンピュータへの情報は42心づ

ラグィン特殊ケーづル 2本だけで伝送できる。デマルチづレクサキャピネヅト内

及び伝送ケーづルの故障が原子炉保護盤に悪影響を与えないように,

情報の伝送にはホトカ,づラを使用している。

'
,,
点~、、_
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'三尋イに

臨語・1

原子炉づロセス制御装置

(三菱アナロづコント0ーラ《MELNAC>)

ソリッドステート式原子炉安全保護装置

との装置は,原子炉保護及び安全運転のためのロジヅク動作を行う巴

ともに,運転員に適切な指示,警報を与える、のである。独立性,

重複性をもった2重トレイン方式の回路構成を採用し,高い信頼性と

安全性を確保している。装置は,原子炉安全保護盤トレインA, B及

び中央制御盤デマルチづレクサキャピネヅト,コンピュータデマルチづレクサ牛ヤビネ

り卜より構成されている。

この装置は原子炉の中性子束を監視する核計装及び1次系の流

量'温度.圧力等を監視するづ0セス計装バイステーづル,中央制御盤ス

イ,,チ及び現場に設けられた接点類からの信号を受け,規定の 0ジヅ

ク忙したがって原子炉卜り,,づ及び安全防護設備作動用の信号を発生

'る。

原子炉安全保護盤は耐震設計構造とし,十分な耐震性を有する器

2.電 力

,＼、,ー、々』,、"]U

、『ト゛J J]

^
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ソリ,,ドステート式原子炉安全保護装置

軸方向中性子束偏差監視装置

炉心運転制御法のひとつとしてのアキシャル才フセヅトー定値制御運転法

の採用に伴い,判防向中性子束偏差の監視がより重要になってきて

いる。このため核計装設備による監視設備の要求が強く,この装置

を既設の核計装盤に追加するととも忙,今後の核計装盤にはとの装

置を装備して納入する予定である。

この装置は,上部中性子束検出器信号,下部中性子束検出噐信号,

及び平均値出力信号忙より,軸方向中性子束編差,及び目標値,制

限値を求め,中央制御盤取付けの記録計へ出力するとともに,軸ブj

向中性子束偏差が,目標値あるいは制限値を逸脱Lた場合には警報

を発する。なお同様なチャンネルが計4子、ンネルあり,それぞれの警

報について 20uto{4又は 10Ⅲ of4 の論理演算を行い,代表警

報をアナウンシェータに出力Lている。

装羅は,信号演算処理を行う測定バネ1レと,テスト入力切換え,テ

^、田'、'゛
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限値設定・信号チェックは,ナルトカードの前面ですべて行う。装置は

昭和52年3月に関西電力(株)美浜2号機に,6月に同じく大飯1

号機に納入した。続山て,大飯2号機,美浜3号機,同じく1号機

忙納入予定である。

炉内核計装装置

この装置は,炉心内の中性子束を測定する装置と燃料集合体の冷却

材出口温度を測定する装置から構成されている。ととでは前者につ

いて記述する。中性子束計測装躍は,原子炉炉心外から複数個の可

動式小形中性子検出器を炉内計装盤で選

択された通路を経由して炉心内の希望す

る位置にそう q詞入するこ上{Cより,中

性子束レベルに比例した電流信号を得て

炉心内の中性子束分布を測定する装置で

ある。この得られた信号は炉内計装盤で

指示・記録を行うと同時に冷却材温度の

債報とともに計算機へ送られデータ処理

され,炉出力分布の適正化,燃料の経済

的運用,炉物理情報の入手等{C利用され

る。

この装置は,中性子束を測定する中性

子検出器,これを卵動させる駆動装置,

検出器の挿入位置を選択する通路選択装

置,及びこれらの装置を制御し,検出器

信号を処理する炉内計装盤から繊成され

この装置は関西電ブJ(株)美浜2号機で実証試験を完了しているが,

その後の技術進歩により改良開発を実施した。その主眼点は,制御

回路でのりレー方式から IC による 0ジック化,制御盤単独でのシーケ

ンステスト機能の追加,及び走行する検出器のスリ,,づを検出すること

忙よる保護機能の追加であり,これらにより信頼性向上,試験,保

守面での改善がなされた。なお,この装置は,国産第1号機として

九州電力(株)玄海2号機に納入する。

原子力発電所放射線監視装置

ALAP指金ΠC始まる一連の指剣'により,原子力発電所における放射

線監視設備の強化が必要である。当社ではこれに対処するため,次

の3種のモニタの開発及び研究を行ったので,ここに紹介する0

オフラインガスモニタは従来,検出器に GM 計数管を用い,検出部と

被測定流体制御部とを一体化Lた形式であったが,検出器はづラスチ

ツクシンチレーション検出噐を採用し測定対象核種問の感度差を少なくし

た。また,被測定流体制御部は独立のパ四ケージ化を行い組合せの多

様化を実現した。

排気筒高レンリガスモニタは高いパヅクグうウンドレペル及び高温条件下に

おいても所定の性能を発揮できるオフライン形式とした。また, FM

EA手法により構成機器及びシーケンスが検討され,システムの信頼性

を一段と向上させた。

以上,2種類のモニタは耐震Aクラスを満足するととを確認した0

放出管理モニタは昭和51年度関西電力(株)の委託研究により,エ

場試験及びフィー1レド試験を実施し,初期の目標である放出管理機能

に対し十分満足する結果を得た。なお,このモニタはグロスβ出力,

慕尭

ている。

●火力発電設備

タービン発電機

昭和認年度は昭和51午同様に国内産業の設備投資の低調を反映し,

圈内向け火カターゼン発電機の出荷は少なく,水素冷却,空気冷却合

わせて5台である。これに対して輸出は20台で昭和51年同様大部

分を占めている。次に出荷又は製作したもののうち特長のあるター

ビン発電機kついて列記する。

(1)東京電力(株)袖ケ浦発電所納め 1,164MVA 4号タービン発電

機は国内では火力最大容量で,2速度のクロスコンパウンド機である。

過渡安定度を増すために磁気装荷を増した設計にしている。現在工

場試験を完了し,良好な結果を納めた。

(2)フィリビン NPC 向け L0北anoS 62MVA 1号,2号タービン発

'
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エネルギキューリ積出力及び核種分析出力を有する0炉内計装盤

11{Ⅲ1仙Ⅲ11川1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ{1川朏1ⅢⅢⅢ1!Ⅲ11ⅢⅢ11川1Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ川Ⅲ11削1Ⅲ1州Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1川肌肌11!11則肌ⅢⅢⅢⅢⅢ州11ⅢⅢⅢ1111Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1111ⅢⅢ111柳Ⅲ11州11Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1111ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ11肌肌Ⅲ11脚Ⅲ11

0

ご瓢コロi
今響¥イ暑'゛,

Iiづン毎,,壷傘1,
'、,ノιノ 4 へメノ、、

,ー、ーー、、1
1'11、A、゛、1/ゞ'/1 0 、

壷

^、

t●',,゛
・-1.罫、釜,

戸、毛'

◆1葬,3翻、

一●を■・,

電機は,地熱発電用であり,昨年度九州電力(株)に納めた八丁原1

号機の実績を踏まえて, H.Sふんφ気における防食対策に注意を払

つてレ五る。

(3)北海道電力(株)(音昂D 向け78入IVA ガスタービン発電機は,

寒冷地積雪対策を施した屋外設置開放空冷式で国内最大級である。

また厳しい騒音規制のため防音カバーを装備している。

(4)某社(アルリェリア)向け 7,フ75kvA ガスタービン発電機は砂漠地帯

に設置されるため,メンテナンスフリーの慣性形エアフィルタを装置し,オ

ーバハングづラしレスエキサイタ方式を採用している0

中国電力(株)下関発電所納め 2 号機計算機システム

中国電力(株)下関火力発電所2号機40OMW向け計算機システムは

づラント運転監視,づうント自動起動停止制御の機能を備え,現地調整

も試運転工程忙従い順調な結果であった。このづラントでは運転員2

人で複雑なづラント操作が可能となる自動化システ△を構成し,計算

機はそのシステムの中枢{C位置しいる。

計算機制御の適用範囲としては,起動時はポイラ水張り後海水系統

確立より定格主蒸気圧力到達まで,停止時は現在負荷よりポイラ冷

却.暖機停止最終補機停止までの各主機・補機が並解列時刻指定に

よる予定時刻計算に従って操作する。通常運転時は従来以上に制御

範囲を拡大し次のような機能を備えている。当社として最初のBF

PT昇速DDCを行いアナログ昇速装置並みの制御性を得ることがで

きた。その後の M-BFPごBFPT給水切換えは BFPT 2台AUTO

投入までの領域において給水,ドラムレベル変動の少ない給水制御を確

立してぃる。低負荷領域での主蒸気温度制御は従来のABC装置で

は十分な制御性が得られず今回, HD制御に外乱補償,位相補償を
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付加した DDC化を図り制御精度の改善を行った。一方, ALR制

御にお仏ては中給指令に迅速に負荷追従すべくボイラ・タービン寿命消

費計算による最適負荷変化率設定を行い中給運用に寄与している。

その他,ポイラ昇温・昇圧制御その領域におけるバーナ本数制御,シ

り力づ0一弁によるポイう強制冷却等の機能を備えて込る。

ボイラ自動制御装置の異常診断システム

火力発電づラントでは,最新の電子技術を廓使したインテグレーテッドア

ナログ制御装置であるポイラ白動制御装置(ABC)が,給水,空気,

燃料及び発電量を総括的に制御している。したがって, ABC系の

故障はユニ・介制御機能の喪失となる。特忙超臨界圧づラントでは制

御系の複雑さ,運転障害に至るまでの時間的余裕が少ないこと,な

どから異常時の状態把握が困難で,適切な対応操作が難しく,ユニ,

トトリ,,づなど重大な運転障害に至るケースが多い。そとでABC系の

異常を早期に,的確に捕えて,短時問の内忙適切な処置をするとと

が肝要であり重要なテーマとなっている。このテーマに対し,関西電

カ(株),三菱重工(株),当社の 3社で, ABC の異常診断システムの

開発を行った。

とのシステムは制御用ミニコン(《MELCOM》350-フ)を中心に構成し,

表示部には簡易形文字ディスづレー装置を採用してぃる。診断アルゴリ

ズムは, ABC をセンサ,コント0ーラ等の衞成面,給水・燃料.等の機能

面からサづシステムに分割L,サづシステ△ごとにりーズナづル形を主体と

して構成している。とのためハード,ソフト共にシンづル(高信頼)で,

故障箇所をミクロに捕えることができ,前述の表示装置で故障箇所

の表示と最適な対応操作をきめ細かくオペレーションガイドするので異常

時の誤操作防止,づラントへの影縛の極小化と同時に迅速な復旧に役

立つなどの特長がある。

ス励磁発電機の界磁の諸量及び異常を直接的に計測・監視.保護す

るととは,検出の困難さのため行っていなかった。とのたび非接触

方式で,とれらの諸量及び異常を計測・監視・保護する装置を開発

したので紹介する。なお実づラント向けとしても既に 3台受注してぃ

る。

(1)発電機界磁電流,電圧,温度計測装置

この装置は,交流励磁機の界磁電流,及び発電機機内温度を基準の

入力信号として,界磁電流,電圧,温度をづラシレス励磁機の特性を

模擬した関数により,演算にて検出し,計渕卜監視するものである。

これにより,発電機炉,磁の状態を的確に,かつ迅速に把握でき,よ

り安全な運転を可能にすることができる。

(2)発電機界磁づりツジアーム喪失及びヒューズ溶断検出

との装置は,電磁ビックァ,づにて検出した交流励磁機の出力電流波

形を基準の入力信号として,づラシレス励磁機を構成するづりヅε;アーム

の喪失,及び整流器保護用ヒューズの溶断を検出し,監視・保護する

ものである。これにより,故障発生時,故障表示させる。また場合

によっては,発電機を自動的に停止させるなどの処置をとれば,よ

り安全な運転を可能にするととができる。

タービン発電機軸系のねじり振動計測

系統の高速再閉路,突発短絡時に発電機・タービン軸系忙ねじり振動

が生ずる可能性があり,従来から三菱重工(株)と協同で検討し,よ

り信頼性の高い機械の製作に努めてきた。その一環として,電力会

社の協力のもとに現在か(稼)動中の火力,原子力発電所で,発電時

のターピン発電機のねじり振動を実測した。

今回は非接触式軸ねじり振動測定法を採用した。とれは,軸上の

微小回転数変動を検出した後,軸ねじれ角に変換,、る方法である。

回転数変動を回転数検出用バルスの周波数変化として取り出す検出

装置と, FFT (Fast FOU'er T捻nsfoTm)データ処理装睡巴を仔且合せ

た結果,0.001゜の高Ⅵ分解能でねじり振動が測定できる。

この測定システムを用い,併入,鯛冽,負荷運転中,及びガバナテス

ト時の過渡応答などから,回転時の全刺1系のねじり固有振動数,固

有振動モード,各モードの減衰化などを明らかにした。

とれらの測定結果から,ねじり振動計算に必要な減衰化などの基

礎データを蓄積し,高い精度でねじり振動の解析ができ,ねじり振

動に対して更に信頼性の高い設計が可能になった。
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火力発電所運転員訓練用シミュレータ

近年の火力づラントは大容量化・高温・高圧化L,づロセスに高エネル

ギが蓄積され,その安全運転がより一層重要忙なってきている。そ

の反面,大容量ユニットになるとべースロード運転が行われるため起動

停止はまれであり,経験の浅い運転員のなかには頭の中でその操作
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ブラシレス励磁発電機の界磁計測システム

最近のづラシレス励磁発電機は,ますます大型化し,より安全に,よ

り高い信頼性で運転することが要求されてきている。従来,づラシレ
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を知っていても,実際に体験していない運転員も出てくる。また,

事故時の対応の仕方、実機で体験するととは極めて難しい。こうし

た実戦能力を体系的に補おうとする各電力会社の要求に基づき,電

力会社の指導の下に火カシミュレータを製作納入してきた。

とのシミュレータは,主盤・高皿燧・オペレータコンソールという火力発電所

の中央制御室を模擬した装置の外,指導員盤と《MELCOM》350-30

F,《入促LCOM》350-7の 2台の計算機で構成している。全手イジタル

方式により構成したため,①ドラムポイラユニット貫流ポイラユニットの模擬

がワンタッチで短時問に切換えできる。②約 20 種類のユニットの初期

状態を設定できる。③訓練時間をさかのぽって再現するステッづバヅク

機能。④約100項目のづラントの異常状態を発生するマルつアンクション

機能,等の特長を有するシステムが得られた。

●水力発電設備

水車発電機

昭和52年度捻,単機容量として世界最大級であるべネズエラ・G山i

発電所向け 805入IVA 112.5τPm水車発電機及び世界屈指の高落差

大容量揚水発電所である四国電力(株)本川発電所向け 316MVA/

320MW 400ゆm発電電動機の受注に成功し,超大形水力発電時代

への新し仇一歩を踏み出した。

また昭和52年度中に運転開始した水車発電機は2づラントで

(1)フィリビン・ P如t北angan発電所納め 64MVA 180tpm 水車発

電機(#1,#2・号機)

(2)アルゼンチン・ Futale{U発電所納め 130入fvA 231ゆm 水車発電

機俳1号機)

はいずれも工場での回転試験を一切省略して出荷し,ターンキー契約

忙したがい,現地にてすえG梯付調整のうえ引渡しを行った。

更に昭和52午度中に製作した水車発電機として

(1)コスタリカ. ANna1発電所納め 70.984 入fvA 360rpm (#1~#3

号機)

(2)関西電力(株)伊奈川発電所納め 45入【VA 60orpm

(3)コスダ功. Rio Mach0 発電所納め 43MVA 450rpm (#5号

機増設)

(4)北海道電力(株)富村発電所納め42NfvA 375rpm

がある。

ニュージーランド・ Lower Mangapapa 発電所納め 6,oookW 誘

導発電機

ニューリーランド・ Lowet Mongopop0 発電所向けに,6,oookW 16 極

11,00OV 50H.誘導発電機を製作した。本機は世界的忙も最大級の

横軸形誘導発電機で,水車メーカはユーゴスうピア国の LITOSTROJ

である。国外の水車メーカとか,づルした 1号機であり,将来の需要

に対して貢献するととろが大であると期待される。

本機は,両方の軸端に水車がオーパハンづされ,水車の発生するス

ラスト荷重も発電機軸受で保持する構造としている。ランナウエー・スビ

ド,236%(900ゆm)において連続運転に耐えるよう要求され,種

々の検討を行い回転子鉄心とエンドリンづには新方式を採用し,それ

らは実験により十分信頼性のある構造であるととを確認した。工場

試験結果は電気的な特性,その他すべて設計値を満足するものであ

つた。なお,発電所の建設費節減のため,発電機の分解組立ては専

用工具忙よる独得な方法を採用し,クレーン設備を4溶量のものとす

るととができた。
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揚水発電所のサイリスタ始動装置

揚水発電所の単機容量が30OMW級,400印m以上とφつた高速

大容量機忙なると,従来採用されてきた直結誘導電動機による始動

方式は,軌帳動などによる機械的限界から採用不可能となり,サイリ

スタ始動方式を採用せざるを得なくなる。主回路構成には,図に示

すように低圧同期方式と高圧同期方式とがあり,一般的には,発電

所において直接50ORV昇圧される場合は低圧同期方式が,また,

20okV以下の昇圧の場合は高圧同期方式が経済的忙有利である。

低圧同期によるサイリスタ始動方式は既忙採用されているが,高圧同

期方式については図に示すとおり,主変圧噐が発電電動機と直結さ

れた状態で始動されるため,サイリスタ出力電流が主変圧器の方へも

分流し,発電電動機への電流が減じて始動困難となるという問題が

あり,この方式は世界でも採用例がない。そこでとの採否を検討す

るためにサイリスタ始動シミュレーションづ口づラムを開発するとと、忙,

既設水力発電所を利用した始動試験及び,高炉づ口ワ始動用の実用

サイリスタ始動装置を利用した始動試験等の実験を重ねた結果,主機

の最適励磁制御方式を適用することにより,ス△ーズで確実な始動が

行えることを実証した。との結果をもとK,今回受注した四國電力

(株)本川発電所(2×320MW 400ゆm)向け高圧同期方式のサイリス

タ始動装置を現在鋭意製作中である。
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送電線

しゃ断器

人 始動用
変庄器

宰

主変圧器

サイリスタ

変換器

AC

リアクトル

同期用

しゃ断器

相反転

断路器

同期用

しゃ断器

・〔
発電電動機

④低圧同期方式

主回路接続方式

相反転

断路器

始動用

変圧器

宰
サイリスタ

変換器

主変圧器

AC

リアクトル
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発電機励磁制御装置

近年,発電機の単機容量の増大及び送電線の長距雌化とが相まって

電力系統の安定度は苦しくなってきており,励磁装置も積極的に系

統の安定度に寄与する速応励磁の要求が多くなってきて込る。52年

度,当社で製作した発電機励磁制御装置のうち,系統の安定度に注

目し2~3の励磁制御装置について紹介する。

(1)づラづル・sao sim即発電所向けサや圦夕励磁装置

283入IVAの水車発電機用励磁装置で,既KI~3号機を出荷し,

現在4~6号機を製作中である。との励磁装置はサイリスタ励磁方式

を採用しているが,自己励磁現象忙よる機圧上昇を抑制するために

逆励磁回路を設けている。との逆励磁回路はいわゆる循環電流方式

と切換方式とのそれぞれの長所を取り入れた新しい手ユアルコンパータ

2.2 送変電

●変圧器

大容量変圧器の技衞開発

・大容量変圧器の漂遊損解析

漏れ磁界による巻線やタンクの漂遊損失の正しい把握は大容量変圧

器の主眼目である。当社ではこれまで,完全3次元磁界解析づログラ

△の完成などの地道な理ミ制解析を行う一方,1,000入IVA級実噐規

模モ手」レ試験などを実施して理論の検証,裕度の確認を行ってきた。

最近の成果としては,まずコイル関係では,うず電流損計算への前

述の3次元づログラ△の全西的な導入がある。このづログラムは精度の

高さが硫認されるに従い,実噐の漂遊損解析に飛躍的とも言える進

展をもたらし,油流分布解析と相まってコイルの局部温度上昇計算

を一層高精度で行うことを可能にした。一方,タンクなどの槌造物の

漂遊損解析では,従来の解法は抵とんど2次元であったが,新しφ

ボテンシャル関数の導入と有限要素法の適用によって,立体的な任意形

状の非磁性苅板構造物のうず電流解析づψ'ラムを完成した。これk

よって計算した低圧端子部近傍のタンク壁うず電流分布の1例を図

に示す。実測の面では,他社の相分籬母線との取り合い忙おいてあ

らかじめ解析した磁界,短絡板電流を実現する接続箱等価単純モデ

ルを製作L,実変圧器巴の組合せ試験で解析の妥当性と十分な裕度

を荷航忍できるなどの成果があった。測定法に関してはづ0一づ法,ロ

ゴスキコイル法などを実用化するとともに,とれらを駆使して実器タン

ク壁における漂遊損失の実測やタンク壁磁気シールドモデルのうず電流

分布測定を行って゛る。

方式を採用し,通常運転時は正側のコンバータのみによる運転を行い,

逆励磁が必要なとき循環電流方式によりスムーズに逆励磁が行えるこ

とを特長としてφる。なお,系統の動態安定度向上のため系統安定

化装置(PSS)を使用している。

(2)ペネズエラ・ GU亘発電所向けサイリスタ励磁装置

805入fvAの水車発電機用励磁装置で現在1~5号機を製作中であ

る。との励磁装置はサイリスタ励磁方式を採用しておりいわゆる超速

応励磁装置で,励磁系頂上電圧は 8P.U.と高い特性を、つており,

また動態安定度向上のため PSS を使用している。サイリスタの冷却

は水冷熱交換器を使用した内部循環強制風冷方式により行ってい

る。

・分路りアクトルの振動解析

電力系統の無効電力制御用として,高電圧大容量の分路りアクトルの

需要が増大して仇るが,分路りアクトルでは振動の低減対策が大容量

器の設計上重要な問題である。当社では大容量分路りアクトルを磁気

シールド付空心形で製作しており,磁気シールドの設計が本体の振動レ

ペルを決定,、る重要な要素となる。磁気シールドの振動応答解析には,

榊造物の固有値解析や振動応答解析忙関する既存の数値解析の手法

が適用されるが,形状・支持条件・物性値等に関する数値解析モデ

ルの妥当性を確認するためには,実器構造による振動特性の測定解

析が不可欠である。とのため,単相 60H.50okV 33MVA分路リ

アクトルの 1/3.フスケールモデルを製作し,分路りアクトルの振動特性に

関する詳細な実験を行った。実験は,油圧加振機による動剛性測定

巴通電による励磁振動測定の2つの方法で行い,油圧加振機による

4之今〕

①

加振試験では,気中及び油入

時の磁気シールド及びタンクの機

械インピーダンス,共振周波数,振

動モードを測定し,磁気シールド

の振動特性及び振動低減に関す

る検討を行った。また縮尺モ手

ル試験では,機械的共振周波数
'

が縮尺比に比例して高くなるた

め,励磁試験では高周波電源を

使用して実器と等価な試験を実

施した。主た,スケールモデルのほ ,串三

か,実器についても油圧加振機喜 'itξ鳥一、Jゞ'{弓董fjl、4、、 j4"入轟.,

@
ノι.'ー

口

2.

非磁性タンク(大電流端子部)のうず電流解析

うす電流の等ポテンシャルし奈路)図

電

口
@

く工ワ

/N・-1

力

による動剛性測定及び励磁試験 振動試験用分路りアクトルスケ

を行い,振動特性を確認した。 ールモテル

・変圧噐油中ガス自動分析装置の開発

この装置は超超高圧,大容量変圧器の内部異常をて、きるだけ早期に

発見する目的で開発したものである。現在関西電力(株)枚方変電所

で,変圧器に直結して連続自動運転忙より実用性能の検証試験を行

つて仏る。この装置の主な仕様及び特長は次のとおりである。

(1)屋外据置形で油配管により変圧器巴直結して使用することも

でき,主た,容器に採取した試料油の分析もできる。

(2)分析対象ガスは 02, N9, CO., CO, H9, CH4, C2H2, C9H',

C2H6, C3He, C3H8 の 11種類であり,テづラボンづ式抽出器を使用し

U相電流1"=maXの1舜時
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た実験室での分析と同程度,

あるいはそれ以上のガス抽

出率及び精度で分析できる。

(3)変圧器と直結して使

用する場合には対象変圧器,

分析周期,ガスクロマトグラフ

のこう(較)正条件などを設

定し,スタートスィヅチを入れ

れぱ,採油から分析データ

のティづタルづりントアウトまで

をすべて自動的に行う。

(4)分析手ータは油中ガス

濃度,可燃性ガス濃度,各

成分ガス濃度が mvlooml

の単位で表示される。
変圧器油中ガス白動分析装置

(5)停電など忙よって電源の供給が断たれた場合は変圧器内の油

及び装置内の油とガスは外部へ漏れなφように電磁弁が動作し,ま

た,万一故障が発生した場合は故障内容が前面パネ1レに表示される

とともに,すべての分析動作が自動的に停止する。

大容量変圧器の生産

・関西電力(株)信貴変電所納め単相750/3MVA 50okV変圧器

変電所向けの 50okV変圧器については,昨年までに 275kV 系巴

連け仏(繋)する 1,500/3MVA単巻変圧器をはじめ,多数の 1,000β

MVA単巻変圧器を納入して゛るが,今回初めて 154kV系巴連繋

する単相750βMVA 負荷時タ,ガ切換器付き,3巻線変圧器6台

を完成納入した。この変圧器は,分籬3巻線変圧器としては,電圧・

容量とも国内最大の変圧器である。分離巻線変圧器では単巻変圧器

と異なり,1次コイルと2次コイルが対向する部分の絶縁距雛を大き

くとる必要があることと,今回の変圧器は 1次側忙 443.75/V吾、kv

から 525/V吾、kV までの広い範囲の負荷時電圧調整用のタッづコイル

を設けるため,輪送寸法・重量が著しく増加する傾向がある。そと

でこれに対処すべく50okV線路側には既忙納入した 50okV変圧

器に標準的に採用している信頼性の高いE形絶縁構造のつづみ形コ

イル配置を採用し,更に各コイルを6群交互配置として合理的忙寸

法・重量の縮小をはかり,鉄道による一体組立輸送を可能とした。

名籍

.

また,1次一 2次問のインビーダンスが 23 %と高く,漏れ磁束により

漂遊損が増加する傾向があるが,6群構成のコイル配置Kより,漂

遊損の低減をはかった。騒音では 68ホンの仕様のため,変圧器本体

は1重式鉄板防音壁で覆って効果的に騒音の低減をはかるとともに,

冷却器ファンの騒音忙対しては防音風胴を取付けて,68ホン以下の

測定結果を得た。

・海外納め 50okv ・40okV 単巻変圧器

単巻変圧器は,使用範囲が有効接地系統問の連系に限られているた

め,国内では50okV超超高圧送電綱にお仏て,超高圧系統との連

繋に使用されているにすぎない。しかしながら,海外にお仏ては有

効接地系が多く採用されており,特に最近単巻変圧器の需要が増大

し,ここ忙当社では,

づラジル納め単相 20OMVA550/230kV 21
'、
口

ベネズエラ納め単相 150MVA 400/230kV 16台

単相 83.3入IVA 400/1謁.6kV 23 台イラク納め

ナイジェリア納め 3相 150MVA 330/1訟kv l0台

などの,50okv ・40okV級単巻変圧器を大量受注・製作し,海外

における送電網の整備・充実に大きく貢献している。

これらの単巻変圧器は,いずれ屯従来の超高圧・大容量変圧器と

同様に,巻線構造は,コロナ特性,絶縁の均一性,信頼度等の面にお

いて優れた絶縁構造(E形絶縁)を採用し,また,鉄心,タンク構造

は,外鉄形フォー△フィ,介構造としている。

更にこれらの変圧器は,いずれ、中圧線路端忙負荷時タ,づ切換

器を有し高圧側の電圧調整を行っているが,外鉄形交互配置を採用

しているため,絶縁レベルが高い場合においても,巻線の直・並列

切換え,タ,づ等のりードの引き出しが極めて容易で,変圧器の小形

化忙寄与している。
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関西電力(株)信貴変電所納め
単相 750/3入IVA 50okV 変圧器

少避
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点

冬

郵毒●、

、ザ

イラク納め単相 83.3MVA 400/138.6kv
単巻変圧器の製作状況

・原子力発電所納め超大容量主変圧器

原子力発電所用主変圧器忙おける成果として,昨年は,中部電力

(株)浜岡発電所向け 3相 17.5/275kV 910入IVA1台,及び台湾電

疹

^

亨

カ(株) KOU血印g発電所向け単相 21/V=kv l,050/3入IVA7台超

ンー

~、

大容量主変圧器を完成した。これで,当社の完成した原子力発電所

用主変圧器は 151バンク,13,00OMVA になる。

浜岡発電所向け主変圧器は,中部電力(株)最大の大容量噐であり,

当社が,前年に完成をみた我が国最大の関西電ブJ(株)大飯発電所向
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け 50okV 1之40入IVA主変圧器等によって既に確立した 1,00OMV

A級変圧器の製作技術により,外鉄形,普通3相フォー△フィ,介タンク

構造,高低圧交互配置巻線8群構成で製作した。

台湾電力(株)向け主変圧器は我が国から初の海外向け 1,00OMW

級原子力発電所用主変圧器であり,この部門でも当社が多くの実績

を有することから受注に成功した、のである。変圧器が大容量化す

ると必然的に本体寸法も大きくなるが,幸い,海上輸送が主体にな

るととから輸送寸法上の制約が少なく,この変圧器は4群構成巻線

が採用された。このため,1枚のコイル寸法は大きくなるが,現有

設備で十分製作可能な領域にあり,この結果,変圧器本体忙ついて

言えぱ,との巻線を 8群構成にすることにより 2,00OMVA変圧器

の製作も可能になる。なお,との変圧器の冷却器は,全鉄製亜鉛引

きづレートフィン形送油風冷式冷却器を使用した。

・50okV分路りアクトルの完成

都市部における高電圧ケーづルの多量設置,及び国外での長距雜超超

高圧送電線の拡大により,その進相容量の補償のため分路りアクトル

の需要が活発で,当社では,

づラジル納め単相 50八IVAR 500/V吾、kV 21台

、篭、

会亨、、、

◆1

勇

台湾電力(株) Koush印g発電所納め

単相 1,050/3入IVA 21/ー=kV 主変圧器

,イ

^N"、ノ

その鉄心構造は,当社の大容量分路りアクトルの標準備造の,空心形,

あるいは空げき(f鋤内積層板付空心形の構造を採用した。

とれらのりアクトルの運用は,いずれ屯超高圧,超超高圧系統の送

受電端に直接接続され,系統の進相容量を補償するもので,従来の

変圧器3次倒仂、ら補償していたものに比較して,その補償効果,系

統の信頼性などの点で優れており,今後の傾向としても,超高圧及

び超超高圧,大容量分路りアクトルの製作が見込まれてφる。

中容量変圧器の新技術

最近の電力需要の増大により,変圧器Kつ仏て運転の信頼性や開閉

装置との機地的な組合せが求められている。当社の中容量変圧器は,

種々の新技術を採用してその成果を発揮している。

主な輸出変圧噐として,ドバイ電力納め 85八IVA 132/12.5kv,

サウジアラビア・ Depc0 納め 95 入IVA 230/13.8kv, A,血C0納め 133

八ιVA 230/13.2-132 kv,120 MVA 230/13,2kv,ベネズエラ納め 107

MVA 138/13.8kv,ベネズ1ラ. C釘aoaS 納め 72MVA 230/13.5kv

など数多くの変圧器を製作し,中容量変圧器の発展に努めた。

・サウジアラビア・ A超mc0納め変圧器

サウジアラビア・ Atamc0 より 120MVA 133MVA変圧器をはじめ,

11種類68台という大量の変圧噐を一括受注し,製作出荷した。120

MVA及び1331YIVA変圧器は,当社の内鉄形変圧器の容量の記録

品であり,漂遊負荷損の減少対策,巻線内油流分布の改善による温

度上昇の低減を図り,輸送には落とし込み貨車輸送を採用した。ま

た,106MVA などの変圧器は1次側 115kV 3角結線の 2つのコー

ナに2台のMRD形負荷時タガ切換器を取付けるなどの特殊構造

を採用した。設計・工作・試験などの全般にわたって数多くの新技

術を採用し,所要の成果をあげるととも忙,今後の内鉄形変圧器の

設計・工作技術の発展基霊作りに大きく貢献した。

急

一錘

づラリル納め単相33.3M

VAR 500/V互、kV 25台

の 50okV級,大容量分路

リアクトルの記録品を完成さ

せた。また,これらの外に

も,

東京電力(株)納め特別3

相150入fvAR 275kV 2 台

ナイを};エリア納め 3 相 75M

VAR 330kV 5台

などを製作納入した。

これらの分路りアクトルは,

いずれも大容量,高電圧と

いう点に特長があり,その

巻線及び絶縁構造は,外鉄

形変圧器と同様のサージづルー

フ絶縁構造を採用し,また
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づラリル納め単相 500/V吾、kv

33.3MVA分路りアクトル

B

A,amc0 納め 120入IVA 230/13.2kV 変圧器

・電力用変圧器の製品短絡試験

ANS1規格はじめ正C規格などの工業規格でも短絡強度に関する

必要条件や電力用変圧噐の実製品忙対して実際に短絡試験を実施す

る必要性を強調している。過去10数午問,変圧器の短絡強度につ

いて検討を重ねてきたが,実際の変圧器の製品型式試験として短絡

試験を初めて実施した。との試験は,新し仇 ANS1試験コードに従

つて,10/12.5入fvA,30/40入IVA,100/1鈴入fvA の 3 台の変圧器

に実施した。非対称電流試験2回,対称電流試験4回の計6回の試

験を各相に連続して実施した。試験時間は 15サイクル(10入IVA,30

'

簿
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MVA には 1回だけ 30サイクル)である。各試験終了後,直ちに低電

圧インパルス(LVD 法によって変圧器巻線の変形を検証し,異常のな

いととを確認した。一連の短絡試験終了後,試験電圧・電流波形・

励磁電流の変化(5%以下),漏れインピーダンスの変化(2%以下),

LV1波形,油中ガス分析などを測定して検討したが,全く異常を認

めなかった。一応,変圧器中身をタンクから出して目視点検を行い,

損傷や変形のないととを確認した後,再組立てして誘導試験・インパ

ルス電圧試験・温度上昇試験を行い,良好な結果を納め,出荷した。

との短絡試験によって電力用変圧器の短絡強度が十分に実証され

た。

・MRM形負荷時タ.,づ切換器

中容量負荷時タ,づ切換器としてMRD形を標準にしてきたが,新

たに2抵抗式のMRM形を開発し,標準機種として生産を開始し

た。この MRM形は,抵抗分流による並列2点しゃ断方式なだの

採用により,従来のMRD形よりも定格容量が大幅に増大した。ま

た,構造の単純化により,容量が増大したに、かかわらず,小形軽

量化が達成された。更に,従来品と比べて保守点検の容易さ,信頼

●ガス絶縁開閉機器

関西電力(株)奥吉野揚水発電所納め鶚okVガス絶縁開閉装置(GIS)

当社の 550kV ガス絶縁開閉装置(GIS)は,既に 35ユニ外を納入

しているが,これら忙は2重圧力式のガスしゃ断器を使用してい

る。このたび納入したものは,構造の簡単な単一圧力式のパッファ方

式で,大容量(501゛A、)・高速しゃ断(2サイクル)の要求を満足するガ

スしゃ断器を使用している世界最初の製品である。 GISの特長であ

る縮小度・信頼性の向上,据付保守の省力化などを更忙おし進めた

ものであり,4ユニ介を納入して現在据付中である。引き続いて他

変電所向けに9ユニ'"を受注し,製作を進めている。奥吉野揚水発

電所の併設開閉所は, GIS4ユニ、汁で臓成されたりング母線方式で

ある。

性の向上などの特長を有しており,

配電・送電・工業用変圧器として

広範囲な適用が可能なタ,,づ切換

器として期待されている。量産体

制も完備し,既に 34台を納入し,

引き続いて多数の受注が決定して

いる。

MRM形負荷時タガ切換噐

11Ⅲ削ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1川1Ⅲ1川ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ川11Ⅲ肌ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1削11Ⅲ川ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ1ⅢⅢ1!Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ111Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ川Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1肌Ⅲ11Ⅲ!11!Ⅲ肌ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1州Ⅲ1ⅢⅢ1!Ⅲ
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で,ケーづ1レ引出し,りアクトル直結及びづりシング引出し形のガス絶緑

開閉装置であり,全フュニ介から構成している。しゃ断噐定格は,

しゃ断電流 501金 2/3 サイクル R/A号である。

槻田開閉所へ納入したものは,母線構成が2重母線で,3回線引

出し(づツシング引出し,ケーづル引出し),母線連絡,計器用変圧器,

母線,から構成している完全ガス絶縁開閉装置で,しゃ断器定格は

すべて 2サイクルで,外は上記と同一である。
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関西電力(株)奥吉野揚水発電所納め 550kVガス絶縁

開閉装置

・九州電力(株)新小倉発電所納め 240kV ガス絶縁開閉装置(GIS)

240kVガス絶縁開閉装置を九州電力(株)新小倉発電所及び槻田開閉

所へ納入した。新小倉発電所に納入したものは,母線朧成が単母線
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九州電力(株)新小倉発電所納め2如kVガス絶縁

開閉装置

全 3 相一括形 GIS のシリーズ化

全3相一括形 GIS は,84kV 2,00OA定格品を製品化し,既に 15

変電所(一般工業関係 10 変電所)用74ユニ,,トを製作し,多ブj面か

ら好評を博してぃるが,今般 84kV 3,00OA定格,並びに 168kv

3、00OA全3相一括形GIS の製品化を完了した。

全3相一括形GIS は,従来の相分航形と比べて75%の縮小率を

達成するとともに,工期の短縮,完全密閉化による信頼性も一段と

向上して仏る。との卓越した特長を持つ全3相一括形GISの大容

量化・高電圧化を図り,適用領域の拡大を図ったので,多方面に適

用される、のと期待される。
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当社長崎測乍所(時津工場)納め72kV全3相一括形ガス
絶緑開閉装置

関西電力(株)奥吉野揚水発電所納め

発電主回路接続装置(GMCS)

発電機一主変圧器問の発電主回路用SFW形ガスしゃ断器と DGL

形断路器とを開発製品化した。とれらは,特に大容量・多ひん度操

作を考慮したこと,籬相母線と直結できる構造にしたこ巴により,

広い適用と合理的な配置の GMCS構成とを可能にした。

今回納入した関西電力(株)奥吉野発電所は,50okV系忙連黙す

る揚水発電所で,発電電動機は低圧同期方式を採り,2台の主変圧

噐にそれぞれ発電機3台が接続され,各発電主回路はSFW形ガス

しゃ断器と DGL形断路噐5相とで回路保護と相切換えを行らよら

にされている。定格は,12kV 12,50OA しゃ断電流 110鳳であ

る。

今後,火力・原子力発電所屯含めた広い適用が期待される。
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飴験単一圧力式SF0ガス Lや断器ユニット

器は消弧室が2個,550kV用は4個で構成する。方式は,50kAシ

リーズと同様K デュアルフロー形であり,油圧投入油圧しゃ断方式て、あ

る。50kAシリーズと比べて消弧室及び操作機構排油弁部とを大容量

化して 631{A のアークエネルギを処理するようにしてある。との 63kA

シリーズのしゃ断器は,50Mシリーズとの互換性を配慮してタンクセンタ,

ベースサイズなどの主要寸法を統一している。

輸出用がいし形ガスしゃ断器の新シリース

当社は,これまでに東南アリア・中南米・中近東に数100台のガス L

や断噐を輸出してきたが,今回,小形で経済的とφう特長を有する

72.5~765kV がいし形ガスしゃ断器のシリーズ化を新たに行った。

このシリーズは,、単一圧力のパリファ式消弧室を有するがいし形で構

成され,操作機構は,245kVまではばね投入・空気しゃ断方式を

使用し,30okV以上は油圧投入・油圧しゃ断方式を使用して仏る。

170kV までは,1 しゃ断点構成の3相操作形,245kV までは 1し

や断点,420kV までは2 しゃ断点,550kV以上は4 しゃ断点構成

の単相操作形で,今後,多数の受注が見込まれている。
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関西電力(株)奥吉野揚水発電所納め発電主回路
接続装置

63kA単一圧力式 SF6 ガスしゃ断器ユニット完成

ますます増大する電力需要に応じた電力系統を設計するため,しゃ

断器のしゃ断容量の増加が求められている。この要求に答えるべく,

550kV 240/30okV の卵kA用しゃ断器のしゃ断ユ:,トを他社に

先駆けて完成し,公開しゃ断試験を実施した。 240/30okV しゃ断

2.電 力

蕊
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鳥
420kV 2点切りガスしゃ断器

145kv GIS 用負荷開閉器

受変電設備としての GISの適用は,近年急激に増加してきたが,要

素機器の改良とともに,システム機器として,開関器類を省略又は置

換することによって一層の縮小化と経済性を追究する方法がある。

従来形変電所でも,しゃ断噐の代わりに負荷開閉器を採用する方法

が多くとられてきたが, GISについてもこの傾向が顕著である。正C

による 145kv GIS用負荷開閉器は, GIS に使用される SF6ガスの
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3相一括式SV-FCY形定格84kV避雷器
特質を最大限忙活用し,断路器に簡単な消弧室を付加したもので,

しかしながら,近年ますます増大する電力需要に対処するため,電負荷電流・充電電流等をしゃ断し,投入容量も兼ね備えている。こ

力設備のなお一屑の高密度化が求められている。の負荷開閉器を採用した最も適切な配置構成の GISシステムの完成

との要求忙答えるべく,従来より 50okV系統用だけに適用してが期待される。

いた高ガス圧ギャッづ(3kg/om.)の小型化及び改良を行い,今回 66SF6 ガズ消弧式避雷器のシリーズ化

~50okV系統用のシリーズ化を完成した。また,従来の単相形より当社では,昭和40年に SF0ガスを消弧媒体として使用する SV-F

も更忙一歩高密度化を図った定格8498kV 3相一括形避雷器も実形ガス絶縁変電所用98kVオートハルづ避雷器を開発して以来,高電

用運転に入った。圧定格の製品化を進め,既に 50okV系統用まで実用化している。

Ⅲ11川Ⅲ11Ⅲ11削ⅢⅢⅢⅢⅢ削Ⅲ11川11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ川1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1川11Ⅲ川111ⅢⅢⅢⅢ川ⅢⅢⅢ1肌Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ川11Ⅲ肌ⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ1ⅢⅢ川ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1川11Ⅲ州ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ肌ⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ●系統制御・保護

自動給電用ディジタル変換(ADX)装置

電力会社給電指令所には大量の給電情報がCDTにより通信機械室

に収集されており,指令室ではこれらの情報を系統表示盤,操作机忙

表示して,系統の監視・運用を行って゛る。系統の増大に伴い情報

量が増加し,①通信餅貞室でのハードゥエアの増大,②通信機み或室一

指令室問のケーづル量の増大,⑧運転員の監視能カオーハ'フロー等の問

題が出てきた。これらの問題を解決するために"ADX装置"を製

作納入し,好成績をおさめた。

ADX装置は,通信機械室に CDT-VF装置・処理装置を,指令

室忙出力装置,必要により操作机を設置し,処理装置一出力装置問

を情報量に関係なく50対ケーづルて・接続する。処理装置により CDT

多Ch入力処理,データ処理,アラー△処理,出力装置への出力処理

一門

^

""ムニニ'

y

GIS用負荷開閉器と操作装置
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(1Ch 出力の高速転送出力),その他を行う。

従来のハードゥエアによる装置と比較すると下記の特長を有する。

(1)スペースセービング(機器の縮減・ケーづル数の減少)

(2)マンマシンインタフェースの改善(常時・選択監視項目の合理的配

分,選択項目の白動監視機能の付加,運用・保守の容易なデータの

入手)

(3)メンテナピ,庁イの改善(増設・変更の容易イD

なお,装置の 2重化により MTfR の減少,ソフトゥエアの bミュレーシ

ヨンなど、司能としてある。

ディジタル形系統安定化装置

電力系統の事故発生時,需給の均衡と系統動揺の抑制を図り系統を

安定化するため,従来からアナ0グ演算を主体とした系統安定化装置

が実用化されてきたが,信頼性・演算精度・フレキシピリティの向上,

小形化,低価格化を目的として,マイクロづロセッサを応用した全ディジタ

ル形系統安定化装置を中部電力(株)との共同研究により開発した。

この装置の主な特長は次のとおりである。

(1)装置の性格から特に信頼度向上忙は種々の手法を採用した。

①マイクロづロセ',サ部は完全2重化し,常時両系相互監視方式を採用,

②試行演算によるづログう△のセルフチェ,,ク方式を採用,③制御演算の

2回実行・照合Kより瞬時故障の検出と誤演算の防止,④づ口づラム

とデータの領域を分離し,づログラム領域を ROM化,⑤ワイヤメモリ採

用により停電時メモリ保護を実現。

(2)過去の豊富な経験忙基づき,各種適用系統,運用条件に対処

可能なフレキシづルな標準づログラムを開発した。

(3)データ設定,データ表示及びシステムの運転状態表示を行うマン

マシンインタフェース装置を開発し,づログラ△知識がなくても運用上の保

守点検を可能にした。
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^

1号装置は中部電力(株)北豊田変確所K設置され順調に稼動中であ

り,2号装置、同社駿速変電所に納入した。

《MULTIFLEX》電力系統保護.制御装置

高度化複雑化する電力系統忙即1心するため,竃力系統保護・制御装

置の高信頼皮を目的として,製造管理而忙おける新しφ理念と技術

を適用した確子制御装羅を開発した。

この竃子制御装置を《MULTIFLEX》と1呼び今後の保護・制御装

置忙適用して゛く。以下主な特長を述べる。

(1)高信頼度化

( a)製品階層モ手ル(カードJ,りづ,ユニ・ワト・づ口,ワク,パ,りケーε;,システ

ム)による階層別品質管理の微底と階層別サーづ対策の実施を図っ

た。

化)超倍H言頼度形トランジスタ,コンバク1、タヅづ,高信頼度コネクタ等

高信頼度部品を採用した。

(2)装置縮小化

継電器への入力一括力式の採用とタイマ,補則■ルー等の部品の小形

化により装羅縮小化を図った。

(3)保守の容易化

ナルトカードレベルでの点検機能の充実,ユニ,介問接続のコネクタ化によ

る保守の容易化を図った。

(4)増設・変更の容易化

カートリッづ,ユニヅト・づ口,"ク,パッケーづに力ける機能的構造的標準系列

化の実施による増設・変更の容易化を行った。

新形 HUB・30 形変圧器保護用比率差動継電器

最近の中小容量変圧器の経済設計化に対処するよら,インラリシュ対策

用第2高調波抑制度の見直しを行い,かつ高速度化を図った変圧器

保護用HUB-3-D形比率差動継電噐を開発した。

最近の経済設計変圧器にお込ては,鉄心断面積が小さくなってき

ており,このためインラヅシi時に飽和しやすくなり,インラッシュ中の

第2高調波含有率は減少してきて仏る。一方,故障竃流中Kも第2

高調波分が含有されて仏るので,比率差動継電器のインラ,,シュ対策用

第2高調波抑制度を決める場合,この両者から最適値を求める必要

がある。経済設計変圧器のインラ,シュ電流中の第2高調波分及び,

内部故障電流中の第2高調波分を定量的に解析し,最適抑制度を決

疋した。

以上のよう忙,最近の変圧器のインうヅシュ対策として,最適な第

2高調波抑制度を持ち,しか、,変圧器鵄故拡大防止の見地から,

高速度化を図り2サイクル,動作可能な HUB-3-D形継電器を開発し

た。
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HUB-3-D 形継這器

新形TAG・20 形発電機保護用比率差動継電器

当社では,とのたび従来の機械式忙比L,諸特性の改善,とりわけ

耐震性能をも含めた信頼性の向上を目的として静止形の発電機保護

用比率差動継電噐を開発した。

この継電噐は既忙東京竃力(株)管内に 15台納入し,順調に稼動

しており,以下に述べるような特長を持ってφる。

(1)誤動作1て対する信頼性向上のため,静止回路及び出力接点回

路を2重化A入の条件で組むとともに各出力接点を常時監視できる

^電1

1'、,,
2

《MULTIFLEX》電力系統保護.制御装置
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ようにしている。

(2)誤不動{乍に対する信頼性向上のため,実機稼動中でも保護性

能を妨げることなく手動点検可能なようにしている。

(3) i耐震性能として,水平 1.OG,上下 0.6G (3~10H幻を十分

配電2.3

三菱《キャストフォーマン(エポキシ注型変圧器)

τゴ芦《牛ヤストフォーマ》(cast Resin Dry Type Translormer)は,含

浸同時注型方式によって巻線をエボキシ樹脂で注型した変圧器で,多

くの特長を有した新製品として脚光を浴びている。当社では,高圧

6kV の試作を 51午に完了して 52年4月より三菱《キャストフォーマ》

の商品名で販売を開始した。

含浸同時注型方式は,コイ1レ導体回り忙は電気特性の良好なエボキ

シ樹脂を高真空下で含浸させ,更忙その回りには機械的強度の高い

エボキシ樹脂を注型して同時に加熱硬化させる。特に,コイル導体回り

に含浸する方式を採用することによってインパ1レス強度・耐コロナ性.

寿命・絶縁性能などの特性を大幅忙向上することができ,油入変圧

器と同等の絶縁階級を満足するととができる。

その外,一般的な特長ι Lて,①・難燃性である,②湿度・じんあ

いに対する絶縁強度が高い,③コンパクトである,④短時間過負荷耐

量が大きい,⑤堅ろうである,⑥保守・点検が容易である,などの

多くの特長を有しており,ビル・病院・劇場・地下街などの火災に

対する安全性を要求される所,トンネル内,地下鉄,鉄鋼・士木作業

場などの湿氣・じんあいの多い所などに適した変圧器として幅広い

用途を、つている。

満足する。

(4)盤への取付けスペースは,従来メカ形継電器(HA、G-2-D)と

完全に互換性を有する。

い。

当社では,外解の機械的強度及び破壊時・正常時の膨脹量を調査

し,写真に示すような籬形コンデンサ専用の「LC形保護検出器」を

完成した。あらかじめ短絡させた素子を使って故障コンデンサを作り,

それに「LC形保護検出器』を取付け,通電して動作試験を行った

結果,完全な保護協調が得られた。この検出器の特長は,屋内・屋

外のいずれでも使える,保i劃窃調がとりゃすい,経済的に保護システ

ムを形成できる,単純な構造で小形軽量である,既設のコン手ンサに

も簡単忙取付けることができる,などである。

LC形コンデンサ保護検出器

近年,づラスチヅクフィルムの採用などによってコン手ンサの信頼性は極め

て高いレベルに達してはいるが, PCB(不燃性油)の使用を中止して

から専ら可燃性油を含浸斉1ルして用いているため,コンデンサ内部で

万一,素子の絶縁破壊などの故障が発生した場合,例えぱ火災など

の2次災害を引き起す可能性もなφとはいえず,速やかな故障検出

と,それに引き続く故障コンデンサの開放・除去とφつた保護システム

の確立,なかんずく優れた故障検出装置の出現が望まれて仏る。

3/6kV級の比較的小規模なコンデンサパンクでは,かん(織)形の 3相

ユニヅトコン手ンサが汎用されている。この種のコンデンサは,一般に内部

故障発生と同時に内圧が上昇して外籬が異常忙膨脹するので,との

異常膨脹を機械的に検出して,外鼈が破れる前に開路すればよ

三菱《キャストフォーマ》 6kV 30okvA

^

制御電源回路接地・混触検出装置の開発

変電所の大形化に伴って,その故障が電力系統忙及ぽす影縛も大き

くなるが,50okV 変電所は制御電源回路を 2重化して,直流 10OV

回路及び無停電交流20OV 回路をそれぞれA・B 2系統で所内回

路K供給するととにより高い信頼度を実現している。しかし,これ

らの回路忙は短絡事故時と直流接地事故時の保護装置を設羅してい

るだけで,各回路相互問の混触事故忙対する保護装羅は無く混触票

故発生時運転に支障をきたす場合も吉えられるので,新方式の接地

混触検出装置を関西電力(株)と共同で研究開発した。

この装置の動作原理は,電源回路を非接地状態で用仏,アースと各

回路問及び各回路相互問忙直流別電源を挿入して,慕故時この別俺

源忙より流れる電流を検出することで事故発生を検出し,京故内容

を表示するというものであるが,更に整流素子をとれに組合せ,ま

た3種類の監視状態を採ること忙より接地事故を常時監視し,かつ

すべての種類の混触事故を検出することが可能となった。
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試作した検出装置は,工場における模擬電源装置による各種特性

試験及び現地変電所における人工的な接地・混触事故によって良好

な結果が得られたため,更に実運用上の実績と改良点を調べるため,

50okV 北摂変電所及びそれ忙引き続込て同じく信貴変電所におい

てフィールドテストを実施している。

配電線用静止形継電器シリーズ化

従来,3.御6.6kV非接地系配電線保護としては,機械式継電器が最

も多く使用されてきているが,最近は性能の向上及び保守点検の容

易性から静止形継電器を採用する傾向にあり,配電線保護装置全体

として全静止形のものも使用されてきている。しかし,これらはい

ずれも従来の機械式継電器とはその構造も,取付け方も大きく違っ

ているため大がかりな装買となり,従来形継電器と気軽忙交換する

わけにはいかなかった。今回これらの欠点を解消するために下記の

特長を持った配電線静止形継電器シリーズを製品化Lた。

(D 従来の機械式継電器と取替えができるようケースサイズを同一

にした。

2.4

中小容量ガスタービン発電機

中小容量の電源設備として近年ガスタービン発竃裴般玉クローズア,づさ

れてきた。当社では九州竃力(株)向けに移動篭源車用ガスターピン発電

機2台を製作納入した。外観と仕様を写真忙示す。これはトレーラと

うG割載形で重せ制限があるため, F種絶縁,ころがり軸受を採用

L,フレー△なども1削性強度を検討し最小寸法として当社標準機の7

割程度の重最に抑え客先仕様を十分淌足Lた。ガスタービン発竃装置

の場合,発瑁機寸法重泉の削減が裴羅の小形韓量化に大きく寄与す

る。また,始動装睡を小さくし始動時問を短くするため忙発確機の

償性質量が小さいことを要求される。当社のμH郁杉回転子からなる

CFC形発電機はこの条件に最適であり,4極 3,oookvA以下を標

準化Lて需要に断Ⅱ'できる体制を整えている。ガスタービン発篭装羅の

現状での用途は,①小形幌竜振動小・・・都市ビル防災用,移動電源車。

②冷却水不要,各種燃料使用可一砂遵LNG基地。③安定な運転

(周波数変動小)・・・コンピュータ 1怠原。などが主であるが,ガスターピンの

排熱 1ネルギを暖房や工場づロセスに利用 Lたトータルシステムとしての

自家用受配電

(2)ひずみ波ヌ嫌や直流分対策を持たせ,ケーづル系統の特異現象

に対しても十分対処できるようにした。

(3)トランづスタ回路部を 2重化するなど,信頼性向上にも配慮した。

(4)動作点検が容易にできるよら,づラグによるチェ,,ク機構を設

けた。
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活用を吉えれば,今後,広汎な発展が期待される。

産業用火力発電所における省力化・経済性化に関する装置

産業用火力発電所既設改造用として省力化・経済性化忙寄与する裴

羅を開発納入し,ユーザより好評を得ている。

・受電力率調整装置

・一般に俺力会社と需要家との契約彬力料金は,受竃力率が悪くなれ

ば禅鵬辻なる。このため,需要家は受箪力率改善用のコンデンサを設

置すること kより,商力率受紅となるよら対処Lている。電力会社

と並列運転中の白家発竃機は,励磁鳧を調整すること忙より無効電

力の増減が可能になる。この'州乍を応用Lたのがこの奘置である。

すなわち,自家発竃設備を持った需要家忙おいて自家発竃機の有す

る可能無効竃力量の有効利用を図るとともに負荷変動忙対する受電

力率を一定に保持Lようとするものである。すなわち,受竃力率設

定器と現状の受奄力率及び自家発電機の無効電力の余裕量を比較し

て,受電力率が常忙受欝力率設定器で設定Lた値となるよう,白家

発竃機の電圧を調整するものである。なお工場負荷の要求する無効

電力が自家発電機だけで供給できない場合は,力率改善用コンデンサ

とこの装置を組合せ不足分を含む受電力率の机調整は前者で,微調

整は後者で分担させることにより幅広く,かつ連続的制御が可能と

なる(実用新案申諸中)。

・買電量制御装置

この装置は,電力会社と並列運転中の白家発電設備を持った需要家

において,自家発電機の有する可能出力有効竃力量の有効利用を図

るとともに,買篭量を一定に制御することによりデマンドオーバ防止,

電力会社への逆送電防止の役割をも果たす、ので受電電力設定器と,

現状の自家発発電量及び自家発電機の有効電力の余裕量(主として

ターピンの余裕量)を比較し,工場負荷電力の変動により受電電力の

変動が生ずれば,自家発電設備のガノけモータを制御L,常に受電量

を受電電力設定器忙て設定Lた受電量を保つよう動作する制御装置

である。

主変圧器1次過竃流継竃噐
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●最近の厚板ミル計算機制御システム Ⅲ訓1^を麒W城1鵬mι惚欝^猷馴Ⅷ仙1皿11帥脚ⅢⅢ肌11脚削肌側州肌捌肌Ⅲ11則榔ⅢⅢⅢⅢ脚肌肌剛ⅢⅢ肌如ⅢΠ"畷剛削脚凶

従来の厚板システムでは,圧延機あるφは加熱炉の制御というように あげられる。更忙は従来うインコンビュータと込われる管理用計算機の

計算機導入の効果として品質精度の向上と省エネルギ化が期待され, 機能もトラ,ゞキング面で肩代わりしたため,付随的に発生するミストラ
省力化そのものは第2次的なものであったが,最近では専ら厚板ラ 'りキングの防止対策と上位計算機とのりンケージにはバリクァッづ処理も

インの自動化とそれに伴ら省力化に力が注がれてぃる。その1例とし 含めた膨大なソフトの作成が要求されている。全般的に近午,厚板

て,圧延スケジニール計算モデルのレペルア,,づ及び絶対値AGC の導入, システ△は自動化の強化によりますます操作性が向上し,かつそれに

更忙はミル加減速制御の向上忙より,成品精度及び圧延能率の両面 伴いシステムの機能としては複雑化してゃるといえる。

から熟練オペレータをりょうがするに至り,いわゆる圧延機に対する

ワンマンコントロールをも可能にした。更には全ラインの通常操業も 3~

4人という最小オベレータで十分なまでに自動化されたシステムとなっ

て込る。このような自動化に伴い情報処理の機能も大きく変化した。

すなわち,品質管理桔度の要求が厳しくなり管理データが増加した

こと,監視オペレータに対する CRT表示機能,ロギング機能の増大が

●冷鳧与圧延機用電機『口Π111則1111111Ⅷ111111111111川脚1側胤M肌削Ⅷ肌削川削削脚臨m卯^詔瑠脇a脚肌側1111Ⅷ削川1111111111111削洲削肌11111111川11111111111川削川1Ⅷ1!111"11川11111削川Ⅷ111111Ⅲ111111111111肌肌11111111叫脚

世界的不況のため,新規設備に対する投資が極めて少なく,国内で 用可能なづラントコントローラ《MELPLAC》 50 の出現により,制御用

も連続式冷冏圧延機は近年製作されていないが,新技術の開発,制 計算機《MELCOM》 350-50 とづラントコントローラとの機能分担は明

御システムの開発など技術革新の努力を続けており,かずかずの成果 確なものとなり,非常に簡明なハイアラキシステムを拙成している。特
をあげている。 に自動板厚制御システム(AGのや圧延機主幹制御システ△等もづログラ

(1)形状制御技術.当社は,無接触式な相関方式鋼阪形状検出 マづル化しており,従来のアナロづ専用の制御盤は姿を消しつつぁる。

噐の販売を1昨年より開始したが,この種の圧延機制御の分野で, 無論 ICS の規模やづラントコントローラの台数は当社の豊富な経験を駆

残された未明発項目であるストリ,ゾづの断面形状制御技術の開発を, 使しおのおののづラントごとに最適に決定して込るが,その規模の大

中央研究所を中心に数年前より行っており,実測データによる裏付 小にかかわらずづラントとして使用される制御機噐の種類を少なくす

けを基1てした当社の最新技何iとして自負する制御理論を学会等に発 ることは設備としてのコストミニマム化だけでなく,納入された機器を

衷し好評を得ている。この制御方式の基本思想は「断面形状の乱れ 保守する顧客の立場に立ったシステム設計である。

を,ロールペンダで徐去可能な2次関数要素とそれ以外の要素とに分解

し,これらの乱れを口ールペンダ・クーラント・ストリ.ワづ張力等々の組合せ

で制御する」ものである。

(2)ハイアラ牛制御システム.ディジタル演算ICもシーケンス制御忙も適

●冷延金岡木反升多状検出装置の適用脚肌11脚11川似1脚朏脚朏W凶川棚N眼脚糊腰肌皿川11111111111Ⅷ肌11削11111川111111111川11肌拡1脚1111肌1111111111脚川Ⅷ1111111111111111川11"111川111ⅧⅧ11脚肌Ⅷ1111111111慎皿

適用例
国内外の鉄鋼業界圧延部門忙おいて,形状良好な鋼板製造に努力が

なされてきているが,操業面での形状制御そのものが困難である こ

とより,形状不良の検出端自体有効かつ実用的なものが少なく,大

きな問題となってきた。

この装羅は,とのような現実にかんがみ実用的なオンライン形状検

出器を目的として製品化しているものであり,下記特長を有し,昭

和51年6月発売開始以来,既に8台の納入実綾を有してその実用

性を発揮してきている。表にその適用例を示す。

特長

(1)非接触式である。

L,たがって製品へのきず付きはない。

(2)測定範囲が広く,検出橘度が高加。

したがって冷問圧延機,ス牛ンパスミル,その他づロセスラインに適用可能。

(3)検出へ、外は小形である。

したがって既設ラインへの設置が容易。

3
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●条鋼圧延機用電機品

日立造船(株)経由ボーランド向け条鋼圧延機用電機品は,その規模に

お込て世界最大級であるげかりでなく,技術的にも最新のものを数

多く那{吏しているのでそれを巾心Kして,当社の条鋼圧延機用電機

品の技術を紹介する。条鋼圧延ライD は,高速運転のスタンド群に材

料が噛み込むため駆動系は厳Lいせん俳の速性と過渡特性が要求さ

れ,更に圧延スタンドと圧延ルートとに多数の組合せがあり,またラ

インが長大であるため,電機品はそれらに対応する厳しい性能が要

求される。制御システム的忙は,トラッキンづ及びマッぜング用計算機

《MELCOM》 350-7 2 セットを上位とし,マイクロコントローラ《MEL

MIC》,シーケンサくMELSEC》 1C化主幹1則御を下位システムとするハ

イアラキシステ△を構成させており,機育艷勺には,次の分担がなされて

いる。

トラッキング計算機・・・・・・トラヅキンづ,ストアドスケジュール及び 0-}レ管理

マッピング計算機・・・・・製品ヤード管理

IC化主幹制御・・・・・・ミ}レその他の速度設定

《MELMIC》・・・・・無張力1別御,最適切断制御及び定位置停」U剖御

1Ⅲ1Ⅲ111111111Ⅲ111Ⅲ1111ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ州11Ⅲ川11Ⅲ肌11Ⅲ11111川1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11柳Ⅲ1Ⅲ"11ⅢⅢ11111Ⅲ11Ⅲ111Ⅲ川1ⅢⅢ1111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111川111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1川11111削川1Ⅲ11ⅢⅢ11111111111111Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ111川1ⅢⅢⅢⅢ!1Ⅲ1ⅢⅢ11111Ⅲ肌●パイプ製造設備用電機品

鉄綱設備投資の不振のなかで、パイづ製造設備は需要増大を背景とし

て,国内でも設備投資が活発に行われた。

当社もパイづ製造設備用電機品として最新鋭設備を多数納入した。

特k大規模づラントである某社向けシームレスパイづ製造設備には下記の

特長ある最新鋭設備を納入した。

(1)全搬送テーづル用遍動機は交流化L,可変欝圧可変周波電源

(VVVF)で駆動して,確動機の無保守化を図った。

(2)小容量辿流電動機の界融には永久磁石を使用し,省エネルギを

図った。

(3)多数の検出器を使用して,完全自動運転を実施した。

(り統括制御装置忙は,最近開発したづラントコントローラ《MEL'

PLAC》 50 を多数使用して,分散化システムを採用した。 1台の

《MELPLAC》50のなかに,シーケンス制御機能(従来は専用シーケンサ

使用)と DDC 制御機能(従来は専用ミニコンないしマイクロコントローラ

使用)を含ませた。つまり,手動一自動シーケンス制御,幽動位置制

御,手イジタ1レ速度制御を運転範囲ビとに 1台の《MELPLAC》に収

11Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ肌111Ⅲ111111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111ⅢⅢ111ⅢⅢ1Ⅲ削Ⅲ111ⅢⅢⅢ111Ⅲ111川111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ111ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ川Ⅲ1ⅢⅢ11111川Ⅲ111111111111111川11111削ⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢ1111肌1Ⅲ11Ⅲ11111111Ⅲ11Ⅲ脚1'Ⅷ

訓ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ肌Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ削川1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ川Ⅲ11削11111川Ⅲ11削1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ川Ⅲ1ⅢⅢ川1Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1川ⅢⅢⅢ1川脚ⅢⅢⅢ1脚削1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1川1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1111川川Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11川Ⅲ

シーケンス制御<MELSEC>

トラッヰングの内容は,ミル回りは材料・1本ごとに自動的に,精整ラ

インは操作者のタイミング信号忙よりオーダごとに行われ,トラヅキングの

経路指示忙応じて材料は自到伯勺に搬送される。製品ヤードの管理は,

製品の搬入・搬出時の場所指示とオーダビとのデータ処理によって遂

行される。また,無張力制御は圧延材料が次スタンドに噛み込んだ後

も先端制御を可能とし,スタンド問隔と圧延速度により適用が制限さ

れない方式である。ハードゥエア的には, SLシリーズ直流電動機の適用,

VVVF交流電動機の採用,低周波電源による交流電動機の2段速度

制御,製品形状計などの特殊検出器の採用などが特筆される。

●鉄鋼プロセスライン用電機品

近午,鉄鋼づラントの市場環境はきびしく,特忙国内需要は低迷を続

けており,づ0セスライン、例外ではない。このため,国内では省力化

・省資源化が強くさけぱれ,一方,海外忙活路を見い出すため国際

競争力の強化も要求されている。当社はこれらに対1心すべく努力を

行っており,かずかずの成果をおさめている。

(1)計算機制御を導入し大幅に自動化したづロセスラインの制御シス

テムの硫立.制御用電子計算機《MELCOM》350-フ,350-5のとづラ

ントコントローラ《MELPLAC》 50 とでハイアラ牛システムを採用,ライン制

御の神経系統をすべてソフトゥエア化し,大幅な自動化の導入を可能

としてぃる。各機器の機能の分担は,処理データの大小,づロセスと

の直結の難易度などを考慮し,当社の豊富なノウハウを駆使して情報

移動量を最小k抑えたコストミニマ△のシステムとしている。このシステ

△によれぱ,ほとんどの作業が自動となり,省力化が可能であり,

白動設定による最適作業が可能であるととから省資源化も期待でき

る。

納させた。

(5)三菱信号伝送装置《MELPLEX>320 を運転室や機械サイド'の

づロセス入出力信号に適用し,配線材料・酉蔀泉工事贄の低減を図った。

(6)パイづ加熱電源装置としてサイリスタ式高周波インパータ装置及び

サイリスタスィヅチを多数納入した。

上記設備を含め最近次のパイづ製造設備用電機品を納入した。

2式シームレスパイづ管材精整設備

2式シームレスパイづ熱処理設備

大径管製造設備(改造) 2式

1式スパイラル鋼管製造設備

1式U0 メカニカルエキスパンダ

2式製造中電縫管製造設備(輸出)
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(2)輸出づラントの増大,昨年,当社はルーマニア向けステンレス処

理ライン 1式の電機品を出荷したのをはじめ,現在,ソ連,づラジル

向けのづロセスライン(全フライン)を製作中であるが,これらの設備の

設計に際しては,向け先国の周囲条件を十分考慮し,それらにマッ

チした電機品を製作するよう心掛けている。

なお,現在製作中のソ連N加0ⅡPetsk製鉄所向けの連続焼鈍ライン

は,設備仕様としては現在の世界ト,づクラスのものであり,電機品

としても最新技術のもので構成している。このづラントは,ソ連側機

器も含めてライン全体のエンリニアリングを行っており, GOST他の規

格に凾枯通することが不可欠である。また,このづラントはソ連と

いら鉄鋼先進国への初めての輸出であり,今後のソ連向け鉄鋼づう

ント輸出に及ぽす影響は大きい。
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●輸出鉄鋼圧延プラント電機品

近年,当社の鉄鋼づラント輸出は極めて目覚ましいものがあるが,特

に厚板ミル用電機品は,下記のようk,ここ数年のうちに相次いで

完成,稼動の予定である。このうち最近納入した韓国・浦項総合製

鉄所(P0託0)向け厚板ミル用主電機品の特長について紹介する。

(D 最近の輸出厚板ミル(出荷順一すべて出荷済み)

づラジル・ U瓢min砥(1976年9月か(稼)動)

主電動機 2→,50okw,40/100即m

づラ動し・ C那jp.(1978年初稼剰D

主電動機 2-6,00OHP,40/100中m

アルゼンチン・ som玲a (1981年12月稼到D

主電動機 2-4,50okl¥,50/100ゆm

韓国・ P山⑳(1978年初稼動)

主電動機 2-5,50ok晒、,(4の/50/100ゆm

(2) P山Φ向け厚板ヨル主電機品の特長

仏)主電動機

●高速DDCシステム(仕上主幹制御)への計算機応用

ホ汁ストリッづミルにおける計算機DDC として APC (自動位置制御),

AGC 伯動板厚制鶴D に加えて仕上げミル主幹1例御を含めたトータル

DDC を《MELCOMン350-50 により実現した。仕上げミルの主要

な DDC機能を 1台の計算機で実現することにより各制御サづシステ△

問の信・号授受を最小化しトータルシステ△パフォーマンスの向上をはかって

いる。 DDC機能としては,更に格段忙高い処理機能を要求される

ためシステム朧成上種々の新しい概念・手法を導入Lている。

(1) OSの処理性向上 OS のオーハヘッド最小化を図りしかも信

頼性の高い、のとするため TSOS-R を新た忙開発導入している。

(2) DDCの設計・製作及び保守の効率化のため問題向き言語

MDSS を基本としたソフトゥエア体系を全面的に導入している。

(3)制御装置の 1つであることを考えマンマシンインタワエースとして

専用のメンテナンスパネルを用意し,更に計算機の内音側言号の状態を出

力しレコーダなどに記録させる機能、用意している。

(4)システムの試験を確実{てしシステムの立ち上げを最小化するため,

各制御機能忙対してづラントのシミュレータづログラムを開発し実機に組込

んでいる。このシミュレータは実機にて動作し,しかもダイナミックな特

性をもシミュレートできるものである。

●連続焼鈍ラインの計算機制御

(1)システムの特長

このシステムでは炉温制御忙主体を置いており,トラ,,キンクや手ータロギ

ング及びデータの管理は他の計算機で行って込る。したがって補助記

憶装置はなく,主記憶装置(48K語)だけのシステムでありシステムを

簡素化している。

(2)計算機システムの機能

連続焼鈍ラインは図のように入側・中央・出側忙分けられ,入側で

先行コイjレと溶接され,焼鈍後出側で切断される。炉温制御は炉内

ストリヅづ厚み,幅,目標熱処理温度を基に日本鋼管(株)福山製鉄所

によって開発された制御モ手}レを使って計算された炉温及びうインス

ビードによって行われる。その他コイルデータの上位計算機への要求や

炉温の確認などのマンマシンコミュニケーションは運転室に設置された設定

表示盤を介して行われ,焼鈍後の実績データは通信回線を通して上

位計算機へ送信される。

3.産業用電機品と環境保全設備

"也ι1^Inn肌Ⅲ1Ⅲ111ⅢⅢ111肌11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1111ⅢⅢ111Ⅲ1Ⅲ川1Ⅲ1川ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1Ⅲ1111111ⅢⅢ111川1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11肌Ⅲ1ⅢⅢⅢ11州Ⅲ1Ⅲ111肌11Ⅲ川ⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ111Ⅲ11Ⅲ111ⅢⅢ削Ⅲ11ⅢⅢ1111Ⅲ1肌但

i.1,20OV の採用によりづうシ個数を従来の 6096 に減らして

保守を簡素化すると同時に配線ケーづルなどの節減に貢献した。

五.特殊ボールライナの採用,コンビュータによる整流解析により

dがdιの向上をはかり,工場でのしゃ断テストでも期待どおり

の成績を納めた。

途.定格基底速度50ゆm に対し強め界磁で40印m とし,低

速でのトルクを増し,高速での過負荷耐量を規格より下げて整

流条件を厳しくするととなくトルクァリづを実現,圧延と電動機

の調和をとった。

(b)サイリスタ及び制御装置

1,20OV,1,00OA, PRV4,00OV の世界最大級のサイリスタ素子採

用と,それに伴う制御装置の組合せにより,最新鋭システムを適用

しており,電動機との組合せ試験においても十分な成績を納め

た。

ⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ111ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ州1Ⅲ1川111ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ111Ⅲ11ⅢⅢ!1111ⅢⅢⅢⅢ川肌11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1馴ⅢⅢ11111111Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ削川肱

r

邑^

プラント・シミュレータプログラム

づラント・シミュレータづログラ△による DDC システムの
ダイナミヅクシステム試験

剛川肌Ⅲ11Ⅲ!1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢ11ⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ肌Ⅲ11川Ⅲ1!ⅢⅢⅢ11Ⅲ1川;1Ⅲ肌1Ⅲ1川Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ川ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ111川Ⅲ11肌11Ⅲ肌肌ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ川111111Ⅲ削ⅢⅢ11ⅢⅢ1Ⅲ11"1削ⅢⅢⅢ

また,づロセスパラメータ G長力・i容接条件等)の設定値も上位計算機

より受信したコイル情報を基忙決定される。

(3)計算機導入に伴うメリ・汁

《MELCOM》 350-7 の導入により,オペレータの省力化,均質な製品

の製造,及び生産能率の向上とφう多大のメリットが生じた。

制御ブログラム群
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●アルマイトライン用電機品 1脚測a脚脚1剛眼醐Ⅷ脚UIN鯲m^N0脚Π鬮伽脚m^脚^1111脚脚111Ⅷ肌1肌1川川川肌111剛脚1肌11111111肌川川肌111仙
゛^

今までアルマイト処理ライン用として 100台を超える整流装置を納入

して好評を得ていたが,とのたび建材用カラーアルミサ,シ生産ライン用

として,受配竃設備1式を含め,アルマイト処理用電解整流装置16台,

電着用整流器2台,交着用サイリスタ設備4式及び付属設備を製作納

入した。

整流器は,ア/レマイト処理そう(槽)が大形化され大容量化したにも

かかわらず限られた電気室スペースに設置する必要があったため,大

幅な小形化を図った。特に,電解用整流装置は,整流器用変圧器と

制御回路や1次しゃ断器を含む整流回路を工場で一体にした構造に

し,すえ(据)付面積で従来の約V2 にするとともに,装置を全面的

忙乾式水冷化して装置から電氣室への熱放散を抑制する構造にした。

また,電気回路的忙も大形整流素子を採用し,整流回路1相当たり

2 個の素子で 12kA の出力を得るようにしている。

竃源設備の高調波対策忙ついても,受配電設備の構成を考えて整

流器の相互問の高調波位相を組合せ低減し,高価な高調波用フィルタ

を省略するなどしてより経済的な方式とした。 DC 21V 12kA整流装貿

●超音波自動探傷システム 11Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ仙削削1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ川脚11Ⅲ111Ⅲ11朏娜Π1鵄理蛋皿訓1肌削1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1朏肌脇川11Ⅲ蜆訓11111肌1ⅢⅢ1Ⅲ川11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ111川肌Ⅲ11川則ⅢⅢⅢ11Ⅲ1Ⅷ1Ⅲ1川ⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ削1Ⅲ1Ⅲ

超音波探傷装置,周辺機構装羅と工業用計算機とを組合せた超音波 た高品質の厚板を,更にその高品質性を保証する、のとして当社の

自動探傷システ△がここ2~3午,特に製鉄業界において序々K設置 技術の優秀性を立証している。

されてきている。当社では日本鋼管(株)忙厚板用のシステムを納入し

た。厚板用システムは,板情報をもと忙進入した板をトラッキングし,

周辺部・板内部探傷ボートを制御してオンライン探傷を行ってぃる。

この探傷システムは吉えられるすべての探傷条件の変動K対し,逐一

とれを自動的に補正するづψ'ラム論理制御忙多くの特長を有してい

る。探傷¥ータは計算機により,密集度・占積率・最大欠陥長さ等,

JIS 忙準拠した評価判定を行い,また,結果は傷位置が分かりゃす

いフ才ーマ・ワトでロギングされる。

以上の超音波自動探傷システ△は,最新鋭の圧延設備から製造され

ΠⅢ111Ⅲ1Ⅲ1川1職Ⅷ1^"1Ⅷ棚1Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ柳11m111僻賊肱棚1肌m肌肌1肌Ⅲ1111ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1川Ⅲ11肌ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1川肌Ⅲ11机11肌11Ⅲ川1Ⅲ1州ⅢⅢ1111脚剛1ⅢⅢⅢ仙●既設天井クレーンの自動化と自動化装置

製鉄祈忙おける自動化・省人化はクレーン等の荷役部門でも活発に導

入されつつぁる。中で、スラづ・コイル・厚板等のスト.ゞクヤードや倉庫

は,適確な在庫管理と迅速な入出庫作業が要求され,かつクレーンの

台数も多いため,これら既存設備のクレーンの宮動化は各製鉄会社の

大きな課題となっている。

一般に,クレーンの自動化に当たっては,幽動運転シーケンスの実行,

スムーズな加減速制御と確実な自動位置決め,停止精度の確保,/Wド

リング装置の自動化あるいは上位計算機システムとの信号交信などの

機能を果たすため自動運転コントローラ(クレーン 0ーカルづロセッサ)・位置

検出装置・速度制御装置・信号伝送装置等が必要である。自動化の

対象となるこれら既設クレーンは前述装置の新増設あるいは既設電機

品の改造が必要であり,更忙実施にあたっては電気室のスベースの制

約とか改造期間の柳係力があり,新設クレーンとは述った面でシステ△

やハードゥエアの選定を考慮せねぱならな仇。

当社では以上のような要求忙対応して,クレーンローカルづロセッサ

(CLP-N3の,位置検出装置《ADDREX》,及びサイリスタ制御装置

(CR-B)等の各種装置忙ついて,コンパクトで軽量,かつ新増設が容

易な構成,あるいは機上搭載時の十分な耐振,而打商坐性などの点を

考慮したハードウェアを開発した。
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●自動車組立工程における生産管理システム

最近の自動車産業界は輸出の増大,ユーザ要求の多様化により車種・

仕様の変化の増大,また排ガス規制忙代表される法規則の度重なる

強化により,生産ラインの迅速かっフレキシづルな対感を必要としてぃ

る0 このような状況K対し,当社は最新鋭オンラインリアルタイムエ業用

計算機《N伍LCOM》350-50 を中心斗C多数の端末機器を現場に配置

した"自動車組立工程における生産管理システ△"を完成した。この

システムは昭和52年1月三菱自動車工業(株)岡崎工場に,同年7月

同社水島自動車製作所に納入し,現在糘動中である。その主要機能

は次のとおりである。

(1)経営管理用計算機からの生産計画に基づき現場作業指示を行

う。

(2)生産ラインの運転進捗状況を常時監視し作業条件を変更ナる.

(3)生産設備(コンベア,自動塗装機等)の自動制御を行う。

(4)生産実績データを収集し経営管理用計算機に報告する。

●機械工場の工程管理オンラインシステム《MAPIC》1

Ⅲ州剛1111剛俳ゑ裂難E^1惣ミ1削川Ⅲ11川胤訓削肌削川11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ削川ⅢⅢ川Ⅲ11肌Ⅲ111Ⅲ1柳1Ⅲ1肌削Ⅲ11川ⅢⅢ1Ⅲ肌1Ⅲ1Ⅲ11111ⅢⅢ1脇Ⅷ肌Ⅷ肌E馴脚

各種しゃ断噐,送配電機器及びガス絶縁変電機器を多種少量製造し

てφる当社開閉機器製造部門では,需要変動が大きく,部品の集積

度が高いのでこれらの製品の生産管理の合理化,製作期問の短縮及

び生産性の向上を目的に,第1ステ,づとして生産管理上最もネヅク

になりゃすい機械工場を対象にしてミニコン《入伍LCOM》70 を中心

とする才ンうインによる工程管理を実施した。この《MAPIC》1シス

テムの特長はコンeユータによる一方的な情報処理ではなく,づ.づシ.

ツづを動かしている第1線の班長が CRT(キャラクタディスづレー)を媒体

として対話によって作業を進めるところにある。

工場で時々刻たに発生する情報は,"物K情報を合わせる"とい

う考え方で各端末から会話形式で報告され,これを7つのづ.づステ

ータス(状態)に分類してミニコンに蓄積され,各端末からこれらの蓄

積された情報の必要な部分を指定して直接みることができるように

している。その主な内容は次のとおりである。

(1)負荷状況は週別,指定期問の設備別,指定設備の週別等にそ

れぞれステータスビとにグラフで表示される。また,負荷調整による

内外作・班切換え等の処理も CRTを介して簡単にできる。

(2)作業計画の基礎資料として作業順位付けのデータが,班長の

(5)生産ラインの運転状況,作業進捗等を CRT装置へ表示する。

(6)主要部品の在庫管理を行い,経営管理用計算機に報告する。

更にとのシステムの主な特長は次のとおりである。

(1)マイクロコンビュータを内蔵した端末制御装置を組立工場内に適

宜配置し,センタの《N正LCOM》350-50 巴伝送路を通じて接続し

た分散形システムを構成している。この端末制御装置は各種計算機と

の接続が容易であり,また種々の端末装置との接続が容易な拡張性

・柔軟性に富んだ信頼性の高いシステムである。

(9)経営管理用計算機との接続に 9,6~48K BPS の高速データ伝

送装置が装備されている。

(3)経営管理用計算機より与えられる生産情報から販売組織へ与

る発送情報主での膨大な各種車両情報ファイルを管理する RDSSえ

(りアルタイムデータマネーづメントシステム)が採用されている。

11湘Ⅲi1川肌ⅢⅢ1Ⅲ削ⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ11脚肌仙Ⅲ11削Ⅲ11川肌11Ⅲ剛刈馴糾桝川削1Ⅲ1馴1Ⅲ1胤朏Ⅲ剖1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ11馴朏Ⅲ11棚1Ⅲ【1Ⅲ1腿

●トンネル掘削泥水輸送システムの集中監視制御

指定する条件で作業の着手日程別に見るととができる。

(3)客先のオーダごとに全部品の進度状況を見ることができる。

でい(泥)水シールドエ法トンネル掘削システムの泥水輸送集中監視制御

装置を開発納入した。

この装置は,マイクロづロセッサを応用した演算処理部と遠方制御部か

ら構成され,トンネル掘進機のシールドジャリキ速度・カッタ油圧・切羽水

圧・送排泥水圧力・流量・比重・温度等の計頑Ⅲ言号を20点,弁・ボ

ンづ等の運転信号60点を3対の信号線で地上の中央集中監視制御盤

へ伝送し,20インチカラーCRT にシステムのグラフィヅク表示,手ータ表示,

故障表示,及び演算表示等を行い,また,中央から現場へ制御信号

60点を伝送し遠編制御を行うものである。

この装置ではマイクロづロセ,サの演算処理によりトンネル切羽崩壊検

知,送排泥水量の平衡度検知,送水背圧の自動調節,排泥ボンづの

速度制御,及びづヤヅキ推進速度,推進距離,掘削土砂量の演算表示

等を可能にして仇る。また遠方制御忙おいては,メモリに記憶され

たづログラ△に従ってシーケンス自動制御を行V、,各機器の運転状態が

CRTで集中監視できるのでワンマンコントロール装置としての機能を十

工程部門

エキ呈

手配

コビー

特急、工事

普通工事

CRT MELCOM

70

機械工場

班長

二士所
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MAPI01 概念図
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●中形直流電動機SLシリーズ

製鉄・非鉄などの圧延ライン・づ0セスライン用,また一般工業用として,

広範囲な用途へ適用できる中形直流電動機SLシリーズを開発Lた。

このシリーズは,最新の設計・工作技術を駆使し開発整備した、ので,

次の特長をもっている。

(1)標準化.わく番の選定と構造及び使用部品に標準化を推し

進めている。

(2)出力向上:同一わく番当たりの出カア,づを図って込る。

(3)コンパクト化:づラケリト形軸受と多角形フレーム構造によりコン

パクト化を可能にし,更に据付けを容易にしている。

(4)工作法の改良.電機子巻線,界磁巻線は, F種用無溶剤エポ

牛シの真空含浸を実施し,また,つなぎ部はソフトづラズマアーク加熱で

ろう付けを行い,機械的に堅ろ5で信頼性の高いもの{Cしている。

(5)最新技術の駆使.整流の理論解析,通風冷却の解析,軸系

に発生する過渡ねじり振動トルクの解析などをコンビュータにより解祈

●鉄鋼圧延機用サイリスタモータ

鉄鋼圧延機用電動機として,単機大容量化及び保守の簡素化の観点

から,サイリスタモータが脚光を浴びつつある。

これに関し当社では,低速機用としてのWM形及び高速機用と

しての直流多相形方式の開発を終え,51年度に250kW電動機を製

作納入し,好調な運転実績を得た。これをもとに,52年度には実

規模の圧延づラントを想定した実機の設計を行う一方,界磁制御技術

の改良により,所要電源kvAの軽減や応答速度の一層の向上をは

かるとともに,コンビュータ解析技術を確立し,実規模の鉄鋼圧延機

用サイリスタモータの設計製作体制を整えた。

18,oookW同期電動機

1111肌1111ⅢⅢ111Ⅲ1削Ⅲ1Ⅲ削Ⅲ11Ⅲ11肌1Ⅲ1削11{ⅢⅧⅢ1】111用1川!Ⅲ1111ⅢⅢ1馴ⅢⅢ1Ⅲ川11Ⅲ削肌Ⅲ111Ⅲ1川Ⅲ11川1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11川11Ⅲ川1Ⅲ1叫Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ11ⅢⅢⅢ削Ⅲ11川1111ⅢⅢⅢ!ⅢⅢⅢ11川1Ⅲ1111Ⅲ1Ⅲ川1Ⅲ1Ⅲ11肌11ι

三菱電機技報. VO].52. NO.1・ 1978

し,最適な設計とした。

SL形直流電動機1,10okW 750V
1,60O A 500/950 rpm

削1ⅢⅢⅢ川ⅢⅢ1Ⅲ川川削州川Ⅲ1Ⅲ111削川lmⅢIWⅢ11川川111Ⅲ11111Ⅲ1川川川Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1川ⅢⅢⅢ1ⅢⅧⅢⅢ1州1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ川1Ⅲ1剛川1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11川ⅧⅢ11側脚1ⅢⅢ111削川Ⅲ1惜蝋n脚"甜朏

●ターボコンプレッサ駆動用18,oookW同期電動機

ターポコンづレ,,サ駆動用として(株)神戸製鋼所経由づうづル・ CSN製鉄

所向けに18,oookWの世界最大容量級同期電動機を完成納入した。

主な仕様は下ヨ己のとおりである。

13,20OV I,200ゆm 60H.6極 90%力率, B種絶縁,静止励磁

方式,全閉内冷形,突極塊状磁極構造,りアクトルによる減電圧始動

方式。

高速大容量化に伴い一層の信頼性が望まれるが,同期運転時の機

械的・電気的問題だけでなく,自己始動的に同期電動機が発生する

2倍すべり周波数の脈動トルクによるねじり振動現象Kついても十

分な解析を行っている。とれは当社の多くの経験をもとに行ったも

ので,梯1系全体のシミュレーションにより信頼性の高い、のとしている。

省1ネルギが叫ばれている現在,特忙大容量機での刻J魯三力;問題とさ

れるが,本機は各部分の損失減少対策を行い高効率の機械とした。

本機は客先の事情により 4刀月という短納期が要求されたが,こ

の要求を満足できたのは当社の大容量機における多くの製作経験に

よるものであるといえる。
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直流多相形サイリスタモータ
250 k工入ア 59511,30o rpm
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●全閉外扇形耐圧防爆形2,60OHP2極誘導電動機

誘導電動機忙おいても従来より国際競争力の強化をはかり海外輸出

を積極的に推進してきた。その成果の一貫として昨年度,南アフ北

共和国より 2,60OHP を筆頭に合計24台,43,oookW に及ぶ誘導電

動機を一括受注し製作納入した。これらはいずれも2極機,耐圧防

爆形でその特長について紹介する。

従来の測乍方法では 2,60OHP,2極機はべデスタル形で製作し,耐

圧防爆形となるとその防爆性の保持及び軸剛性をあげる必要から更

に大形忙なり製作及びコストの上からも問題があった。種た検討の

結果,従来のものより軸受スパンを大幅に短くしてづラケ,"形で製

作L,づラケ,汁とフレームで耐圧容器を形成するようにした。この構

造は軸剛性をあげ更に防爆げきq鋤の保持も容易なものとなった。

防爆性能を保持するには耐圧容器の強度,接合面の隙問の規制が重

要であるため軸受ハウジンづは一円形とし軸受はころがり軸受を採用

し,2極機なので潤滑方式は強制給油とした。防爆性能の確認には

産業安全研究所の立合いで爆発テストを施行したが,これは現在当

社の保有ナる設備での最大キ汲のものである。もう1つの特長は低騒

音で,各周波数ハ'ンドビとの指定がありこれらのオーハ'オール値は 80

●立形ASEータ

(株)酉島製作所経由で,日本下水道事業団(佐賀終末処理場及び八

田ボンづ場)に 6P lookwX 2台,6P 75kwX 3台の立形 AS E

ータ(うず電流継手付可変速電動機)を納入Lた。この ASEータ1こ

よる回転数制御と,他のかご形モータとの台数制御の組合せにより

ボンづ井の水位を自動調節するものである。保護形式は開放(防滴保

護)形で,当社独自の冷却方式により,自己通風の空冷式で製作し

ており,通常このクラスのうず電流継手で採用されている水冷式,

又は他力通風式に比べ,寿命・信頼性の高さ・保守点検の容易さな

ど,多くの優れた特長を持っている。最終据付状態では,ボンづ

AS 力,づりンづ,駆動IM の3段積みとなるので,防振性には最大の

考慮を払い,各構造部分は一段と剛性を増して強固なものとなって

いる。

その他の概略仕様は下記のとおり

電圧//周波数:3,30OV/60H.

駆動モータ:10OR凡V 75kW 6P B種

速度仰」御範囲:1,000~650ゆm

●サイリスタ式フりツカ防止装置 MARC SYSTEM

最近の負荷容量の増大に伴い,変動負荷がもたらす電圧フり,,力の問

題がク0ーズアリづされてきており,フり,"力防止装置の必要性が高まり

つつある。

フりツカ防止装置として,サイリスタ制御コン手ンサ方式(八IARC-1)

とサイリスタ制御りアクトル方式(MARC一Ⅱ)とを製作しているが,今

回,100 トンアーク炉2基に対するフ小ゞ力抑制用として,サイリスタ制

御りアクトル方式による世界最大容量の 120MVAフりツカ防止装置を

製作した。この装置は,アーク炉に並列に 33kV母線に接続され,

補償りアクトルの無効電力をサイリスタ装置で制御し,アーク炉の無効

電力変動により発生する電圧フり,,力を抑制する装置である。りアクト

ルを制御するサイリスタ装置として,33RV定格のものを製作した。

33kV サイリスタ装置は,図に示す 6kVサイリスタモジュールタンクを 6台

直列に接続して構成している。このモづユールタンクの冷却には,フロン

沸騰冷却方式を採用し,気化したフロン蒸気は風冷の凝縮器によっ

3.産業用電機品と環境保全設備

N1湘111111{11洲11川肌ⅢⅢ}ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ肌1Ⅲ1削削ⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1111111Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢⅢ1柳削1Ⅲ11ⅢⅢ1ⅢⅢ11Ⅲ1111川11111ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1111肘1肌皿

dB(A)と厳Lい値でめったが指定値を満足した。

なお 2,60OHP誘動電動機は2極,耐圧防爆形では,国内の最大

容量機である。

全閉外扇形耐圧防爆形2,60OHP誘遵電動機
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て液化される。サイリスタ装置は,

このよう忙サイリスタモジュールから

構成されているので,万一の故障

時でもモジュール単位で予備と交換

すれぱよく,保守が容易であると

いう1寺長を有している。

また,サイリスタ制御コンデンサ方

式1こついても,30lvfvA容量の装

置を3台受注し,現在糾乍中であ

る。

.
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6kV サイリスタモづユールタンク
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●交流電動機駆動用可変周波インバータ電源

自励式可変周波インバータ装置忙よる交流電動機の速度制御方式は,

素子製造技術,回路技術その他の進歩による半導体装置の向上と,

設備のメンテナンスフリー化の要求とあいまち,その用途は主すます拡

大されてきて込る。特に鉄鋼のテーづル駆動では従来のサイリスタレオ

ナード装置による直流電動機駆動に代わり,全面的に可変周波インバ

ータ装置を使用した交流電動機駆動に変わりっつぁる。

当社は従来からテーづル用可変周波インパータ装置を多数製作してき

たが,52年度には 350kvA をはじめ数10セ"を製作納入すると

ともに単位容量(素子1並列当たりの容量)数kvAから350kvA

までの可変周波インパータ装置の標準シリーズを完成した。特に昨年度

製作した 350kvA単位インパータ装置は,並列接続により大容量化

ができるよう老慮しているため数1,oookvAの装置まで簡単に実現

できる。また,既設の一定速運転の送風機設備に可変周波インバータ

装置を追加設置し回転数制御に切換えて効率よい風量制御を行い省

エネルギ駆動化を図る方式「三菱TRACシステム」用として 1,750RVA

のインパータ装置を製作納入するとと、に,外に数セ,,ト受注し,現

在製q乍している。当社のインバータ装置は動作が安定してφる電圧形

を標準としており,あらゆる用途に対処するため,正転一逆転切換

●大容量レオナード装置

圧延機,その他の大容量直流電動機用レオナード装置の直流電圧とし

て,従来は750Vが採用されてきたが,このたびこれを高圧化した

定格電圧1,260V の装置を開発し,1・ 2号機を製作納入した。直

流電圧の高圧化は配線工事費の節減,付属噐具の小形化という利点

の外,直流機本体の小形化,づラシ数の低減などの効果もあり, 早

くからその実現化が要請されていた。

装置には耐圧 4,00OV,平均電流 1,00OA の大容量サイリスタ素子

を採用したが,とれはレオナード装置に採用された実用素子として,

世界最大級のものである。

1号製品は 2×3,210kW の組合せによる 12相整流とし,強制風

冷方式を採用してⅥる。 2号製品は 2×2,950kW の 12相整流で,

大容量素子の冷却法として理想的で耐環境性も優れてぃる沸騰冷却

方式を採用している。これは沸騰冷却方式のサイリスタレオナード装置の

第1号製品でもある。装置には保守性を考慮して個別フィン方式が

採用され,素子の交換が簡単に行えるようになっている。制御,演

算回路は完全に無接点化し,電子回路により,正EEの保護クラス1

を達成している。また主回路は無循環電流式逆並列接続にしている

●サイリスタスタータ

かビ形誘導電動機の始動方式には種々あるが,今回大容量冷凍機用

コンづレ,,サ駆動用電動機にサイリスタスタータ方式を適用し,よい結果を

得るととができたので紹介する。この方式の大きな利点、として

(1)定電流加速を行うため,電気的・機械的ショックがなくスムー

ズな始動を実現でき,その加速特性は可調整である。

(2)ソ小";'ステートなので高ひん度の開閉器として使用できる。

(3)小形軽量たので,モータマウントも可能で据付工事が簡略化でき

る。

(4)指速発電機を追加すれぼ,白動速度制御も可能となる。

などがあり,この方式の応用分野は更に広まる、のと思われる。

m11削川側1111欄耕測馴1捌1Ⅲ11削脚1Ⅲ1川1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ棚11ⅢⅢⅢ1Ⅲ川Ⅲ11川Ⅲ11州1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ川削1Ⅲ1削削Ⅲ11削1ⅢⅢⅢ肌1Ⅲ1肌11Ⅲ削削Ⅲ11ⅢⅢⅢ1皿

回路,回生制動回路,直流制動回路,

漂准回路を取りそろえている。

舗okvAテーづル用VVVF装置

ⅧⅢⅢⅢ1川ⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ11川ⅢⅢⅢ1111111Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ川Ⅲ1ⅢⅢ馴川Ⅲ111Ⅲ1剛轍1Ⅲ11111肌削ⅢⅢ肌1Ⅲ削脚Ⅲ11川11Ⅲ1Ⅲ1脚削削1ⅢⅢⅢ川11Ⅲ川Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ}11川Ⅲ11Ⅲ}1削削削削1111ⅢⅢⅢ削11111削Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11川1ⅢⅢⅢ叫
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が,制御回路の高性能化により,正一逆電流切換時の電流零の期問

を 3~6mS まで短縮して加る。

ヌ

'」一」'」

2,950kw l,260 V 2β50 A 沸騰冷却方式
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● CVCF積載の移動電源車

通常の計画停電や,天災による不測の停電に対処するため従来から

各種の移動電源車が製品化されてφるが,当社では特に,電源条件

の厳し込電子計算機のオンラインシステムにおける端末機用電源などを

対象忙静止形CVCFを積載した移動電源車を製品化してきた。従

来品は,2トンクラスの車に蓄電池と CVCF を積載したものであった

が,昨年開発した新形移動電源車は,車そのものの1ンづンを利用し (5) 50ιの軽油で約

て直流発電機を駆動し,静止形CVCFを介して負荷へ給電する新し 10時問の長時問運転

φ方式である。 が可能である。(負荷

との新形移動電源車は,次のような特長がある。 容量10kvAにて)な

(1)電源装置1式を小形 2トン車に積載してぃるので機動力が, お,燃料補給も車の燃

十二分に発揮できる。 料タンクに補給すれば

(2)エネ」レギ源が車その、のの 1ンづンであるから,保守点検は普通 よいので谷易である。

●プラントニントロールシステムくMELPLAC》,《MELPLEX》

各種工業づラントの大形の DDC制御,シーケンス制御システムを対象と メモリ

した高性能づラントコントローラ《MELPLAC》 50 を 51年度に完成製

品化しているが,更に 52年度には下位機種《MELPLAC》30及 命令

び《MELPLAC》のりモートV0システムとしてづラント信号伝送装置 ース

《八正LPLED を開発しシリーズの充実を図った。

《MELPLAC》 50

マイク0づロセ,,サを使用した高性能で経済性の高いコントローラで,(1)

シーケンス制御,算術演算制御,パルスカウント制御,アナロづ変換制御等

が容易に実行でき,(2)ハイレスボンスを要求されるづラント制御を実

現し,(3)制御向き言語の採用によりだれでも容易に取扱えるな

どの特長をもっているため,発売以来非常な好評を博L,既に80セ

ツト近く受注し,その一部は既に納入され順調に稼動している。

《入正LPLAC》 30

Ⅲ1Ⅲ1肌11Ⅲ削1Ⅲ11川Ⅲ1朏Ⅲ1ⅢⅢ肌ⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1脚州ⅢⅢⅢ1脚11Ⅲ削1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1削削11Ⅲ削1ⅢⅢⅢ川脚川IN馴削洲糊削削胤削脚則洲!Ⅲ1削1Ⅲ1川瓣1ⅢⅢⅢ川胤削

車並みの極めて簡単なもの巴なる。

(3)エンジンのならし運転は走行中に兼用できるので,給電に要す

る時問は極めて短く即応性がある。

(4)多くの実績をもつ定置式CVCF と同一の回路構成を採用し

ているので信頼性が高く,安定度の高い電力が得られる。

中小規模の制御システムを対象忙 DDC制御,シーケンス制御を実行す

る装置で,主な特長は次のとおりである。

(1)算術寅算機能が分離できるため,シーケンス制御主体のシステム

に対しパフォーマンス/コストが高い。

(2)づラント制御用の専用言語をもち,りレーシーケンス図や論理記号

図,フローチャート等から直接づ口づラムできる。

(3)づ0づラムの書込み,読出し,モニタは可搬形のづログラミンづパネル

により直接現場でできる。

主な仕様

演算機能.シーケンス制御と算術演算制御の同時並列処理可能。

●プラント監視制御装置

鉄鋼づラントにおける監視制御装置のうち,表示監視装置として従来

の固定模擬母線パネルを電子装置化,小形化した クラフィ,りクパネル

と,画面の画素の色変化,長短フり,,力制御に液晶を利用した投写式

大画面ディスづレー装置を製作Lた。また従来の表示灯,フラグ式故障

表示器に代わる込のとして,複数個の故障の同時発生に対して故障

発生順序を表示するようにした電子式故障表示装置を製作した。そ

の外観を写真に示す。づロセスの故障が突発的であったり,多くの故

障が連鎖的に起こった場合などその故障原因を見出すことが困難な

場合が多い。とのような故障の解析が容易にできる装置として,突

発的故障にはアナログトレースバック装置,連鎖的故障にはボータづル形故

障監視装置を製作した。保守監視員の監視盤張付業務,多数の監視

対象の日常の点検記録などの作業改善策として,故障発生場所,故

3.産業用電機品と環境保全殻備

静止形C＼'CF箔載移動電源車
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ワイヤ又はコアメモリ,シーケンスづ口づラム用最大4 K語,

算術演算づログラム用最大IK語。

シーケンス制御用 20種,算,愉寅算用 24種

入力 768点,出力 512点,データ入出力各32語,

一時記憶抵か 384点,手ータメモリ 5]2語,タイマ

64 点,カウンタ 16 点。

《入伍LPLEX》

《入伍LPLAC》とづロセス用機器問の信号ケーづル数の低減を目的とし

たシステムで,21対のケーづル 1本を使用して,操作盤・監視盤・各

制御盤・検出器と《MELPLAC》問のりモート V0 を拙成する。これ

により,(1)配線工事費の岻減,(2)づロセスの直接制御,(3)

《MELPLAC》にマヅチ Lた高速伝送システムを笑現している。

、ー゛

三菱づラントコントローラ<入'ELPLAC> 50
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鄭 争'薪

障内容を自動的に構内要所に音声通報する故障白動音声通報装置,

及び故障発生の日時・内容・処置を自動的に記録する故障監視日報

ノ

Ⅱ1

作成装置を製作した。

今後開発を進めていく

ものとしては,づロセス

の故障の兆候を検出し

事前に処置をとる予防

保全,診断に結びつい

た総合的づラント監視制

御装置を検討している。
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3.2 生産機器

●鋼管熱処理用誘導加熱装置

コンビュータ柳1御によるシームレスパイづの熱処理装置を,某鉄鋼メーカに

納入し現在,好調に稼働中である。従来インダクシ.ンヒータといえぱ,

圧延・鍛造用に中実材料を加熱するものがほとんどであった。金属

パイづの誘導加熱では,従来のように,常忙一定の電圧を加熱コイル

に印加する方式では.加熱温度のばらつきが大きく,焼入れ・焼屯

ど(戻)しなどには使えない。その理由は,パイづの肉厚のばらつき

により材料の消費する電力が変動するためである(コイル効率・コイル

力率が変化する)。そのため,焼入れ・焼戻しラインは,予熱ゾーン,

制御ゾーン〔1〕,制御ゾーンくⅡ〕の3加熱領域で備成されている。各

領域ごとに温度検出器を設け,予熱ゾーンの加熱実績と目標温度か

ら制御ゾーン〔1)の必要電力を計算し,出力電圧に換算する。次に

このゾーンでの実績温度から出力電圧の計算値を修正している。制

御ゾーン〔Ⅱ〕も同様な制御を行5ことによって,材料の肉厚変動が

約土10%あるにもかかわらず焼入れ・焼戻しライン共に熱処理可能

11ⅢⅢⅢⅢ1肌ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢⅢⅢ111ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1州肌1Ⅲ1肌ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1{11{Ⅲ1肌11{1111ⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1州1ⅢⅢⅢ1111Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ脚川Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ●誘導加熱電源用高周波インバータ装置

180H.~10噸.の範囲を網羅し,各種用途の近年,急速に伸びた誘導加熱電源用高周波インバータ装置は,とれま

で需要の多い IRH.,3細.を中心に 180~3kH.の、のが多数製

作されてきたが,最近↓~10kH.の必要性も以前以上に増してきた

ため,今回,一挙に10噸.180kw,80OV の高周波インバータ装置を開

発した。この装置に使用したサイリスタは当社が新しく開発した高速

度・大電力のゲート補助ターンオフサイリスタ(略称 GATr,形名 FT500

GZ-24)で,ターン才ワ時問8 山,電圧 1,20OV,電流40OA (10蜘.,

180゜通電,方形波の eーク値)の特性をもうている。

主回路には,電流形一並列一自制式インバータ回路を採用した。ま

た,制御回路は周波数が高いため,1C化を進めるだけでなく, 己一

ケンス制御回路類の無接点化を図かり,高周波に即した方法を採用し

な温度ぱらつき範囲に収めた。コンビュータは《MELCOM》70 を用

いたが,複雑な計算部分はテーづルを持たせるなどの工夫で,コンピュ

ータ容量の削減をはかり温度制御を達成した。加熱電源は高周波イ

ンバータ(総容量6,500

k凡V,180HZ 及び 1

kHZ)である。

た。なお現在,10螂Z シリーズの 40~480k訊7,及び 4.6 ・ 8k壬IZ 10噸.180kW 誘導加熱用

高周波インバータ装置シリーズの標準化を進めて゛る。これらにより,当社の誘導加熱電源

1111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1肌1Ⅲ1川肌1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ111111Ⅲ11111Ⅲ11111ⅢⅢⅢ!Ⅲ1肌ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ111ⅢⅢ11ⅢⅢ1川川Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢⅢ11111ⅢⅢ
●誘導加熱装置による鋼管熱処理設備の計算機による温度制御

(g)オペレータズガイダンス(1)このシステムの特長

(3)計算機導入に伴らメリ'ゞト誘導加熱装置による連続式油井管熱処理設備に制御計算機《MEL・

(幻予測計算温度制御により品質の安定化が実現された。COM》350-7 を使用しく,温度制御,インハータ負荷配分,製品の良

(b)データロギングにより処理実績が定量的に分かる。否判定などを行っている。温度制御では,制御モ六レを用いた予測

(C)インパータ設定,制御の白動化によりオペレータの負荷が軽減計算制御により良好な結果を得くいる。この設備の概要を図 1.に

された。木す。

(2)計算機システムの機能

この計算機システ△は図 2.に示す構成となっており,次の機能を行
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用高周波インバータは,

需要に答えること

ができるようにな

り,従来使用され

ていた高周波電動

発電機の領域を完

全に満たすことが

て・きる。
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(d)温度制御 ODC

(e)製品良否判定

(f)〒ータロギンづ

鋼管熱処理用誘導加熱装置

図 2.《MELCOM》 350-フシステ△構成
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●電磁ポンプ式自動注湯装置

鋳造工場の省力化は,造型・i容解部門では技術的に完成の域にある

が,鋳型への注湯は人手に頼っているのが現状で,本格的な自動注

湯装置の出現が待望されるようになってきた。当社は,昭和47年

に鋳鉄用電磁ボンづ式自動注湯装置の開発に着手し,昭和49年にづ

ロトタイづの実用試験を実施して以来,改良を重ねた結果,今回,実

用機巴して優れた制御性・操作性を持っ万能形の電磁ポンづ式自動

注湯装置を完成した。この装置の特長は次のとおりである。

(1)十分な昇温能力を有するインダクタ付きで,定温度注湯ができ

る。

(2)サイリスタによる無段階注湯速度設定ができ,かっ注湯及び受

湯によるバス部湯面変化に無関係に設定速度を一定にできる。

(3)標準仕様て、1注湯サイクル中に 2段速度注湯ができ,手ラックス

仕様では多段速度パターンの注湯ができる。また,速度パターンの変

更は,ダイヤル操作だけで簡単に行える。

(4)前傾・後傾が可能なため,本体に溶湯を保持しっつ,ダクト交

換ができる。したがって,捨湯は不要である。

(5)圧力注湯と比べて湯流出遅れ,湯切れ時問が格段に短い。

●矩形波電源式フラッシュ溶接機

フラッシュ溶接法は,製鉄所の板継ぎゃ,航空機・自動車などの部品

の接合に広く1心用され,溶接の優秀性は商く評価されてぃる。しか

し,従来の方式では単相交流を電源としているため,溶接品質に影

響のある要素のうちの最も重要なフラヅシュ電圧が正弦波による周期

的な変化を繰り返しのため溶接の高能率化・高品質化に限界があっ

た0 そこで,業界初の試みとしてサイリスタインバータを使った矩形波

電源式フラ,,シュ溶接機を開発した。この方式は,3相交流電源をい

つたん直流に変換し,再び適正な周波数の矩形波に変換して溶接機

に供給するもので,溶接性は格段に改善され,より高能率化 Πヨ]ロロ

質化が実現できるとともに,従来方式では溶接困難とされていた特

殊材質の接合も期待できる。また電気入力も小さく,3相平衡負荷

となるためフりツカの発生や,不平衡負荷による電源系統への弊害も

防止できるなど,2次的な効果も大きい。これらの諸性能は現在の

製鉄ラインにおける板継ぎ,大径管や大断面ビレ,介の接続,航空機

や自動車部品の接合などにおける溶接時間の短縮,安定した高品質

の確保など,ユーザの要求に十分に答えるととができる。なお,本

機は,溶接2次回路の低インeーダンス化や,電油サーボ弁を応用した

●サイリスタ式汎用アーク溶接機と遠隔操作式TIGチュ

溶接電圧,電流の制御にサイリスタを用い溶接条件設定を容易忙した

はん(汎)用半自動溶接機,及びTIG溶接機と遠隔操作式TIGチュー

づ自動溶接機を製品化した。

サイリスタ式汎用半自動溶接機(SA・H シリーズ)

SA-Hシリーズは従来の可飽和りアクトル制御方式溶接機の短所となっ

て仏た,①各機器間の溶接性のぱらつきが大きい。②電源電圧など

の外舌Uてよる溶接条件の変動を完全に除去することができない。な

どの改善を図ったもので,定格電流 30OA,350A,50OA の 3機

種をそろえている。その特長は,①独自の低電圧領域でのサイリスタ

点孤補正回路の開発により,10OA以下の小電流域から定格電流値

までアークが安定。②溶接条件を帰還制御してぃるため均・ーな溶接

結果が得られる。③一元化調整制御と直読目盛りにより条件調整が

容易。④瞬時のアークスタート。などで全姿勢溶接,高速溶接及び各種

3.産業用電機品と環境保全設備
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( 6 )

い。

(フ)

電磁ボンづは,導電性物質だけを駆動するため,

注湯量検出は,触針式・タイマ式・赤外線式のいずれ屯できる。

出湯口、

電磁ボンづ式自動注湯共置説明図
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移動台の速度制御などを行う等の,従来忙ないざノV新なシステムを採

用しており,国内はもとより,海外忙も広く特許を申請している。

^ノ;ι、、ー

傾動シリンダ
ノ
,ノ

ノー

用)

インダクタ

▼'

ブ自動溶接機

自動溶接に適している。

TIG 溶接機(TB・H シリーズ)

IB-Hシリーズは, TIG子二一づ自動溶接機で積上げてきた岻周波パル

ス溶接法の施工実績を手動溶接の分野に普及させること忙より,

TIG溶接法の適用範囲を拡大させる目的で開発した。定格電流300

A を標準機種とし,50OA を準標準機種としている。適用パルス周

期については,ビーク電流時問,ベース電流時問とも単独忙 0.1~1秒

(0.02~02秒も可)の問で任意忙連続的に調整できるようにしてい

る。低周波パルス溶接法の適用分野として捻,①薄板の突き合わせ

裏波溶接などの低入熱容接。@モータのステータコアの縦継ぎの高速化。

③自動溶接における継手部のねら仏裕度の拡大。などがある。

還隔操作式TIGチューブ自動溶接機

チューづ溶接機の製作実績と経験を生かし.業界の要望にこたえ他社

くノ

矩形波電源式フラルユ溶接機
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に先がけ,触覚(i容接へットに搭載された光学式ならい装置)と視覚

(ヘッドに取付けられた ITVカメラ)を備え,溶接開先部を自動追従し

つつ,溶接状況を~"から80m籬れた場所で観察しながら自動溶

接できる速編操作式TIGチューづ自動溶接機を開発した。

本機の特長は,①へ・ゞド溶接が小形・軽量(約 18kg)で,

狭い場所での取扱φか容易。②終始溶接状況及び溶接ピー

ド外観が監視でき,80m離れた場所で遠隔操作が可能。

③高周波パルス電流(2~20繍幻と低周波パルス電流(1

~5H力を使用し両者の効果により最高の溶接品質が得ら

れる。④溶接条件をづりセヅトでき,溶接へ,,ドが各パス自

動反転式で,最終屡まで連続溶接可能。⑤平行移動式オシ

レート機描の採用によ{〕,溶着量を増大でき高能率溶接が可

育E。などて・ある。

用途は原子力発電づラントをはじめ,化学づラント,火力発

電づラント等での作業環境の悪い現地配管溶接に適しており,

既忙52年3月中国電力(株)島根原子力発電所でも採用さ 遠隔操作式TIGチューづSA-50OH形半自動溶接機
自動溶接へ,,ドれ,その効果を発揮した。

ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1肌ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ111ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅧ11ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ1州1Ⅲ1川肌ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1削11Ⅲ1肌脚1皿●ワイヤカット放電加工機の最適制御方式

づルは加工物の材質により各種用意しているため広範囲な加工に適最適市11御方式を採用したワイヤ刀."放電加工機を開発し順調に稼動

用できる作業が容易となる。している。従来のワイヤカット放電加工機は定速送りを基調として仏

たため,コーナ部あるいは板厚の変化などに対し均一な加工特性が得

られず桔度的に不満の声が一般ユーザ側から寄せられていた。当社

はこれに対し加工電圧を基調とした制御方式を当初から採用し,最

適送り制御として,その価値を業界より高く評価されていた。しか

しながら,ワイヤカヅト放電加工機の普及に伴い,ユーザからの要求は

更に究極化し.精度よく(士0,olmm),加工速度は速くとφつた要

求となうてきた。今回当社が開発した最適制御方式の特長は加工中

における電気条件の自動切換えである。すなわち,加工中の極問電

圧を完全一定化し,極問の状態変化(コーナ部,板厚の変化)を送り

速度に比例させ,この送り速度から加工物の板厚を求め,との板厚

に応じた電気条件をあらかじめデータテーづルとしてコンピュータに記憶

させた中から選定するものである。したがってユーザはスタートポタン

,ま逐.心,シ 1'1'松

. .

縛一

ーノ

マ^毛,●

最適制御内蔵ワイヤカ'"放電加工機(DWC-75H-CNC2)を押すだけで常に一定の加工特性を得ることができ,更にデータテー

那1胤削肌剛11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1肌ⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ川Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ1ⅢⅢ肌Ⅲ111ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ剛脚1Ⅲ1Ⅲ!1川Ⅲ11削削Ⅲ11脚{Ⅲ1剛11Ⅲ熊ⅢⅢ1Ⅲi削ⅢⅢⅢ1Ⅲ11川1Ⅲ111Ⅲ川ⅢⅢⅢ111Ⅲ州脚1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ川ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1脚ⅢⅢⅢ1皿●数値制御装置

三菱数値制御装置《N館LDAS》シリーズは,51年度に引き続き52年

度も順調な伸びを示してきたが,52年度は時代の要請(低価格化指

向, CNC機能の充実,箱体の小形化,輸出対策)に従って,既にシ

リーズ化されている《MELDAS》5100/500OC(せん(旋)盤用/フライス

盤,マシニングセンタ用)の機能ア,づ(特に 500OC については国内初の

j

奇●

よ 、、,1_'才八光字式'ー'弓'
倣い1妄置、"ノヨ,

テレヒ
カメラーー→

マルチデータディスづレーとして 128文字づラズマディスづレーの付加)を行っ

た。低価格旋盤用 NC としてユーザに好評を得ている《入正LDAS》

510OA に CNC 機能(テーづストア,編集,パンチアウト,周速一定制御)

を付加できるようにモ手ルチェンづを行った《N正LDAS》510OA一Ⅱの

製品化を行い市場の二ーズに即応するこ巴ができた。

一方,箱体の小形化につφてはN/C箱体その屯のを工作機械忙

直接取付けできるようにした。(写真参照)

すなわち従来の《MELDAS》標準箱体は高さ 1,70ommであった

が,これを高さ 1βoomm に小形化ナるとともに 2分割(NC制御

部と駆動部)できる構造に改めた。この箱体は《入正LDAS》5100/

500OC,《MELDAS》 510OA一Ⅱに採用している。

'
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また輪出面については工作機械メーカの要請に従ってUL規格な

ど各種規格の製品への適用を図っており,とれら規格を適用した製

品を米国,欧州に工作機械メーカ経由で輸出して仏る。
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構成されるが,後者は 8ビットのマイク0づ0セ.,サ(M5871のと PROM工業用ミシンは縫製工場における能率向上の要求に答え種々の改良

(約2Kパイト), RAM など最近のエレクトロニクスの成果を取り入れて研究が続けられており,最近では自動糸切りミシンを母体とした自

φる。操作パネルは使い勝手を十分考慮した機能的な手ザインである0動止め縫いミシンが普及している。当社では昭和四年に 3モータ方

式の自動止め縫いミシンを製品化したが,昨年は電磁クラ,,チ制御に

よる 1モータ方式の自動止め縫いミシンを製品化した。

づ0グラム縫いミシンは更にこれを発展させた、ので,半導体メモリ

に記憶された情報によって所定針数を縫ったのち自動的に停止する

機能を付加したものである。ラベル付け工程などでは比較的少ない針

数を縫って所定箇所で停止し,押さえ上げを行い布の方向を転換す

る作業が繰り返されるが,このづ口づラム縫いミシンでは停止点を気

にすることなく作業ができ,しかも返し縫い,押さえ上げなどの補

助動作屯づログラムできるのて、能率が向上する。

今回開発したものは 5づ口づラムの記憶が可能で,各づログラムは最

大20工程まで組むことができ,各工程の最大針数は99までとなっ

てぃる。制御回路はモートル速調部と,メモリを含むシーケンス部より

環境3.3

●水処理プラント用電機品

総合管理システム

最近の水処理づラントは急激に大規模化及び高度化し,その監視制御

システムも複雑化及び高度化の一途をたどっている。水処理づラントの

監視制御システムの中核となる計算機計装制御装置及び情報伝送装

置等をジ」ーズ化し,新しい総合管理システム《N正LWAC》シリーズ及

びそのシステムを構成する計装制御装置《入仏CTUS》シリーズを完成

し,横浜市下水道局に《入仏CTUS》800 を3組,北海道企業局に

《入IA.CTUS》600 を 2組等,各方面に多数納入し好評を得ている。

下水道用計算機システム

西宮下水処理場向けに,日報作成, CRTを使用したづラントの監視

.制御の抵か,将来処理場全体の保守・安全・在庫・作業及び水質

等の各種管理業務を目的にした大形制御用計算機《入促LCOM》

35小50 1台(主メモリ 48kw,ラミイスクメモリ 11MB,磁気テーづ 2綱,

バ.,クァ,,づ用に小形制御用計算機《入皿LCOM》350-7 1台及び

タウェーサづステーシ,ン 2力所の計算機システ△を納入した。

{

全

弍

心 五'゛し'ニ、,会i、1拳
'-4J、ゞ゛,".ミ

1シヲ梦之身一姦1ヤ

一轟ゞ才三瓢迷"会享"

.ゴ

づ0グラム系逢いミシン

・・・ 1

1'^三゛

シリーズ名 1

MELW'AC

3000

MACTUS

100

適用プラソト

《入佃LWAC》シリーズ

MACTUS

3伽

用

600.700,800 シリーズの

共通周辺機噐

MELWAC

5mo

《入IACTUS》シリーズ

」、規模

5,ooo vd

50,ooo ud

MACTUS

400

ンステム 1

監視操作シーケソス

イソタフェースシーケソス

プロセス制御シーケソス

途

管理集中

中規模

30.Mo t/d

200,ooo t/d

MELWAC

7000

MACTUS

600

特

小中規模シーケソス制御用

(プログラープノレ)

端

MACTUS シリーズ以外の=ソトローラ

や計鮮機とのイソタフェース可能

末 1 伝

ワバ・、,ート

MACTUS

700

特

小規椣計装制御用

(DDC方式)

150,ooo ud

2,000,ooo vd

混

大規模

長
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ワイ十ード

and/OT

プログラー

プルコソト

ミニチュブリレーを用仇た係準パターソシ

ーケソスの BOX 化

一般ケープ

/1,

多心ケープ

'咋ノ

送

式

MACTUS

800

中大規模計装シーケγス制

御用(DDC方式)

長

中

μ一P応用の簡易形シーケソサでMACTUS

300や端子台立で一而に収めた完全独立式

管理集中

機能分散

ローフ

プログラ,

プルコソト

ーフ

多心ケープ

/1/

情報伝送装

置

央

中大規膜計装シーケンス制
^

御用(DDC方式)

ワイヤード

and/or

プログラマ

プル=γト

ローラ

μ一P応用の最大8ノレープの計装制御用
MACTUS I00との粗合せにより高信頼

度システム可能

プログラ,

プノレコソト

ローラ

情報処理装

匝

μ一P応用の最大32ループの計装制御と最

大入出力各 1'000 点のシーケソス制御用,

新POL Kよる扱いやすいプログラム

情報伝送装

置

データウェ

一装置
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《入仏CTUS》 100形
バリクァ.,づ操イ乍器
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μ一P 応用の最大32ループの計装制御と最

大入出力各 1,000 点のシーケソス制御用.
CRT タ'プライタ等周辺機器が接続しや

ナい
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●ごみ焼却プラント用電機品 111111111111111川111111m111111111111Ⅷ111111111"11111111111111111肌肌Ⅷ1Ⅷ11削Ⅲ1111111111Ⅷ1Ⅲ1Ⅷ1川IN1111m111Ⅷ111111!11Ⅷ111111111111肌11111脚11"1Ⅷ1"1111111111111111削11Ⅷ1Ⅷ1111削川1Ⅷ1"111111川N1111111111111Ⅷ11111111脚脚1111111皿

環境整備事業の一環として各都市にごみ焼却場が続々と建設されて (4)公害防止関連データ処理

いるが,当社もとれらの電機品を多数製作・納入した。 などを行い,日報・月報作成,異常表示・記録を行うとともに CRT

最近のビみ焼却場は効率的運用とともに,2次公害の防止,周囲 カラー手イスづレーにより各種積算値・平均値・異常内容の表示,任意呼

環境との調和に主眼がおかれている。そのため電機品も多岐にわた 出しによる運転状態の監視・記録ができる。また空調設備なしでも

り,受配電設備,動力設備,非常用及び廃熱利用発電設備,計装設

備等のほかに,データロガーを主体としたづラント監視システムが必要巴

なってφる。

当社はごみ焼却づラントの監視システムとして,《八正LCOM》350-フ

を使用する従来の大規模づうント用に続いてマイクロづロセッサ"MUS-

10"を主体にした中規模づラント用監視システムを完成した。

との監視システムは

(1)ごみ欄圦トラ,"クスケールのデータ処理

(2)焼却炉づロセスデータ処理

(3)電気設備データ処理

●凍結融解式汚泥処理装置とブラインクーラ

凍結融解式汚泥処理装置

汚でい(泥)は,一般に難脱水性のものが多φが,このような難脱水

性の汚泥を凍結し,再融解すると,汚泥は改質され,粒子の粗大化

とともに,沈降性・ろ(炉)過性が著しく向上するので,簡単な脱水

機で容易に低含水率の脱水ケーキが得られる。

凍結融解方式汚泥処理装置はとの現象を応用したも

ので,このたび,当社の優れた冷凍機技術と組合せて

全自動運転の装置を開発した。今回製作した装置は,

段ポール印刷工程から発生するインクとのりの混じった

汚泥の処理に使用され,無薬注で含水率卵%以下に

脱水できる。 1回の処理量は230ιのバ,,チ処理で,汚

泥の凍結・融解用の熱交換器の伝熱効率を向上させて,

省エネルギを図った。今回の開発によって,浄水場,し

尿,下水処理場等で発生する難脱水性の汚泥の脱水に

威力を発揮するこ巴が期待される。

プラインクーラ

とのユニットは,水処理工程から発生したスラヅジを凍

結融解処理するために必要な冷づライン,温づラインを同

適用可能なまでに

耐環境性を向上さ

せている。

ごみ焼却づラント監視装置

WⅢ1Ⅲ111蠏胤削Ⅲ11111脚似1蹴Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11剛馴川棚洲11111棚1併1側1縦劇測側Ⅲ11洲削朏朏11也Ⅲ蠏撚Ⅲ織捌馴1湘剛側削胤Ⅲ11111帆1Ⅲ1削脚削剛朏川11Ⅲ
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時に供給できる熱源ユニ介である。当社標準のづライ

●オゾン酸化湿式吸収法による排煙脱硝

オゾンと N0 とが迅速に反応することは旧知のととであるが,最近

になって多くのメーカが脱硝へのオゾンの応用を検討している。

図に当社で開発した脱硝システムのフ0一を示す。その主要な処理

づロセスとしては,排煙をまず冷却塔で増湿冷却した後,互クト内で排

煙中の化学的に不活性なN0を反応性に富むNO.に瞬問的にオゾ

ン酸化する。次いで洗浄塔で排煙を還元性洗浄水巴気液接触させ,

NO.をNOQ一として除去し排煙脱硝する。洗浄排水は洗浄排水処

理槽にまわして NO.ーをアンモニアと反応させて窒素にする。

この方式は,①亜硫酸ソーダとチオ硫酸ソーダとを含む安価で化学

的性質の優れた洗浄水を開発したので1回の洗浄操作で N02 以外

にSOXや酸素も同時吸収できる。またオゾンの除去性能が特によい

のでオゾンの洩れ出しの心配がない。

②洗浄排水中のN02一は無害な窒素ガスに分解されるので洗浄排水

の窒素分による2次公害の心配がない。

3.産業用電機品と環境保全設備

ンクーラの特長である,①HVRe/Liシステム採用,②全冑動運転,③完

備した保設装置,④小形・軽量・据付け容易,に加えてづライン切換時

の大きな圧力変動及び凍結融解の進行に伴う負荷変動という過酷な

使用条件に対応できる信頼性の高いユニ介を開発した。機種として

は,冷づライン温度一20゜Cまでの BCL形,-35゜CまでのBCR形が
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1
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あり,温づライン温度も 40゜C まて、供給で

きる。また容量は,電動機溶量て・180kw

まで製作可能である。

凍結融解式汚泥処理装置
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③排煙の成分濃度が変化しても,オゾン注入量や洗浄水組成などを好

適状態に保持する制御方法を開発したので,装置の自動運転が司能

であるなどの特長を有する。

この装置は都市ビみや下水・汚泥・焼却・排煙その他の触媒法では

処理困難なダーティガスの脱硝用に実用化が期待される。
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●湿式オゾン酸化脱臭装置(鋳造工場向け)

悪臭苦情の増加とともに,その防止対策の

要求、たかまってきている。当社はさきに

し尿,下水処理場向けの湿式オゾン酸化脱

臭装置を開発し,好評を博しているが,今

回新たに鋳造工場向けの脱臭装置を開発し,

当社旭工場でその1号機が成功裏の内に稼

動に入っている。

鋳造工場から排出されるガスは,フェノー

ル樹脂からのワエノール,アンモニヤ,こげ臭を

主体とした独特の悪臭である。とれらの悪

臭は,ガス洗浄塔でオゾン溶解水と気液接触

させ,オゾンの強力な酸化力で分解され,吸

収除去される。脱臭率95%以上で, フt/ー

ングコストは風量 lm3当たり 0.035円(づ口ワ

動力を含む)と他の脱臭法に比べて安価で
送風機

ある。また吸収廃液はじんあい(塵壊)除去

程度の簡単な処理ですむ,などの特長を有

している。

脱臭装置の概略仕様は,次のとおりである。

(1)処理風量: 90ONmvmin

(2)オゾン発生機.発生量30og小

(3)オゾン注入率● 2Ppm(V01)

(4)ガス洗浄塔.充てん(墳)塔式,オゾン溶解水洗浄方式

塔寸法 2,650WX2,650LX5,60OH

ターポファン 37kw,静圧 10ommAq( 5 ) フロワ

1ⅢⅢⅢ肌川1ⅢⅢⅢ11Ⅲ肌1ⅢⅢⅢ削1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ削1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ肌ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ肌1Ⅲ1川州11Ⅲ川1Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ111肌1ⅢⅢ1ⅢⅢ1川1削肌1Ⅲ1朏ⅢⅢ1Ⅲ川

控気圧縮機(予備)

L_

空気圧縮機

冷却水

^^^^^^^^^^^^^

0

空気乾燥機

■f

補給水

=智
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●回転円板式生物処理装置

当社は産業排水の規制強化に対応できる最適な排水処理装置として

回転円板式生物処理装置(商品名《メルパイオ》)を開発し,その第1

号機を昭和52年3月大和町立学校給食センタに納入した。との開発

Kよって日問処理能力10m3~50om3の回転円板式生物処理装置の

製作ができる体制が確立した。この方式は,油分除去装置,回転円

板装置,汚泥自己消化装置で構成されている。

この装置の処理性能は表に示すように非常に良好である。《メルバ

イオ》の特長は,原水負荷変動に対する1順応性が非常に優れ,かつ,

MLSS, SVI, D0等の専門的技術を要せず,また運転経費も従来

法のν2~ν3,設置面積もきん少ですむことなどである。

オゾン反応ナロ

^^^^^^^

゛'、,^:.'.

オーバフロー

注)空気圧縮機(子備)はオプション

鋳造工場排ガ'スの脱臭フロー

循環

ポンプ

0

プロセス生系統

ー゛^空気系統

^水系統

ー、、ーーーー、電気系統

^

湿式オゾン酸化脱臭装置
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4.汎用電ネ幾品と計測

昭和52年は依然として経済の盛り上がりを欠き需要面のりーダーが

見当たらぬまま推移しはん(汎)用電機品の研究開発にとっては誠に

焦点の絞り忙くい年であった。その中にあって機能面,経済面での

メリ,介を求めてやまない顧客の要請にこたえるべく,従来以上忙き

め細かいシリーズ機種の補完,経済品シリーズの開発,エレクトロニクス技

術を付加しての機能の拡大及び向上などを新製品開発の基調として

進めた。そのような動きを代表するものとして次のものを挙げるこ

とができよう。

(1)三菱制御器具の中核であるノーヒューズしゃ断器を全面モデルチェ

ンづして機能,価格面で面目を一新した《SCRUM》シリーズを発売,

併せて漏電しゃ断器,漏電りレーの新シリーズを発売した。

(2)制御器具の経済品シリーズとしてMS-G形電磁接触器, VB形

4.1 制御機器

●三菱ノーヒューズしゃ断器《SCRUM》シリーズ

低圧電路の保護のために,ノーヒューズしゃ断器(以下NFB)が広く

使用されている。当社は,この度,時代とと、に進歩する設備が求

める方向と合致した諸機能を加え,莎蝿NFBの外形を踏襲した

100 からに0OA フレームの新形 NFB 《SCRUM》シリーズを発売した。

S (汎用品), C (小形経済品), R (限流づレーカ), U (永久ヒューズ付

しゃ断器)及び M(モータづレーカ)の各シリーズにより構成されている。

《SCRUM》シリーズの特長は次のとおりである。

(1) S (汎用品)シリーメのしゃ断容量格上げ

汎用的な Sシリーズのしゃ断容量を格上げして,変圧器容量1,500

真空しゃ断器, SH-10OED形高圧電磁接触器などを,また集中制

御盤の経済品シリーズとして GK形コントロールセンタ,新 HC形高圧コ

ンビネーションパネル, LSH-G形高圧配電箱などを発売した。

(3)特長あるモートル加減速装置である《ファインストワづファミリ》 3系

列,極めて使いやすいステヅづシーケンサ《入正LLOG》S などユニークな

半遵体制御装置を開発した。

(4)電動機関係では特に用途面での発展が活発である水中モートル

関係の新製品,新シリーズを意欲的に開発した。

(5)計測関係ではダスト濃度計を加え,排煙監視制御装置のシリー

ズ充実を行った。

kvA直下においても,最大短絡電流をしゃ断する能力をもたせて

郵一隠、ゞ',t轟1、ξ1÷1写;ノ無fj,> y l
いる。

(2)ハンドル中心と外形中心の一致

盤の設計及び工作のため便利になるよう,外形・取付穴及び

ハンドル窓わく(枠)のセンタラインを一致させている。

(3)トリッづポタン

NFBが過負荷や短絡電流をしゃ断するときと同じ動作を行

うトリ,,づポタンを, NFB 前面忙装備している。とれにより,

盤製作後, NFB 内部の警報スィ,,チと電路システムとのシーケン

スチェリクがて、きる。

(4)名板のカバー表面表示

定格表示名板の位置を NFB前面とし,設備の立合試験時な

どにおいて,定格事項の照合が容易となる。

鉄粉・じんあいなどの多いふんい気において,端子部相問の絶縁強

化をはかり,設備全体としての安全性,信頼性のより一層の向上が

図れるようにモールド相問の沿面溝を利用して,絶縁パリアが装着で

きるようにしている。

(6)市販圧着端子の接続

市販圧着端子の適用範囲を大幅に広げている。例えばNF225-S形

におφて,10omm2電線用の市販圧着端子が接続できるようにして

φる。したがって,従来品のように当社NFB用の専用圧着端子を

使用しなくてすむ。

(フ)透明の端子カバー

(5)端子部の絶縁バリア

●新形漏電しゃ断器・漏電りレー

安全機器として高仏信頼性と使いやすさが要望される漏電しゃ断器,

漏電りレーの新製品を開発した。

漏電しゃ断器シリーズ.地絡保護専用品,汎用品,大容量品,モ

ータ保護用品の4シリーズよりなる。全機種に集積回路を使用し,安

定しかつ経時変化のない漏電引外しを実現した。更に雷サーづによ

る不要動作防止のための衝撃波不動作形回路となっている。地絡事

故により動作したときには漏電表示ポタンが突出するので事故原因

忌j之゛
'元江

乏二'トνづし
二ご才

4. 莎咽電機品と計測
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^

の調査が容易である。定格感度電流巴定格電圧は2段階に切換えで

きるので実フィールド忙合わせて迅速忙対応できる。感度電流及び電

圧の切換装置をはじめハンドル,テストポタン,漏電表示ポタン,名板等

を操作しやす仏よう忙表面にまとめたのでバネルか,トが容易で便利

である。開閉機構,漏電引外し装置,零相変流器等を 60OA フレーム

まではモールドケース内に一体に組み込んで小形化し,80OAフレーム以

上は組合せ一体形で1,20OAフレームまでシリーズ化したので回路構成

ニ^、ー

NF225-S 形ノーヒューメしゃ断噐
の断面

門
.



が容易である。 3相4線配電に、対1心できる4極漏電しゃ断器も

10OAフレームから 1,20OA フレームまでそろえた。地絡選択協調を得

るための時延特性のもの、可能である。更に漏電警報接点,メづスィ

ツチ,テストリード線警報,操作とって,鉄箱入りなどの付属装置が

充実している。

漏電りレーシリーズ:ビル,工場用として高度の地絡保護システム

を組む場合に要求される機能を調査研究し次の4シリーズに集約し開

発した。時延形や選択協調用ルーを用仏て地絡事故回路だけをし

や断し健全回路には連続して給電できる地絡選択しゃ断システムが構

成できる。電流容量も3,20OAまで拡大したので低圧電路の全般に

わたる地絡保護を可能とした。<NV-ZB>小形・軽量でNFBやスィ

ツチと組合せてコントロールセンタ用として最適である。<NV-ZS>感度

200/50omA切換え,電圧200/415V切換えで高速形,時延形のφ

ずれ屯可能である。内蔵接点は lalbで40OV 回路の制御も可能

である。<NV-ZU>アーク地絡事故は NFB やヒューズでは保護困難

であるが,2コ以上の ZU りレーを信号線で接続することにより分岐

と主回路の選択協調を確実なものとし,主回路のアーク地絡の場合

● MSG シリーズ電磁開閉器・電磁接触器

MS-Gシリーズは低開閉ひん度で電気的寿命も25万回程度で十分な

空調機農業梯減等のモートルやヒータ開閉に適するように小形化・

軽量化及び経済化をはかった電磁開閉器・電磁接触器であり,次の

ような1寺長を有する。

取付面積,重量は一般産業用の当社MS-A(1)小形・軽量

シリーズの約70%である。

(2)既時電圧降下に強い 空調機のコンづレッサの開閉などを

考慮し,モートル始動電流により動作瞬時に電圧が定格値の70%に

降下しても異常なく使用できる。

見やすいコイル定格表示など。(3)使いやすい構造

●新VB 形真空しゃ断器シリーズの完成

汎用真空しゃ断器の新シリーズとして VB形の系列化を完成した。

とれは従来の同定格真空しゃ断器に比較して画期的に小形軽量であ

り,仕様面に屯より一層の充実をはかったものであり,定格は次の

とおりである。

.

には極めて高速でZUが動作して事故回路を除去する。<NV-ZA>

地絡電流が流れて仏るときだけ動作し,地絡電流が減少すると元の

状態に復帰するもので,タイマなどと組合せて化学工場用とし有効な

地絡検出システムを構成できる。

新形漏電しゃ断器・漏電りレー

ⅢⅢ11Ⅲ1111Ⅲ11州Ⅲ11棚11Ⅷ肌Ⅲ111ⅢⅢ11Ⅲ111Ⅲ11川1ⅢⅢ111川111Ⅲ11ⅢⅢ11肌1卯ⅢⅧⅢ1Ⅲ1Ⅲ11肌1Ⅲ11ⅢⅢⅧ11ⅢⅢ肌州1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ111Ⅲ1111脚11Ⅲ削Ⅷ1111111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ111Ⅲ1肌

バ鼻'

定粘電圧

(kv)

SH-10OED形高圧電磁接触器

三菱電機技報. V01.52 ・ NO.1・ 1978

R、

6-VB-8 B

6-VB-13 B

6-VB-】3C

6-VB-20 C

フ.2/3.6

フ.2/3.6

フ.2/3.6

フ.2/3.6

定格置流

(A)

● SH・10OED 形高圧電磁接触器

SH-Eシリーズ高圧電磁接触器は,3kv looA IOMVAクラスの気中

式電磁接触器で,機能を徹底的に追求し,ベースと端子の一体成形,

消弧室の新製造方式による一体成形などの新技術の開発によって,

小形化(高さ 335mm)・軽量化(23kg),高性能化をはかった。用

途は電カヒューズとの保護協調でしゃ断容量が 10入IVAあれば満足

できる場合の40okW以下の電動機 50okvA以下の変圧器負荷に

適用され,特に工業づラント,白レ空調用電動機の運転に好適である。

配電盤の4段積みが可能で,応用品として,可逆式,ラ,"チ式,片側

配置端子形,整流器付き,なども完備している。
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定枯しゃ断
電 流
(kA)

400

600

亀

600

丞

600

8

12.5

贄

(kg)

量

12.5/16

外形寸法(mm)

50

20

幅

60

亀

425

】 05

高さ

425

110

546

奥行

470

S・G シリーズ電磁接触器
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● AE形気中しゃ断器

近年,船内電源設備の複雑化に伴い自動化・省力化が推進され,船

内電源の供給信頼性確保と経済性に対する要求が一段と高まって仏

る。更に電路系統構成も最大限の連続給電の機能を持たせることが

重視され,選択しゃ断方式が多く採用されている。 AE形気中しゃ

断器は,船舶1ておける配電系統の最も重要な保護機器である発電機

保護用の気中しゃ断器に使用するものとして2機種が開発されたも

ので,その引外し素子を半遵体を使用した静止形巴するこ巴により,

3限時要素(長限時一短限時一瞬時)を持たせ,また各引外し特性も

3要素おのおの独立して容易にかつ正確に調整できる新製品である。

●小形直流高速度しゃ断器

工業用直流高速度しゃ断器として,新た忙CHB-30形直流高速度

しゃ断器の開発を完了した。とのしゃ断器は両方向性のしゃ断器で

あり,概略仕様は定格電圧 DC I,50OV,定格電流 3,00OA,定格し

や断容量50蛤(L=0.5mH)である。このしゃ断器は,機械保持方

式の新しい操作機構の採用により従来の同定格のしゃ断器に比べ体

積,重量とも約ν3 と極めて小形軽量化しており,また,鉄グリッド

消弧室の採用によりアーク期問中のアーク電圧の変動を極力少なくし,

優れたしゃ断性能を有しており,開閉制御装置を本体に取付け,試

験コイル,高速度電圧引外し装置等の各種付属装置も浄備するなど多

くの特長を有している。

、

11ⅢⅢ11脚Ⅲ11川ⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1削1Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ削川Ⅲ11川Ⅲ11脚1Ⅲ1削ⅢⅢ1Ⅲ脚1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅷ1ⅧⅢⅢⅢ11削Ⅲ11肌11ⅢⅢ11州Ⅲ11肌Ⅲ11削1111削1Ⅲ11削川Ⅲ11川11ⅢⅢ1ⅢⅢ胤11111川1ⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ11肌11Ⅲ

紅

訓削1Ⅲ1肌1Ⅲ1川川ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢ肌肌肌Ⅲ州ⅢⅢⅢⅢ肌川ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ肌削川1Ⅲ1州川欄川Ⅲ11川Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ11州Ⅲ11ⅢⅢⅢ削Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1削Ⅲ脚Ⅲ1ⅢⅢ肌11ⅢⅢ1Ⅲ則Ⅷ川剛脚n剛凧Ⅷ側1

● LSHG形高圧配電箱

「短納期で経済的,しかも取扱いの容易な高圧配電箱」としてLSH

心形高圧配電箱を開発した。その特長,仕様は次のとおりである。

(1) 3kV 20OA コンビネーションユニヅト(電動機の最大適用出力 800

kw)まで4段積み可能。

(2) 3kV スターデルタ始動,りアクトル始動,可逆ユニット,断路器ユニ

ツト,開閉器ユニ.介,その他各種機器収納可能。

(3) 3kV現場盤として高さ 1,150mmの単独すえ(据)置形も製作

可能(固定形が標推,引出し形も製作可能)。

(4) 6kVユ:,ト(固定形)も製作可能。

(5)引出し形ユ:介の接触部は信頼性の高いフローティンづづり.,づを

使用。
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● GK 形コントロールセンタ

「より経済的なコントロールセンタを短納期で」という市場要望にこたえ,

業界第一の実績をもつ G形コント0-}レセンタの系列製品として GK形

コントロールセンタを開発した。 GK形コントロールセンタの主な特長は次の

とおりである。

(1)収納ユニヅト数は盤高さ 2,30omm で 13 台に増大している。

(2)幅 60omm,奥行 40omm のコンパクトな盤である。

(3) G形と同様高い安全性巴信頼性を有して仏る。

特に低圧小容量電動機の集中制御に適し化学・食品・ビル用等に,

またコンパクトな盤寸法を生かしてタンクレス給水装置用として従来の

電磁集合盤から釖換わりつつぁる。
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4. 汎用電機品と計測
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●新シリーズ HC形高圧コンビネーシ,ンパネル

従来の HC シリーズ高圧コンピネーシ.ンパネル(HC-E, HC-S)の見直し

を図り, JEM規格適用におけるグレードの拡大(M4級→M5級)

と,輸出への対処及び,適用電流容量の拡大(6kV 40OAまで)

を目的として開発を行い,新シリーズとして発売を開始した,形式別

の特長は次の主おりである。

形 式

HC-X

操作方式

HC-Y

盤内操作

HC-Z

剛Ⅲ111Ⅲ111ⅢⅢ11川1Ⅲ111111川1Ⅲ1削ⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ11削Ⅲ111川Ⅲ1ⅢⅢⅢ削11ⅢⅢ1111Ⅲ11111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1肌Ⅲ11川肌Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ11肌11Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ111川ⅢⅢ1111ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ11111Ⅲ1111Ⅲ1111ⅢⅢⅢ11●新形張力制御装置 LE・VVG シリーズ

新形張力制御装置は,パウダクラッチ・づレーキとの組合せで使用し,各 ある。

巻出し,巻取り,軸数により3シリーズに標準化した。( 2 )種材料の巻出しや,巻取りを自動張力制御するときの最適システム

比例積分制御方式の採用Kより動作が安定である。( 3 )として開発,発売した。この装置の特長は次とおり。

豊富な才づシ.ンにより制御機能を標準装備した。( 4 )(1)検出器は引張り,圧縮荷重の両方向とも取付け,使用可能で

盤面操作

JEM-】225 の M 4 及び M

5級に準拠

特

州ⅢⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ11111ⅢⅧⅢ11Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢⅢ111ⅢⅢ1ⅢⅢ111川ⅢⅢ1111111Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ11Ⅲ111Ⅲ1ⅢⅢⅢ削ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ川ⅢⅢ11111ⅢⅢⅢ肌1Ⅲ1州1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ111Ⅲ11ⅢⅢⅢ1111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ

NE八IA-1CS-2-324, E2

紐に津拠

気中,真空

コソタクタ

いずれ亀収

納可能

形

長

適

軸

電

2段,3

段と亀,

同ーケー

ス寸注

名

制御張力範囲

用

制御精度

数

LE.WGA

使用負荷

源

巻出/巻取

で
'セ穿,1fヲ

霧會'L
4蓬捷

1Ⅲ1川Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ川肌11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11111ⅢⅢ111ⅢⅢ111Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1川Ⅲ11川1ⅢⅢ1111Ⅲ1川削Ⅲ1111Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1削11ⅢⅢ11川削ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ111Ⅲ11Ⅲ111Ⅲ1111Ⅲ1ⅢⅢ111川Ⅲ肌Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ●《ファインストップファミリ》

できるよう忙した電子式ダイナミ',クづレーキである。外部コンタクタの無《ファインスト.ワづファミリ》は誘導電動機の可変速制御機器として緩衝始動,

通電開閉を行うための制御端子を備え,滑らかな制動を行うための緩衝制動,定位置停止等の機能を単一製品化した屯のであり,単独

漸減励磁機能も備えている。使用ある仏は組合せ使用忙よって,モートルの機能を向上させ,とれ

FS 形ファインストップ:モートルの入力電圧を 3個の卜うイア・ワクでを効果的に利用しようとする、のである。

標準仕・様

」

''、

AC 200/220V士10% 50/60HZ

五L

ノ{JJ、、.、ι 4

",.,

1軸

ダ

3~50 kg

メ巡'、七、Yゞ'1婆、
会fξミニ゛サ、、'イ吋ノヂ'

i

4誕薪"、

士3%(検出器込)周囲温度一5~40゜C 連続

・、,ι、1轟瑳雲空^^11,

●駿

ノ{ウグクランチ・プレーキ

疹

LE.WGB

(張力比X巻径比)1:50

j11jl、

巻出

瓢

2/3軸

ファミリは次の3機種でおのおの 22kW級までの負荷に対応でき

る。

FC 形ファインスタート:モートルの入力電圧をトライアリクで制御し,

モートルへの印加電圧を所定時間だけ減圧するととによって始動時の

出カトルクを抑制するようにした電子式クッションスタータである。盤組

み込み用として便利な2端子構造となっており,用途に応じて1相

入れ,2相入れの使仏分けができる。

FB 形ファインブレーキ●モートル忙サイリスタで制御された可変の

直流電圧を所定時問だけ印加することによって,緩急自在の制動が

●ステップシーケンサ《MELLOG》S

インタロ,,クを含む順序的制御K最適なスデ,づ制御専用シーケンサ《ME

LLOG》 S を開発した。 1C を使用したス予,づカウンタ方式でステッづ

表示付き,最大16ステ.,づである。入力は接点又は電圧信号で動作

し,出力は接点出力であり,入出力信号とも内部回路と絶縁され

ている。づログラミングとアンサ処理が不要なユニークな構想のシーケンサ

であり,またノイズに強く高信頼性,経済的で取扱いや保守が容易

などの特長を有している。従来,電磁りレーを使っていたりレーシーケ

ンス制御に代わって工作機械,産業梯職などのあらゆるシーケンス制

ミ

ミ

ステッづ制御専用シーケンサ

《入正LLOG》S
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LE、WGC

、塞=

巻取

2 軸

HC-Y形高圧コンビネー
ションパネル

ー.'"ー、、"ー
ーーー'心^ー、"、,

新形張力制御装置

珍弓一
詠
1

Ij

島墾

式緩駆^鍍才

制御し,高速運転していた

モートルを急減速し,これを

低速度で運転するようにし

た定位置停止用2段速度運

転装置である。減速比1:5

の低振動形と1:11の高精

度形とがある。

左からファインスト,ワづ,ファインスタート,

ワアインづレーキ
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●高圧需要家用保護継電器の改良開発

高圧需要家の受電保護用として,従来,短絡及び過負荷保護として

CO-4,41-R シリーズを,地絡保護として LOE-41,51 シリーズを製作

していたが,最近の小形化の強φ要求にこたえるべく小形の新シリ

ーズを開発した。

過電流継電器は,ⅡSC46偲の規格K準拠したものでMO01,

11-Rシリーズとして各種卜り四づ方式に応じたものを系列化し,また,

継電器動作時の接点信号を外部{C引き出すことも可能となっている。

なお,この小形化は,誘遵円板要素,表示補助接触器等に小形の新

要素を使用して実現している。

地絡継電装置としては,ⅡSC46仇の規格K準拠し,かつ零相

変流器と継電器本体との互換性を得るため,また, AC増幅回路及

びレベル検出回路KICを使用し小形化及び信頼度向上を図り, MG

R-1シリーズを開発整備した。

また,高圧受電点以降の電カケーづルのたん(旦)長が長く充電電流

●新シリーズパウダクラッチ・ブレーキ

パウダクう,チの主要機種である ZKB形と ZKG形をモデルチェンリした

ZKB-(B)4形と ZKG-B.形を発売した。両シリーズとも,従来シリー

ズとの互換性を保ちながら,各部品の標準化,ノーフィラ TIG溶接な

ど新工作法の採用,パウダシールの強化など信頼性の向上を図ってい

る。その他ZKG-B0形は出力軸の許容ラジアル荷重を 1.5~2倍と強

度アリづを図って仏る。また, ZKB-(B)'形は,づレーキ,水冷式との

共用化を図るとともに,給電部を変更し外部接続の容易化と外形寸

法を縮小している。同時に 2.5kgm の水冷式づレーキは,冷却構造

を変更し,熱容量,トルク性能,許客回転数を向上させた。

1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ柳Ⅲ1ⅢⅢ脚1ⅢⅢ1Ⅲ1111肌削訓111Ⅲ1川川Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ削川Ⅲ11州Ⅲ11Ⅲ11州削Ⅲ11川Ⅲ1Ⅲ111川11Ⅲ削1Ⅲ1川1川1ⅢⅢⅢⅢ11川11Ⅲ川11Ⅲ削1Ⅲ川Ⅲ11ⅢⅢ"11削櫛Ⅲ111脚

の大きな需要家の地絡保護用として,今回新しく MDG-1シリーズ地

絡方向継電装置(6kV用PD も含む)を開発した。との MDG-1

シリーズは特に入力波形のひずみに対し種々の検証テストを行Ⅵ良好

な結果を得て込る。

4.2 電動機応用

MGR-1V-R形地絡継確器

111Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ川ⅢⅢ川ⅢⅢⅢ1川Ⅲ111Ⅲ1削脚Ⅲ1Ⅲ111川111111111Ⅲ111肌Ⅲ11川Ⅲ11畍11111洲朏Ⅲ11削捌11}11州馴柳ⅢⅢ11ⅢⅢⅢⅢ1111則1Ⅲ削11Ⅲ叩

●新形AS Eートル

産業用交流可変速装羅として広い分野に利用されてφるうず電流継

手電動機を更に使いやすくした新形ASEートルを開発した。

(D 特性・変速範囲の拡大・・・・・・捌御装置の高性育對ヒと,うず電梳

継手の冷却効果と磁氣回路の改善により最高回転数をアガL効率

の向上を図り,また変速範囲を拡大(上 13)した。

(2)小形・軽量化・・,一外形寸法を縮小し重量を軽減(約20%)し

た。制御装置の共用化を図り0.4~37kW まで同一形式の制御箱で

制御が可能となった。制御装置には速度変動率,安定性,応答性の

調整器が内蔵されており,個別に調整ができる。
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●可変速電磁クラッチモータ(定位置停止モータ)《リ

誘導電動機に極めて応答性のよい電磁クラ,,チ・づレーキを組み込み,

クラッチ・づレーキ電流を制御してクラッチのスリヅづで任意の司変速運転

を行うものである。工業用ミシンの定位置停止モータとして開発Lた

ものであるが,一般機械の位置決めサーポとしても広く使用するこ

とができる。

(仕様) 250~750W 2,4極 3相.単相

・変速範囲 120如m~モータ定格回転数(無段)

・加速時問:50m.・減速時問:40ms(2極無負荷)

・停止精度(回転角度):土3度以下

・構成装置:制御装置(モーター体取付け),速度・位置検出器

4.ジ朔電機品と計測

吐
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,'^ノ,,二9,,Υ'・'
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^

ZKG50B2形

、

ASEートル制御箱ASEートル本体
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●畠山県企業局納めj可j11升多局圧フK中モートル 11Ⅷm111Ⅲ111m懈則1棚馴1冊11馴脚1111捌11111111!111111111111肌肌11111肌Ⅷ111m川1"111111111111111111"11111111"111111111111111肌Ⅷ1111111111111111刑111"1川11111111111111111111111Ⅷ1111111111111馴間

富山県企業局が計画する神通川工業用水道出業の一環として,富山 (2)高荷重に耐え,長寿命の水潤

市近郊並び忙高岡市の工場群に配水する水中ボンづ用として3台の 滑すべり軸受の採用。 t

高圧水中モートルを納入した。 (3)安定した軸シール機構。

この配水ボンづは,浄水場から相当遠距籬にある各工場群に圧送 (4)寿命の長い防せ仏(鏑)処理に

することから,次のような大容量の水中モートル仕様となっている。 より極めて良好な耐食性をもってい

WSE一工入7 530 k工凡' 8 P 6.6 RV 60HZ る。

6.6kV級の高圧水中モートルでは,我が国最大のものであり,主な (5)大出力でありながら小形化を .イ

重
特長は次のとおりである。 図り,コンパクトで機能的な設計構造 i、

(1)騒音が小さい。ボンづ,モートルとも水中に設躍されるため地上 となっている。

瓢への音の伝ぱ(播)が小さく,今回水中モートルの採用もとの点にある。
主'」身}.

1三イ子1ヌタ1ミ'、
(2)日常の保守が省略でき,定期的な保守1て限定できる。 卓Aι

'¥,f,イミ/ノ゛

●ゞ゛&
更に構造上の主な技術的特長は次のとおりである。 "松驚秘'

(1)安定で寿命の長い水中鳥圧絶縁方式の採用。
富山県企業局納め河川形高圧 「"」ー、' 1

・・,ヲ我が国で最初に開発された当社独自のポイドレス方式で,世界に誇り 水中モートル

得る画期的な絶縁方式である。
'ン

ノ郭、勇匠

●市田イ呈7K 中モートノレ 11111111111411肌1111111ⅢⅢ111111111111Ⅷ11111肌削111Ⅲ11111Ⅲ!111111m111111111111111m11肌仙11111111111111Ⅲ11肌11111川11111削11111州1111111111111111111111"11111111111111111111111"Ⅲ1Ⅲ1111肌Ⅷ1111111i11111111111111111111Ⅲ111肌11"1111111111111111111111削肌削1Ⅷ1Ⅲ1Ⅲ11州11Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1111111

最近の深井戸用水中モートルの動向は,世界的な井戸水位の低下など 軸強度の向上。( 4 )

により,細径・大出力化の傾向にあり,輪出品につφて特にこの傾 封水膨張調整装置の耐圧性向上。( 5 )

向が顕著である。

今回発表した新シリーズ水中モートルは,この点にかんがみ,発売 1,、上
以来蓄積してきた経験と技術をもとに,一層の品質向上を図り,細

径大出力化の二ーズに応ナべく開発したものである。

以下にその概要を紹介する。

WSBC形細径キャンド形水中モートル (3 φ)

M3 750W 2P 以下モートル外径 68mm

M4・・・・・・5.5kW 2P 以下 0 91mm

M6-・・-22RW2P以下ガ 135mm

WSB・N 形細径水封式水中モートル(3 φ)

M8・・・・・・18.5~37 klN、 2 P Eートル外径 177 mm

M I0,.....45~75 kl,入ア 2 P 217mm'J
.'L

主な特長 ノ

(1)細径大出力。
'

(2)絶縁システムの品質向上。

(3)ハイスラスト荷重軸受の採用。

●大形乾式水中モートル

最近,需要の増大と大容量化が著しいサンドボ;づ,汚水・汚物処理用 90~750 kX入7 4~18 P

水中ボンづモートルとして大形多極の乾式水中モートルシリーズを開発し 構造全閉水冷,立形(軸( 2 )

た。 下)

このシリーズは乾式水中モートルの集大戊品として,特に信頼性と 定格水中連続( 3 )

機能性の向上に重点を置一て製品化をX1つた、のである。 絶縁 E種(22kW以下)( 4 ) ^

特長 F 種(30kW 以上)

(1)高速,高荷重で、安定した轍受機枇の採用。

(2)低振動,低騒音の優れた運転特性。

(3)各種保護装置(過熱,浸水)の内蔵。

(4)水冷ジャケ'"機構の採用。

標準仕様

(1)機種低圧級(60OV 以下)

5.5~710 R凡V 4~18 P

高圧級(3,00OV 級)

54 三菱電機技報. V01.52. NO.1.1978

WSS-DB 形 90kW 14P

WSB-C形M4,5,5kw wsB-N形左から M8/22kW 2P,
2P M8/37kW 2P, M I0/45kW 2P
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従来,かくはん俳艀杓機用減速電動機は,ヲ戸常に長い出力軸の先端 である。既に民家に隣接した工場廃液処理設備で使用され,好評を
にインペラをつけ,出力軸とインペラだけを液中にっけて撹押してぃ 博している。

た。これに代わるものとして,このたび駆動装置全体を液中に沈め

て使用できる,水中減速電動機を開発Lた。水中減速電動機の主な

特長は下記のとおりである。

(1)駆動共置全体を液中に沈めるため,騒音が極めて低い。

(2)按井そ5(闇の任意の位置に据付けられるため,撹井効率が高い。

(3)撹押槽の上部空間が有効に利用できる。

またこの製品は,水中モータと陸上用ギャードモータの技術を結びっけた

もので,その両者とも数多くの実積をもっており,信頼性の高いもの 捜捍機用水中減速電動機

●剰iシリーズ耐圧防爆升多電動機 1111111111川Ⅷ11州111111】11邪11111川川朏11111111111111111111川削1111111N11111111削川m11削11111111削11111川1}1111111111"1肌111111111111肌11111111削剛1111淵1{11111111刈川醐削辧111111川削朋11111111削111111111111111洲Ⅷ111111

(2)冷却用外扇及び外勗カバーに独特の研究を重ねた形状を採用

し,冷却効果の増大をはかった。

既に需要家各位に好評をいただいている新シリーズ安全増防爆形電動

機(AF-NE形)に引き毓き開発を行ってきたもので,52年4月よ

り発売を開始した。主な仕様,特長は次のとおりである。

主な仕様

形名

防爆挑造 E種絶縁

わく番号

出力

XF-NE形

d 2 G 4

71~132 八1

0.2~フ,5 k入和

0.2~5.5 R凡入7

特長

(1)客先仕様,特に端子箱仕様の多様化に対1心できるよう配慮L,

外部導線引込み方式の変更は,受口部分だけの変更で対処できるよ

鍾多ダ

うな儁造とした。

4.3 計 j則

、 ＼玉

(2,4極)

(6極)

洗

● 3相4線式電力量計

1枚円板式の3索子,3相4線式確力量計を新たκ開発Lた。諸外

国忙おける低圧酉蛋酷泉の方式は3相4線式が標準的であり,この種

計器の引合如が盛んである。この計器は昭和52年度において既に

サウジアラビア,アづダビ等中近東諸圃より大量の受注を得た。この計噐

の特長は

(1) 1枚円板式としたことにより,外形寸法が小形化された。

(2) 1枚円板式のため回転子重量が軽く,磁気軸受付計器の製作

が容易となった。

(3)みぞ入り,重ね合わせ円板の採用により,相互干渉が少なく,

DI

立

,や
、^^
J イ",小〆、、

各種特性は非常忙良好となってぃる。 3相4線式電力最計

^^^^ガ'ス負イ可言十浜11^則11111111111111111"111"11111川肌削"1111111州11111削Ⅲ11Ⅲ111111剛則11111肌肌111"1Ⅲ1肌1ⅢⅧ1111}111111Ⅲ1州11111川肌11111川1Ⅲ11111111"1川11111111111脚川1Ⅲ111111111111111川肌lm1削川11ⅢⅢ11"11棚Ⅲ11川川川Ⅲ111111川肌剛1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1仰
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都市ガスの新しい大口用特約料金においては,料金算定の要業とし

て最大需要量,時問帯使用量が織り込まれた。とれらの値をガスメー

タからのパルスを受けて計測するガス負荷計測器を大阪瓦斯(株)と

共同開発した。この装羅は最大8個のガスメータからのバルスを合成

し,全日使用量夜問使用量,最大使用量,時刻の表示を行うもの

であり, CMOS-1C の採用により内蔵の電池て・1年以士の動作が可

能の外,停電補償付交流電源装置忙より交流電源動作も可能である。

外箱は防雨構造として屋外取付けが可能である。この装置の性格上,

製作忙あたってはさまざまな使用条件に適用できるよう厳Lい性能

評価試験を行っており,高い信頼度を有する屯のである。

4.汎用電機品と計測
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●鉄鋼圧延用モータの軸トルク監視装置

圧延設備の機械的損傷を防止するためKは,圧延中忙はげしく変化

する回転軸のトルク値が許容値を超えないよらに監視しなければな

らない。との装置は回転軸トルクを非接触で,常時監視できるよう

研究開発されたもので,従来の測定装置と比較して,次のような特

長がある。

」11Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ肌肌1Ⅲ1州1ⅢⅢ1ⅧⅢ州1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ川11ⅢⅢⅧ肌ⅢⅢⅢ!Ⅲ11Ⅲ!Ⅲ!Ⅲ111Ⅲ!Ⅲ11Ⅲ川ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1肌1Ⅲ1肌Ⅲ!1肌ⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ肌1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ111肌1Ⅲ1仙

三菱篭機技郭. VO}.52. NO.1・ 1978

●三菱ダスト濃度計DA501形

燃料の燃焼などにより発生するダスト(ば仏じん)は,二酸化硫黄

(S02),窒素酸化物(NO×)とと屯に主要な大気汚染物質である。

したがって,大気汚染防止法は,ダスト発生施設の排出するダスト濃

度、測定,記録するこ巴を義務づけてⅥるが,ダスト濃度の測定は燃

料の効果的な利用を促進するための燃焼管理忙も必要である。現在

のダスト濃度の測定法は,]1S Z 8808 に規定された分析であるが,

技術の進歩にしたがってダスト自動計測器の要求が高まり現在自動

計測器のJIS化が進められている。当社では,既忙環境計測器とし

て煙道ガス測定器(S0乞, NOX の同時測定器),オゾン濃度計を製品

化して広い産業分野Kわたる公害防止対策の一助を担ってきたがこ

6司 6ヨ巨司

長期問にわたる連続測定が可能である。

位相差法を採用しているためノイズがない。

非接触検出のため,信頼性・而J久性・保守等に優れている。

過負荷の警報や機械の寿命の推定に役立つ機能をもっ。

ト}レクを演算する機能をもち,人件費削i咸K効果的である。

ⅢⅢ1Ⅲ削川Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ川川ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢ削Ⅲ111ⅢⅢ1!1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢ1肌Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1!ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢ1!1Ⅲ棚1ⅢⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢ11Ⅲ11川Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ!ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢ111州肌ⅢⅢ1111

巨,丘つ

ディジタル
1丈打ミ6十

のたび,排ガス中のダスト自動計測噐として,β線透過法を測定原

理とした三菱ダスト濃度計DA-501形を製品化した。主な特長は次

のとおりである。

(1)自動測定のため,個人差がなく,かっ省力化が可能である。

(2)ダストの質量濃度が,ダストの粒径・成分・色に関係なく直接

求められる。したがって,検量線を作成する必要がない。

(3)精度高く安定性に優れている。

(4)構成品は,小形・軽量にユニ汁化しているので,保守性がよ

く,使仏やすい。

採取管

H

軸トルク監視装羅

煙道

^^^^^^^^^

差圧導管

ヒータ

リール 凸
四線源

集じん部

ろキ氏

制御信号

信号処理部流量温度信■

検出部
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リール

衣示 ACI0OV11 1
( j士 3)ーーー弓る1るる百Z 信!(DC4_20mA)1 流量・温度信号

前処理部

配電盤

吸引制御部

制御信号

(ダスト濃度mg/m3N)

三菱ダスト濃度計DA-501形系統図
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●電気動力計

電気式フライホイー}レ装置を装着した胴体浮揚式直流電気動力計を完成

した。従来慣性補償を行う場合,機械式bライホイールを動力計に直結

し使用していたが,この直流動力計は瞬時トルクをアナ0づ計算制御

することにより電気的{C慣性補償することを可能Kしたので,機械

式フライホイールが不要となった。更K動力計の揺動軸受には,フレーム

を直接静圧揺動する胴体浮揚方式を採用することにより,静圧軸受

の小形化,油圧ユニ,トのぺり卜内蔵などが可能となり高性能,多能

形直流電気動力計を製作することができた。

直流電気動力計仕様

吸収動力 150 klv/5,000~8,ooo rpm

電気慣性範囲.0~1.21熔mS旦(連続可変)

土0.15 夕6 F. S計測精度

サイリスタレ才ナード方式制御方式

定速度制御,定トルク制御,走行抵抗制御莚亘転モード

●三菱携帯用超音波探傷器 FD・410 シリーズ

三菱携帯用超音波探傷器FD-410シリーズは,当社の20数年にわた

る超音波探傷技術の成果をもとに,従来の FD-210の後継機として

開発したボータづルタイづの探傷器であり,次の特長を備えている。

(1)小形,携帯用探傷噐として,直線性・分解能に優れた性能を

有している。

(2)各種の探傷データが記録できる。

1Ⅲ11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅧⅢ11ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ11Ⅲ1川Ⅲ11川1ⅢⅢ11ⅢⅢ川剛肌1Ⅲ1州Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ肌^馴馴肌ⅢⅢ1ⅢⅢ11Ⅲ1川Ⅲ11肌Ⅲ1111Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1111Ⅲ川Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ1削1Ⅲ1Ⅲ!11ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ川ⅢⅢ1Ⅲ肌ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1111削川ⅢⅢⅢ1Ⅲ11欄剛Ⅲ11Ⅲ11槻
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1 1 フラウン管波形

!/

1 /受信専膝触子

Ij /＼

電気慣性装置付胴体浮揚形直流電気動力計

1Ⅲ1肌ⅢⅢⅢ1剛慎U服Ⅲ川11Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ1削1Ⅲ1削11Ⅲ馴Ⅲ!Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ111川ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ1}Ⅲ111削11Ⅲ川Ⅲ11川脚Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ111Ⅲ川1Ⅲ1削1Ⅲ肌隣

送信受信探触子

、

P^、

T

郷
生

＼

(a)づラウン管上の探傷波形の記録(Aスコーづアナログ)

(b)ゲート内最大エコー高さの連続記録(ゲートアナログ)

(C)ゲート内の設定レペルを超える最初のエコー位置を連続記録

(B スコーづアナロづ)

(3)可聴音によりエコーの高さが最大になる位置を容易忙確え忍で

きる。

(り簡単なアダづ夕を付加することにより,タンデ△探傷が可能であ

り,板厚60mm以上の溶接部や突き合わせ溶接部の斜角探傷に効

果を発揮する。(図参照)

(5)外部同期が可能で,4台までの並列使用ができろ。

欠r

＼

ヘ

溶接部 超音波の経路

タンデム探傷の説明図

送信・受信探触子と受信専用探触子を前後操作して

ハ Y"Y//4 づ、'門*ιノ、 4づ,
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三菱携帯用超音波探傷器FD・410S探傷する方式である
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5.通信と電子応用

通信機器及び電子応用機器は急テンボな技術の進歩を示す代表であ

る。種々の使用条件に対応して,より小さく,軽く,一段と高性能

に,更忙安価になど,多方面から改善の努力がなされ,年々その成

果巴して新機種・新製品が生み出されている。

これら新機種・新製品ほ,従来の需要分野に対ナる1、のだけでは

な仇。技術の進歩忙よってなされた機能の増大は,新たな分野への

電子技術の適用を可能にし,種々の新製品の出現を促して仇る。

本編では,小形化・高性能化の薯しい通信機器,高信頼性技術と

システムエンジニアリングの精華と言える宇宙機器,電子技術の新分野へ

の進出が主体の竃子応用機器,近年ますます広範囲忙用途が拡大し

ている伝送機器に大別してそれぞれの新機種・新製品を集録した。

通信機器においては,移動無線機ヨ&,レーダにおける小形化・操作

性の向上が進められた。また UHF帯, SHF帯のアンテナにっ加て

屯種々の用途に適するように性能の改善が行われた。

5.1 通信機器

●移動無線機器

FM33AVVI0 形無線電話装置

移動無線分野における情帳量の増大と高密度化,伝達範囲の広域化

の要求はますます強くなって゛る。これら忙こたえるものの 1つと

して,車載と携帯の機能を効果的に使い分け,かつ同時に満足させ

る車載・携帯染用機がある。

当社では車赦専用機,携帯専用機忙つφては各種忙わたり生産実

績を有しているが,このたび新たに定格送信出力 10WのVHF帯

車載・携帯漆用朧を開発した。

これ忙より走行中は通常の車載無線機として使用するとともに携

帯電池を充篭し,歩行中は高出力携帯機として使用できる機動性忙

優れた装置が実現できた。

その主な特長は次のとおりである。

(1)きょう休はアルミダイカスト製で堅ろう(牢),軽量であり,過酷

な振動,衝撃忙耐える。

(2)盗難防止機構を備えた充電器兼用の車載取付装置を有し,車

載・携帯の相互変換は一挙動でできる。

(3)携帯機は激しい雨中での使用忙耐える。

(4)周波数切換幅は9MH.の広帯域である。

(5)実装可能周波数は最大8Ch とした。

(6)大幅忙 IC化をし,小形・高信頼性を実現した。

宇宙機器につφては,記録すべき大きな実績が示された。技術試

験衛星Ⅱ型「きく2号」による成果を初めとして,実験用中容量静

止通信衛星の完成,電籬層観測衛星の開発が行われ,更に人工衛星

用の各種地上装置も製造納入した。またインテルサ介地球局は世界各

国から受注納入を行っており,納入条件に応じて種々の地球局が開

発されている。

電子感用機噐は,画像・音声関係機器,計測試験機噐等において,

立すます広範囲忙適用分野が開けてきているが,その一部を紹介し

た。

伝送機器は,近年電子計算機を利用したデータ伝送システムの普及

忙つれてその需要が増大して込る。本編ではづロセスデータ伝送奘置の

各種応用を集録した。これら伝送装置の技術的動向としては,マンマ

シンインタワエース機能の充実忙よる操作性の向上が顕著である。

1訊'のVHFIUHF帯携帯無線機であり,一般無線局及び簡易無線

局を対象としている。また各種の付属品を用意しあらゆる要望に応

じられるよう忙した。

装置の主な特長は次のとおりである。

(1)きょう体は ABSづラスチックモールドのため軽量・堅牢で,過酷

な振重所商撃に耐えるとともに,雨中での使用も可能である。

(2)外形寸法は 38×60×139mm,重量は電池を含めて約 50og

゛、剛井^ーや、ー

^

であって携行性がよい。

(3)送受信部は大幅に IC化を図り,小

形軽量・高信頼性を追求してφる。

(4)送信部には低電圧低電流トランジスタ

を開発し採用した。更に受信部も待受電流

低減化回路の採用により長時問の使用が可

能となった。

(5)オづシ.ンとして不要な受信通話音を

カットするトーンスケルチ回路の実装ができる。

(6)用途に応じ外部スビーカーマイクの使用

も可能である。

(フ)充電器は急速充電形で,約2時問で

充電が完了する。

FM-33AWI0形無線電話装置

MT310A/D 形携帯無線電話装置

との装置は MT-302A/D シリーズの後継機として開発した送信出力

0
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移動無線用テレプリンタシステム MDS・31

自動車・列車・船舶・航空機等の移動体忙適合するテレナルタシステム

を開発Lた。このシステムは既存の移動無線に適する伝送方式と,移

動休の振動・衝撃に対し安定に印字,、る感熱式づりンタとを採用して

いる。したがって伝送路の誤りを受信側で自己訂正可能で,長いバ

ースト雑音(06チ少) K対しても強く,音声通信における悪条件の電界

で亀正確な印字通信が司能である。また感梨ほてづりンタは小形コンパク

トのため,機構部分が簡単で,低騒音,保守性・信頼性の向上,維

持コストの低減化を得た。このシステムほ磐察庁で近く運用献験を行

う子定である。主要諸元を次に示す。

''

MT-310A/D 形携

帯無線電話装置

三菱電機技報. V01.52. NO.1.1978
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通信方式

変調

誤り制御

符号機成

印字方式

単向,独立同期方式

APSK 又は FSK 40ob/S

2 ビリト自己訂正(インタリーづ付 BCH (18,8,2))

8単位σIS),英数・カタカナ・記号 128 種

ラインドリト感熱,10×14 ドット,20字/砂

温度 0~45゜C 湿度 80%(+40゜C)

振動 10~30H.士lmm 5分問,3方向

衝撃 20G 電源 DC 13.8V士20%

復調部 138×207×165mm 3.1kg,ナJンタ 140×223 X

82mm 3.8 kg,パネルディスづレー 370×230×40o mm

20kg,変調部 545×349×240mm 20R8

(移動体)

寸法重量

ーキ叉凄"一珍'瓢ljツ六ル'j今ミY
.i",1 ' y●ナ'ノ

イ'、、、シ,ナ、 1'1多;ニ,'§釜卦

ピームの方向が自動的に相手局の方向を向くレト0ディレクティづアレイアン

テナがある。

これまで我が国ではこの種のアンテナの試作例がなく,外国でもま

れであったが,今回動作特性の実験的確認を行5ため,日本造船研

究協会からの委託に基づき,海事衛星船舶局用レトロ手イレクティづアレ

59

移動無線用テレナJンタシステ△
づりンタ

ページング受信畿携行者に,警報音をもって連絡の必要を知らせる F

M受信機である。ページング受信機はおのおの固有の番号を有し,そ

の受信機の呼び出しは通常の電話噐よりその固有の番号をダイヤルす

ること忙より行われる。またこのぺージング受信機の場合は,呼出し

者が更に連絡先電話番号をダイヤルすることによって番号伝送が可能

である。この受信機の携行者は,受信機に組込まれてぃる12 けた

(桁)の数字表示噐によって自分が電話しなけれぱならない連絡先電

話番号を直接知ることができる。これらぺーづング信号の伝送は,既

存のスウェーデンFM放送波を利用し全国に中継放送されるので,スウ

エーデン国内でFM放送の聞ける所ならどこで、呼出しが可能であ

る。ペーづンク信号としてはディジタル信号を使用しているので,その

受信には当社で新しく開発した大規模集積回路とマイクロづロセ四サを

採用したのでサービスの内容の多様化に対応し得る。これら大規模集

積回路は,消費電力が小さいCMOS形集積回路でイノ戸られ,動作も

不要時は受信機部の電源を切断するなど考慮しているため,電池電

源であるにもかかわらず連続使用時問が長込特長を有してぃる。受

信機の動作を下記に示ナ。

(1)約20MH.の帯域に分布するFM放送波への自動同調。

(2)その FM放送波がぺーリングに使用されてφるかの識別。

(3)自己固有番号(2番号'まで可能)の呼出し検出。

(4)検出時の警報音及び警報表示噐の作動。

(5)連絡先篭話番号の受信(3連絡先まて信引鋤。

(の 12桁数字表示器上への受信連絡先番号の表示制御。

(フ)受信機部の不要時の電源切断制御(省電力動イ乍)。

移動無線用テレナルタシステム・復調部

スウェーデン向けぺージング受信機

(ノルディック 4箇国計画仕様)

スウェーデン向けぺージング受信機は,日本国内で既に実用化されてぃる

ボケ,"ベルの系統に属する機器で,スウェーデン国内を任意に移動する

●レーダ 11111肌11111肌1"削泓11111川11"1111榔111{111111娜11朏川削11肌11111111榊11{11川棚Ⅷ朏別洲脚鯲馴Π11馴剛剛削削削加側洲剛刈州N11削洲棚"111湘11111馴剛肌11N朏削馴刈開航糾燃川棚洲棚削鯛1111Ⅷ1111削削胤剛馴脚1111削1111

、'Ξ
堤拳

烹 P

コンパクト気象用レーダ

気象用レーダは,従来より氣象専門家にとって必すU動のものであ

り,年々機能的,性能的に改良改善がなされてきたが,最近になり

氣象以外の分野でもその利用が計画されるようになった。

当社ではこのすう勢に対処するため,機能を単純化して非専門の

方々も容易に取扱うことができると同時に専門の方々の使用忙も耐

また価格的に、魅力のある新製品の開発に成功したので
a

ここノ、ー,

に紹介,、る。

新製品の概要と従来品との比較を以下に示す。

コンパクト気象用レーダは,空中線装置,レドーム,空中線制御装置,

送受信装置及び指示装置を主構成品として外に若干の補助機器で俄
成し,3,000 入偵.帯(S ハ'ンド)及び 5,00OMfl.帯(C ハ'ンド)のいナ

れにも使用可能である。

このシステムのコンパクト化は従来品と同様の性能.機能を維持しっ

つ装置数の削減及び各装置の機能の簡素化を図るととによって実現

した0 具体的な結果は主構成品の装置数は従来品の約6割に削戚し,

占有床面積の観点からも大幅な改善を行った。

●アンテナ.導波管川剛削111"川脚Ⅷ削肌1肌111削肌11川1洲11川肌Ⅷ脚削剛朏11111111111削111脚111111111111111111111111ⅧⅧ剛川Ⅷ11111川11111川11111肌1111Ⅷ11111洲Ⅷ川川11111川Ⅷ肌11"11m1ⅧⅧ肌削肌11Ⅷ1111Ⅷ"11"11剛削削川Ⅷ川

)
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レトロテーレクティブアレイアンテナ

移動通信などのように相対配置が一定してぃない2局間の交信にお

φてビー△幅の狭いアンテナを用いる場合,アンテナビームを相手局方向

に向けるビーム方向制御が必要となる。とのようなビーム方向制御機

能をもっアンテナの 1つに相手局の出,ーパイロ,"波に追従してアンテナ

また各装置の主要な変更内容は以下のとおりである。

空中線装置では特に仰角系の機械的な駆動機構を単純化して構造

の簡素化と重量の軽減化を実現した。受信装置は従来独立の装置で

あったものを送信装置と併せて1装置とし,更に高周波部における

信号系と AFC系の2本だての系統を1本化した。また従来は調整

に多くの時問を要した受信信号の等化回路の方式を変更し,簡素化

及び安定性の向上を図った。指示装置では大幅なディづタル技術の採

用による構成の簡素化と調整の簡易化を実現し,また従来単独の裴

置として存在してφた等エコー装置の機能を簡略化してこの装置内

に収容した.

上記の外,現地工事の簡易化を図るため,ナ仂,,トケーづル方式を

全面的に採用して仏る。

この気象用レーダは前述の用途の外,計算機と結合したシステムの

センサとしての適性につ仏ても考慮を払っている。現在この新製品は

既K約10 台の成約があり,53年春からのか(稼)動に備え鋭意測乍
中である。

5 通信と電子応.弔
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イアンテナの電気試験モデルを試作した。アンテナは 16 個のアルキメデスス

バイラル素子から成る円偏波アンテナで,8個の能動モジュールにより励

振する。

試作アンテナは送信周波数 1,645MH.,受信周波数 1,5部班1■及

びパイロ,介周波数1,541.5MH.で動作するもので,放射特性測定の

結果,利得は 20dB以上が得られ,放射パターンは設計値によく一致

した。総合動作試験の結果,アンテナの正面から土60゜の範囲でパイ

ロ,,ト波の動きに追従して到来電波の方向に送受信ビームが向くこと

を確認し,所期の目的を達成した。

今後,通

信品質向上
」

ゞ

の要求に従

つてこの秘i

の高利得ア

ンテナは各種

移動通信シ

ステムに適用

されてφく

ものと期待

される。

部品最大重量は 151鴫以下と軽量化を図った。更に1次放射噐巴副

反射鏡を一体構造として組立てを簡単にできるように,また,主反

射鏡,レドー△は移動無線車の屋根の上に積載できるようにしてある。

なお,組立て,分解に特殊な工具を必要としな仏。

このアンテナは鏡面系にっいては低サイドローづになるよう鏡面修整

をした設計を行い,1次放射器忙はフレア角皮変化形複モードホーンを

使用し交差偏波識別度の向上を図っている。レドー△はガラス繊維強

化創エステル樹脂の単層板で,電力透過率,強度及び耐候性等につ

仏て考慮されている。

利得はレドー△損失を含め 20.4GH.で".8dB,交差偏波識別度

は 17.フ~21.2GHZ において 32dB 以上,入力 VSWR は 1.10 以下

であり,耐風速は 60m/S である。

レトロティレクティづアレイアンテナ

7GHZ帯直径 3.3 m 直交 2 偏波共用アンテナ

とのアンテナは直交2偏波共用で,1次放射器の偏分波器は垂直偏波

と水平偏波を横方向忙分岐できる構造としている。給電遵波管とし

て2本の H面曲がり遵波管を重ねて配列しづ口,井ングを少なくする

とと、に 1次放射器全体を回転することにより,偏波面の調整がで

きるよう忙両偏波とも反射鏡の中心部から給電できるようになって

'゛写,

皇^

ノノ
瓢入

J^

寂膨

^'ゑ二,

麗

いる。また,とのアンテナは外

径 1143 mm (4.5 インチ)の鋼管

柱に取付けるととができ,方

向調整機構は3点支持で垂直

面と水平面を単独k調整でき

る。主要性能は次のとおりで

ある。

周波数帯域 6.425~

フ.125 GHZ

6.フ75 GHZ得利

において

44.7dB (開

口官皀率 53

06)

入力 VS凡VR I、06以下

交差偏波識別度

35dB 以上
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任意角ねじれ導波管
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任意角ねじれ導波管

マイクロ波方式の給電系として用いられている長尺可とう遵波管は配

管施工の際忙ねじれが生じやすく,その補正も容易でな込。しかも,

そのねじれ角がいろいろな角度巴なるため,方形導波管とフランジを

合わせて接続するのが難しい。これを解決する左めに開発した任意

角ねじれ遵波管は自由なねじりが可能で,目盛り合わせを行うこと

で長尺可とう導波管と方形導波管とを広帯域にわたり低反射で接続

することができる。

任意角ねじれ導波管は4個の導波管が中心軸のまわりに回転でき

る構造で,任意の角度のねじりに対して広帯域にインピーダンス整合の

とれるよう中央部の2個の遵波管を回転させるが,各遵波管が相互

に一定の角度関係を保ちながらねじれるような角度目盛りが外周に

設けてあり,両端の角度目盛りから読まれた任意の角度と同じにな

るように中央部の導波管の角度目盛りを設定するだけでインぜーダンス

整合される。

この任意角ねじれ遵波管は 4,5,6,7GH.帯でそれぞれ製品化

されており,士30度以内の任意の角度でのねじりにおいて各帯域K

わたり VSWR は 1.02 以下である。

""ーご

づJ ιノ、゛j气

X-

20GHZ 帯可搬形アンテナ

日本電信電話公社で商用試験中の 20GH.帯無線PCM方式忙おい

て,伝ぱん路障害などの発生時K臨時回線を構成するための可搬形

アンテナを製作,納入した。このアンテナは開口直径 1.2m,レドーム付

きのカセグレン形式で,可搬形にするため総重量は約401璃,分解時の

^
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20GH.帯司撤形アンテナ
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7GH.帯直径3.3m直交2偏
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5.2 宇宙機器

●衛星

我が国最初の静止衛星「きく」 2 号

静止衛星打上げ技術の習得,静止衛星の追跡管制技術の習得,静止

衛星姿勢制御機能の試験などを習的として製作された技術試験衛星

Ⅱ型は,昭和認年2月23日種子島からN ロケ,介3号機により打上

げられ,「きく」 2号と命名された。衛星がトランスファ軌道忙投入さ

れたあと,順調K姿勢制御が行われ2月26日忙はドリフト軌道投入

に成功した。その後姿勢変更並びに,いく度かの枇道制御を行い,

3月5日午前7時静止彰U首投入に成功,インドネシアハルマヘラ島上空3

万 6,oookm,東径 130度の位置に静止し,我が国初の静止衛星の

誕生となった。静止衛星保有国は米ソに次ぎ3番目であり, く」

2号の成功で日本の宇衝開発は実験段階から実用衛星時代を迎える

こととなった。

「きく」 2号は打上げ重量254kg,直径 1.4m,高さ 1.8m の円筒

形状をしたスeン衛星であり,上部に Sパンド, Xバンド及びKバンド

の3つの指向性アンテナを備えたメカニカルデスバンアンテナ部を有してぃ

る。

とう(搭)戯機器は竃源系,テレメトリ・コマンド系,姿勢・アンテナ制御

系 2次推進系,アボジモータ等,静止衛星には必須の基本機器と,こ,

の衛星特有のミ,,シ,ンを達成するための Sバンド中継器,打上げ環

境測定器,伝ぱん実験用発振器,メカニカルデスパンアンテナを含めたアン

テナ系などの各サづシステムから楢成されている。

S バンド中継器はアヅづりンク 2.1GH■,ダウンリンク 1.7 GU.,帯域 8,2

MH.を使用し,伝ぱん実験用発振器は 1.7GI・し,11.5GH.,345

GH.のコヒーレントな 3種の電波をメカニカル手スパンアンテナにより地上

に送信する。これらの性能にっいては,きく2号が静止衛星となっ

てから順次試験が行われ良好な結果が得られて仏る。また4打から

はミリi皮,準ミリ波の本格的伝ぱん実験が開始され,世界でも初め

て衛星通信に使われる35GH.帯の電波の降雨減衰などの実験が順

調に行われている。

なお,この衛星の打上げ及び追跡管卸上運用は宇宙開発事業団が

実施し,当社が支援作業を行った。

(2)衛星通信システムとしての運用技術の確立。

(3)通信衛星管制技術の確立。

CS は直径2.2m,高さ約 2.2 m の円僧j形の朧造て・あり, :ニ,り;ノヨt/

機噐として洪ミリ波帯トランスボンダ(30,熔OGH力 6系統,マイクロ波帯

トランスポンダ(6/4GHの 2系統及びこれらの電波の送受信を行うアンテ

ナとして成形ピーム形デスパンアンテナを搭載しており,沖繩・小笠原

を含む日本全土を対象とした各種の通信実験に使用される。

当社は米国FACC社(F0火IA臼0'P靴e 知d communkation c0ト

P吋ation)の協力のもとづロトフライトモデル(PFM)及びフライトモデル

価M)各1基の開

発を進めてきたが,

PFM のシステム認

定試験(OT)を 51

年10月に, FMの

システム受入れ試験

(AT)を 52年7月

忙完了Lた。
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宇宙開発事業団筑波宇宙センターにおける試験状況

実験用中容量静止通信衛星(CS)の完成

実験用中容量静止通信衛星(CS)は,宇宙開発事業団から受注し

た我が国初の実験用通信衛星であり,次の点を主なミッションとす
る。

(1)衛星システ△としての伝送実験。
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実験用中容呈

静止通信術星
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電雛層観測衛星(1SS・b)の開発

電航層観測衛星σSS・b)は,「うめ」の後を受けて昭利53年2月に

打上げられる予定の,電籬層臨界周波数の世界分布を測定すること

を主ミ,,ションとした実用衛星である。「うめ"の経験に基づき,次

のよらな改善が行われた。

(1)蓄電池の熱設計の改善

(2)蓄電池の充電制御方式の改善

宇宙開発事業団より受注し,その指導のもとに国内電気メーカ 6社

の協力を得て開発された衛星であり,その成功が期待される。
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●インテルサット地球局

アルジェリア第2局ほか標準衛星通信地球局

当社はこれまでにメキシコ,オーストラリア(2 局),マレーシア,コロンビア, 二

カラづア,エクァドル,ユーゴスラビア,サウづアラビア(2局),アルづエリア(2局)

などの国々にインテルサット標準地球局(全局又はアンテナシステ△)を建

設納入してきたが,今年度中には更忙パうグァイ,ボルトガル領アゾレス

'場及びイギリスに地球局を完成すべく建設中である。

上記のうち,52午1月忙第2局を完成した(第 1局は 1975年6月

に完成)アルジェリア地球局の特長は,大西洋及び印度洋上の衛星向け

の 2つの地球局をア}しシェ市近郊ラクダリアの同ーサイトに対称形に配

置し,かっ可能な限畊幾器を共通使用することにより運用上の合理

化を図った点忙ある。すなわち両局共同形の直径32m パラポラアンテナ,

電子冷却低雑音嫩幅噐,70OW進行波管電力増幅器,2重変換形G

CE等の機器を南北にヌ、仟尓忙配醗されたアンテナ局舎に設置し,更に

TV送受信機器,端送端局装置並びK電源設備などは両局共通で使

用するととにより所要機器数の削減,所要部品の亙換性,併せてサ

イト要員の省力化を図った。

なお第2 の特長としてこの地球局{Cは SCPCIPCM/PSK,スベード,

国内衛星通信用機器(SCPC下M)なども備えられ,近代的衛星通信

センタとして大西洋,インド洋の風々と高品質の国際通信を行って活

躍中である。

削柳洲Ⅲ11剛側川欄俳削鮴Ⅲ11胤11111削制剛11111制欄剛馴1Ⅲ11Ⅲ川11111肌鄭洲削11111肌11111Ⅲ111111Ⅲ俳iⅢ11Ⅲ航1111Ⅲ1111Ⅲ1肌Ⅲ11ⅢⅢ111111111削朏Ⅲ11Ⅲ1111ⅢⅢ11剛1Ⅲ}111Ⅲ1111Ⅲ"Ⅲ1川馴削馴11111削Ⅲ11肌Ⅲ11肱

に全設備1式を DC-8クラスの飛行機1台で運搬することを可能に

した。

上記の開発機器の一部は先{こ受注したニジェール向け STANDRD-

B地球局設備として,既に出荷している。
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小形地球局

インテルサ汁国際商用通信衛星システム用として近年新た忙導入された

国際通信用小形地球局(STANDARD-B局),及びインテルサ.介衛星

を利用した(リーストランスボンダ)特定地域の衛星通信や,各国が独自に

計画している国内通信衛星システム用ΦOMSAT)地球局として,

多目的でかつ適用範囲の広い小形地球局用機器を開発した。

今回開発した上記小形地球局は,直径11m の小形カセグレン形ア

ンテナ,750W クライフ、トロン送信機,聞K 低雑音受信機, FM 変調方

式あるいは4相PSKIPCM変調方式によるSCPC端末装置,及び

電子機器を収容する機器シェルタよ舛湾成されている。特にSCPC

通信方式を新たに採用して通信網の容量, SCPC各チャンネルのアサ

インメント方式にフレキシビイ.庁イを持たせ,小容量回線用衛星通信シス

テム用として低価格でしかもCCIR標準仕様を満足する初期開発目

標を達成させた。また,小形地球局の性格づけにより,現地ξ旦立て

の容易さ,可搬性を重視した結果,クレーン等の大形機械を必要とし

な゛でアンテナを含めた局設備1式の現地組立てが短期間で行え,更

＼

"ノ 顎

.、Y"上゛'e"
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j、き

ア}レジェリア地球局全景

.ー

衛星通信用高性能円偏波発生器技術

岡際商用衛星通僑では,増大する山1線需要に六寸処するため 1979年

太より 4超GH.帯に迫交2編波を共用するインテルサワトV ・号系への

移行が計画されている。同一周波数の右せん価田及び左旋円編波を

用いるこの直交2偏波共用通信方式では,衛星用及び地球局用のア

ンテナ給電系忙特に良好な交差編波識別度が要求されるため,局性能

円編波発生器技術が重要である。

今回,直径の異なる2種類のねじを同心状忙組合せたⅡ対の2

靈ねじを位相素子として円形遵波管に裴荷する朧造の地球局用の4

GH.帯円偏波発生器を開発した。

との円偏波発生器は,円形導波管に装荷した位相の周波数特性が

異なる 2種のねじのそう(挿)入長を独立に羽整すること忙よって,

広帯域特性を得るものであり,従来の変形した円形導波管を用いる

円偏波発生器が電鋳加工を要するのに対して工作が簡単であり,ま

た導波管表面処理後忙おける位相特性とVSWR特性の調整範囲が

広φと込う特長がある。

開発した円偏波発生器は,比較的短φ管轍長(270mm)で周波数

帯域3,フ~42GH.において交差偏波識別度 375dB (だ(仟D 円偏波

率 0.23dB), VSWR I.03,挿入損失 0.03dB と良好な性能である。

'部
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術星通信用小形地球局
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2重ねじを用仇た高性能円偏波発生器
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●宇宙開発用地上装置

精測レータ

宇宙開発事業団力井丁上げる N 0ケリトを白動的に追尾し,ロケ,介の

飛行安全管理上必要なロケ・汁までの距籬,力位,仰角を高精度で計

測する追尾レーダ全システムを同出業団種子島宇宙センター及び小笠原

追跡所(父島)に設羅,既に詔年2月の技術試験衛星Ⅱ号の打上げ

等を通じてその優れた性能を実証している。

このレーダは,直径 5.4m のカセグレン形モノパルス追尾アンテナとそ

の制御装置.低雑音商祐度造尾受信装置,1MW大電力送信裴礎,

全ディづタル高精度距部i則定奘彼,レーダデータの記録処理を行うデータ

管制装羅,染中監視・操作を行うコンソール等より枇成している。

このレーダの特長は

(1)広帯域にわたり,世界最局水準の追尾精度を有する。

(2) 0ケリ1、に搭赦された C バンF 2 波,2 台のレーダトランスボンタの

任意の一方に対し,又は両者戸"剖C送受信可能で,砿実安定な追尾

を行うことができる。

(3)レーダ問の同朔信考を送る通イ'・;回線をもたな゛種子島・父工b

問で複数のレーダが独立に同一Π標を追尾することができる。

などで,当社の診る追尾レーダの最新技術を結集Lて完成させた,

'世界的レベルのものである。

洲湘1Ⅲ1刈脚削馴朏削削肌Ⅲ11燃脚馴判肌川淵馴淋削蹴側榔11111川側釧11111"洲11k1川削肌1111ⅢⅢ削湘棚111i湘畷Ⅲ曲111Ⅲ脚馴1111肌醐化[.鯲、1ih諏,締.11,,,'、,託,1.1 1'がi:, h:,111'洲,'}11111111ⅢiE,肌削

の摺想,創意を盛り込んだ特長あるシステ△を開発し,所期の目的,

性能を達成することができた。
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衛星追跡管制設備

宇宙開発辨業団が開発した技術試験衛呈Ⅱ型(ETS一山,静止気象

衛星(GMS),突験用中容量静止通信衛星(CS),実験用中形放送術

星(BS)等を地上で追跡L,衛星からのテレメータ波の受信,衛星,挽

道計測,衛星への指令僑号の発信等を行う衛星追跡管制設備を,主

契約者日本電気(株),副契約者東京芝浦電気(株)等との協力のもと

に完成させ,宇宙開発班業団勝浦追跡管制所(千葉県),沖繩追跡管

制所に設置納入し,既に ETS一Π, GMS, CS の追跡管制に活疑L

て仇る。

これらのシステムにおいて,当社は直径30m 及び 18m のアンテナ

とその制御装置,低雑音増幅装麗,追尾受信装置,衛星距齢測定装

置,指令信号発生装置(ETS一Ⅱ, csj勵等を担当し,特に

(1)当社独白のディジタルワエーズロリクルーづを用いたサイトトーン距難

測定方式忙より高楕度で衛星距誹計測が可能である。

(2)任意直線偏波,左右円偏波の追尾受信が可能な単ーホーン追

尾方式kより,衛星打上げ時の到来偏波の変化に十分対応できる。

(3) VHF と Sバンドに対し異なるアンテナ開口を右する複合鏡面

を用いた経済的な VHF, Sハンド共用アンテナシステムの採用等,独自

,~

ー.^

C》~、畷

^

衛星追跡管制設備(沖繩局)直径30m アンテナ

実験用中形放送衛星用移動形受信専門局

この装置は,我が国の実験用巾形放送衛星システムの一學として日本

放送協会(NHK)から受注,開発した込ので,保守用ジーづ忙積械

されてΠ本全域の任意の地点K移設でき,衛星経陶のテ虻'信号及

びパイ0洌、イ言号の受信ができるほか,受信入カレペルのこら純鋤正

機能をもって込る。

ηξヰ.線装胤は直径 1.6m の4分割判1立式バラホラアンテナと三脚を含

む支持枇造部からなり,分鯛・線女てが容易でしかも手動で仰角・

力位角が円滑{4捌整可能な織造となっている。受信機は,空小線裴

院の反身捗断直後に突装されるSHFコンハータ部と FM 復羽部及び電

i原部からなっている。 SHF コンハータ部には_雌本'Flml"1路方式の低雜

音ダウンコンハータが攸用されており,吏に受偏入カレベル較正用の比

較発振器が笑装されてゃる。 FM 復融ξ部はテレビ信号 5CI〕選択受偏

可能な FM復調ユニ,"及び同扣休剣皮方式を採用 L たパイ0りト信号

受信ユニ"からなっている。確源部はこの奘羅の運用目的を考慮し

て述搬・゛刈乍の簡単な挑帯用ガソリン発俺機が採用されている。この

装羅の受信機の等価雑音温度は術星放送帯域内で50OK以下であり

テレピ信・号は標準入力一80dBm の時 S/N 48dB 以上(評価値)を

得て仏る。またパイロヅト信号に対しては受信入力一1]5~-95dBm

の範囲で良好な直線性を有する検波出力となって込る。

鼎彦

ネ所則レーダ C乍小線奘羅)
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移動形受信専門局

衛星放送受信機用高安定ガン発振器

SHF帯衛星放送の実用化に際し,その受信機用局発源として U.6
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GH.士50okH.1-10~Y50゜C程度の周波数安定度をもつ発振器が要

求されている。通常のガ'ン発振器はこの約 10倍の周波数変動があ

るため,従来は水晶逓倍方式局発源が使われていた。今回我々は,

(1)空胴内空気の湿度変化に伴い等価誘電率が変化することによ

る劉同共振周波数変化を小とするため,発振器を気密構造としシ仂

ゲルを用いた除湿機構を採用。

(2)空胴の熱膨張による共振周波数変化及びガンダイオードの温度依

存性を補償するため,誘電率温度依存性の異なる2種の温度補償用

誘電体を用い連続的補償可能な調整機構の採用。

(3)高Q高安定動作させるための最適発振回路の設計と最適ガン

ダイオードの選択。

により簡易受信梯凋として U.6Gfl.4。。klb/-20~+40゜C,受
信専門局用としてⅡ.6GH.8。螂V-10~+40゜C の安定度をも
つ発振器を開発した。出力電力は共に16dBm以上の値が得られて

いる。この発振器は従来の,①安定化空胴を付加する方法,②GaAS

インパットダイオード{Cおいて,素子の正の発振周波数温度依存性と空胴

共振周波数の負の温度依存性とを相殺させる方法などに比べ,構成

が簡単で調整が容易であり岻価格化が可能であるといった利点をも

ψつ。

アンテナは直径U.5m の 3枚反射鏡を用いた集束ビーム給電方式を

採用した軸対称カセグレンアンテナであり, X-Y軸マウント形式でかつ,

2本のりードスクリューによる限定駆動形である。

電気的特性の高性能化を図るため,主・副反射鏡系に鏡面修整を

行込高能率とし,集束ピーム給電系のロンチャとしてコルゲートホーンを

採用し,低サイドローづとして仇る。更には,準ミリ波帯(30/20GH.

帯)の各周波数帯で,3.5GH.の広帯域にわたり使用できるよ 5 に

設計している。また機械的には局舎屋上への建設・移設を考慮し,

自重及び風圧荷重の低減,ユニット化を図る一方,準ミリ波帯で使用

されるため,鏡面精度の向上,駆動系・角度検出系及び制御系など

の衛星追尾に対する追尾精度の高精度化を図っている。またX軸,

Y軸上忙3枚の集束反射鏡を配置させること忙より,給電装置を水

平方向及び垂直方向のφずれに、固定できるなど局舎への設置条件

に柔軟性をもたせている。

アンテナの主たる電氣的性能は,円偏波使用に対して,①開口能率

69%以上(20GH.帯) 60%以上(30GH.帯)②広角指向性

CCIR (R.P.391-2)勧告値,となるよう設計している。

"

多

衛星放送受信機用高安定ガン発振器

準ミリ波専用地球局カセグレンアンテナ

静止衛星を用いた中容量国内衛星通信方式の研究の一環として,日

本電信電話公社が計画した準ミリ波専用地球局カセグレンアンテナを製

作し,横須賀電気通信研究所に納入した。

蒸

、、

^

5.3 電子応用機器

●画像関係機器

高解像度X線テレビジ,ン装置

X線テレビづヨンに使用されるテ此'りヨンは走査線数525本又は 625

本の標準方式のものがほとんどであるが,近年開発された高性能Ⅱ

(1m.gelnte那i丘e0 の画像を劣化させることなく再現するにはとれ

より高解像度のテレeジ,ンが必要である。この装置はとのよらな背

景のもとに高性能H と組合せて高識別度のX線透視像を得るとと

を目的として製品化した走査線数945本の高解像度テ比'ジョンであ

る。

テレビづ.ン画像は電子ビームをづラウン管面に走査するもので縦方向

と横方向に多数の絵素が集合している。高解像度テレピジ.ンはこの

絵素数を多くするため次の項目を改善する必要がある。

(1)高解像度の撮像管及びづラウン管を使用する。

(2)垂直解像度を上げるために走査線数をふやし,縦方向の絵素

数を多くする。

(3)水平解像度を上げるために映像帯域幅を広くし,横方向の絵

素数を多くする。

ミ、

、十

傅卜篭
.ー

、、
ノ、^」"〒』.^^'.

ノ入J/J 、、、"、、

,■ゞター、'~七、

1
ゞ、J "'^

ン六
Υ、11野
J人毛'J J

、ンξ,1、イ、、」^チ. J゛,、.、、、3,'、
>考ず_゛二9之、4ψ、弐、ハ9゛4'1}

ミ

3,ノ

ヘノ

'ー

^

ノ

J、 J

＼

'""^

__゛JJ

64

__ノ

準ミリ波専用地球局カセづレンアンテナ

如,ー

これらの項月は互いに関連して込るため技術的な可能性などを総合

的忙検討する必要がある。

その結果,との装置では撮像管は1インチ管を高電圧動作で使用し,

走査線数はEIA規定の945本方式を採用した。また,映像帯域幅

は撮像管の限界解像度が取り出せる23MH.とした。との外, X線

テ此'ジ,ンではVTR などと組合せることが多いため一般の録画装

置が使用できるように9妬本と625本の走査線数の切換機能を持た

せた。

XT-1100形テ此'づヨンは解像度を決定する主要部分である撮像管

を 1インチ管としたが,水平 1,100~1,200/垂直650本の解像度を有

し, X線透視識別度も水平 16~17/垂直 13~141Pkm と低ぽ従来

形の2倍の改善を行った。したがって,との装置を用いれば識別度

の改善による診断検査精度の向上だけでなく,直接撮影の一部をモ

ニタ面間接に置きかえて被爆線量の軽減をはかるなどの新しい用途

、期待できる。写真はモニタ面問接の臨床例で,画面の右側は撮影

時忙写し込まれる患者番号等のデータである。

三菱電機技報. V01.52. NO.1・ 1978
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TV画像情報解析システム

植物生育制御用のTV画像情報解析システムを愛媛大学農学部に納

入した。とのシステムは計i則用 TV カメラとビデオメモリ(りアルタイム TV

画像記憶装置)で構成し,《MELCOM》70ミニコンビュータシス〒厶と組

合せて,植物の生育に最適の環境条件をつくり出すための解析に使

用する。このシステムは,サーモカメラ,カラー表示装置等の接続も可能

で広範囲の画像解析に対応できる。

特長

(D TV カメ3 にシリコンビリコンを使用しているので,高感度で広い

波長範囲(青~赤外線)のデータが得られる。

(2) TV カメラ及びVIR の信号を入力できる。

(3) 1画面(V60秒) A/D 変換がりアルタイムでできる。

(4)画像データはビデオメモリのパネルスィヅチを押すだけで TV カメラ

から 1フレームメモリ(256×256×8 ビヅト)に記憶でき,更に自動的に

呼び出された転送づログラムにより,磁気ディスク装置に格納される'

(5)磁気ディスク装羅に格納したデータを, FORTRAN で書いた

づログラムで処理できる。

、

, f-

臨床モニタ像(名古屋市立大学病院)

るととを目的とした 20インチ90度偏向デルタ形カラー受像管を今回

新たに開発した。

け加光面上に投影したシャドーマスクの穴のビッチはNTSC及び PAL

の両方式にお仇てモアレが最小となるように選定した約0."mmで,

精密3電子銃の採用と相まって,20丘・しの白色画面に治ける限界

解像度は画面中央で60OTV本,周辺部で500IV本以上であった。

これは従来の TV用受像管の約1.5倍の解像度に相当し,解像度を

向上させつつモアレを低減し画質を向上させることができた。放送

局{Cおけるマスタモニタの色再現性の重要な要因であるけ仏光体発光

色色度の統一のためにコンラック社の標準色度及び許容公差を基とし

て当社の放送局モニタ用けい光体を決定し,厳密な管理のもとにけ

φ光面を作製し所期の目的を達成した。

けい光面はづラ・,クマトリクス方式にしてコントラストの向上を図った。

ラスタシフト,ラテラル及びラジアルコンバーゼンスι彪、要補正量をノトさくし,エ

ミ,シ.ンの安定性及び電極間リークにつφても配慮し調整設定後の色

温度の変動を極力小さくした。ミスコンバーゼンス量は中央部直径 300

mm の円内で0.4mm 以下,その他周辺部で 0.8mm 以下という T

~モニタとしての規格を十分満足するものであった。

多走査線(1,049~1,260 本) R. G. B,カラーモニタ

計算機の端末に用仇られるカラーモニタは,最近ますます複雑多様高

密度化する情報を処理するために,走査線を従来(525本)のもの

に比べて2倍にすることが要求されている。今回開発したモニタは

1,0四~1,260本の走査線を得ることができ,高性能・高信頼性を誇

る外,量産性を考慮して設計しており,既に市場において高い評価

を得ている。この R. G.B.カラーモニタのきわだった特長は色ずれ補

正回路Kあって,これは画面全体を 10 箇所に分割したおのおのの

部分でR.G.B.の各色を独立して調整できるようにしてある。この

ため調整が極めて容易となり,補正後の色ずれは画而周辺部におい

ても0.5mm以内に納まり,更に温度,経時等の変化に対しても優

れた安定性を示している。
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モニタ
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VTR

モニタ

^

A/D

カメラ
コントロ^ラ

タイミングコントロール
^^ー^^^^^ー^^.」

1フレーム

メモリ

D/A
256×256
X8 b辻

高級テレビモニタ用カラー受像管

放送局{ておける高品位のカラー画像表示のためのTVモニタに使用す

カメラヘッド

MELCOM70
32KW

VF
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●音声装置

ビデオメモリ M8256

環境制御部

三式ネ斗

ディジタル式音声録音再生装置

駅における自動案内放送や土場における自動警報装置等,サービス向

上や安全確保の手段として種々の自動音声応答装置が使用されて込

る。とれらの装置には磁気テーづ方式の屯のが数多く採用されてい

るが,使用ひん度が高く,また刻々変化する情報に即した放送をす

る必要がある場合にはこの方式では限界がある。

TV画像解析システム

グRース
キャビ才、ツト

CDK

5MB

TTr

醐剛剛1側蹴削脚捌朏制肌1Ⅲ惜Ⅲ側胤削懈Ⅲ11朏削洲馴脚洲11Ⅲ臘11Ⅲ剛削Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ肌Ⅲ11川ⅢⅢ1Ⅲ肌1Ⅲ1胤肌削肌11Ⅲ馴州1Ⅲ1洲1}Ⅲ川肌1Ⅲ1胤Ⅲ11洲Ⅲ11削朏1111肌則削11111肌削洲Ⅲ11肌脚剛11Ⅲ削肌11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1

PTR

PTP

PIU

5.

XY

通信と電子応用

CRT

これらの要求に答えるべく,はん(汎)用の固定へ,,ド磁氣ディスク

を利用した非接触形ディづタル音声録音再生装置を開発した。この装

置は次のような特長を有しており,通常の音声源としてはもとより,

CPU と組合せて高い機能を発揮する自動音声応答装置に最適であ

る。

特長

カラーモニタの画像例
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(1)非接触形のため長寿命である。

(2)多重出力(2 ~120h)が可能である。

(3) CPU 制御(CPU との接続)が容易である。

(4)保守が容易である(給油3年どと,部品交換5年ごと)。

(5)繰り返し再生が可能である(巻もどしが不要である)。

(6)録音機能があり,録音内容の変更が容易である。

なお,この装置の録音容量は要求される音質によって変化するが,

512k凡V の磁気ディスクを使った場合は約200秒問の音声力靖己憶でき

る。更に必要に1心じて,磁気ディスクは8台まで増設でき,容量の異

なる磁氣手イスクの混用も可能である。

●計j則試験機器

IC 力ード自動試験装置

電子機器の複雑化,小形化,高信頼性化に作い,これらを構成する

IC力ード(部品を実装したづりント基版)の試験時問短縮,試験精度の

向上に対する要求が急激に尚まっている。当社では数午前からこの

IC力ード自動試験機の開発忙着手L,多種少量生産に適合した各種

の試験機を生産ラインに導入してきたが,とのたびディジタル回路用

として高速化した様かアナ0グ回路 q氏周波)の試験機能を心打扣した

IC力ード白動試験装置を開発Lたので紹介する。

榊成

(1)テスタ架.測定回路及び被試験物との接統部を収納。

(2)操作盤。

(3) CRT手イスづレー.試験§占果を表示。

(4)システムタイづライタ.テストづψ'ラムの作成忙使用。

(5)ミニコン《MELCOM70シ装羅全休の1制御,手ータの処理を

行う。 CPU の§計音容量はコアメモリ16kw,外部記1恵容砥は磁氣手イ

スク装置 131kW である。

音声入力

起動信号

アドレス

1脚媒削馴燃Ⅲli剛朏榔棚劇叫締剛削鵬糊1棚側別削馴鯲11111朏Ⅷ1棚削1桝捌馴剛ⅢⅢ朏Ⅲ11脚側脚湘削雛鵬剛脚泓棚11Ⅲ脚脚榔郷剛Ⅷ1鄭航川朏馴剛胤胤則則削航剛鵬'1湘麟側馴恥制削朏朧棚1

試験手順

(1)簡単な専用言語でテストづログラムを作成L紙テーづにパンチする。

(2)装置に紙テーづを読込ませる。

(3)装置忙被試験 IC 力ードをセヅト L,スタートスィッチを抑す。

(4)装置が瞬時に試験を完了し結牙K合否,不良内容,ディづタルの

場合は不良回路など)を CRTディスづレー上に表示する。

結果は要すればタイづアウト可能である。

A/D
*換

音声出力(1)

ディジタノし

速度変換

音声出力(ハリ

D/A 速度変換

D/A変換

デイスク

制御

回路

試験内容(簡単な回路追加により拡張可能)

速度変換

クロック

発振器

磁気

ディスク

ディジタル王艾音'声録音再4三生赱羅俄成図

6'及大 19?ビソ)

ブナUグ

(オーデ'オ劣り

い)フフソクシ"ナルテスト(詮理桜能.貳験)

(2)グィナミノクテスト(入力!.1号の選圧・;立形・辿喚な

Eを変化きせて動作硫認ナる試与幼

( 2 )り二フりテ 4(})樹'皮数特姓

(3)電圧・1琶流仙な E

(1) A D ・ DA 変換噐の機能,精j立試験

(2)電氏ノ瑚波数、変換噐の機北,椅痩試弥

(3) i肖塑置虎(2)時問問隔(】)碕映数

上記各試験項目忙ついての電練電圧変動試験

ナログ滉合

丁

システムタイプCRTディスフレー

の他

10時問

10秒

性
ムヒ

アナログ
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形状判定パターン計測プロセッサ

対象物体の大きさ,長さなどの幾何学的パラメータを光学的センサ K

より入力されたデータを手イジタル処理して求める計i則技術は種々の

分野で利用されているが,画像処理技術を応用して高速で高粘度の

計測仂{可能なパターン計i則づロセ,,サを開発した。

本機はコンベア上の移動物体をラインセンサで読みとり,2値化され

たパターンとしてパターンメモリ忙入力し,ディジタル計測回路とマイクロづ

ロセリサにより高速に処理を行仇,種たの幾何学的パうメータを求める

ため,融通性の高い高精度の計測が可能である。

本機はマイクロづロセヅサ制御であるため安価で広込応用分野がある

が,今同は農作物への応用としてきゅうり自動選別装置が実用化さ

れた。

以下に本機の特長を紹介する。

(1)背景からのヌ、1象パターンの切り出し,雑音処理,対象物の置き

方チェヅク等忙,各種の画像処理技術を応用している。

(2) 2値化された形状パターンを記憶する IC メモリを有しており,

多種類の計i剣,多目的のパラメータ抽出ができる。
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1対象物ι7

1 移動方向

FA-80 形製品写真

搬送部

農作物自動選別装胤への応用例
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(3)ディジタル回路で朧成されており,高速一部言頼性の処理がで

きる。(例えぱ,きゅうりの自動選別装置の場合.260×70mm の領

域にある対象を 10om.以内で処理できる)

レーザバーコードリーダ

この装置は,生産ライン,配送センタ,自動倉庫等を対象として開発

したもので,物品に付したバーコードを自四珀り忙読取り,計算機等に

情報を送る装羅である。 He-Neレーザ光を走査L バーコードを読取る

へりドと,バーコードを解読するためのデコーダとから成り,焦点深度が

深い,移動中のラベルが読取れる,設置場所の照明の影響を受けな

い等の特長がある。主な仕様は下記のとおりである。

走査方式.回転ヨラー式,コード.20ut of 5,桁数.8桁,ラベル移

動速度●60m/分以下,読取距航,20~40仇れ(ハーの太さ 0.4mm),

出力:8桁 BCD ・ TfL オーづンコレクタ。
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●ファクシミリ

今回新たに製品化Lたくメルファス》FA一即形は,低価略ながら A4

版の原稿を 2分で伝送することができる確話影劃弓小速ファクシ三リで

ある。 FA-80 形は一般の喜務機噐と同じ手軽さで取扱えるように.

操作保守が極めて容易で運用賓用も安価なものとした。更忙国際竃

信篭話諮問委員会(CCITT)の国際標準規格に完全に適合しぐおり,

他社フフクシミリとの交信,ある途は国際問の交信屯可能である。 FA

-80形の製品化{C当たり新規開発事項及び技術的な特長は次のとお

りである。

まず匝i信号読取部には自己走査形のフ才トダイオートアレイを使用Lた

固体平面走査方式を採用している。送信原稿の照明には独自の開発

による商効率の直管反射形づルーグリーンけい光灯を使用し赤色の再現

性向上を行って仏る。更にけい光灯駆動電源として新規開発の予弐

回路卞h高周波点灯電源を採用し,フりりカレス,高却度長寿命化を達成

している。次に画信号処理部では独自の信号処理方式により画質の

向上を図り,また自動しき仏値設定回路によりコントラストの悪い原

稿でも鮮明な記録画像が得られるようにした。

記録方式としては構造が簡単で,保守操作性・信頼性持優れた,

固体平面走査の感熱記録方式を採用した。感熱記録は無騒音,無臭

で公害性がなく,記録紙も安価て嘩隹持コストの低減ができる。

画信号ドライづ部は常に安定した記録画像が得られるようにするた

め温度制御回路を導入した。伝送速度が2分,3分,国際規格及び

ファイン(4.5分)のモードについては, AM-PM-VSB方式を用いて帯

5.通信と電子応用
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域圧縮を行い伝送速度を向上させている。主た FS 方式による低速

モード、内蔵してーる。送信受偏の伝送手順を始めすべての制御は内

蔵のマイクロコンビュータで処理L,自動的に受伝モードを選択して連続

送信,白動受儒が可能である。

本機は送受兼用形で,自動給紙機泌を内蔵したコンパクトなデスクト

ヅづ形にまとめている。また既に好i下を得て仏る超高速ファクシ三リ F

A-300形との交信を可能にするコンバータや順次同報奘置をオづション

として準備し,ファクシ三り製品系列を一段と強化Lた。

レーザバーコードリータ
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5.4 伝送機器

●プロセスデータ伝送装置

テレメータテレコントロール装置に代表されるづ0セスデータ伝送装置は,近

年,ミニコンビュータ,マイク0 コンピュータを内蔵し,システム化の進展が著

しい0 特にマンマシンインタフェース機能の充実は目覚ましく,利用者忙

とってより右効な設備として,その利用範囲が大きく拡大してぃる。

また,機能分散化の思想が遵入され,子局のインデJジェンス化の例も

あり,単なるテレメータテレコントロール装置から,テレオートメーションシステ

ムへと大きく変質している。その代表的機種として,ゞータ処理機能

を含め,徹底し左モジュール構造による融通性,拡張性に富む三菱広

域監視制御設備《N促LTEC》8シリーズがある。

その他,多心ケーづルの代替として,各方面から脚光を浴びている

簡易な信号伝送装置《マルチェコー》,それぞれの用途に最適化された伝

送装置を含め,以下にその実施例を紹介する。

ゲート自動制御装置

神戸市水道局納め40OMHZ帯テレメータシステム

昭和42年神戸市水道局に納入したテレメータシステムは,大幅な供給範

囲の拡大とサーピスの向上を目的として新たに拡張を行Ⅵ飛躍的なシ

ステム増強が行われた。今回のシステ△では多重回線の利用,インテリづ

エント子局の採用,計算機利用によるマンマシンインタフェース情報のきめ

細かさを特長として仏る。水道事業は,需要家の生命の泉ともなる

郷ξlf電^'ξヲヲき梦一甑 ゛,券那聾tミ3熊雛毛鬻六拶主漆膨ず夕1

《MELTEC》8 シリーズのモづユール

導水路監視制御装置

今回,水資源開発公団に,海部幹線水路の管理を目的巴して,幹線

水路監視テレメータ装置及び弥富送水機場監視制御装置を,心佃LTE

C》8シリーズの構成忙より納入した。馬飼頭首工と弥富送水機場を

親局とし,調節せき(堰),各分水工を子局とする集中管理システムで

あり,通信回線にはマイクロ回線と自営線を利用してぃる。その機能

は,下記のとおりである。

(1)水位,流量等のテレメータ。

(2)調節ゲート,分水ゲートのテレコント0ール。

(3)時報及び日報の作成。

(4)機器故障,データ異常時のアナウンスメント記録。

(5)ゲート開度,水位から流量の算出。

(の水位,ゲート開度,流量等,計45 量の数値表示。

(フ)弥富管理所より馬飼頭首工へのチータ転送機能。

(8)瞬時流量の 1分ビとのサンづルによる積算流量の算出。

弥富管理所のデータ処理装置としては,ミニコンビュータ《MELCOM》

70 モデル 20 (1C メモリ 16kw)を利用したため,従来のテレメータテレコ

ント0ール装置では,実現しにくかったアナウンスメント記録,流量演算,

データ転送,ロギングの作成が非常に容易に行えるよら忙なった。主た

マイク0 回線故障時は,自営線のバックァ,づにより,伝送系の信頼度

を著しく向上できた。

マイクロプロセッサによるゲート自動制御装置

農林省東海農政局に羽布ダム水管理改善施設工事の1つのサづシステム

として温水取水ゲート自動制御装置を納入した。との装置は上流下

流の雨墨オ、位テレメータシステム,放流警報システムとともに,ダム集中管

理を目的とするものであり,現場から集中管理室へのデータ伝送に

は《入館LTEC》8 を適用,ゲート自動制御装羅には,三菱 M58710

S を主体とした汎用マイクロづロセ,,サμP-80 を使用してぃる。その機

能は下記の巴おりである。

(1)現場から,管理室へのデータ伝送。

(2)ハ'ルづ開度と取水塔内水位を計測して,バルづ放流量の算出。

(3)ベンチュリ管差圧を計測して流量の算出。

(4)バルづ,取水ゲートの自動制御。

μP-80 システムでは,主メモリとして,コアメモリ,1C メモリ(RAM ある

いはROM)のφナれも適用可能であるが,演算に必要な係数の変

更が容易なこと,停電忙対してのづ口づラムの保護が行えるととから,

コアメモリを採用している。

従来,この種の制御装貿は,アナログ演算方式を利用するか,ミニコ

ンを利用することが多かったが,マイクロ CPU の利用により小形か

つ安価忙測乍するととができ,システムの構成が容易になった。
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、ので各殻備においては高い信頼度が要求されるが,このシステムで

は多重回線は100%予備,計算機は市街系,西神系,北神系の各づ

ロック別に設置してシステム信頼度の向上が図られている。なおこの

システ△による制御・監視対象設備は,122配水池,4ボンづ場であ

る。
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システム構成図

信号伝送装置《マルチエコー》 2000

近年,白レ・工場,各種づラントなどで,管理の徹底と省力を目的と

して,遠方制御監視システ△を導入するケースが多くなっており,信

号伝送装置《マルチェコー》の需要も増加している。過去の納入実績と

しては,工場の受電,製造設備,白レの受電,空調設備,港湾の荷

役設備,船舶の各種補機,トンネ」レ掘削などの建設1幾械,水処理,脱

硫などのづラント,ゴルワ場の自動さん(撒)水設備などがあり,対象,

規模とも多岐にわたっている。

《マルチェコー》は「信号・線を減少するための装置」であり,信号線の

敷設を安く行えることを第1の効用とするが,単なる経済効果以外

の理由で評価され使用される場合がある。例えぱ荷役設備,建設機

械など移動を伴う設備では,移動ケーづル,ケーづル巻取機,スリ,,ナル

グなどが簡素化されて,保守性が著しく改善される。また白レなど

で既設ケーづル内に空線が2対あれぱ,安直に設備の変更,増設でき

る。

《マルチェコー》2000シリーズは,とのよう忙広汎な用途k柔軟に対応

できるよう,従来の 1000シリーズに改良を加え発売したものであり,

主な特長は 1台の親局と16台以下の子局により256 点、(量)の制御

監視及びアナログ信号を伝送できるとと,すべての機能ユニ,,トをづ

ラグィン化したため,伝送対象となる信号の種類,規模及び分散の程

度に応じて、必要十分なシステムを組むことができること,中継ユニッ

トのづラづインにより伝送距籬の拡張が容易忙行えるこ巴などである0

その他,自己診断機能により故障発生時k故障点を指示警報できる

三菱電機技報. V01.52. NO.1・ 1978
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集中管理室

都市ガス供給設備用遠方監視制御装置

京葉瓦斯(株)忙ガス供給設備用遠方監視制御装置を昭和51午8月

納入した。との装置は,従来の巡回監視に代わり,供給所5局,整

圧基地16局,工場1局の情報を刻々監視すること,また地震など

の事故時k緊急バ1レづを遠方制御するととにより事故の波及防止を

目的として゛る。伝送路は本社,供給所問忙当社製40OMH.多方

向多重無線機を使用し,その他は電電公社線としている。本社では,

圧力流量の常時監視としてグラフィリクパ?ル,制御選択表示として操作

卓,また小形計算機《MELCOM》70と CRT により圧力異常時そ

の局の異常状態を自動表示し,またタイづライタに各定時ごとの圧力

流量値を記録するシステムとした。
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向上に努めて仏る。

図にとのシス〒厶の構成の1例を示す。また主要な仕様を表に示

す。なおとのシステム導入により下記の効果が期待される。

(1)各ビルの常駐員を最小限(又は無人)にすることができる。

(2)夜問の監視が必要な場合も,夜勤者が仮眠をとるととができ,

労働条件が改善される。

(3)機器動作を忠実に記録するので,保守資料としてイ斐立てるこ

とにより,機器の効率的運転が図れる。

(4)管理員の人員構成が各白レ単位からビル群単位になるため,

係員の有効活用が図れる。
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】0~30 ビル
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送

状態監視,異常・故障監視

項目数は対象設備の規模に応じて設定(12点単位)

詣

送

誤り制御方式

速
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1匡き'或J

線

ON・OFF 信号(12項目を基本とナる)

中央処理装置

京葉瓦斯(株)本社監視センター

ビル群集中管理システム

近年,電電公社の専用線を使用して,各所に散在するビルの防災警

備情報を遠隔集中監視する方式が,警備保障会社などで行われてい

る。当社ではこれを一歩進めて,白レ内の設備機器をも集中監視制

御する形忙発展させ,白レ管理業務全般の機械化を促進するシステム

を開発した。昭和52午忙は,とこに紹介する白レ群管理システムが

東京と大阪でそれぞれ稼動を開始してφる。このシステムは受変電・

空調・給排水衛生・防災防犯などビル用諸設備を対象とし,その規

模,管理内容K応じてシステム機能が選択できるよう配慮して仏る。

遠隔監視制御忙は当社が多年にわたり,電力・ダム・河川・水道な

どの広域監理システ△に使用してきた技術を駆使し,システムの信頼性

度
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ようになっており,保守上の配慮も十分行っている。

゛,ー
"'J

《マルチェコー》2000 親局(TCU)
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《マルチェコー》2000 子局(LCU)

可搬形無線テレメータシステム

従来の,汎用テレメータシステムでは設羅・撤去・移動が困難であり,

経済性・有効性の上で,非常に不利であった。

大阪瓦斯(株)との共同研究忙より開発,笑用化した可搬無線テレ

メータシステムは小形軽量可搬描造で,人手による運搬もでき,設冨ト

撤去が約30分で済むととから,φつ,どこへでも持ち運んで運用

可能という特長を有している。

1台の親局装置と,6台の子局装羅でシステムを桃成し,親局装置

の指令により,6力所の子局装置を始動し,アナログ情報1点,オンオ

フ情報3点を計測し,親局装置で遠隔収集・表示することができる。

伝送路は,150班1"移動無線回線を使用し,移動無線電話システム

との回線共用ができる。特に子局装置は,全天候形であり,また,

専用バ四テリ,車両バヅテリ,商用電源のいずれも使用可能で,特忙,

CMOSIC化忙より,消費電力は極めて少ない。運用上では,自由

なデータ収集方式の選択,各種検定方式による手ータ品質,精度の維

持ができるように留意している。

現在,とのよらな可搬無線テレメータシステ△は,ガス遵管工事期問中

や,天然ガス転換作業時の圧力監視業務に広く適用されている。

期待されている。

漏油監視伝送装置

近午,産業災害防止機器として,漏油監視伝送奘睡が注目を集めて

いる。漏油事故発生時に緊急対応処羅を講じるため忙は,常時中央

監視室で石油タンクの状熊を監視しておく必要がある。

石油タンクの防油堤内忙設置された漏油検知器からの漏油発生信

号'を中央監視室まで長距雜(2Rm まで可hめ伝送する漏油監視伝

送装置を開発した。

漏油発生時に検知器より接点信号が送信器忙入力として与えられ,

送信噐で商周波信号忙変換後伝送ライン忙重畳する。中央監視室に

設置された受信器はサイクリック K送信器(最大30台)を呼出し,送

信器よりの信号を復元後漏油発生をランづ表示及び警祁りレー接点出

力として外部へ出力する。

f
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亨

可搬形無線テレメータ装冊

今後は,ガス供給事業だけでなく,水道・河川管理業務への適用も 漏油監視伝送装置の子局
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6.半導イ本素子と集積回路
51年度の電子工業は,他産業が不振を極める中でカラーテレピ, CB ト

ランシーバ,オーディオ製品などの輪出の急増により,自動車産業ととも

に史上最高の活況を呈した。

しかし,下期に CB トランシーバのチャンネル変更実施が発表されるや,

とれに伴う買い控えと更にカラーテレビの米側提訴に基づく日本の自

主規缶Ⅲてよって,輸出市場の環境は一変し,52年度は一転してセッ

トメーカ側の在庫調整により電子部品の受注は急激に落ち込んだ。し

かも,51年の大幅な増産設備投資が裏目に出て,とれに昨秋以降の

大幅な円高が重なり,価格競争力が急速に失われ,部品業界にとっ

て,馳年度は正に50午上期に並ぶ不況の年であったとい仇得よ

う。

当社は,この現状を打開するためテレビ用電子チューナ回路,才ーデ

イオ用低雑音トランづスタ,カメラ用IC,高級電卓用 LS1など新たな分

野を開発し,特にテ比'ゲーム用LS1ではそのコストパフブ・ーマンスが他社

を圧倒して大口需要を獲得し,そのづーム化を早めた。一方,産業

用特にコンピュータ産業用では小形,超小形機種を中心とする需要拡

6.1

●樹脂封止形自動車用ダイオード

させることができた。更に,放熱板への取付けや,外部リードとの特性定格15A・10OVの,我が国で初めての樹脂封止形自動車用ダ

結線が容易であり,かつ樹脂封止形外装であるため,装置への組込イオード・SR16DM の開発を完了し,量産に入った。とれまでの Pn

みにあたって絶縁保護Lやすい,といった特長をもっている。接合表面をシリコーンワニス等で保護した金属容器気密對止形の自動車

今後,主要応用分野,用ダイオードに比べ, pn接合表面を電気的・化学的に安定な無機ガラ J ^^ "

である自動車のダイナモス皮膜で被覆保護するいわゆるガラスパリシベーションを採用したため,

整流装置に限らず,気密封止を必要とせず樹脂封止形にするととが可能となった。また, ゛、ノ,」、、ノ゛」●゛゛'

般整流用途にも広く使機能本位をシンづルな構造にしたので,組立工程の全自動化が図れ,
ーーー t"ー、七一ー,ー組立工数が従来のV7になり,かつ組立部品点数も従来の金属容器
ー,、ー"、,τ'、りW 、bl,ノ、~、.ゞ,、、,,、、、゛,1'

用されるであろう。

V 二、乳,、、、声イj寸」.訟".女t,'シ゛ートt会上4 ミゾぎ、Jn ムコ'?ノ七"""',ぐ゛'ー{1ミ気密封止形自動車用ダイオードに比べ, V3 に減らすととができて,

樹脂封止形自動車用ダイオード省力・省資源化が実現できた。その結果,品質・信頼性を一層向上

● TV電子チューナ同調用電圧可変容量ダイオード MVI02, MVI03

R.より 0.1~0.2Ω小さい値であり NF 特性などのチューナ性能の向
TV電子同調用電圧可変容量ダイオードとして,入IVI02(VHF用)

上忙大きく寄与するものである。

半導体素子

大に伴い,16Kダイナミ"クRAM等の高密度MOSメモリや,高速 D

SA. MOSメモリなどを新たk開発し,超LS1技術の進展にからん

で53年度も更に市場の拡大が予想される。マイク0づロセ',サも ECR

(電子会計器)を主に当社の出荷も増大し,はん(汎)用的なワンポード

コンビュータも市販し,このため低消費電力の PROM 、シリーズ化し

た。

本文ではこれら新製品の概要を報告するが,その成果によって52

午全般の半導体製品売上げは,好況時の51年度実績を若干上回る

見込みを得ている。今年度は,需要動向が依然として低迷している

ものの,当社としては更に

(1)電力半導体素子の原低並びに高性能化。

(2) MOS 及びパイボーラ 1Cによるマイクロコンピュータシリーズの充実化。

(3)家電製品へのマイクロコンぜユータの応用。

(4)リL製品の各用途への応用強化。

(5) CCD 及び MOS-1C による大容量メモリの開発。

等を考え,製品だけでなく技術的に、シェアア,づを図る予定である。

MVI03(UHF用)の開発を完了し量産を開始した。これらの主な

特長は次の 2 点である。(1)小形 DS形ガラスパ,,ケージを採用してい

る。(2)直列抵抗 R.が小さい(0.43Ω代表値)。

小形ガラスパヅケーづの採用● DS形ガラスパッケーづを用いた互イオード

は,生産性が良好であり,信頼度も高いメ小,トがあり現在小信号用

ダイオードの多くに採用されている。一方, DS形には漂遊容量が大き

仏という特有の問題点があって, TV電子同調用ダイオードに DS形

を採用するのに障害となっていた。今回当社ではこの DS形の漂遊

容量を,独特のパ,,シベーシ.ン技術と新し仏電極形成技術を用い,更

に従来の DS形の約ν2 の大きさである小形DSパヅケーづを採用し

て,実用上支障のない値に引下げるととに成功した。これにより

入IVI02, MVI03 は DS 形ガラスバ',ケージを採用でき,耐湿性など耐

環境性能が良好な高信頼度を有する素子とすることができた。

直列抵抗RSが小さい;濃度分布の厳密なコントロール及び独特

の電極構造を採用するととにより R.=0.43Ω代表値,0.8Ω最大値,

@Cι=14PF, j=470MH.とすることができた。これは従来品の

1.0
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●オーディオ用低雑音デュアル電界効果トランジスタ

最近のオーディオ業界忙おいては,高級ステレオアンづの高 S/N化,広

帯域化(周波数・位相特性)の傾向が著しφ。その具体例の1つと

して,イコうイザアンづの ICL 化(入力結合コンデンサの除去),パワーアン

づの DC化が進められているが,1CL化, DC化を実現するには,

初段差動増塙器にデュアルFETを使用すると容易である。今回開発

した 2SKI09 は,上記用途にマッチさせたもので,づりメインアンづ初

段差動増幅用の nチャンネル接合形デュアルFETである。づりメインアン

づ初段差動増幅用FETとして要求される最も重要な特性は,ペア特

性及び雑音特性である。2SKI09 は,特性のよくそろってぃる同一

ウエハ内の隣接する FETチ,づ 2個を同一外装(7Pin S兀)に組立

てた 2チヅづ方式のデュアルFETで,1チッづ方式のものに比べ同等

以上の優れた特性を有する。ペア特性を表すパラメータdvos(双方の

FET に同一のドレイン電流を流した場合のゲート.ソース問電圧の差)

は 30mV以下である。また高g仇化するととにより"珠生音化を図

り,併せて高利得化が実現できた。 2SKI09 の g仇は 7mU標準

(@VOS=10V,1D=1mA, f=11'11.)であり,当社従来品(単品)

● VHF, UHF帯移動無線機用高周波高出カトランジスタ

最近の移動無線機は,小形軽量化,高効率化を促進するため,送信

段トランジスタの増幅段数を減らす要望が強い。

とこ 1て紹介する MTH114(175M11.,13.5V,28W), MTH 111

(520辺1.,13.5V,28W)は最近の VHF, ufⅡ'帯マル無線機

やアマヲユア無線機等メーカの要望k添って設計・開発したものであ

り,次のような特長がある。

(1)利得が高い(MTH114 G那 10dB @175MH.,13,5V, P。

=28W, M丁H111 G那 6dB @520入鐐.,13.5V,ア。=28W代表
値)。

(2)破壊耐量が大きい(無限大の負荷VSWR に耐える)。

(3)直線性がよく低ひずみである。

(4)コストパフォーマンスの優れた当社独自のパッケージ採用。

これらの特長はエミヅタ安定化抵抗を有する高精度マルチセル方式パタ

ーンと MOSキャパシタを内蔵する H1含T設計を可能とした,当社独自

のフランジ形セラミ,,クパッケーづの採用と,高信頼度化を促進させる高

精度多層金電極形成技術等の適用により達成したものであり,今後

はとれらの技術を応用,展開して高性能の高周波高出カハイづり,,ド

●ガラスパッシベーション形高耐圧2A サイリスタ

定格オン電流 2A,定格電圧 50OV の高耐圧サイリスタCR2AM の

開発を完了し量産を開始した。

従来の CR2AM の定格電圧の範囲は 50~40OVであったが,定

格電圧50OV の素子を作るととにより CR2AM に対する高耐圧化

の市場要求に応じることが可能巴なった。この素子は, eーク繰り返

しオフ電圧及びビーク繰り返し逆電圧50OV, eーク非繰り返し逆電

圧 60OV と仇う高耐圧を有するもので,他の電気的特性は従来の

CR2AM とほぽ同じである。

開発完了し量産を開始した 2A ・50OV サイリスタは,そのチ,づ構

造を従来のCR2AMのづレーナ形構造から当社独自のメサ形構造に

かえるととにより高耐圧化を可能忙し,更に, pn接合衷面のパ.,シ

ベーション方法として電気的・化学的に安定なガラス被膜で被覆保護す

る方法を採用するととにより安定した高耐圧特性を有する、の巴し,

高信頼性化を可能にした。またアセンづり構造は従来の CR2AM と

6.半導体素子と集積回路

2 S K I 09 Ⅷ1111111111111111脚1肌11111111川1111川111!111m111111Ⅷ1!11111111肌1Ⅷ11111111111!111Ⅷ1Ⅷ111111111111111111111111111肌1111111"11111111111Ⅷ111111Ⅷ1

に比べ2.5倍以上大きく,そのため雑音特性も大幅に改良している

(特性図参照)。

2SKI09 のその他の主要特性は次のとおりである。

V(BR)OSS塗50V,10SS=1nA,1刀SS=1~12mA,アr=150mw/
Unlt
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同様リードマウント形構造でシリコン樹脂モールド外装のため絶縁性がよ

く難燃性,かつ唾量であるなどの特長を有している。

この 2A・50OV サイリスタの量産化により,今後CR2AMの応用

分野は漏電しゃ断器をはじめとする民生用機器及び産業用機器忙広

く使用されるようにな
くヅγ 1ひ、ツ〒t三

るものと期待される。
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● 4,00OV 2,50OA高耐圧大容量サイ リスタ

10ommφのシリコンウェハを採用して,耐圧 4,00OV,電流容量 2,500

A の性能を有するサイリスタの開発に成功した。

一般忙大容量サイリスタは,高耐圧になれぱなるほど,オン電圧の

上昇や動特性の低下により制御容量が減少するので,シリコンウエハの

面積すなわち導通面積を大きくしてオシ電圧を低くさせる必要があ

る。しかしながら,シリコンウェハが大口径になる抵ど,製造方法にい

くつかの問題を生じ,大口径化の障壁となっていた。しかし,

(1)ウェハの変形や結晶欠陥の発生を抑えて大口径ウエハに均質な

Pn接合を形成する拡散技術

(2)ウエハの広い領域で瞬時にターンオンさせウェハの面積利用率を

Ⅲ1削朧ⅧⅢ1Ⅲ馴削11ⅢⅢ11削削朏1Ⅲ1削肌Ⅲ11肌1ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ11削ⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ削ⅢⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1肌ⅢⅢⅢⅧⅢⅢ1Ⅲ111Ⅲ1刈肌1ⅢⅢⅢ肌
●高信頼度樹脂封止形トライアック BCRIOAM

_}レド形でもキャンタイづと同等の特性と信頼性が実現したものである0従来のキャンタイづ素子に匹敵する特性と信頼性を有するガラスパッシペ

性能は定格実効オン電流 10Aでケース温度100゜Cまで通電可能でーシ.ン樹脂封止形トライア,クBCRIOAM を開発し,本格的量産を

ある。また,最大ゲートトリガ電圧は 1.5V,電流 30mA でスィッチング開始した。

特性も優れている。とれまでトライアヅクは金属製のパッケージを使うキャンタイづが主流を

BCRIOAM はキャンタイづに比べ,大きさで約 2/3,重量で V4~占めてきた。しかし最近では照明器具,電子こたつなど家電品をは

IP と小形軽量であるじめ事務機などへの需要が増大し,それにともない経済性・量産性 "卓

うえ価格も約2βであに優れたモールド形素子の高耐熱性が要求されて仏る。モールド形はこ
ニ"、イ、、、.'

り,今後調光装置,電れまで定格温度が 100~UO゜Cまでしか保証されず,各種機器への

ー、、1＼1,11,1子とたつ,モータ速度制応用のネ,クとなっていたが, BCRIOAM はとれに対して定格最

御, SS りレーなどに需高接合温度を 125゜Cまで保証した業界初の製品である。

要が増大していくものこれは,半導体素子製造技術の 1つであるガラスパヅシベーシ.ン技術 高信頼度樹脂圭丘L形トライア"
BCR IOAUと思われる。の確立により,トライアックの Pn接合表面が非常に安定化し,樹脂モ

1Ⅲ1Ⅲ1脚1Ⅲ1柳1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ!Ⅲ}Ⅲ川剛1Ⅲ川ⅢⅢ訓!1ⅢⅢ1Ⅲ!ⅢⅢ1削脚ⅢⅢⅢ1削州肌ⅢⅢ1Ⅲ脚ⅢⅢⅢ1川ⅢⅢⅢ11Ⅲ1朏Ⅲ1ⅢⅢ削1ⅢⅢ111肌肌1Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ!Ⅲ川肌肌肌1Ⅲ1朏1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ

Ⅲ11脚肌ⅢⅢⅧ脚Ⅲ11肌11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ刑洲胤削肌ⅢⅢⅢⅢⅢ脚1Ⅲ1削ⅢⅢ!ⅢⅢ1ⅢⅢ削削脚Ⅲ11州削1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1脚Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ削肌川肌胤ⅢⅢⅢⅢ{111Ⅲ1洲Ⅲ11

高めるゲート織造の設計技術

(3)シリコンに加わる過大な熱応力を軽減させる大面積電極形成技

術及び高信頼度のパッケージ設計技術

などの開発忙より,4,00OV,2、50OA の高而す圧大容量サイリスタを可

能にしたものである。

このサイリスタは,各種電力制御の1志用装羅に使用され,使用分野

の拡大及び装置の大容量化から要求される高耐圧大容量化を十分に

満たし,装置の信頼性,コストパフォーマンスの向上忙大きく貢献するで

あろう。

●樹脂モ】ルド形サーモセンスタ

サーモセンスタは,温度センサとスィ,,チの両機能を備えた新しいタイづの

固体感熱素子である。スィ,,チ温度がゲートによって遠隔制御できる

ので従来の感熱素子の応用分野だけでなく新しⅥ分野への応用が期

待されてφる。今般開発した素子の特長は,スィ',チ温度を決めるゲ

ート抵抗が低くなったととで IMΩ以下の抵抗値で50 から 120゜C

のスィッチ温度が得られること,新しいパヅシペーションの開発Kより樹

脂モールド化が可能忙なり低価格が実現できたことである。この素子

の定格オフ電圧は 50V,定格平均オン電流は 0.1A,水中における

熱時定数は約3秒である。電力用をサイリスタやりレーと組合せるこ

●マイクロ波デバイスの開発

TVの難視聴対策や将来の衛星放送に用仏るS虹帯簡易受信機用

ダウンコンバータ及び低雑音パラメトリ,,ク増幅器にとって重要な素子であ

る GaASシず介キーダイオードのイ氏雑音化を進めたことにより,

(1)めっき法による独自の高安定Nipd ショ,"牛ーバリャの形成技

術

(2)オーハ'レイのない電極構造による浮遊容量の低減

(3)低抵抗GaA.基板(P巨I×10-3ΩCm)上への 0.5μm 以下の

制御された高品質GaASエピタキシャル層の形成技術を確立した。

その結果,降伏電圧一6~-8V,接合容量0.1~02PF,しゃ断

周波数(Dの 2,00OG1丑以上の高性能シず介キーダイオードが故障率

20FIT以下の高信頼性で再現性よく得られるようになった。写真

kは受信機の簡易化を意図した立体平面回路に最適なパッケージに對

入したミキサ用ダイオードの外観例を示す。この素子を 12GH■ダウン

コンパータに応用し,変換損失3.odB以下,総合雑音指数43dB 以

弓り

;二 1・1 Xι1

樹脂モールド形サーモセンスタ

脚1Ⅲ1剛1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ111ⅢⅢ111胤Ⅲ11ⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢ1Ⅲ川ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1削111ⅢⅢ1州ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ!Ⅲ削削Ⅲ111棚ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ川1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢ脚Ⅲ1ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ

とにより更に大きな負

荷を制御することが可

能である。

宝÷゛.、三如み'-W弓か

宏ず'"
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下,帯域20OMH.の高性能変換特性を達成した。一方,イ氏雑音パ

ラメトリック増幅器に応用した結果,雑音温度55K以下,帯域50OM
H.以上の常温動作パラメトリ,,ク増幅器を実現することができた0

発振増幅索子として急激な進展をとげている GaASFETでは,

、ゞニ、垂、ノ」

N.脹.輩
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能動層の牛ヤリア密度の最適化,キャリア密度分布の急しゅん化,緩衝

層の高抵抗・高品質化,計算機シミュレーシ.ンによるパターン設計法の

開発などにより低雑音化を進め,パッケーリ入り,ゲート長 1μm の F,

ET において,85GH.における特性として, NF 2.7dB, MAG Ⅱ

dB の優れた性能を実現した。

6,2 集積回路

●高密度 MOS LS1 メモリ

RルM, ROM をはじめとして,半導体メモリ素子の高集積化.大容

量化は多様化するシステムの価格低廉化及びシステムの小形化のため

に要求される。これらの要求を満たすために製造技術・回路技術は

他産業にみられな仇抵ど急激に進歩している。これまでに当社にお

込て高集積化・大容量化を図った MOSLS1メモリ製品を次に紹介

する。

(1) 16K ビヅトダイナミック RAM (M58759 S) 16 K ワードX 1 ビ.ワ

ト構成の M58759S は 16 ピンのパッケーづに収めるためにアドレス指

定をマルチづレクス方式にしたダイナミ,ク RAM である。高集積化を図

るため,トランづスタはダづルボリシリコン構造を採用し,メモ北ルは 1個

の MOS トランジスタと1個の容量で構成している。メぞルルの大きさ

は 15×32 μであり,34,000 素子のトランリスタやキャパシタが 3.フ×6.1

mm のチリづ上に集積されている。アクセスタイムは 200那で 12V,

5V,-5V の 3電源を使い,消費電力は最大462mW である。

(2) 4K ビリトスタチック RAM (M58724S, M58754Sン 1K ワ_

ドX4 ビヅト桃成の M58724S 及び 4K ワードX1ピリト枇成の M5875

4S は nチャンネルSiゲート構造のスタチック RAM であり,メモリセルは

5.2μ角の大きさであり6個の MOS トランジスタで構成されている。

26,500 素子のトランジスタが 4.8×4.1mm のチッづ上に集積されてぃ

る。アクセスタイムは 20on■,30onS 及び 450nS の製品があり,18 ビン

の DIL パヅケージを使用している。

(3) 4 ビヅト CMOS RAM(M58981S).1K ワードX4 ビット構成

の M58981S は CMOS構造のスタチヅク RAM である。 1個のメモリ

セルは 66×68μの大きさであり,6個の N及び P チャンネルMOS ト

●高速 DSA MOS メモリ

^

また,これらの FET製作技術に加え,更忙 S畭N4膜を用゛たド

ライづロセス,ソースドレイン破壊機構の解明,位相合成法の開発などによ

り FET の高出力化を進め, j'm都 22~24G1丑,直線利得 6~8dB,

飽和出力 1.7W (6GHのの FETを得た。写真は高出力FETの電

極パターン例を示したものである。

ランジスタで構成されて込る。 6.O×5.2mm のチヅづ上に 26,600 素子

が集積された 18eンタイづの製品である。

(4) 32K ピリトマスク ROM (M58認2 S):4K ワードX8 ピット構

成の M583詑S は nチャンネルアルミゲート構造のマスク ROM て、ある。

38,000 個、のトランジスタが 6.1×4.9 mm のチヅづ上に集積した製晶

である。

集積回路技術の発展は,より高集積・高速・低消費電力素子の実現

を昌指して,目覚ましい、のがあるがその発展の基礎は,づロセス技

術,回路設計技術の進歩及び新構造デバイスの実現にある。

DSA MOSICはP形とn形の不純物原子の2重拡散の拡散深さ

の述いによってチャンネル長が決まる DSA(Di丘nsion seH AⅡgned)

MOSFET を構成素子とした ICで通常の光露光技術でショートチャン

ネル MOSFETを実現するものである。従来はその構造のためしき

い値電圧の制御がむずかしく,特にダイナミヅク回路に応用するのは

困難とされてきたが,回路構成法の改良及び新し仇づロセス技術(全

イオン注入 DSA MOS づロセス)によりとれらの問題を克服し,電算

機をはじめ需要の急増して仇る高速MOSメモリを現状の光露光技

術を用φて試作した。

アクセスタイムは 55 ns,サイクルタイムは 180 nS の 4,096 ビ,ワトダイナミ,りク

RAMである。情報の記憶は, MOSキャパシタに蓄えられる電気量

の多少忙よってなされ,読出しはその電気量を増幅する。チ,づサイズ

は 4.90×4.35mm9 で,市販されている 22 ビン形 4,096 ピヅトダイナミ

ツク RAM とビン配置について互換性がある。

,'.、滅M鰯藷諭三,,諏話§誘毅薪'霧三,鮫各J艇才ご趣ジ,11
1ジ,1努r11廼、J警で1.耀L、41卸、ξ、、琴だ"聖二写f,辱1'、.,ニ,11'、' jl -,,、ー,1ご・:え三J ,皐ト、、'11r窯1'、疹●1響イ1ぎ愛書鍵勇1琴二祭ア鷺、ヰ・、1
,一趣点一t ゛ーーー'!r-ー'ー'〒速箪一,、リーー~堺"ヤ留ず,1
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IK ワードX4 ピット CMOS RAM (M58981S)のチッづ写真

削11Ⅲ剛川11111!ⅢⅢ{11削肌11{111Ⅲ1朏Ⅲ11肌削馴11Ⅲ肌Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ則Ⅲ11肌Ⅲ11肌剛洲川胤11111朏Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ肌1Ⅲ1肌削111111淋1111脚Ⅲ11脚1111ⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ111川淋11111川11111削Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ淋ⅢⅢ1111川Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ111

'

唱

1
IY工汚鄭烹鰯一三薪海鄭癖1ヤ蕩導墜蕊恐ミ'慧騨Mだ覇唆三題雉謡

謬,

1^=丁,モι一、号^十

'1La 導
{ど三」立心

6

ーーニ、

半導体素子と集積回路

、 11

多

'^

75

.『一-J'^

4 K ワードX16 ビ'ワトダイナミ,りク RAM
4,90×435 mm

气
郡
ヤ
イ
加
.
●
.
せ
'
,
」

{
 
E
1
'
ー
ー
ー

ー
」
」

.

]
ー
ー



●低消費電力 PROM 11Ⅷ1111111川脚1111刑Ⅲ1Ⅲ11川111111Ⅷ削lm1川朏肌脚肌脚削肌脚1削班11"1Ⅷ削川肌111Ⅷlm1111Ⅷ川削川11mⅧ1川1川11111肌1川11111州11111朏肌肌Ⅷ11111111111川m111刑Ⅷ1肌削川11111肌11111肌脚1111削川m!Ⅷ1川111111m

ユーザ自身が現場でメモリの内容を自由に書換えできる FAMOS この PROMは,従来のPROMが使用されてφた分野はいうま

(Float・ing gate Avalanche lnjection MOS)タイづの PROM (pro. でもなく,更に電池を用いる携帯用電子機器や耐ノイズ性を要求さ

gTommable ROM)は, IS1の多品種少量生産傾向に対応したマイク れる産業用
j゛

ロコンビュータの普及とと、にづログラムメモリとして大量忙使われるよう 電子機噐等, 、ゞ
口

為
毛二」▲'4 _乙ー^

y.'

になってきた。 従来のPR ;'で,"" 窒
'J'ψ

新開発の PROM a,024×8 ビット, M58460S)は,メモリセルを P
ノノ1

OMでは不 」゛'

t、キ

チャンネルFAMOS で,周辺回路を CMOSで枇成し,その結果,消 可能な分野
1

11
費電力の極めて低φPROMを実現した。 での使用に 1貞

との PROM の消費電力は動作周波数に比例し,静止状態では数 適したもの

μW,最高動作周波数(1M11りでも最大40mw (電源;+5V (単 である。

ー))である。現在,市販している nチ、ンネル FAMOS PROM (M
ず→

58732S)は周波数に無関係に 80omw (電源;土5V,+12V)の
y霧シξ,声、、"遷留1湾声、証、叉移,、"誠電力を消豐Lている。

プJ-゛.半L 、、イ之、ι、ー ゛ノ゛'、
"一里一ーケ'^

また,アクセス時問は標津500郡,パッケージは 24ビン DIP で従来品
新開発 PROM (1,024×8 ビ.,ト)形名 M58460S

とピンコンパチづルである。 のチ,ワづ写真

● CMOS小切手帳電卓用 LSI 1Ⅲ1ⅢⅢⅢ11111川1Ⅲ1Ⅲ11川剛11ⅢⅢ1111Ⅲ1ⅢⅢ111川Ⅲ11川1Ⅲ1川11111川Ⅲ1!1Ⅲ1川11Ⅲ川ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ111川1Ⅲ1削Ⅲ11削Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1111ⅢⅢⅢ馴11ⅢⅢⅢ1Ⅲ肌ⅢⅢⅢ11Ⅲ捌Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ111肌1111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1馴Ⅲ11剛朏1Ⅲ1Ⅲ11

現在電卓の沌形化,低消費電力化が進み,液晶表示の電卓がパーソナ 58四OPの機能は,4則,%割増し割ヲ恬,自動定数,概算計算,

ル電卓の主流となりつつぁる。とのCMOSLS1の特長は世界でも初 メモリ計算(不揮発3メモリに対する加減算,読出し,トータル)などで

めてメモリにスタティック CMOS RAM を採用 q也社はシフトレづスタ) める。

し,システムに 4ビヅト CPU を応用した点である。メモリは,チッづ上
鯵叫取一

で独立させた RAM の電源を電池でバ.,クァ,づする手段により不揮 禦瓢ゞ .'ー,^、 ー'エ'ー
一創ヅ4'、'ト

-1璽一'マ,t影で1"毛>
,"゛ ーー竃=ノ゛

罵〆
発性(消費電流は基板に対する微少なりーク電流だけ)を実現してお ぎ

り,銀行残高など長期問保持する必要のあるデータの記憶に適して

いる。アルミゲート構造の CMOSづロセスでチ.,づサイズは約5mm口で

ある。以下特長を列記する。①電源電圧は3Vであり,酸化銀電池

(15V) 2個でLS1及び液晶(V2均一化法,1々デューティ)を直接駆

動できる。②消費電流は,演算表示中には平均100μA,メモリバ.,クァ

りづ期問中には平均 30onAである。③外付け部品はキーポード,液晶

以外に発振用の抵抗,容量各1個だけである。④パッケージは苅形電 U,、'1it'
_=

卓にマッチしやすV、 60 ビンモールドのフラットバッケーづで,寸法は 2 (厚 '・^,

し,、y'」;1窪1!^
さ)×16×16mm である。⑤演算機能はゲートマスクを 1枚だけ変更

、・・ーー塑
ナることにより ROM の容量(1Kハイト)の範囲内で自由に仕様変

更できる。⑥表示けた(桁)数は数値8桁及び記号1桁である。⑦M CMOS LSI(小切手帳電卓用)

● TV ゲーム用 LSI M 58810P/M 58812P 1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ川11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ川肌Ⅲ11肌Ⅲ1ⅢⅢⅢⅢ11111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ11朏11111ⅢⅢⅢⅢⅢ1111ⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢ111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ川肌削川1Ⅲ111Ⅲ刑Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ11川川1Ⅲ11!Ⅲ

MOS LSI M58810P 及び M5認12P は, NTSC方式の家庭用カラ ためのクロマ信号及び効果音信号である。とれらの出力信号は M

TV受像機を使ってポールゲームが楽しめるように設計開発したTV 51342P に送り,通常のカラー TV放送信号と同様の高周波 TV信

ゲーム用LS1である。この LS1の主な特長をあげると,①8色の力 号に変調し, TV受像機のアンテナ端子に送る。

ラー表示であること,⑨ゲーム数が8種類(テニス 2種類,バレー 2種類,

ホッケー 2種類,ビンボン及びターゲット)と豊富なとと,③ゲーム内容の
「ーーー「

ユニークなとと,④電池駆動(9V)が可能なととである。製造づ0 {^M584711_
分周器

セスは P チャンネル A1ゲート E/D MOS であり,28 ピンづラスチック DIP 口 TV

に収めている。 アンテナM58810P/
M58812P

同時に開発した M51342P (変調器,18ピンづラスチ,ク DIP のりニ
M51342P スイッチ TVゲーム

ア 1C), M58741L (分周器,8 ピンづラスチック SIP の CMOS IC)で 変調器 ボソクス 受像機コントローラ

TV ゲームシステムを構成できる。図にシステムづ口.,ク図を示してぃる。

ゲーム用 LS1の入力としては,左右のパドルコントロール(M58810P で

はスィ,"チ操作方式, M58812P ではポリューム操作方式),づレーコント ゲーム選択 電源

0ール,ゲーム選択,クロック(カラーパースト信号を V3,5分周したもの)及

び電源である。出力はピデオ信号(白黒及び同期信号),カラー表示の TV ゲー△システムづ口,ワク図
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●Π L によるタイマ用 IC の応用Ⅲ肌俳1肌11111川削州11{11川11i11川11111111111川11111111111N11111111111削1111111111111111111川111111111111111川肌1111111111111111111111111111111111111111川11111111111Ⅷ1111Ⅷ1111川11川111111m111111州111111111111111111111111111Ⅷ1111m111111111111

一般のタイマ用 IC は水晶発振などを基準にしたク0ツクに対し, CR の応用を可能にするりセ,"機能,発振停止制御機能及び内蔵ツェナ

発振を基準としたもので時限設定がアナログ可変であることを特徴と を有している。このため,自己保持形タイマや他の制御回路による

している0 しかし時限設定用のコンデンサのりーク等により数分程度 殖算形タイマとして応用でき,時限も最大50時問が可能となった。

が限界である。このためカウンタタイマとして分周器を有Lた製品が考 このように従来IC化が困難であった分野へも応用化が進みつつあ

えられたが,従来のハ'イボーラづ0セスでは TIL 等で明らかなように る。

消費電力の点て十司題があった。との問題を解決したのが

ⅡL づ0セスである。図に今回開発した IC(M51845L)の

づ口,ゞク図を示したが, CR発振器と 11段の分周噐,出力

段等で構成して込る。この IC は,約 100ゲートのΠL部

分と約 30 素子の従来のバイボーラ素子を 1.2×1.8mm に

集積し消費電力は約30mw q弌表値)で,従来の TrL

で朏成した場合のチ,づ面積の約ν10,消費電力で約1ル5

に減少した。 CR発振噐の発振周期 r。を 2Ⅱ倍すなわ

ち 2,048倍して出力段が動作する。出力段は TfLしべル

でしかも電流制限(ソース側のみ)を内蔵しているため,

外付けトランジスタ及びサイリスタを直結できる。また各種

●テレビのサブシステムの 1チップ 1C化

最近各IC メーカにおいて TV用ICの 1チガ1C と動随れる大規模

IC化が急速忙進みつっある。当社もテレピ部門で使用する一連の 1

チ,づ IC を開発した。内訳は 1チ,づ VIF (Ⅳ15186 P),1チ,づゼデオ

(M 5195 P), NTSC 用 1チリづクロマ(M5193P), PAL 用 1チ,づク0

マ(M5194P), SECAM 用 1于,づクロマ(M5196P)の計5 品種であ

る。これらの 1チ,づIC を大幅に採用したカラー TV が能年初秋よ

り業界に先駆けて順次生産販売を開始した。

図は IC を用いた NTSC用カラーTV のづロック図である。当社比

較で従来 M5134P, M5183P, M5169P, N15190 P 及び M5192

発;長停止制衛りセット
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P の5品種て・枇成した回路が 1チ,づ化により M5186P及び M51

兜P の2品種で置き換えることができる。また M5195P は従来標

準化の困難なピデオジャングルを 1チッづ化したものである。

これらの1チガ1C を採用することにより工数の削減,信頼性向

上,性能向上などを図ることができる。

写真は 1チ,づIC の代表冽ともいうべき M5186P のチ,づ写真で

ある。チヅづ面積は約 6.2mm.,包含素子数は約 300 である。
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三菱 IC 使用による NTSC用カラー TV づ口,,ク図 テレピのサづシステムの 1 チ.りづ IC 化 M5186P

●第 2 期カメラ用 IC シリース、の完成肌111!1111111N1川1"1{111111i1111肌Ⅷ1"1肌11111瓣削11111肌111i1馴Ⅷ111"111"11川1111川Ⅷ1111ⅧⅧ111Ⅷ1111i"111111111111肌11"11Ⅷ削川111111"11馴洲11111肌11111削111111Ⅲ11榔1111111肌1111111111Ⅲ肌脚

カメラの IC化は第1期(H召和45~四年)の初導入期を経験して,現 CdS からシリコンフ才トセルに,(2)露出表示をメータから LED 表示

在は第2期に入ってきている。第1期での IC採用のメリ,,トがカメ に,(3)各種制御用スィッチを喉蹴スィ,,チから電子スィッチに置換で

ラメーカ及び使用者に認識された結果,第2期では IC採用カメラ機 きるものが必要であった。

種の増加とともに,カメラ 1台当たりの IC 使用数も増えカメラ用 IC 当社では(1)に対しては MOS とハ'イボーラトランリスタを 1チ,づ上

はカメラの必すU助部品となってきた。 に形成する"BI-MOS"づロセスを開発し,これによる高入力抵抗演

第2期カメう用 IC は,カメラの小形化と,より高いコストパフォーマ 算増幅器により(MOS 卜うンづスタはゲートしきい値電圧立11.4V,ゲー

ンスを可能にするものが要求された。具体的には,(1)受光素子を トリーク電流SIPA),(2)に対しては約300素子のりニア回路設計技

6.半導体素子と集積回路 フフ
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術とりニアLS11C製造技術により,それぞれを可能にした。また,

カメラの小形化に役立っ IC パッケーづとして 10ビンと 20ピンの偏平

形状づうスチヅクパ,,ケーづ(寸法はそれぞれ,6.O×6.3×2.4,6.O× 12.フ

X2.4mm m鯉)を開発した。"BI-MOS"1C3 品種,小形偏平形状

パッケージ使用IC 5品種を下記写真に示ナ。

6.3 マイクロプロセッサ

● 8 ビットマイクロプロセッサシリーズと応用

増大した。この開発は標準化された入力形式と,マスクパターン発生及8ビットマイクロづロセッサシリーズ《N正LPS》8 は品種の充実とと、に,

びテスト用づログラム作成の自動化の完成により達成するととができ本格的な使用時期に入り各種の1心用製品に寄与して゛る。

また CPU 周辺用 LS1 としてテレビインタフェース LSI(M58741P)《MELPS》8 構成品種は次のよう忙充実させた。 8ビット CPU M
J

ノ、 0

の開発を行い,《MELPS》8 の高級 TV ゲー△,教育機器などへの応5釘10S はクロック特性及びホールド信号に対tる同期条件の改善な

用が検討されている。これは8ビットマイクロコンビュータが産業用製品どを完了し,インテル社の 8080A と全く互換性をもたせ,従来より

だけでなく,広く民生用製品として・一般家庭に浸透する基礎を築く広い範囲に応用できるようにした。 RAi＼しは大容量化を図り,スタチ

、のと言える。 TV ゲー△への応用の一例では,入力装置としてキーリクRAMでは従来の4倍の容量をもつ4K ビット製品2品種(M認

ポード,出力装置として家庭用テレビジョンを用い,ゲーム内容は ROM724S, M認754S),ダイナミ',ク RAM でも従来の 4倍の容量をもつ

にづ0グラムすることにより変化に富んだゲー△を実現できる。《入狐16K ビット製品1品種(N15釘59S),更に電源切断時忙もメモリ内容

LPS》8 づログラム開発体系においても,セルファセンづラ,エディタ及びを保持する MNOS形の IK ビヅト不揮発性RAM (M58656S),低

《MELCOM》70 の上での PROM書込みづ口づラムを完成させ,よ消費電力の 4K ビヅト CMOS RAM(M58981S)を追加し,計13 品

り使いやすい体系とした。種の豊富な製品を用意した。 ROM ではマスク ROM に 32K ビヅト

《MELPS》8 の充実とともに,その使用分闘,屯 ECR, POS,超小製品(M58訟2-X X XS)を,フィールドづ口づラム ROM に 8Kビット製品

形事務用計算機,自動試験機,船舶用制御装置,各種端末装置など(M5釘32S)を追加し,計8品種とした。特に最近はマスク ROMの

社内外で本格的な使用時期に入った。使用が浸透してきており, ROM パターン変更品種の開発数は非常に

Ⅲ1Ⅲ111ⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ11肌Ⅲ川胤1111脚刈Ⅲ桝1Ⅲ剛淋111ⅢⅢ1燃11111肌削削11Ⅲ削胤肌1Ⅲ11Ⅲ111111胤削1Ⅲ1削肌Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1川1淋11Ⅲ刈1Ⅲ11脚洲11111剛馴1Ⅲ1鬨刈11Ⅲ1Ⅲ1肌削馴Ⅲ11胤11NI●基板コンピュータ《MELCS》8/2

マイクロづロゼ,サ応用製品を開発する場合に,既に完成した部分機能を

用いて全体を騰成すれぱ,開発試作期問を著しく短縮することがで

きる。この基板コンビュータ《MELCS》8/2 はとのような目的で準備

されたものであり, PCA0801(基板コンビュータ), PCA0802(メモリ・

1/0 拡張基板)とから成る。 PCA0801 は, ROM 2K バイト, RAM

256バイトのメモリ容量と,6本の 8 ビ四卜入出カボート(づログラマづル)を持
●PCA 0801(茎+妄コンビュータ)フロノク這つている。これは PC

."、.
、

22kΩ0

三」三、

PULL UP

1" 第2期カメラ用
IC

A0802 を接続するとと

で,更k ROM 4Kバ

イト, RAM IK ハ'イト,

3本の 8ビリト入出カボ

ートの拡張が可能とな

る。図 1.及び図 2.に,

PCA0801及び PCAO

802 のづ0'ゞク図を示す。

との《MELCS》 8/2

は,以下に示すような

特長を有する。

(1)小形(145×125

mm)なのて、,ユーザの

基板上に実装するとと

が可能。

(2) PCA0801は,5V単一電源て唖州乍。

(3) PCA08舵は,ワンタッチで PCA0801 と接続可能。

以上のよう忙《N正LCS》8/2 は,小形・単一電源・安価と゛う特長

を持ってぃる。組立て及び試験済みであるので,一般産業用途の試

作や組込み用基板コンビュータとして,その特長を発揮するととが期

待される。
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フ.電子計算キ幾

自由化後満2年目を迎えた国内コンピュータ市場は,経済不況が長期

化して仏る中で,昭和50年を底に需要が次第に回復忙向か一51年

のコンピュータ生産額は 6,171億円(対前年比14%増)となり,52年

は更に伸び率が高くなるものと子測されてぃる。

コンピュータの利用分野は,ますます拡大して,今や国民生活と切り

離しては考えられぬようになるとともに官公庁及び民間企業におけ

るコンビュータの利用は,一段と高度化し,利用形態としてオンライン

・分散処理化が急速に進展した。また,減速経済下におけるコンビュ

ータの利用方法として,使用の効率化と経済性が強く問われるよう

になった。

このような市場動向と客先二ーズに対応するため,当社では,次

のとおり新製品の開発並びに追加・改良開発を積極的に行いパフ才一

マンス/コストの向上に努めた。

(1)オンライン化が進み,コンビュータど亜信を結合したコンピュータネヅ

トワークシステムに対する二ーズが高まってきたので,複数のコンピュータ

及び端末を相互に結び,効率的かっ柔軟性のあるデータ通信システ

ムを提供するためのアーキテクチャとして「MNA」(マルチシェアネ,介ワー

クァーキテクチャ)を 52年6月に発表した。 MNAでは《MELCOM-

COSMO》シリーズの大中形桟はもとより,オフィスコンeユータ《MEL・

COM》 80/38及び,ミニコンピュータ《N正LCOM》70/35 を使った小規

模なシステムでも使えるように設計されている。

(2)《MELCOMCOSMO》シリーズ及び《MELCOM》 70 シリーズ

につ仏て,ハードゥエア及びソフトゥエア両面から改良・追加開発を行っ

たほか,《MELCOM》80シリーズについては,新製品として,最上

位機種モデル38 (52年9月)及びモデル8ワンタッチ(52年5月)を発

表し,一段とシリーズの充実を図った。

(3)周辺端末機器については,オンライン化二ーズの増大に伴っての

ディスづレー装置の機種の拡充,両面フレキシづル形ディスク等手イスク装

置の機種の充実,3,600行/分の高速漢字ナJンタの開発などを行っ

た。

(4)コンビュータ応用システムにつφては客先と共同で,数多くのユ

ニークなシステムを開発したが,主たる傾向として《MELCOM-COS

MO》シリーズではオンラインでの利用が主流となり,《MELCOM》 80

又は《MELCOM》70 をりモートステーションとして用い分散処理を行

うシステムが多くなったとと,また《MELCOM》80 や《MELCOM》

70 をホストコンビュータとしてオンラインシステムを組むケースが増えてき

たことなどが挙げられる。

(5)コンビュータシステム1心用出例のうち 89ページ掲載の「明治生命保

険相互会社における漢字名寄せ索引システム(M2365形漢字手イスづレ

装置Kよる)」は,52年度情報化週問における「優秀情報処理シス

テム」として表彰された。

フ,1 電子計算機及び周辺端末機器

●汎用コンピュータ《MELCOMCOSMO》シリーズモデル 900,700.Ⅱ,700,500,300

9二

《入佃LCOM-COSMO》シリーズは通産省の補助金を得て沖電氣土業

(株)と共同で開発した最新鋭のはん(汎)用機で,51年3月のモ手ル

900の発表をもって,シリーズの全機種を完成させ,更に 51年11月

には上位中枢機種としてのモデルフ00Ⅱを新たにシトズに加えるこ

とで強力なラインア,づを整え,52年9月末には,シリーズ累計受注台

数 160 台を突破した。マルチシェア(Muld-sh紅田をシリーズ全体の設

計思想とするこのシリーズは,52年度以降,入出力機噐レバートリの

拡大とソフトゥエアの充実によるユーザの拡大を目指して,より一層

の飛躍を期Lている。

モデルフ00Ⅱは,シリーズの上位中枢機種であり,モデルフ00のすべて

の機能・特長を拡張L,更に性能を向上させた最新鋭機であり,多

様化・総合化する情報処理の要求に応じて,多方面の応用分野の広

範かつ柔軟なサボートを可能とする総合電算機システムである。モデル

700Ⅱの特長は以下のとおりである。

(1)主言計意装置に 4 Kビット/チッづの ICメモリを採用し,実装密

度の向上,低消費電力化を実現している。

(2)主記憶装置の容量は最大 3Mバイトまで拡張できる。

(3)高度のマイク0づログラミンづ技術を駆使して,命令の先取り,命

令のオーハ'ラッづ実行の機能を一段巴充実させ,性能を・一段と向上さ

せて込る。(モデルフ00 に比して,命令実行速度は15~40%向上して

いる)

(4)記憶内容保持用バッテリ及びパワーフェイルセーフ機構を付加する

ことにより,電源の瞬停・停電に対処できる。

(5)デュアルシステム制御卓機構を付加することにより,操作の容易
叫i
.

性をより充実させている。

モデル500 は,シリーズの中位機種として広φ応用分野に対L,安価

に広範囲の機能を提供することを目的とした城略機種であり,シリー

ズ中最も多い受注実領を持ち,高いパフォーマンス/コストを実現してい

る。モデル500 の特長には,次のようなものがある。

(1)大形機並みの大容量ファイル(50MB,10OMB,20OMB の磁

気ディスク装置,20OKB/S の高速磁気テーづ装置等)が接続できる。

(2)主記憶装羅は最大512KBまで拡張でき,高速浮動小数点演

算機構を有し,仮想配列付き JIS7000レべjレの FORTRAN が使用

でき,技郁信十算を高速に並列処理できる。

(3)互換性のある言語づ0セ,,サ(COBOL, RfG一Ⅱ)。

大量の COBOLづログラム変換を,99%以上自動珀勺に行う ASSYST

があり, RPG一Ⅱは,1BM SYSTEM/3,370/115 などとソースレベル

797 電子計算機
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で互換性がある。

(4) 32台の端末を多重回線制御装置(内蔵)に接続でき,安価に

オンラインデータベースを中形桟としては,最高水準のレベルでサポートで

きる。

(5)ワークステーシ.ン。

廉価な CRT端末を接続し,複数台のワークステーションから1台のコン

ビュータがあたかも複数台あるように会話形でコンビュータが利用でき

る。

●オフィスコンピュータ《MELCOM》 80 シリーズ

モデル38 は,簡易なダイレクトインづツトシステ△から本格的なオンライン処

理システムまで広範囲な用途につき最高のパフォーマンス/コストを実現

した近代的センスにあふれた才フィスコンピュータである。中央処理装置

忙は512文字の CRTディスづレーコンソールがあり,直接手ータを入力す

るととができる。主記憶装置は 192Kハ'イトまで拡張でき,入出力装

置は最大64台主で接続できる。 50Mバイトのディスクパ,りク装置や多

回線通信制御装置など多彩な機器を用意して仏る。

またオペレーティングシステムとしてDPS(Dynamic processing system)

を有し,6多重処理ができるマルチづ0グラミンづや多面索引ワアイルな

ど強力な機能を誇っている。定評ある簡易言語「づログレス」やオンラ

イン機能の優れた高級言語COBOL,更忙本格的なデータベース管理シ

ステムも用意している。

モゞ}レ8ワンタ,,チは,51年7月に発売して以来好評を博してφるモデル

(6)大形機並みのチャンネ1レアドレス変換畿能(DAT)をマイクロづ口づ

ラミング技術を駆使して実現し,最大4K語 a6KB)の書込み可能

制御メモリを装備でき,オペレー〒インづシステムのオーバヘッドを最少にし,

ファームウェア,マイク0 診断機能の充実を図っている。

(フ)階層形分散処理複合システム。

シリーズ上位モデルと接続したりモートバ四ヲ処理,下位の《MELCONI》

70,《MELCOM》 80 と接続したオンラインデータ収集,問い合わせ,

手ータベース更新処理を行うことができる。

{1ⅢⅢⅢⅢ1削柳11Ⅲ川Ⅲ}1Ⅲ1削11}ⅢⅢ1削肌1Ⅲ11Ⅲ1削湘搬胤モデル38,モデル 8 ワンタッチ

8の姉妹機である。オワイスコンビュータとしての機能をすべて持ってい

るとと、に,ワンタヅチ式キーポードを標準装備しているので,コード化

の必要がなく,使い慣れた,商品名,顧客名で直接入力することが

できる。項目数は3,328項月あるが,交換可能であり,その数は無

制限忙拡張できる。

標淮構成は,中央処理装置(1チヅづマイク0 づ0セ',サ), CRTディス

づレー,牛ーポード(テンキー,αキー),フレキシづルディスク装置(2 台),づりン

タ(30字/秒又は 120字/秒),とメモリ(24 KB)である。オづシ,ン

機能として,オンラインアダづタ,紙テーづりーダパンチ,マークカードリーダ,才

ートインサータなどの接続が可能であり,オフィスコンeユータとして, ま

たオンライン端末機として,広く使用可能なシステムである。

●ミニコンピュータ《MELCOM》 70 シリーズモデル:35,

コンピュータ《MELCOM》70 は,昭和47年以来各分野忙豊富な適

用実績を積んできたが,その過程で得られた貴重な経験を十二分忙

生かし,かつますます発展する限りない適用分野での需要に答える

べく,ハードゥエアのアーキテクチャ,基本ソワトゥエア共K一貫した思想の

もとに開発されたのが,モ手ル20,25,35 である。

モ手ル35 は,モ手ル20,25 の特長である低価格・高性能・汎用性IC,

更に主記憶容量の拡大と仏う特長を加えた《MELCOM》70シリーズ

の上位モデルであり,モデル20,25 とあわせ,世界的傾向にあるオン

ライン・分散処理二ーズとミニコン高級化へのりク1ストにとたえ,従来

から開発蓄積されてφる豊富なソフトゥエア及び入出力装置等ハードゥエ

ア忙加えて,下記の新たに付与された強力なソフトゥエア及びハードゥ

エアを生かしてより高度なシステムへ向けて一層の飛躍が期待されて

V、る。

(1)広範な汎用オペレーティンづシステム

^

^

1・ー・・、,

《MELCOM》 80 シリーズモ手ル 38
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80

25,20

づログラ△作成,技術計算など基本づログラミングシステムとして BOS,バ

ヅチ処理用として特に廉価なフレキシづルディスクでも使える BDOS,リ

アルタイ△処理でマルチタスクが可能な RTMS,バッチ,りア}レタイム両処理

ができる RDOS が完備している。
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(2)豊富な機能別オペレーティングシステム

汎用なタイムシェアリング処理を主体としたミニコン TSS,データ集配信,

トランザクシ,ン処理等ビジネスオンライン業務指向の PENTA-NET,オン

うインデータベースの簡易な処理を主眼とした MUMPS,研究,実験デ

ータ処理のDSPP と各種最適システムを完備している。

(3)充実した言語づ0セ.,サ

技術計算,りアルタイム処理に]1S7000レベルのりアルタイム FORTRAN,

簡便なづ口づラミングに会話形 FORTRAN,拡張 BASIC,ビづネス処

●工業用計算機《MELCOM》35050 によるマルチコンピュータシステム

《入促LCOM》聞0-50工業用計算機システムも発表以来

1年半余りを経過し,着実に各産業分野でその地位を

確立しつつある。

工業用計算機分野では,従来,そのシステムの性格上,

信頼性が特に重視され,並列運転や待機運転などの2

重系システムを組むととがしぱしばあったが,近年では

計算機システムに求められる処理の多様化と情料1量の飛

躍的増大から,従来からの信頼性向上忙加え,複数の

計算機が異なった処理を分割してスルーづヅトを土げる

とともに,一方,各処理の相互関連においては各情様

を統合して処理する必要からデータベースを基調とした

マルチコンピュータシステ△の要言肖力町高まってきた。

《MELCOM》 350-50 は,このような時代の要諸に

こたえるべく,最大4台の CPUがあたかも自分の主

メモリの延長としてアクセスでき,主た複数のCPUが競

合した場合で、その性能低下を極力避けるべく,ポート

を 2つ持つ最大512kW のコモンメモリを接続でき, N

台の CPU による処理分散と1台の CPU によるバヅク

アヅづを基本思想忙し,また入出力に関しても処理機能

づ口,,ク単位に最大4台の CPU がづ0グラム制御の下に

ダイナミ,クに占有できる入出力共有機拙とを併せたマルヲ

コンピュータシステムを容易に実現できるアー牛テクチャを提

供Lている。

理には最新のANS-COBOL に準拠Lた COBOL,基礎的な言語と

してマク0 アセンづラを完備している。

(4)大容量外部記憶装置

50Mバイト容量の磁気手イスクパヅク装置と 1,600/80OBP1磁気テーづ

装置が標準品として追加充実され,大容量・高速ファイルとして上記

ソフトゥエアと一体となりシステム稼動の効率化を高めている。

コモンメモリ

バンク 0 ( 256KVV)

主メモリ0

ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ削脚刈剛肌Ⅲ}1蠏朏削削削1洲川Ⅲ川Ⅲ川Ⅲ川Ⅲ1川辧1ⅢⅢⅢ1川削川1Ⅲ1削

●局速データウエー装置 MDVVS_30 馴剛瓣冊111槻胤棚W剛脚那朏1削削脚州1111111111ⅧⅧ1111川1111111111111111川1111111脚川川1111111m111111朏11川脚11削脚馴川胤削馴鴨}1111剛m1削削朏朏剛肌111脚111111脚脚

三菱データウエーモデル 30 (MDWS-3のは,生産管理システ△のよう忙, 割当て,互いに干渉されることなく.任意のステーション問での高ス

多数の端末を数台の計算機が制御する集中形の伝送(1.N形伝送) ルーづツトな手ータ伝送が可能である。

と,工場内の広域分散管理システムのように,多数の計算機が,それ

ぞれ口ーカルに個別の制御を行やつつ,互いに情報を交換する分散形

"、"'ホーート0

CPU O

主メモリ1

コミュニケーションパス

の伝送(N . N形伝送)とを,共に満足させることを主眼としたデ

ータウ1一て、ある。

データの伝送は同期信号発生装置(中央同期装置)で一定時問問隔

で発生する同期信号間を複数個のタイムスロ'"(最大3のに分割し,

とれらのタイムスロットをルーづ状に接続したステーションに適当に割当

てることによって行う。

モデル30形データウ1一の特長は,とのタイムスロットの使用法忙あり,

集中形のデータウ1一忙力如ては,とのタイ△スロ,,トを,データ伝送用,

割込伝送用,ステータス及び特殊指令伝送用等に種号1仏Xナし,計算機

が接続される主局ステーションにだけこれらのタイ△スロ.介を割当てる

ことKより,効率のよい集中形の伝送システムを機成する。

分散形のシステムにおいては,各ステーシ.ンに平等にタイ△スロットを

コモン〆モリ

ンク

CPU I

入出力共有
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《MELCOM》 350-50 マルチコンビュータシステム
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●磁気ディスク装置

磁気ディスク装置として新たに 4機種の開発を完了し,《MELCOM》

コンeユータシステムに按続するとと、に OEN1ベースでの販売を打込好

評を得ている。

M 803F 形 20 M8 力ートリッジディスク装置

従来から製造販売を行っている M8個F形(10MB)の記録密度を2

倍(440OBPI)に改良した、のである。

M 2850F/M 2851F 形 50/80 MB 交換パック形磁気ディス

ク装置

5枚形交換パ四クを記憶媒体とtる国産唯一の特長ある装置であり,

インタフェースを改良Lて小形化に成功した。

M 2893 形0.8 MB 両面形フレキシブルディスク装置

可とう(挑)性のある記憶媒体の両面に磁気記録を行えるよう2個の

ヘッドを装盖しており,従来から製造販売を行って゛る M8兜形

(0.4MB)の 2佶の記憶容量を有する。

M 2880形75 MB 小形磁気ディスク装置

ウィンチェスタ技術を1心用した高性能小形ブイスク装置であって,耐環境

●ディスプレー装置

電算機システムの本格的なオンライン化の進展忙伴φ,システムに接続さ

れるディスづレー装羅の台数は飛躍的に増加して仇る。このような背

景のもとにディスづレー装置の専用端末化,低価格化への要諸は強く

なっている。下記はこれに対応してレパートリーの拡大を図ったもの

て、ある。

M 2320形キャラクタディスプレー

2,000字衷示,フィー1レド指定,けい線衷示,各種編集機能等は定評

のあるM3妬形キャラクタ手イスづレーの機能を踏襲し,表示色だけを単

色(緑)としたM345の姉妹機種であり,座席予約,銀行・証券会社

等の窓口端末として既に幾つかの納入実韻がある。

M 2310 形キャラクタディスプレー

キャラクタ単位の転送モードを持つ2,000字単色(緑)表示の装置である。

《MELCOM》 70,く入ιELCOM》 500用コンソールディスづレーとして,

また ISS用会話形端末として利用できる。

M 2350形インテリジェントディスプレー

●光学文字読取装置(OCR)

電算機用入カデータ作成の省力化の切札として光学文字読取装置

(OCR)忙対する期待は大きく,当社では一昨年に発表したオンライン

端末としても使える汎用・小形・低価格の M2481形OCR の機能

を充実・拡張した。その内容は,(1)読取字種としては数字(活字

と手書討の外に,英数字(活字と手書き)とカナ及びカナ数字

(手書き)を追加,(2)出力としては紙テーづ以外に磁気テーづとフ

レキシづルディスクを追加,(3)表示は,りジェクト字形に前後文字・字

種・修正投入文字を付加L,更にエラーチェック機能の充実や文字わく

サイズとして3種(大中小)を可能とするなど小形・低価格の特長を

失わず機能・性能の向上を図った。(りまた端末装置としての充実

のために,エラー修正と手ータ確認用のディスづレー,多種帳票対応のた

めのフォーマ,介メモリ,オンライン伝送等のための回線接続機構の開発も

併せて行った。

一方,専用装置として保険業務用OCR窓口装置を労働省忙試作

納入し各種試験を行った。この装置の入力帳票は不特定多数の人が

記入するということから,要求される読取性能は高い目標値を設定

]肌111Ⅲ{Ⅲ湘肌1Ⅲ{Ⅲ{ⅢiⅢ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ1{Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111ⅢⅢⅢ1111{1Ⅲ肌1Ⅲ11111ⅢⅢ1Ⅲ剛11Ⅲ川ⅢⅢ111ⅢⅢ11111Ⅲ1{Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ111肌111111肌Ⅲ11111肌Ⅲ11111111111Ⅲ1111Ⅲ{11111肌削Ⅲ11舳111111111111111棚1Ⅲ1削11ⅢⅢ11i1Ⅲ111Ⅲ111111Ⅲ111馴11Ⅲ1Ⅲ{Ⅲ1Ⅲ111川州111Ⅲ1Ⅲ

特性を改善し,高仇信頼性を保証している。移動へ,"'の外に固定

ヘ.,ドのオづシ.ンがあり,呼出し時問の短縮が可能である。

写真はM2893形の外観を示す。

M 2893 形蔵1気ディスク装置
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匙・

、
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従来の業務づログう厶内蔵,インづりトデータのチェック,1ラーガイダンス,

タ蓄積等の機育副U川え,ワンタッチキーボードの接続を可能として,

庫管理,データ1ントリ用端末として一段と機能が充実した。

N12320 形牛ヤラクタディスづレー
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力

しており,汎用機M2481の常用手書文字(標淮字体による教育訓

練を前提とする)を越えて自由手書文字に近い性能を目指して治り,

この研究成果は汎用機M2481の読取性能の向上にもつながって加る。
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漢字情報処理システムの一環である漢字ナルタシステムM8250シリーズ

は,磁気テーづから入力するオフラインの漢字ナJンタであり,磁気テー

づに書込まれた漢字データを解涜して,印字用紙にナルトする装置

である0 このシステ△は,漢字ナJンタ,フォントメモリ及び制御装置で構

成され,コンパクトでパフォーマンス/コストが高く,次のような特長を
有する。

(1)乾式電子写真方式であり普通連続紙を使用。

(2)高精度で鮮明な印字品質(文字は詑X32ドヅトマトリクス)。

(3)局速印字(文字サイズ8ボイントの場合3,600行/分)。

(4)幅広用紙が使用でき,ラインナルタの代用も可能。

(5)フォームオーバレイ機能を有するために,づりづりント用紙は不要で

フ才ーム作成ソフトゥエアが大幅忙蛭減される。

(の 11,紙(55kg)から厚紙(135Rg)まで自由に印字可能。

(フ)自由な帳票が作成可能(最大16、384字種,マルチフ才ント司能,

縦/横変換可能, HSPEードあり,外字処理容易,ナ13リント用紙も
使用可能)。

(8)豊富なソフトゥエア(文字情報ファイル,入力手ータ処理,外字処

理,づりントイメージテーづ作成,各種ユーティリティ)完備。

●《MELCOM》350用生産管理用端末装置

生産管理システムにおいては,生産ライン忙沿って多数の各種端末装

置が分散配羅され,各端末はオペレータズガイト,各種情雜入力,伝票

作成等の機能を有している。とれらの機能にこたえて端末制御装羅

に多数の端末装置を接続L,《MELCOM》諦0シリーズ計算機をホス

ト計算機とする負荷分散形システムを開発するとともにM四50複合

端末装置, M2951データコレクタ, M2640ラベルナルタ,入12641ドヅトづ

リンタをレパートリーに加えた。

端末制御装置は,ワイ卞メモリ8 Kワードを主メモリとする 10 づロセヅサ

を中心に描成L,ホスト計算機とはデータリンクで結合Lて上記端末群

及びづロセス〕0 を制御する。 M2950 複合端末装置は,パネ}レ手イスづレ

,キーボード,トークンカードリーダを一体化したもので,端末制御装置と

の距航は最大lkmまで可能である。 M2951テータコレクタは 80欄力ー

ドリーダ,トークンカードリーダ,テンキー入力を有する端末で,専用回線で

4km まで伝送可能である。 M2640ラベルづりンタ, M2641ドヅトづりンタ

は共忙 30om まで延長可能なド,ワトマドJクスタイづのづりンタであり,

特に M26如は英数カナ記号'128種,任意図形64種を 0.1~3,2インチ

卿

,ー"f艇ゞ

M8250形漢字づりンタシステ△
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の任意のサイズで印字可能で,作業指示票,出荷伝票等の生産管理 端末装羅按続図

●《MELCOM》 350工業用計算機ソフトゥエア 湘11併Ⅲ11剛州馴1Ⅲ1削油川1Ⅲ1削川11捌棚削削Ⅲ11削肌柳1胤劇刈川剛削棚川削棚剛柳}Ⅲ1削削Ⅲ}1削脚1Ⅲ棚ⅢⅢⅢ洲朏Ⅲ11Ⅲ11馴1Ⅲ川1Ⅲ1Ⅲ1

工業用計算機の応用分野は年々多岐忙わたってきており,これらの

ソフトゥエア製作費用の増大が問題となってきている。ユーザのアナ竹

ーシ.ンづログラムの生産性向上に寄与すべく《MELCOM》350シリーズ

K対し次のようなソフトゥエアを開発した。

(1)高位レベル言語及びデバッ手ングシステム

づログラムの構造化及びデータの構造化が可能で、つとも一般性の高い

PL/1言語をりアルタイ△制御用に拡張した「ESPRIT」及びソース 言

語レベルでのデバ、,ギング1イド「SOLDA」システムを開発した。

( 2 )ホストづロセ,ワシングシステム

づログラムの製作,開発はなるべく大形の上位計算機を利用するのが

能率的である。《入伍LCOM》器0-50のづログラムを IBM の大形モデ

ル158,168上で作成及びテスト可能な「HOPS5山システムを開発し

フ.電子計算機 83

情報を提供できる。また用紙選択{C柔軟性のある M26兜ラベルづりン

タ{合わせて開発Lた。

ホスト計算機
MELCOM350.50

elc

雫孝ト

ず

チャン才、ル

,

履

Data Llnk
料末制郷釜置

た。更に《MELCOM》 350-50 の下位づロセヅサ(10P-1)のづBグラ△

生成システ△(マクロアセンづラ及びテストシミュレータ)も用意している。

(3)データベース生成ソフトゥエア

工業用計算機システムの分野でも.づ0グラ△と手ータの分籬が一般化

してきた。 CRTの画面フォーマヅト,づ0セス入出力定義,0ギング作表

フォーマヅトなどのアづりケーシ3ンデータベース作成を支持する汎用データベー

スゼネレータ「DBGEN」を開発Lた。アづりケーション bステムの生成及び

保守の省力化に効果を発揮している。

M2950

Process l

M295]

,呉合揣木'吏謹!

M2640

M2642

0

データコレクタ

M2641

ラベルプリンタ

ドソトプリンタ

巨
=
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●ビル管理用ソフトゥエアの受託開発

昭和如年代における人口の著し込都市集中を背景に,超高層白レ

や大形地下街の建設が相次ぎ,建物規模の拡大,空調や照明を中心

とした人工環境の整備,防災関連の法規制強化忙伴う設備の拡充な

どにより,建物内に設けられる設備の種類・数量・容量は増加のー

途をたどってきた。このようなピ}レ設備の状況忙対し,ビル管理運

用面からは,省力・省エネ1レギ・安全性の向上及び居住環境向上の面

からよりきめの細かい管理が要求され,我が国忙おいては昭和42

年忙西阪神ピル忙設置された白レ管理システム(当社製)を第1号機

として,建物の用途と規模にあわせて電子計算機を使用した各種の

システムが導入されつつぁり,今後とも機能の充実と適用範囲の拡大

の傾向にあると判断される。

このような状況判断の、とに,電子計算機のソフトゥエア振興普及

を目的として設立された情嬢処理振興慕業協会(1PA)では,昭和

50年9月"ビル総合管理システムーに関するシステム設計からづログラ△

111ⅢⅢ1Ⅲ1肌Ⅲ11脚1111Ⅲ11111ⅢⅢ111Ⅲ1肌Ⅲ111{Ⅲ1ⅢⅢ111肌側1Ⅲ11Ⅲ1削11{1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲli111剛11Ⅲ削削11ⅢⅢ1Ⅲ削1!1Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ肌11111川Ⅲ111Ⅲ11111肌1Ⅲ州1Ⅲ11剛削Ⅲ1Ⅲ11州1Ⅲ1馴1{ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ

フ.2 電子計算機応用システム

●富士ゼロックス(株)における生産管理システム

富士ゼ0'"ス(株)では,47年7月に主力工場である海老名工場

に,《MELC0八今 7700 を導入し,52年3月には,《MELCOM-

COSM0ンフ00Ⅱシステム{こ拡張して,大規模な手ータベースを中心とす

る,本格的なオンライン生産管理システ△を目指して,システム開発を続

けている。

《MELCOMシフ00Ⅱハートゥエア朧成は

768 KB●主メモリ

●磁氣手イスク(100入妃) 1-'ロ

●磁氣テーづ(オートスレリト) 5 '・、

2●ラインづりンタ

●力ートリータ 1

●力ートパンチ 1

●端末 CRT 2台 RT气Υ 9

現在か(隊)動中のサづシステ△は,大別すると

(1)長期・短期生産計画システム。

(2)資材情報管理シフ、テム(部品の発注,入着,在庫,払出しなど,

工場内の物の動きの管理).

(3)原価管理システ△。

(4)設計情報管理システム。

(5)技術情報検索システム(特許情報,技術文献の検索)

であり,海老名,岩槻の 2工場のデータを, EDMSファイル(約300

MB)を核とするワフィ1レ群により集中管理し,データ集配信システム,

作成にわたる開発業務の委託先の公募が行われた。

これ1て対し建築設計事務所,建設会社,白レ管理会社,電機メーカ

など多数の会社が単'独又はチームの形で応募したが,提出資料及び

ヒールづによる開発能力に関する総合的な技術審査の結果,当社が

第1位の評価を受け.開発業務の受託が決定し,現在次の土程で作

業が進行中であり,53年度末にはすべての開発作業が完了する予

定である。

昭和50年12月~昭和51午7月(完了)基本設計

システ△設計昭和51年Ⅱ月~昭和52年5月(完了)

づログラム作成昭和52年9月~昭和54年1月

なおとの開発による成果は,技術的には単館白レの総合管理シス

テム忙適用できることはもちろん,ビル管理群システムへも技術の波

及が期待でき,営業的にはより低廉な価格で合理的なシステムの提供

が可能となり,市場の拡大と標準化による納期の短縮忙貢献できる。

(TSS端末群)

あるいは TSS を通して処理している。

事務計算処理だけではなく, DANAS, GPDSを使っての実験計

画,工程計画などのシミュレーシ.ン関係,及び一般的な技郁信十算処理

の比重も高まってきている。

また,本社マシン(主に販売管理処理)とりモートバッチで結び,相

互にデータの交換を行っている。

将来的には,上記システムをより充実させるとと、に,自動設計シ

ステムの確立,販売管理システ△との有機的結合による,トータルシステム

としてのコンビュータネットワークを目標に開発を進めていく、のと思わ

れる。(EDMS : Extended Data Management system)

●三菱電機関東機械計算室の遠隔バッチシステム

三菱電機における情報処理集中化は関東,中部,関西,山陽,九州

の5地域づ0ツクと営業所群の 6づロヅクに分けて推進している。関

東機械計算機室は,全社集中化のモデ}レとして,本社,相模原製作

所,郡山製作所,及び群馬製作所に各1台設置していた中形計算機

《MELCOM》3100 を 1台の大形計算機《MELCOM-COSMO》700

(関東機械計算室に設置)と 4式の《MELCOM》70インテリジェント遠

隔バリチターミナル dRB丁)に置き換え,本社及び各製作所とを回線

接続し遠隔バッチ処理することにより実現した。以下に,集中化処

理実現のために新たに開発した《N正LCOM》70IRBT システムを紹

本ヰ土(寅京)

ブて]干三
コンビュータ

'")販売管珪処理

84

毎老名工場(神奈川)

生産管理
データ

^ース

MELCOM.COSMO

700Ⅱ

UTS/VS

Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ1肌Ⅲ1Ⅲ111川ⅢⅢⅢ111Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1削削1!Ⅲ湘1{Ⅲ{岫111Ⅲ1Ⅲ洲11111{Ⅲ1肌Ⅲ11111111111Ⅲ11Ⅲ11肌1111ⅢⅢ1Ⅲ111{111ⅢⅢ{111Ⅲ11Ⅲ1川11Ⅲ洲州肌Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1紳1

TSS/TP

IRBT

データ
集配信
ンステム

岩槻工場(埼王)

介する。

IRBT は,《MELCOM》 UTSⅣSオペレーティングシステムの下で動作

し,次の特長を持つ。

( D HASP インタフェース(他機種コンビュータ接続)。

( 2) EBCDIC トランスペアレントモードしfイナリ伝送)。

(3)マルチリビング(入出力装置の同時動作)。

(4)フォアづラウンド R]E とパックづラウンド媒体変換。

設計に際しては,汎用性・拡張性に重点を置き,全システ△同ーソフ

トゥエアによる出荷が可能となった。1RBT の標準機器構成は,(1)

(TSS端末群),デー,集配信)'ーーー牙呈
ニ・弓Z-、07

富士ゼ0,,クス(株)生産管理システム概念図

データ
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●兵庫三菱自動車販売(株)におけるオンラインリアルタイム システム

兵庫三菱自動車販売(株)オンラインリアルタイムシステムは,従来電電公社

が提供している DRESSの考え方を基本にして改良を行い《入促L・

COM-COSMO》500 に置き換えたシステムである。

今回のシステムの特長としてほ,22台の端末(RTW)を接続して

かつ,手ユアルジ.づも可能にして、性能及び機能が DRESS と変わら

な仏事,及び従来委託していた計算機業務が一本化され手ータの統

一化が実現した事である。

オンラインアづりケーシ.ンシステムは部品・サービス・新車と 3形態に分か

れているが,ここでは部品システムにつφて実例で紹介する。

(1)売ヒ処理(納品書発行)で何万点もある部品の売1西・原価を

計算し,その売掛金を得意先ファイル上忙書き込む。娘Π時性向上)

(2)部品の適性在庫数を売上処理時に計算して,適性在庫を割っ

たときには警告を発し,翌日には自動的に発注元へ送信するテレ.,ク

ス用ワオーマヅトの伝票が出力できる体制になっている。

(3)ユーザ管理は締切日に請求書を発行し,後日その入金情報凾端

末側で入力し,新ユーザにつ込ても即時端末側で登録できる。

とのように部品業務すべてを現場に任せ,複雑な業務体系を一本化

●ビグストン(株)におけるオンライン生産管理システム

ビづストン(株)においてこれまでIBMシステム3モ手ル10 により処理して

いたものを《入佃LCOMく0SMO》500 に置き換えたシステムである。

機極の変更に伴い客先所有の470本のづ口づラム(RNでかかれたも

の)の変換を行ったが,当社が開発した RPG一Ⅱは正Mの RPG

と互換性があり,極めてスムーズに行うこ巴ができた。

《入正LC0入D 500 へのレペルア,づを機に,設計段階より経理処理

までのトータルシステムの検討見直しを行い,新生産管理システムの確立

を鋭意すすめている。

《入正LCOM》500 によるシステムを作るにあたってシステム上問題と

なった点は,各工場ごとの部品ぞろえ,組立工場の変更,スケジュール

変更等であったが,客先と共同で検討を行い部品表を現状のサマリ

法からファミリッリー形式に変更,部品の手配方法をオーダ別手配方式

に,注文方式を内示と搬入指示の2本立てに変更するなどにより対

処した。

一方,系列3工場にはおのおの《入怨LC0八D 80/モデル8 を設置

し本社の《入伍LCOM》500 と公衆回線で結び,ラ!ータの集配信をオ

し少人数で運営が可能になったことで,省力化・簡素化・経費削減

・サーピス向上を実現したシステムである。

Ⅷ1Ⅲ11111Ⅲli1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11馴馴ⅢⅢ1!Ⅲ1Ⅲ{1Ⅲ削脚1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11肌11Ⅲ1ⅢⅢli1Ⅲ11削ⅢⅢⅢ111ⅢⅢⅢ11ⅢⅢⅢ111Ⅲ1Ⅲ

MELCOM・COSM0500

中央処理共置
160KB

コンソール

CRT

るr'、'ーーフ
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●第一企画(株)におけるオンラインによるダイレクトインプットシステム

梨Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11肌肌肌1ⅢⅢⅢ1Ⅲ11州ⅢⅢ1Ⅲ!1Ⅲ川1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢ洲岫剛ⅢiⅢ111洲ⅢⅢ111酬111ⅢiⅢ111Ⅲ11Ⅲ111ⅢⅢⅢ11Ⅲ1ⅢⅢ削肌ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ川1

第一企画(株)は,テレビ媒体の広告を中心に躍進している広告会社で,

従来は《入正LCOM》3100 を使用してマーケ',ティング諸統計を中心に

事務処理などをパ,りチ処理していた。

それを今回,《入正LCOMCOSMO》500 に置き換え,各現場及

びEDP 室へM345CRT及び経理課へ《MELCOM》80/8 を端末

として設置しオンライン化を図ることになった。

オンラインシステ△の概要は,各種マーケヅティンづ統計などの問い合わ

せ,各種手ータのダイレクトインづヅト方式の採用によるオンラインシステ△

である。このシステムの特長は,ダイレクトインづツト方式を全面的に採

用して仇ることで,各づ.づにおけるインづツト手ータは, M345CRT,

又は《入正LCOM》80/8 から入力できるよ5 に考慮されている。

ダイレクトインづりト後の手ータファイルは,端末倶仂、らの始動によってバ

ツチ処理される。これは,現場サイド忙対しての迅速なサービスがあ

げられるとともに計算機室におけるデータパンチ及びオペレーシ.ンの省

モデム

る益気ティスク
(50MB)×4台

直ホ

ンライン化することにより資材入着,生産完了,

部品ぞろえ状況が迅速には(把)握できるシステ△

20OBPS

兵庫三菱自動車販売(株)システム構成

タイフライタ

X4盲

モテ'ム タイフライタ

X18台

けん盤部

印字部
制御部
電原部

コンソール

MELCOM-COSM0500

カード

リーダ

中央処理装置
96KB

不良代品,オーダ別

となっている。

ライン
プリンタ

磁気
ティスク
50MB

86

回線接
嵳構

る茲ヌ、
テイスク
50MB

力化につながり,計算機室の運営管理は,大幅な改革となっている。

これは,手イスクベース化とオンライン化によって実現される訳である。

ビづストン(株)におけるオンラインシステム機成図

M[LCOM
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●《MELCOM》 80/31 ι二よる国民イ建^イ呆険業務オンラインシステムⅢ111洲川1111111111111刈111川1Ⅷ11111川削1川Ⅲ1朏脚洲則"1}叫11111川肌朏111111Ⅲ川川1Ⅷ1111111削Ⅷ1削11111脚

地方自治体忙おける国民健康保険(略称;国保)業務は,その情報

量及び事務処理の多大な点において行政事務の中で非常に大きな比

重を占めている。国保業務には主として,

0被保険者の賦課及び収納消込み

0異動処理(追加・削除・変更)とこれに伴う更正決裁,還付,

被保険者証の発行等

0住民からの資格,賦課状況に対する問い合わせ

0給付処理(資格審査,点数チェック等を含む)

0各種統計資料作成

があるが,従来は膨大な国保基本台帳及び各種帳簿をもとにしての

人力によるところが多い。

との度川口市役所では,このような国保事務の改善を目指L従

来の中形機による行政事珍の一括処理から国保業務を切り離して

《入狐LCOM》 80シリーズ/モデル31導入による分散処理方式を採用し

ている0 以下,川口市役所におけるモデル31忙よる国保システムの概
要と特長忙ついて記す。

(1)国保基本台帳.各種帳簿類をディスクファイルとして記録するこ

とにより廃止。

(2)住民記録,住民税等の最新情報はホストコンビュータである中形

機より磁気テーづで受取り磁気ディスクへ記録。

(3)納付通知,収納消込みを OCR採用によるターンアラウンド方式

で一元化を図ってφる。

(4) M345Fカラーキ七ラクタ手イスづレー 5台による異動処理の迅速化,
正確化をはかり最新情報の確保をはかるとともに,市民からの問φ

合わせ等のサーピスの迅速化,質的向上を図ってぃる。

(5)ビリングターミナル3 台により,被保険者証,台帳のハードコピー及

V、る。

(6)多面索引ファイルの採用により異動,問い合わせ等を氏名,個

ノ＼コードあるいは記号番号(証書番号)のいずれからで込可能にして

いる。

(フ)マルチづログラミングによって即時処理と併行して各種統計表作

成等の一括処理を行っている。

(8)職員の削減,職員増の抑止,ホストコンビュータの経費減少等の

経済的効果をあげている。

このシステムは地力自治体システムの先駆者的役割を果たし,同ーシ

ステムの引合いが後を断たな仏状況であろ。 川口市役所では
ーユ゛ J

=、π:,

国民年金システム用忙もモ手ル31を追加導入し,本稼働に入って仇る。

川口市役所国保システム織成(《MELCOM》 80
び還付伝票ほかの即時発行を行うことで市民サーピスの向上を図って シリーズモ手ル 31)

●《MELCOM》 70 ラボラトリオートメーションシステム則川肌111肌111川1ⅢⅧ1川11111洲mⅧ肌11111111川1則胴噛1削削肌剛洲1111朏11削瓣削川川柳洲Ⅲ朏1削削剛111!1111111111111111Ⅷ

《入ιEICOM》 70 ラポラトリオートメーションシステムは,汎用ユーザシステムイ
ンタフェース機村'及び,づ0セス入出力装置を中心辺t した豊富なハードゥエ

アに支えられ, RDOS, BDOS ほかの優れたべーシヅクソフトゥエアを

基に組立てられたアづりケーシ.ンソフトゥエア群で,大学,研究所,工場

の生産現場等で,計測データの収集・解析の自動化を目的として開

発され,52年中に数10ユーザで実用に供されてぃる。

電算機を使った計測データ収集,解析の自動化を行う上で,従来

データを電算機に取り込む段階は,電算機,計測噐のハードゥエアに近

φ領域のためにユーザは多大の労力をはらってきたが,《入正LCOM》

70ラボラトリオートメーションシステムは,ユーザからこれらの労力を取り除

くことを目的として,次の思想の下に作成したシステムである。

(1)問題向き言語又は高レペル言語により,データ収集から解析結

果のナJント出力,図形出力までの一連の作業がづ口づラムできること。

(2)計測器の規模に対応して,モジュール化されたハードゥエアインタフ

エースを使って,システム構成ができること。

以下《入伍LCOM》70 ラポオートメーションシステムのソフトゥエア@AS-7の

について説明する。ωヨづの定義例を図に示す)。

(1)データ収集づログラム:問題向き言語ΦAM)又はFORTRAN

で CALL できるサづルーチン群(RTCP)。

(2)データ処理パヅケーリ.統計処理パヅケージ(NSP),ディづタル波

形処理パヅケーづ(DSPP)。

(3)報告出カパッケー1!;●グうフィヅクディスづレーパッケージ(GDP),づ

ライン
カードリーダ フりンタ

中央処理装鐙
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●《MELCOM》 70 による臨床検査,自動化システム《MELAS》

臨床検査業務には心音・1齢皮など患者白体から直接データを計i則す

る「生体検査」と,血液・尿など患者から採取した試料を検査する

「検体検査」とがあるが,《MELAS》システ△は検体検査業務を,受

付などの前処理から,検査,患者への報告,日次・月次の統計処理

まで,総合白動化したシステムである。

これまでに 40システ△以上の病院(中央検査部)や検査センタへの

納入実績をもっているが,

0事務処理作業の省力化。

0転記ミス,報告ミス等の防止。

0臨床データ分析の質の均一化。

など《入正LAS》導入の効果は高い好評をえて加る。

システムの特長は,次のとおりであり,典型的なシステム構成を図で示

す。

(1)分析装置からのオンラインデータ収集。

(2)けい線表示から,ラ三イスづレーを使った操作性のよい入力方式。

(3)分析データのチェ'りク機能(項目単位及び項目問の論理矛盾)。

(4)システムア,づや入促機器変更が容易。

(5)ホストコンピュータとのシステムインタフェース0

(6)見やすい帳票類の設計。

●全日本空輸(株)における広域オンラインネットワークシステム及び
11ⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ11剛ⅢⅢ1Ⅲ州ⅢⅢ1Ⅲ柳ⅢⅢⅢ11Ⅲ1肌1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ淋Ⅲ11削削湘11Ⅲ11ⅢⅢ11Ⅲ11肌111肌1Ⅲ11朏11111湘111Ⅲ1111削馴削1Ⅲ1朏削剛洲削削1111Ⅲ"Ⅲ11Ⅲ11洲削Ⅲ11肌11111剛Ⅲ11肌11Ⅲ11ⅢⅢ

旅客営業用端末システム

このシステムは全国的広がりをもつ我が国最大級のオンラインネ,汁ワー

クシステムであり,航空機座席の予約をとう4割乗者名簿管理方式に

より行うとともに航空券の自動発券を行うものであり,旅客営業用

端末(PSS 端末.パッセンジャセールスシステム)約1,200台を全日本空輸

(株)の全国約400力所の事業所(予約センタ,市内支店営業所,空港,

代理店)へ遂次納入設置しっつぁる。な治既設の端末装置(飛行情

報用,飛行計画用,メ,北ージ交換用,気象情報用等)を含めると約

2,000端末500 回線の規模のネ'りトワークシステムとなる。この大規模な

ネ介ワークは東京,大阪,千歳,福岡の 4力所に納入設置された多

回線通信制御装置(TIP ●ターミナルインタフェースづロセヅサ)によって集

線.制御され,中央の大形計算機(HOST) uni沌0 Ⅱ00皿3 に接続

されている。

TIP は《MELCOM》70モデル35 を中心とした 6680形通信制御装

置の2重系システ△で構成されており,伝送手順,伝送速度(50~

(フ)各種データの問仏合わせ。

Ⅲ11肌111ⅢⅢⅢⅢ肌1111Ⅲ111川Ⅲ11肌1ⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢ1馴11Ⅲ1Ⅲ1!Ⅲ1Ⅲ11削馴11ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢN1Ⅲ1帥11Ⅲ胤Ⅲ11川削11111Ⅲ11酬肌Ⅲ

MELCOM70

32κνV

キャラクタ
テイスフ゜レー

ンステム
タイフヲイタ

キャラクタ

テイスフ'レー

キャラクタ

テイスフ'レー

計算撥巷含装置

2,40OBPS)の異なる端末と公社回線で接続して,端末

制御,コード変換,メ,,セーリ管理を行加, HOST と高速

回線で接続される。従来東京に集中していた回線を各地

TIP に接続し回線統合することにより,次の利点があ

る。

(1)回線経喪の低減。

(2)中央計算機の負荷の軽減。

(3)ネ,,トワークシステムの柔軟性。

PSS端末は M3妬F-M形予約問い合わせ用CRT手イス

づレー装置約700 台及び C34834形汎用づりンタ装置約20

台の設置展開を進めている。また予約センタ,大規模空

港など端末を多数設置する大事業所には回線効率を高め

るため A鮖05-10形クラスタ制御装置約50台を設置した。

引き続き M2243形航空券自動発券用ナ」ンタ約450台の

設置展開を予定している。これは漢字屯印字する18単

MELCOM70

16K、V

カートリソジ
デイスク10MB

システム

タイプライタ 1

ラインフ'りンタ

函館医師会南北海道保睦センタシステム構成図

位のワイヤド,,ト式ナルタであり, OCR文字,大・中・小文字合計

約340字種印字できる航空券発券専用ナルタで新規開発製品であ

る。全日本空輸(株)では従来の予約専用端末を PSS新端末に置き

換え,次の利点が図られている。

(1)従来の旅客数の管理方式から搭乗者名薄方式(PNR.パ,北ン

づヤネームレコード)にシステム機能ア"づを行い,予約の効率化を図る0

(2)タイ△テーづル照会など情報サービス提供の向上を図る。

(3)航空券発行業務の自動化を行仏,発券時問の短縮を図る。

自動分析嚢置

自動分析装置

多項目
自動分キ斤奘霞

88
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気隷清報用(WX)揣末
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●明治生命保険相互会社における「漢字名寄せ索引システム」

(M2365形漢字ディスプレー装置による)

多様化し,複雑化する社会の情勢下で,はんらん,増大する情報の

中から,適時に必要情報だけを迅速K取り出す手法は,ますます重

要視されている。このたひ珀月i台生命保険相互会社忙納入したN12365

形漢字ディスづレーは既設の IBN1370/158 と回線接続し,既契約者の

保険情報を検索するシステムで「漢字名寄せ索引システム」と呼ぱれる。

このシステ△は業務の合理化,顧客へのサービス向上を目的としたも

ので,従来この種の業務は契約1件ビとに力ードを作成し,多数の

蔚馴哉員が手作業で実施していた。このシステムの特長は次のとおり

である。

(1)姓名及び生年月日をキー項目にして,同一契約者又は被保険

者の複数保険契約を一括検索できる。

(2)約700万件に及ぶ既契約者情報ファイルから,任意の情報を即

座に漢字ディスづレー上に呼び出し,情報の更新を容易にできるため,

常に最新情報を貯蔵,利用できる。

(3)検索の機械化は瞬時の検索を可能とし,かつ検索もれがなφ。

また,漢字をキー項目とすることで正確な情報を検索できる。

(4)従来の契約1件ごとの管理方式を,顧客別の管理方式に移行

できる。

●広域オンラインデータ集配信PENTA・NET システム

《MELCOM》 PENTA-NETシステ△は,最近のコンピュータシステムの

分散処理傾向の時流にのり,構内オンラインから,広域オンラインシステ

ムまで応用分野を広げて゛る。以下, PENTA-NETシステムの目的

と特長,事例を記す。

PENTA-NETシステ△の目的は,(1)適用業務の全部をホストコン

ピュータと完全に独立して処理する,(2)ホストコンピュータのデータ処理

の一部を分担して処理する,の2つである。特長としては,(1)処

理づロセッサにミニコンビュータ《MELCOM》 70 を使用。(2)業務づ0

グラムを COBOLでコーディングできる。(3)廉価であり,システムの拡

張が容易である。(4)多重処理忙より処理効率の優れたシステムを構

側Ⅲ11肌剛刈ⅢⅢⅢ111Ⅲ朏削馴1Ⅲ脚州削馴湘11Ⅲ鮴1Ⅲ11Ⅲ1削肌11Ⅲ11Ⅲ洲蹴Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ川棚1Ⅲ1蠏1Ⅲ1馴11Ⅲ削洲郷剛削肌肌1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11肌州1Ⅲ11ⅧⅢⅢ泌Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ郁Ⅲ1Ⅲ1111ⅢN111側洲Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ1醐膨膨糾削鯛川1鰯削1解馴ⅢⅢ111Ⅲ削1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢiⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ胤ⅢⅢⅢ1ⅢⅢU

ⅢⅢ剛蹴郁都1榔削肌糾胤鄭朏剛削州朏胤榔湘剛洲洲剛恥繊脚胤榔朧脚洲削Ⅲ1叫削剛馴ⅢⅢⅢⅢ11Ⅲ
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築できる。(5)複数の PENTA-NETシステムを結合し,より高度の,

信頼性っ高い分散処理ネ,,トワークシステムを構築できる等々である。

最近の事伊ルしては,(1)《MELCOM》80/8 (複数)と公衆回線

網を通じ接続し,データ集配信を行らシステ△。(2)東京,大阪,名

古屋に分散配置された数10台のCRTを制御するフロントエンドづロセ,,

サ。(3)工場内外に複数の PENTA-NETシステムを配置し,それぞ

れの業務を処理しながら互いに情報検索を行うシステム。(4)支店業

務処理を行う複数の CRT,ナルタを制御し,ホストコンビュータとデー

タ送受信するシステム。等々がある。
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8.建築設イ蒲と冷凍

オイルシ.,ゞク以降低迷を続けてきた建築業界も 52年はようやく底を

脱して上向きの感があり,特に都内に大形ビルの計画が相次いでい

るが,国内全般としては恢復の足取りはまだ鈍いと言えよら。この

ような状況において,建築設備の分野に関する当社の研究開発は省

エネ}レギと安全化への志向を一段と強めており,社会的要請に答える

ととも忙,製品の競争力を強化している。

昇降機にお仇ては,サイリスタレオナード方式が実用化の段階に入り,

高速1レベータの消費電力を25%以上節減可能となった。安全化に

つ゛ては,つエイルセーフからフェイルソフトへの設計思想の転換が進み,

従来の方式を一新した停電時自動着床装置の開発,故障自動通報装

置の普及推進など業界のり一互一となっている。

空調分野では当社独特の《ロスナイ》1レメントによる全熱交換方式忙

8.1 エレベータ・エスカレータ

●エレベータの制御技術

世界最高速毎分60om エレベータの開発

エレベータの速度は高層ビルの利用効率向上の重要な手段として高速

化が進んできた。従来の記録は毎分540mであったが,当社はこの

記録を破る世界最高速の毎分60omのエレペータを開発し,東京池袋

副都心の我が国で最も高いビルになる「サンシャイン60」へ納入した。

エレベータが高速・高揚程化すると,エレペータ昇降忙イ半って発生する

気圧変化,横揺れ・縦振動の増大,速度の6乗忙比例して増大する

風音,巻上機の大形化,速度の2乗に比例して難しくなる安全確保,

等多くの問題が発生する。

当社は,これら閻題に対し第1忙,速度・揚程が人体に与える影

縛に関する基礎実験により毎分60om ・揚程227m のこのエレベータ

が十分実用範囲にあることを確認した。次に毎分5如mエレペータの

実績を基忙,従来から当社が提唱してφる正弦波理想運転曲線の採

用,静止化した高性能速度制御装置,始動はかり装置,縦振動抑制

ダンバ,レール精度向上,制振特性を有する口ーラガイド,等kより乗心

地の改善を図った。また,風音を抑制するため,かビ室を特殊2重

構造とし,かご上下忙流線形カバーを取付けた。この特殊なかビの

軽量化とシーづ径の適正化,強制風冷,等により巻上機の小形軽量

化を図った。安全性を確保するため托は,電動機電流・実速度と指

令速度を監視する装置,特殊合金シューの非常止め,等各種安全装

置を開発し,更につり合おもり脱レール防止などの地震対策も実施

した。これら各種安全装置の開発技術が,毎分60om のエレベータを

可能忙したとも言える。

このように,多岐にわたる技術開発により,風音・振動・乗心地,

共に従来の毎分540mと同等以上の性能で,しかも安全性・信頼性

の高い世界最高速エレベータを実現した。

サイリスタレオナード方式 GL エレベータ

当社は先忙三田国際ビル向けエレベータに我が国初のサイリスタレオナード

方式GLエレベータを納入したが,今回ギャレスエレベータ用としてのサイ

リスタレオナード方式の開発を完アし,兵庫県新農業会鱸に 1レベータ 3

台を納入,引き続き新宿センタービルに 1レベータ 8台を受注した。当

社のサイリスタレオナード方式GL エレベータは,長い実績とその性能忙定

評のある当社の一般工業用サイリスタレオナード技術を基忙,エレベータ専

加え,ヒートボンづ方式,蓄熱そ 5(槽)などを総合する省エネ」叶'システム

の研究が進み,子測制御システ△をも含め電力ぜーク問題解決の一助

巴なりつつある。

建築安全化の一翼を担う非常用発竃機は高能力で好評を得ている

PG 形バヅケージ発電機を D シリーズとしてモ手ルチェンリし,既設白レを

含め各種ビル用途に適合できるようになった。また51年に発表し

たスパイラルシュータもピル安全設備の 1つとして,高仏避難能力と実

用性が注目を集めている。

以上の建築忙おける省エネルギと安全化の推進にとって不可欠とも

言えるシステ△化について、,マンマシンインタフェースに格段のコt夫を凝

らした総合監視システムを相次いで納入し,好結果を得た。

用に開発したものである。

サイリスタレオナード方式は,従来の MG

部分が完全静止化されてφるため,電

力消費量が約25%節約され,更に機

械室発熱が減少するので,空調設備負

担が減り,空調用電力減少まで加味す

ると全体で約35%の省電力となる。

更にサイリスタレオナードの制御性の良さに

支えられた巻上機の小形軽量化,機械'

室機器のコンパクト化,非常用発電機容

量の減少,等時代の要求を先取りした

エレベータ制御方式といえよ 5。

中速 GLエレベータの新制御方式

最近,毎分120~180m の中速ギャレスエレベータにお仇ても,建物側

への負担減少,安全性の向上が強く要求されてきた。

当社は,この要求を実現するために図のづロヅク線図で示すTFN

形制御システムを開発した。との方式では,速度微分帰還を設けたこ

とによる巻上機電気仕様の改善,シーづ径の適正化,等により巻上機

90

速度指令信号発生装置

斤"刀ずノくタ^ン'C
郭生奘置

エレペータか:

サイリスタレオナード盤

DM1牙づ,^

ど汐妙Jインダクタ 1
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TFR形レギュレータ帰還回路部

電圧帰還
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「雇度微分帰届η
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TFN 形制御システム
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重量を平均30%以上減少し,巻上機の投影面積を約15%減少させ,

建物側への負担を大幅に減少した。

更に高精度速度発電機,静止形高精度速度制御装置により理想的

な加減速特性,高精度な着床動作を長期にわたって安定に維持し,

戸の開閉動作との調和を保つことによって通常運転時の安全性の向

上を図った。また,万一の故障に備えて,過速度,過電圧,過加速

度,監視装置等の法規で定められている以上のきめ細かな,安全対

策,装置を付加した。

規格形エレベータ《エレペット》の新制御方式

当社は,昭和 50年にダイヤづライド方式《エレペヅト》の中低速エレベータ

専用の交流帰還制御方式として,1対のサイリスタで加減速をステ,づ

レスに制御する方式を採用し,安定した性能と高い信頼性を発揮し

好評を得てきた。

52年にはこの方式に改良を加え,半導体技術進歩の成果である大

●エレベータの緊急時対策

エレベータの完全に対する考え方は,フェイルセーフから更に停電や故障

でもできるだけ乗客を乗場に降ろすフェイルソフトが社会的に要求さ

れ,一段と幅の広いものに変わってきた。当社ではこれらの要求に

答えるものとして,従来から販売していた2種の緊急時対策装置と

システムを一層便利で経済的なものに改良した。

MELD (三菱エレベータ停電時自動着床装置)

従来は大容量のバヅテリを用いて巻上モータを直接駆動していたが,

改良品は走行中のエレベータが持つ運動エネルギやつり合おもりとかご

内負荷による不平衡トルクをできるだけ活用し,また巻上モータとは

別の小形直流モータを利用する方式を採用Lた。これらによってバ

ツテリのセル数と容量を大幅に削減できた。 MELDでは速度帰還制

御に用いてφる速度計用発電機を通常時と同様に使用し,過速度チ

エ,ゞクを行うなど安全性につ゛て配慮した。このような改良とともに,

制御装置や動力用バヅテリを小形で機械室に納めやすい形にまとめた

ので,経済性の改善とあ゛まって公共住宅,病院や辺地のエレペータ

を中心に多数設置されるものと思われる。

METAS(三菱エレベータ故障自動通報システム)

従来から電話回線を利用して保守会社に故障を自動通報するシステム

を開発して仏たが,次の改良を加えて発売した。すなわち運転不能

●乗用油圧エレベータ

近時ますます深刻化しつつぁる都市部の日照権問題,観光地及び風

致地区における環境保全のための建物の高さ制限などから,建物上

部に機械室を設けなくてもよい乗用油圧エレペータの需要が急速に増

大している。

当社はこれらの情勢に積極的に対応し,従来の油圧エレベータをあ

らゆる面から徹底的に改良した画期的な特長をもつ新形乗用油圧工

レペータを開発し,51年秋より発売を開始したが各方面から好評を博

し,エレベータ需要全体の沈滞のなかで,特にめざましい伸長を示し

ている。これは口一づ式と競合できる適正価格化,省電力化,すえ

(据)付スペースの縮小,安全性・信頼性の向上など所期の開発目標の

正しさが実証されたものと考えられる。

一方,建設省の関係機関である財団法人"住宅部品開発センター"

の主催による中層共同住宅用エレペータの競争設計で,当社は問接式

油圧エレペータで応募して入選し,実機の試イ乍検証でも優秀さが認め

られた。この結果からも中層階用のエレベータとして油圧エレベータが

電力用双方向性サイリスタ(トライアリク)を使用した新しい制御方式を開

発した。この開発によりサイリスタ切換用の電磁開閉器が不要主なり,

安全性・信頼性を一層向上させることができた。更にこのトライアック

を,高速《エレペヅト》にも採用して主回路構成を簡素化し,信頼性を

一層向上させるとともに,電気・機械系の改良により電磁騒音の低

速度制御装置部品

鄭州肌削1Ⅲ1Ⅲ1榔削朏削11Ⅲ湘朏黙訓1判除脚Ⅲ11馴胤ⅢⅢ1Ⅲ11Ⅲ州朏Ⅲ1ⅢⅢ州削11Ⅲ1Ⅲ1削榔削賊Ⅲ11肌州Ⅲ11肌削11111削馴肌11Ⅲ闇1Ⅲ11Ⅲ1馴削淋削削朧削11111縦Ⅲ11脚馴朧綱,11Ⅲ俳削脚

減及び乗心地性能の向上を

達成した。

故障と乗客のいるかん詰故障を信号音で区別して,まず管理人をイ

ンタホンに自動呼出しする方式である。との改良によってかビ内操作

がなくても,管理人倶仂、ら乗客に話しかけ交話ができるので,閉じ

込められた乗客の緊張を和らげながら,管理人から保守会社への連

絡がかご内状況の報告を含めて早く行われる。管理人を自動呼出し

しても一定時問内に管理人の応答がなければ,保守会社へ電話回線

を通じて白動的に通報される点は従来と同じである。

第2の改良は上記の本格的通報システムとは別に,かん詰故障に限

つてエレベータホールに『かん詰故障発生』を報知し,とれを発見した

人がエレベータの保守会社に電話連絡する住民協力形方式も開発した。

いナれの入狐TASでも1レペータ保守会社への連絡が迅速に行われ

るので,乗客の早期救出に今後一届大きく貢献するであろう。

また入正LD と入鵄TAS を組合せて使用することにより,停電

や万一の故障でもまず最寄り階に自動芦床させ自動戸開きすること

を試み,それが不可能なとき次善の策として保守会社へ迅速に故障

が通報されるので,利用者の安全と便罰はが一層向上したものとな

る。
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●輸出エレベータ

52年におけるエレベータ・エスカレータの輸出は世界的な景氣停滞にもか

かわらず,51年度を上回る生産実績を挙げた。輸出地域、,罷年

9月にサウジアラビアの第2 の都市づツダに向けて《エレペット》を出荷し,

既存の 18力国の市場に加えて合計19力国となった。

速度90m/m伽,105m/mln の交流婦環制御方式エレベータは海外

各地に、多数納入し好評を博しているが,その実績を踏まえて速度

75m/minエレペータも交流帰環制御方式k切換えた。この方式は従来

の交流2段制御方式忙比べて,乗心地,着床精度,短階床対策,運

転効率などの性能を大幅に向上した。販売開始以来,香港及びアラづ

首長国連邦を中心に多数の受注を得ている。

また,海外市場の要求に応じて速度120m/min の直流歯車式エレ

ベータの販売を開始した。歯車式エレベータを高速化する忙は

川川削削織Ⅲ1Ⅲ111洲11111脚肌1Ⅲ11111111Ⅲ削Ⅲ11淋剛Ⅲ11削肌1Ⅲ111111削11111削削ⅢⅢⅢ1Ⅲ}Ⅲ1ⅢⅢ1削剛刈11Ⅲ11Ⅲ削11Ⅲ川111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ削Ⅲ1ⅢⅢ川Ⅲ1Ⅲ111川Ⅲ111ⅢⅢⅢ11Ⅲ洲馴削Ⅲ11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢ1ⅢⅢ削削Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ馴11ⅢⅢ1Ⅲ111

主として歯車付巻上機に起因する振動問題を解決する必要

がある。当社では脈動を最小にする歯車の設計上並び忙加

工上の研究の成果及び徹底した品質管理によりこの問題を

解決し,従来 105m/min までであった直流歯車式エレベータ

の最高速度を 120m加血に上昇するととに成功した。この

方式は 52年始めに香港・ connaug、t Road 向けに出荷し,

引き続き南ア連邦・stock Exchonge 向け 8 台など10数

台を受注,製作中である。

ヨー0',パ地区についてはオランダの有力企業に技術貸与し

多数のエレペータを受注した。との中には EUN-point Ⅳ向

け高速GL エレベータ 8台, GD エレペータ 1台の受注があるが,

これはパリで好評運転中の B鴫no]et 向け高速エレベータの

実績によるところが大き゛。

ヨーロッパ各国はエレベータ・エスカレータの歴史、古く経験も

当社は先のフランス法規に引き続きオランダ法規をも対応司能とし,

ヨーBヅパ系法規への適合力を一段と強めた。

メキシコの El presidente chapltepec Hote1 向けの GL 210m11nin ・

OS-75.6台を含む合計 12 台のエレベータが認年8月営業運転に入

つた。とのエレベータは地上40 階のサービス階が非常忙多いものであ

るが,割当方式の高度な群管理方式に,長時問待呼び動作,オファワ

スボッティング動作を付加するなどきめ細かな配慮を行っており,良

好なサービスと快適な運転性能忙より,ホテ}レ関係者から抜群の高性

能エレベータとの好評を得た。

胴:事1. i》

メ牛シコ. El precidente chapltepec Hote」納めエレベータ豊富であり,法規も細部にわたり厳格忙規定されている。

ⅢⅢN11111肌1Ⅲ1削111ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ削ⅢⅢⅢ11N削1Ⅲ1淋11}Ⅲ川1Ⅲ州11Ⅲ削畍肌削肌削脚湘11Ⅲ脚刑削Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ11Ⅲ馴11111肌湘胤削洲棚棚捌剛郷湘削削欄剛肌岫洲側肌淋1ⅢⅢⅢ川
●新シリーズG形エスカレータ

に非常停止ポタンを,上・下階乗降口と、,左右両側k 1力所ずつ,エスカレータは,乗客の輸送設備としては'かりでなく,室内インテリアの

計 4力所設けた。ひとっとして重要な機能を、つ。この要求に合致する新シリーズG形

(6)踏段チェーンと噛み合うスづ0ケヅトには,特殊形状のウレタンゴム1スカレータを完成し,神戸パウリスタeルに 80OGSA形エスカレータ 3台

製防音ゴ△を装備し,エスカレータを一届静粛な、のとした。を納入し,好評裏忙か(稼)動中である。 GSA形エスカレータの主な特

G形エスカレータには,この低か欄干柱なしの GSS形エスカレータ及長は,次のとおりである。

びニューアル部分の張り出した欄干柱つきの GSL形エスカレータがあ(1)ニューアル部分(乗降口手すり部分)の欄干柱をなくし,また

る。なおニューアル部分の張り出した GSS形エスカレータ及び GSL形中問部の欄干柱の問隔をより広くして,欄干部の透明感を一層向上

エスカレータには,ニューアルスィッチを装備し,移動手すり部分と床とのさせた。特にニューアル部分のガラスパネルは,非常にワイドなものとし

問に,万一異物がはさまれた場合には,エスカレータを停止させるようたので,乗降口まわりは透明感が一層強調され,すっきりしたもの

になっている。となっている。
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(2)デッキポードは,ア1レミ合金押出材とし,仕上げは銀白色アルマイ

ト仕上げとした。この仕上げは非常に光沢があるのでエスカレータを

一際引き立たせる。

(3)ランディングづレートはステンレスとし,ニューデザインのエッチング模様

で仕上げた。

(4)スカートガードにはさまれる事故を予防するため,テフロン@コーテ

インづスカートガードとした。これはスカートガードの表面に特殊処理をし

た耐久性のよいテフロン@をコーティングしたもので,これによりスカー

トガード表面の低摩擦性・非粘着性が強化され,乗客の運動靴やビニ

ルづーツがスカートガードに触れても滑りがよいので,はさまれる恐れが

なくなり安全性が一段と高まった。

(5)非常の場合,エスカレータを直ちに停止させるととができるよう
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●自動寒δ、きシステム剛郷1Ⅷ胤削1111111111Ⅷ111Ⅷ11賊削馴胤湘1111Ⅷ1献馴州削肌剛削削削川娜削馴刈剛削削湘11111様制脚肌馴則川脚淋棚馴柳削脚削削娜湘航1則,献欄捌湘1111泓削瓣川削剛11111馴胤糾洲

高層ビル外壁の窓ガラス清掃の自動化は,ビル管理の省力化と作業の

安全性向上が認識されて需要を喚起し,記年度には池袋副都心オフ

イスとう q勅(60階),新宿野村ビル(52階)などの超高層ビル及び

住友生命岡山ビル(20 階)などの中層ピルに自動窓ふきシステ△を納

入した。特に超高層白レ用E形ルーフカー忙は,作業の安全性と作

業環境とを充実させるため操作員用の牛ヤビンを設けており,また自

動窓列位置決め装置に電子ビームスィッチの採用,清掃ユニットへの竃

力供給用ケーづルの巻上村レク制御,操作盤のアラームシグナルの設置な

ど操作性・信頼性・保全性の向上を図った。また中層ビル用S形ル

ーフカーは,10数階の設備規模の小さい建物に適用できるように経

済的な形式として,小形軽量化を図った。

清掃ユニ介にっいては,建物の特殊な形状や窓の配置忙も河志で

きるようにユニ"の清掃へヅドを複数個取付けたり,建物のガイドレ

ールのビッチ寸法に応じて.ユニヅトの車輪ビリチの寸法を自由忙変更

できるなどの多用途化を図った。

8.2 冷凍空調機器

● Hi択eルi システム冷凍サイクルのシミュレーシ.ン

HVR-Liシステム冷凍サイクルを応用した空調ブj式C検討と,空謁シ

ステムユニ介における省エネルギ効果・信頼性・快適性の高い制御法

を確立するために,冷凍サイクルの各種条件下における動作解析を行

い,冷凍システムの各部分を理論モ手ル化し,準静的動作をシミュレーシ

ヨンできるづログラ△を閉発した。

このづ口づラムでは,圧縮機・捗薪箔器・過冷却制御弁・蒸発器・アキ

ユームレータなどの各システム構成部分の仕様と室内外温度条件を任意

に変化させた時,各部における冷媒の動作・状態を解明できるよう

になっている。それによって,任意の運転状態における圧縮機の容

積効率・機械効率・入力・吐出温度・吐出圧力・吸入温度.吸入圧

カ・吸入ガス比容積,冷媒循環流量,凝縮器・蒸発器における冷媒

の分布状況(スーパヒート部・ 2相部・サづクール部・かわき度),膨帳弁

の開度・流量,冷暖房能力, COP など諸種のアウトづヅトが得られる。

1例として始動時の冷媒サイクル各部の状態を図K示す。

jミ111t声;1ト、
透f1立、、之づノ

1影三二'す

弓§をー

1 2 3 4 5 6 7

これらのアウトづヅトを利用し,室内外温皮条件の変動に対応して, 時問(分)

圧縮機容量,熱交換器面積,膨張弁開度等はどぅあるべきか,また 冷媒サイクル始動時の各部状態

●店舗向けパッケージェアコン州11111Ⅷ1剛1111枇111111111111朏11111娜朏11111削1111111"1削1111111}11削肌111}朏11洲11111湘肌肌削肌IN11"11削畍11111脚削肌11{11削削11111剛肌1側桝剛削棚朏川11111馴11111朏脚1"1雌11桝11洲"1那馴11111

店舗及び小規模事務所向けのパリケーリェアコンとして空冷式2.2~3.75 (1)大幅なスリム化(床面積 2.2~3.75k＼V (3~5HP)で 0.2~032

__゛ーー.^

メ4

kw(3~5HP)クラスの需要が増大しており,多種多様な店舗の装飾

の一部ともなり得る優れたデザイン(インデワ性)と,空間をより肩効

忙利用するスペースセービング機能を兼ねそなえた天井づり形,床羅ス

り厶形が,脚光を浴びている。

当社では,この二ーズに答えるべく天井づり形で 2.2kw (3HP),

3.75kw(5HPX冷専,ヒートボンづ)の 4機種に加え,天井づり形 2.フ

kw(4HP)(冷専,ヒートボンづ),床置スリム形 3.oklv (3HP)(冷専,

ヒートボンづ)を開発し,店舗向けとしての品ぞろえをはかった。

天井づり形の特長

(1)インテリアにマッチするしゃれた手ザイン。(2)づルスィヅチ採用で,

操作は簡単。(3)下吹出し角度45゜可能,上下でむらの少ない暖房

が可能。(4)アタッチメントの使用により,つり下げ工事を大幅に省力

化。床置形の特長

冷媒の動作状況より着霜領域

うすべきかの予

一

.'

S形ルーフカーの外観

測制御法の磁立

を図って仇る。

凄扮

、、

高圧力,介才フ領域を避ける運転はど

高圧側圧力
20.0

15.0

10.0

5.0

8.

低圧側圧力

建築設備と冷凍

( 6574kcal/h)

(COP=2.13)

,ψ姿

ンゞ4

m')(2)室内インテリアに合わせコーナボール交換

可能化。(3)軽量化,4方向配管可能などによ

り,搬入・据付性の改善。
'ノ
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天井づり形
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●ルーフトッフ゜タイフ゜エアコンディショナ

我が国における空調機器は,機種の充実,品質・性能の向上などに

より海外諸国に通用する商品に成長してきており,東南アリア,中近

東諸国などの海外市場から注目を浴びている。

今回,パ,りケーづエアコンの輪出専用機種としてルーフト,ワづタイづエアコン

手イショナ"PR"シリーズを開発し発売した。この"PR"シリーズは空冷

形の冷房専用タイづで,3.75klv (5HP),55kw (8HP),フ.5RW

(10HP),11kw (15HP)より成り,製品の小形コンバクト化,軽量

化,保守のしやすさ,運転操作の簡素化などに主眼をお込たもので

ある。

製品の使用形態はダクトによる使用を標準としているが,吸込み,

吹出グ,ルの使用も可能である。据付形態としては,屋根置据付け,

屋根裏据付け,スラづ(壁,窓貫通)据付け,庭置据付けなどが可能

であり,据付けの多様性を特長として込る。また,中近東などでは

外気温度が 50゜C近くに達することもまれではなく,特にこのよう

な酷暑地域忙おいても支障なく運転できるようにしてあり,その運

●空気熱源ヒートボンプパッケージエアコン

空気熱源ヒートボンづパヅケーづエアコン PAH-L20, P"1-30, P"1-40

形の3機種を,信頼性の向上と低騒音化を目的としてモデルチェンジを

行V、,このたび完了した。従

肌Ⅲ!Ⅲ1111Ⅲ11ⅢⅢ11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ肌Ⅲ1ⅢⅢⅢ11削11!Ⅲ1111肌削Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ!Ⅲ11Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ1川Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11肌11ⅢⅢⅢⅢ1ⅢⅢⅢⅢⅢ川ⅢⅢ11Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ11ⅢⅢ1肌脚1Ⅲ1

転温度範囲は室内 21゜C DB (15.5゜C W'B)~35゜C DB (22.5゜C WB),

室外 21゜C DB~50゜C DB の広範囲にわたって加る。現在,この"P

R"シリーズの使用用途としては据付けの多様性,簡易性などにより,

事務所,工場,店舗,住宅等の広範囲にわたっている。

来の HVR■ル1 システム依よる

安定した運転・逆サイクル自動

霜取などの特長はそのまま生

かし,更に次のような特長を

もたせた。

(1)室内ユニ汁 PAf1形と

室外ユ:,トPVH形の接続配

管長さの限界を配管相当長

35m とした。(従来は配管相

当長 30m)

(2)室外ユニット PVH形に

低騒音形の送風機を採用し,

騒音を低減した。

1し一フト,ワづタイづ PR【5 形

1{Ⅲ1州ⅢⅢ1Ⅲ!Ⅲ11洲1Ⅲ1胤"11剛肌削馴111ⅢⅢ1肌Ⅲ11削帥川ⅢⅢⅢ1肌Ⅲ!1Ⅲ1Ⅲ11肌川11Ⅲ馴湘11!111"1ⅢⅢ11Ⅲ肌削洲11111剛N11剛1{11川11111Ⅲ11Ⅲ111Ⅲ11111脚1Ⅲ11Ⅲ1

銅管用継手を取付け,配管工事性を高めた。

(4)冷媒タンクを受液器に変更したことにより冷房時と暖房時の

1

謬.

"'「辻、=「=^

室内ユニ.り卜 PAH40 形(3)外部配管用相フうンジに

●空気熱源ヒートボンプチラーユニット

セントラル冷暖房の空気熱源ヒートボンづチラーユニット《サニーパヅク》は,性

能の安定性と使いやtさにより広く採用されるようになったが,こ

の度,新形モ手ルとして, CA11-D シリーズを開発した。

CA11-Dシリーズの開発の着眼点は,小形・軽量・据付の容易さ,

性能の向上に加え,低騒音化にある。

CAH-D シリ」ズの主な特長は次のとおりである。

(1)幅広い運転条件で安定した運転が得られるように,冷凍サイ

クルは独特の HVReルiシステムを採用した。したがって,外気条件が,

暖房の場合一10~20゜C,冷房の場合20~40゜Cの範囲で,最高55゜C

の温水,最低5゜C の冷水が得られる。

(2)機器本体の低騒音化を図った。(例,3.75kw(5HP)の場合,

ユニサトからの距離lm にて 48ホン)

(3)据付スペースの縮小,据付場所の選択の容易化のため,サービス,

水配管はユニ'介前面,空気吸込みは前面両側面の3面であるが,両

側面の仇ずれか一方がふさがれても性能を維持できるようにした。
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鍾

冷媒必要量の差や,負荷変動忙よる冷媒必要量の変動に

対して大幅に適合できるようになった。

"J^
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室外ユニリト PVH-40形
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また7.5kw (101四)以下はボンづ組込み可能の構造とした。

(4)操作はすべて室内から行えるように,ユニ"運転・冷暖目J換

え.積雪防止用の送風機単独運転スィ,チはりモコンパネ1レに集めてい

る。りモコン回路はトランスで降圧し対地電圧10OV である0
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《ロスナイ》材料(気体,水蒸気の選択性向上) ころ,ηCO,はほとんど認められず,ηH.0が飾~70%の《ロスナイ》素

省エネ1レギの立場から,換気装置における熱回収が注目されている。 子を作るこ巴ができた。

この時温度ぱかりでなく,湿度も同時に回収できればその回収効率 《ロスナイ》パック

の上昇は著し仏。すなわち顕熱だけでなく潜熱も同時に回収できる 業務用《ロスナイ》としては従来《ロスナイ》エレメントと鉄箱を組合せた

全熱交換器としてロスナイを開発し,好評を博している。更に熱回収 いわゆるLSタイづが基本になうており,それを数個使い送風機とダ

効率と同時1て換気効率も上げるため,二酸化炭素など不必要な気体 クト接続すると言った現場工事を行っていたが,エレメント,送風機,

の透過性を小さくし,しかも水蒸気の透過性を大きくしたいわゆる ワイルタを一体化し空調工事の設計施工を省力化したLPタイづとして

気体に対して選択性を持った《ロスナイ》の仕切板用特殊加工紙を開 12,ooom3小の新鮮空気を処理できるものを開発、した。その第1号

発した。 機を名古屋科学館のづラネタリウムの新鮮空気遵入用に納入し省エネル

親水性の高分子フィルムは生活空調条件の領域で非常に大きな選 ギに効果を上げた。

択性(二酸化炭素の透過係数PCO,に対する水蒸気の透過係数PH,0 名古屋科学館の場合,外気導入率は70%と高く,ヒートボンづチラー

の比 PH,0/PΦ,は 104~100 に及ぶ。)を持つが, PH,0 の絶対値が小 と組合せ良質な空調を大きな省エネルギ効果のもとて・460/＼収容の

さく,そのま立では用いることができない。一方,親水性の繊維性 づラネタリウム室内の環境整備に利用されてφる。

多孔質材料である紙は選択性はないがP鳥0の絶対値は大きい。 このLPタイづの特長は上記のよらな一体化した《ロスナイ》装置のこ

の場合細孔を水が埋めると紙の透気性は乾燥状態に比べ極端に落ち 新鮮空気入口出口,室内空気入口出口の4力所にダクトを接続する

る。我々は和紙にこれらの親水性高分子を含む吸湿性薬剤を含浸さ だけの工事の省力化及び空調の省エネルギ化を目的としたものであ

せてその気孔率を減少させ,二酸化炭素を含む気体の逐過係数PCO, る。
マ

を 1ル0以下に下げるとと、に,広い相対湿度範囲での吸湿性を改
..]^ー.^

,^^

゛'

善することによって,紙の持つ水蒸気透過係数を更に大きくし, . ヨ"
'

1.PH,0/PCO.>100 の選択性を付加できることを見出した。
'ノ

この氣体の選択性の機構は,定性的には次のようなものと考えら 二 A

れる。紙の細孔表面を吸湿性薬剤で被覆し,細孔径を小さくするこ ●^

とにより氣体の透過性を減少させ,更に空気中の水蒸気を吸収して
4'ー'、ゞ「『,互"^.'

その表面に凝縮させ,細孔を液状水でふさいでしまう。これにより

気体の透過は薬剤べの吸着→水への溶解→水中の拡散→反対側去面

への吸着→薬剤からの離脱という過程を経なけれぱならないのに対 ・J,ー,11予げン、 1

し,水蒸気は薬剤への吸着→水中の拡散→薬剤からの離脱と少なφ

過程ですみ,しかも毛管力忙よる液状水の移動が非伴Πて速い、のと ・.、.、途*ー'
▲"▲一J-'『_ JJξt゛,1'キー

考えられる。
^'"『一,〒モ士ノJ ιノ

紙に含まれる液状水量は,吸湿性薬剤の含浸辞針C依存し,紙の
」,メ

PH,0 も含浸率に依存する。薬剤含浸率と PH.0, PCO,の関係を図に

示した。図より明らかなように薬剤の含浸率の増加とともに PH,0

は増大し, PCO.は逆に減少した。またこれらの薬剤含浸紙を用仇て

300×300×600(mm)の《ロスナイ》素子を作り,その標準処理風量で

の湿度の回収効率ηΠ,0及び二酸化炭素の移行率ηCO,を測定したと

PHユ0

10「6

10-3

10 20 30 40 50

含浸斈(%)

薬剤含浸紙の PH,0及び PCO,

建築設備と冷凍

PC02

10-5

10-4

LP-1200 形(屋外使用)

《ロスナイ》の省エネルギ効果解析

空調システムの省 1ネルギ化を図る方法の1つとして,外気取り入れ

による負荷を減少することがある。これには,外気取り入れ量の減

少と排気に含まれる熱を給気側に回収する方法が採られるが,快適

環境を保持するために換気は不可欠の、のであり,取り入れ量の減

少にはおのずと限界がある。

給・排気の熱回収装置として,当社では特殊加工紙を利用した静

止形の全熱交換器,すなわち,《ロスナイ》を開発し省エネルギ形空調の

一翼を担ってきた。《ロスナイ》の熱回収効果は,70%程であり,空

調負荷に占める外気負荷の割合が30%程であることから,全空調

消費エネルギで20%程の省エネルギ効果が期待できる。

《0スナイ》による省エネルギ効果は外気量及び気象条件忙よって左

右されるが,外気負荷が全空調負荷の30%という値は,最低限の

居住条件を確保するために必要な換気量に対応するもので,建物の

使用条件によっては,更忙多くの外気量を取り入れる必要があり,

《ロスナイ》使用忙よる効果はますます大きなものとなる。したがっ

て,《ロスナイ》は種々のビルに使用され,外気負荷の軽減が図られて

し、る。

この省エネルギ量をシミュレーション解析によって定量n勺忙は(把)握し,

給・排気の熱回収がどれ程空調の省エネルギに効果があるかを明確に
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した。シミュレーシ,ンを行った対象の建物は,事務所ビル・病院・学

校・スーパーマーケ,,トなど 10 種類程であり,主として,東京・大阪地

方のビルを対象としている。

シミュレーションでは,冷暖房期間忙つφて空調学会などが発表して

いる平均年の気象データを用い,空調期問では《ロスナイ》により熱回

収し,非空調期問では《ロスナイ》をバイパスする条件とした。その 1

伊ルして図k各月の省 1ネルギ量を示すが,延床面積が 2,40om'の

スーパーマーケット(東京)では,冷房期に約5×1ぴkoal,暖房期IC約

10×107koa1 の外気負荷が低減でき,年問 15×107koa1 の省エネルギ

化が図れることになる。このことは,空調システルの COP を 2,電

気料金を 15円ハハ¥h とすれぼ,年問,約100万円の節減ができる

ことになる。東京・大阪地方では,冬季・夏季の回収比率が異なる

が,年間ではほとんど同じ省エネルギ効果であった。また他の建物で

も相当の節減ができることが定量的に把握できた。

●空調システム予測制御装置

電力消費量の平滑化,熱源機の高効率運転などを目的として,空調

システ△に蓄熱槽を設置する例が多仇。大形ビルの空調システムでは,

ビル総合管理の一環として,冷凍機の台数制御などの最適化制御も

電子計算機によって行われる傾向にある。しかし,延床面積が5,000

m.程度の中小規模ビルでは,人手によって空調システムが運転され

ており,十分なエネルギの有効利用は図り忙くい。

そこで当社は,中小規模白レの蓄熱式空調システムの省エネル半化

を目的に小形・軽量な専用制御装置を開発・試作した。この制御装

置では,空調負荷を予測することにより空調忙必要な最小の熱量を

蓄熱槽内に蓄えるようにヒートポンづ運転を最適忙し,主た,空調の

立上がり負荷に最適に対応できるように空調開始時刻を設定して省

エネルギ化を図っている。

空調負荷予測では,過去10数日間の室内外の気象状態と実績空

調負荷から重回婦演算により日大・,回帰係数を更新して予測する方

式を採ってφる。この方法では,予測誤差はシミュレーションによれば

●局所冷房環境の快適性評価

当社は工場などで作業者とその周辺だけを冷房する局所冷房機《ラ

インクール》を発売している。

快適性に及ぼす効果については,既に高温環境実験室内で行った

局所冷房実験から明らかにされている。しかし,実際の作業現場で

局所冷房を行うとき,種たの作業環境要因が快適性に影縛を及ぽす

ので,どの要因に注目して局所冷房環境を計画したらよいかなど明

確忙されていない点がある。

そとで,実際の作業者を対象として,延べ 1,500サンづルにのぽる

アンケート調査と環境の測定を行った。ここでは作業環境要因として,

外気及び屋内作業環境周辺の温湿度,作業環境の温湿度,風速及び

騒音,作業強度及び形態,午令並びに性別などの数値的に測定でき

る要因と,温熱感・気流・発汗・体の調子・騒音及び空気汚れ感な

どの感覚的な要因とをとり上げた。これらの要因を多変量解析手法

の1つである数量化理論第2類を用いて総合的に要因分析を行い,

各要因の快適性に及ぽす影縛とその傾向を明らか忙した。一般に要

因分析によって得られる各要因のカテゴリスコアを,実際の環境にあて

はめたとき,快適性がどの程度忙なるかを判別できることが重要で

あるが,図に示すように快・不快を明確に判別できる結果を得た。

30

《ロスナイ》設置ICよるスーパーマーケットの省エネルギ量の計算例
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これで快適性に影料を及ぽす要因とその傾向が明らかにでき,局

所冷房環境の設計・計画の際に必要な指剣を得た。
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●りモート空冷式半密閉形冷凍機

従来小形冷凍機は水冷式凝縮器が主流であったが,最近水資源の不

足,水質低下による凝縮噐の腐食,クーリングタワ一の騒音等の問題が

重視されて空冷式凝縮器に対する要求が高まってきた。当社ではこ

の要求に応じて半密閉形りモート空冷式冷凍機2.2~15kw (3~20

HP)の 6機種を開発した。この冷凍機は次のような特長をもって

いる。

(1)りモート空冷式凝縮器には 12 極モータと大径ファンを,圧縮ユ

二介忙は低騒音半密閉圧縮機を使用しているので,騒音が従来の

開放形相当品に比べ大幅に岻下。

(2)りモート空冷式凝縮器は全機種2面吸込みとし,複数台使用す

る場合でも直列設置が可能なため,据付スペースが少なくてすむ。

(3)りモート空冷式凝縮噐には,設定値可変式の凝縮圧力調整弁を

組込んで仇るため,冬期にも高圧圧力の異常低下がなく安定した運

転を維持することができる。

(4) 3冷媒(R12, R22, R502)を用途に応じて選択使用するこ

●ホットガスデフロストシステム

ホヅトガスデフロストシステ△(VK形配管ユニ,介, PUH 形制御盤)は,冷

凍機に組合わされる蒸発器を2~3群忙分け,圧縮機から吐出され

る高温高圧の冷媒ガスが着箔した蒸発器群(1群)に直接流し込み,

冷媒が凝縮する時に発生する熱を利用して蒸発器の内側より霜を溶

かす。更に蒸発器内で凝縮した冷媒液は,残りの冷却運転中の蒸発

器鮮へ送られ,そこで燕発させ冷却能力として利用する方式である。

その特長は次のとおり。

(1)デフロスト所要時間が電気ヒータ方式と比較して冷蔵用で平均

10分以内,短φ場合で約3分と大幅に短縮でき,テフロストによる商

品の品温上昇を低く押さえ,商品損失を減少することができる。

(2)デフロスト運転中の蒸発器内で凝縮した冷媒液を冷却運転中の

蒸発器に供給し,完全に蒸発させてから圧縮機に吸入させるため圧

縮機忙異常が生ずることなく信頼性が高込。

(3)低負荷補償装羅を配管ユニ介に組込んでおり,マルチタイづ(圧

縮機2台以上並列運転)だけでなく,標準形冷凍機(圧縮機1台)

でも安定したホ,トガスデフロストが行える。また,冷却運転時にも低

●冷^多段オープンショーケース熱系のシミュレーション

オーづンショーケースは開口部にエアカーテンを設けて,庫内の生鮮食品や

酪農製品の保冷と,庫外空気の庫内への侵入量を軽減して゛る。し

かし,侵入空気の中に含まれる水分が内蔵する冷却器に霜となって

積層し,冷却能力が時間経過に従って低減する。この霜を融解して

除去するため,一定サイクルでデフロストを行う必要がある。

冷蔵多段オーづンショーケース熱系の動作シミュレーションを行い,品温の

上昇を抑えるデフロストサイクルの決定,必要な冷凍負荷及びその積算

から経済運転の方法などを確立することができた。図にシミュレーシ.

ンの 1例を示す。これによれぱ,デフロスト運転に入ると冷凍機は停

止してデフ0ストヒータが入り,冷却器入口空気が加熱されて冷却器は

除霜される。除霜の終了を制御器が感知すると冷却運転忙移行する。

この問,各部刀空気温度は比較的大きな変動をするが,品温は熱容

量が大きいため変動幅が小さく,かなりの時問遅れで推移すること

が分かる。なお着霜量は冷却噐出入口絶対湿度差の積算で求められ

る。これらの特性は冷却器能力,空気侵入量,庫内外の温湿度条件

などによって変化するが,シミュレーション忙よりそれらの変化状況を

削馴肌ⅢⅢⅢ1Ⅲ11胤Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ11ⅢⅢⅢ1Ⅲ欄肌ⅢⅢ!Ⅲ川ⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ111脚1ⅢⅢⅢ肌1Ⅲ1肌川ⅢⅢⅢ1泓11111淋1Ⅲ1Ⅲ11肌削1Ⅲ1削Ⅲ}1馴111Ⅲ111ⅢⅢⅢ1ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111削馴Ⅲ11削Ⅲ11

巴ができ,+5~-45゜C の広仏蒸発温度範囲で使用て・きる。

(5)圧縮コニ汁には制御盤を組込んでいるので,配線作業が簡

単。
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負荷補償裴置が作動L,安定した冷却運転ができる。

(4)デフロスト用電気ヒータが不要になり,契約電力及びデフロストす

るためだけの電気料金が大幅に縮減できる。
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推定することができる。

このよう忙,シミュレーシ,ン解析によりオーづンショーケースの動特性が

明らかになり,製品の計画,設計の際に必要な指針を得た。
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8.3 照明(光源,点灯回路,照明器具及び照明装置)

●光源

省エネルギ時代の要求に答えて,効率の高込各種ランづを開発,製品

化した。

食品展示用けい光ランプ

肉類,果物,鮮魚などを扱う食品流通業界向けに,生鮮食品陳列照

明用のけい光ランづを開発,製品化した。ランづの分光分布に特別な

工夫を加えたことにより,(1)食品が新鮮で好ましい色に見える。

(2)熱放射が少なく食品の変質が少ない。(3)効率が高く白熱電球

のν3の電力消費ですむ,等の特長を有する。20W,如Wて・3機種。

水銀灯安定器利用形及び反射形高圧ナトリウムランプ

効率の高い高圧ナトリウムランづの点灯回路の低廉化のために,既設の

水銀灯安定器に簡単な補助チ.ークを付加する方法,又は安価な専用

安定器を使用する方法により点灯できるスタータレス形高圧ナトリウ△ラ

ンづ"ハイルックス・ L" 2桟種を開発した。

●点1丁回路《LLCB システム》

高圧水銀灯の進相低力率安定器のシリーズを完成し,これと従来から

ある一般の低力率形安定器を 1:1 ないし 1.2 の割合で使用する

回路システ△, LLCB システムを開発した。

これの主な特長は次のとおりである。

(1)分岐回路は高力率で,低始動電流 420%以下)紀なる。

(2)個々忙力率改善コンブンサを内蔵した一般高力率形安定器と比

●照明器具及び照明装置

住宅用照明器具

市場の動向に合わせ,省電力化のけい光灯シャンデリア及び和風住宅

のあらゆる空間に対応して機種をシリーズ化した"日本の美・和倉シ

リーズ"を中心に,けい光灯器具U0機種,白熱灯器具168機種の合

計278機種を発売した。

更に一般形高圧ナトリウムランづに,反射形4機種を追加開発した。

これにより高圧ナトリウムランづは合計H 機種となり,用途拡大に対

応できる。

カラーシャドー照明システム用小形ランプ及び反射形ランプ

51年度に発売した 40OW システム用直管形ランづに加えて,80W'小

形システム用ランづ 3機種と,反射形40OWシステム用ランづ 3機種を

開発した。この 80W システム用ランづのうち,緑色と青色のランづは,

世界最小出力のメタルハライドランづである。

産業応用光源・写真製版用ガリウムランプ

既存製品の lkWランづに比較して,紫外線出力が2倍でありながら

消費電力は約50%の増加ですむ 1.5kWランづを開発した。とれに

よってこのシリーズは 750W,1]八V,1.5k凡V及び 3kxV の 4機種忙

拡大した。
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べて,分岐回路合計として安定器価格を同等かそれ以下にできる。

(3)低始動電流になるため,分岐配線容量あるいは分岐数を低減

でき,配線設備費,工事費が安価となる。

(4)コンデンサと直列に 46%程度の誘遵りアクタンスがあるため電源

高調波の影縛を受けにくい。

裟詔

効果を各方面から高く評価され,文部省指定製品となった。また本

格的工場照明用器具《パワールミ》ⅡOWX2 は,三菱自動車工業(株)

岡崎工場へ1,800台納入し,工事の省力化及び工場環境整備形照明

器具として高く評価された。

更に水冷式照明器具は,今後の省エネルギ商品として各方面から注

目された。

HID ランプ用器具

高天井用省力化器具として電動式昇降装置を開発した。また反射形

セード,投光器の製品系列に新しく体育館,グランド照明用として高効

率の多面形反射鏡タイづのものを加えた。

"、」予.見

1*き々

1

工事用照明器具

従来の黒板照明の老え方を一新した新形黒板照明器具は,その質的

急.

气だ甕捻i

..モー」一→コ'

、」ーゴ"L 11

和風住宅用照明器具

"日本の美・和倉シリーズ"

98

^

',、ノ

施設用照明器具

照明とビル天井設備をライン状にシステム化したシステムラインを池袋副

都心ビル向け忙約8,000台納入した。この器具は空調吹込口を兼ね

て仏る低か,安定器のケースをなくすなど軽量化もはかっている。

、

'、＼

＼

HID ランづ用器具(多面形反射鏡セード)

¥

弌
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8.4 ビル用電機設備及び防災・防犯設備

● PG形パッケージ発電機

PG形パヅケージ発電機は昭和妬年日本で初めてのパ四ケージ発電機と

して発売以来,非常用電源として好評を博してきたが,52年夏にフ

ルモデルチェンジを行い, D シリーズとして販売を開始した。モデルチニンジ

の内容は下記のとおりである。

(1)屋外,低騒音形の小形化とエンづン室,制御室の分割による分

割搬入の容易化。

(2) PG-100 の 2P 化による小形化,モータ始動性能の向上。

(3)ドアの左右開き等による保守点検性の向上。

非常用電源は新設ビルの需要はもちろん,消防法による既設ピルヘ

の需要も増大して治り昭和54年3月末まではホテル,病院,劇場な

ども規制対象となって仏る。今回のモデルチェンリはこのような需要動

向の変化に対応したもので,ユ.ーザ側の設置条件に応じた最適機種を

選択できるようにしたものである。

PG-D シリーズの特長

(1)大きなモータを回せる(業界最小の発電機容弱。

(2)据付スペースが小さく,据付工事が簡単。

(3) 10秒始動が標準で確実に始動する補機の装備。

(4)保守点検がすみナみまで行えるよらなドア,部品の配置。

●防災照明器具用電源装置

誘導灯・非常灯に内蔵される高効率形のけい光灯用電源装置を開発

した。この種のけφ光灯用電源装置には,非常時で一般電源が停電

したとき内蔵された蓄電池でけい光灯を点灯するためにインパータが

使用されており,このインバータで蓄電池の直流を交流の高周波(約

20脚勾 IC変換して込る。

開発した高効率形のけい光灯用電源装置では,このインバータ忙使

用するトランジスタの損失を極めて少なくする回路方式と高性能トラン

防災照明器具用電源装置

( 5 )

( 6 )

エンジン室,制御室の分割により分割搬入が容易。

新消防法適合品。
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映画館,劇場などの防火対象物で,通常の使用状態で暗さが要求さ 100%の正常点灯に復帰するようにした機能をもつ連動式の減光形

れるところに,正常点、灯の20%以上の光束に減光点灯し,火災な 誘導灯を製品化し,読売会館ホー}レに納入した。

どの非常時に火災報知設備からの火災信号により自動的に光源を

ジスタを採用することにより,従来の電源装置と比較して大幅に効率

を向上させることができた。またトランづスタの損失が少なくなった

ため,放熱板が小さくなって電源装置も小形となった。

非常灯用の電源装置として開発したけい光灯110W用は,従来

の小容量ランづを組込んだ非常灯に代わってデパート,事務所等に広

く使用されることが期待される。

FLR 110 H
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重

常

PG-D形パッケーづ発電機

100

七輪圭

定格周波叡
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●防災システム

画像表示装置を使ったビル防災監視システム

白レ防災管理において,防災センタ監視員の状況判断,処置の良し悪

しが,火災時の被害規模を左右するととは,過去の出故例からみて

明白である。そのため,防災センタ内忙設置する監視制御機器の構

成及び機能設計にあたっては,消防法,建築基準法など関連法規に

準拠するだけでなく

清報収集と集約加工総合的情報の提供

情報提供上の各種工夫判断しやすい情報の提供

など,監視員へのサービス向上を図る必要がある。

旭川医科大学納め防災監視システム

旭川医科大学に納入した多巴う(棟)建物群を対象とする白レ総合管

理システムは,以上の設計思想にもとづき,(1)マンマシン機器として

画像検索カラーディスづレー装置とキャラクタディスづレー装置の採用,(2)ビ

ル総合管理システム用計算機《MELCOM》350-フ)機能の利用,(3)

多棟建物群を監視対象とするためデータ伝送装貿(手ータウ1-)の採用,

などにより火災発生場所及び防災設備機器作動状況の早期把握,早

期確認処置を可能とした外,機器の多重利用による経済的システムの

実現を図った点に大きな特長をもっている。

防災センタには上記2種類のディスづレー装置を組込んだ監視操作卓

が設置され,計算機に入力,データ処理された防災設備作動状態は卓

上の画像検索力うーディスづレー装置のづラウン管画面上に建物詳細平面

図と合成表示される。一方,キャラクタディスづレー装置には監視員処置

串項,作動機器名称などの補足的情報が表示される外,卓上の発光

●ビル避難用スパイラルシュータ

白レ火災避難用の救助装置は簡単な操作でだれもが安全に早く脱出

できることが必要である。三菱スパイラルシュータは上から下まで理想

的な角度から旋状の滑走面を有して仇るので,安全に,しかも連続

して避難降下することができる。操作は簡単でポタンを押すだけで

救助袋が自動投下され使用状態になり,しかも途中の階から屯乗込

める画期的な救助奘置として,関係者の注目を集めている新製品で

ある。

当社では船舶・航空機用救命具に関する技術と経験をもとに開発

したが, MB-100形, NIB-200 形の 2 機種が「消防法施行規則等」

に定める救助袋として自治省消防庁の認定を受けている。

淋1111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ剛11111削11111Ⅲ1馴州1111Ⅲ111鬨肌Ⅲ1ⅢⅢ帥111111ⅢⅢ111剛11111Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ1111Ⅲ削ⅢⅢ111ⅢⅢ削1ⅢⅢ111Ⅲ111肌111111Ⅲ1111111Ⅲ川削肌1111111111111ⅢⅢ1Ⅲ11馴11{ⅢⅢ11Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1111削削111Ⅲ111Ⅲ11削1111111Ⅲ1111Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ1"11Ⅲ1111Ⅲ川Ⅲ11Ⅲ11川Ⅲ1Ⅲ111柳
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ダイ才ード,ランづにより機器別,70ア別の防災設備作動状態が集約表

示され,監視員の判断を助ける。

画像検索カラーディスづレーは,フィルム上に記録されている任意の画

像情報を検索し,その上忙文字・図形を重ね合わせてづラウン管画面

上に表示する装置であり,従来の CRT表示装置忙比較して,(1)

文字・図形表示,ライトペン操作などでは同様の機能を有し,(2)処

理装置メモリ容量の大幅削減が可能,などの特長を有,、る。

防災設備の法的規制強化忙伴い,防災監視点数は増加傾向忙あり,

ひ仏ては防災センタ監視員負担も増すことになる。このような背景

の下忙病院をはじめデパート,地下街など不特定多数の人間の集まる

建物,場所ある仏は大型白レの防災監視に今後,このシステムで実現

した設計思想・方式の採用が期待される。

旭川医科大学納め防災監視操作卓

Ⅲ11川肌Ⅲ胤ⅢⅢ1削Ⅲ11脚Ⅲ1ⅢⅢ川1Ⅲ1{Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ川ⅢⅢ1Ⅲ脚川ⅢⅢⅢ111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ1肌Ⅲ11削11Ⅲ川1Ⅲ111Ⅲ1辧Ⅲ11肌11111肌1Ⅲ1削11Ⅲ剛洲Ⅲ11川Ⅲ{1ⅢⅢ1Ⅲ川11Ⅲ11Ⅲ洲肌肌1Ⅲ111Ⅲ削川11ⅢⅢⅢⅢⅢ

非常用電源を内蔵した制御盤,遠隔操作スィ,庁のついた操作盤,途

中乗込み具等から構成されている。救助袋は布製の内・外2重の円

筒形状の袋の問に取付けられたら旋状の滑走面と上端kは投下格納

装置の支持わくに固定された入口,下端には出口,建物の途中階に

対応した中問筒部に途中乗込口を設けた構造忙なっている。
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(1)操作は押ポタン 1つでできる。

(2)各階から脱出できる。

(3)定速で安全に避難できる。

(4)連続して降下でき避難能率が大。

(5)投下指示後約1分で使用できる。

(6)設置面積が小さくてすむ。

三菱スバイラ}レシュータの主要諸元・性能(NIB-200 形)は次のとおり。
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「111
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滑

口

さ(m)

名

走

'、1 法( m)

滑

径(m)

外

MBー230

面

3

走

π(

,直Kkg)

形

酎

投

72

φ品(m)

斜

キ各

作

さ(m)

寸

MB-240

下

1兇

4

使

度

納

動

滑

tl;(血皿)

30

10.8

方

匝、

用

投
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方

出
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5

9.6
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屯

下
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階

速(m/sec)

源

装

速

MB-260

14.6

6

於

入Π 0.6 口以上,出[_】 0.6、VXI.811_上

18.0

50

力

度(m/5ec)

1.340W X 975HX820D

外筒 1.4

MB-270

197

7

21.6

60

商用屯源10OV屯流DC24V変換及び待電池貳J1二常用屯源DC24V5A

雌動操作は各階て押寸ξタン式,手動は設羅階てハンドル式

解

320

MB-280

24.8

8

内筒 0.52

電動式(幕電i邑式非常用電源)チ動式も可

ぷ碕階からの釆込み 3~5秒{コ人,途小階からの牙モ込み 2--3秒仁1人

25.2

70

0,44

48'

MB-290
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34.9

10

10(瞬ⅢH1女火15)
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32.4

妊;内Rξ1逓式,1益上式

1,1_ヒ
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1340、VX975HXI020D

、F均何i17(H1り面)
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9.交通

低成長時代に直面し,大幅な需要増が見込まれない苦しい状況下に

ありながら,数多くの新技術を開発して市場へ提供した。

電気鉄道関係では,省エネルギ化,省力化,低公害化,メンテナンスフ

リー化に関連する新技術の研究開発を強力に進め,幾つかの成果を

挙げた。未来鉄道として注目されて込る磁気浮上鉄道は,新技術を

駆使して製作した各種機器を納入し,実用化忙向かって大きく前進

した。また,騒音問題の解決に積極的に取組んだ成果として,づロア

のないフ0ン沸騰冷却方式を採用した主整流装置やチョ,,パ制御装置

を実用化し,小形軽量化を目指して注目されるものとして,高温度

形主変圧器, H種主電動機を開発した。更に,最新のコンeユータ技

術を有効に活用した電車試験装置,変電所集中制御システム等を提供

した。輪出用電機品込すぐれた製品を多数海外客先へ納入した。

船舶関係では,多種多様化の傾向のなかでも口ールオン・ロールオフ船

巴特殊の大形荷役設備をもつ貨物船の建造が目立った。これに伴゛,

発電設備の大容量化の厭か,荷役用電機品の出力増大,新し仇荷役

制御方式の採用などが特色となり,これに対応した機器,システムの

9.1 電気鉄道

●磁気浮上鉄道

開発,製作に力を注φだ。一方,自動化機果。などの性能,経済性の

向上,小形軽量化にも継続的に取組み,成果をあげた。

自動車関係では,電子化の傾向がますます強くなってきているた

め,各種電子化装置の研究開発を活発に行い,点火系を初めとし,

排ガス対策用製品を納入した。また,これらの関連技術を応用した

自動車以外の商品化も活発忙行った。更忙,音縛製品は,市場の高

級化志向,カーオーディオづームに対応してコンボーネント式力ーステレオを発

売した。今後,カーオーディオコンボーネント化の急速な伸びが期待できる。

新交通システ△関係では,三菱軌道バス(入仏T)システムの新方式車

載機器(マイク0コンeユータ化)を開発して試験線で性能確認試験を実

施し,また,物流実験用デュアルモードシステムとして開発した車載電機

品を納入して筑波試験線で成功裏に試験を完了した。なお,東急コ

ーチ(デマンドバスシステム)は,好評の中に順調にか(稼)動している。

将牙モの鉄道として,機械的非接触で,かつ公害の少ない磁気浮上鉄

道の研究開発が進められて仏るが,誘導反発超電導方式と吸引常電

導方式の2つの方式が有望とされている。

誘導反発超電遵方式では,日本国有鉄道が宮崎県に建設中の浮上

式鉄道実験線に車載超電導磁石,浮上用地上コイ」レ,情報伝送装置,

周波数変換装置等を製作・納入した。

超電導磁石は,超電導コイルよ吋苛成され,浮上用コイルと推進・

案内用コイ」レとをL形忙組合せ, L形クライオスタ介に収納してある。

この超電導コイルは,部分安定化線材を使用して軽量化を図るとと

屯にクライオスタ,介の外そう(槽)材料にアルミ合金を使用し,溶接に

はづラズマ溶接を取り入れて軽量で信頼性の高込真空容器を実現した。

また,冷却に使用する Heガスの全量回収をねらった設計Kしてあ

る。

実験線は,軌道に多量の地上コイルを必要とするが,地上の浮上

用コイルは,純アルミ導体を使用し, SMC (sheet Moulding com・

Pound)モールドで外層絶縁巴取付けわくを一体に成形してある。こ

のネ色禄方式により従来方式の製作法と比べて大幅に生産性の向上を

図った。

また,地上局より制御情報を車上局へ,車上局より制御・位置・

計測などの情報を地上局へ伝送する必要がある。計測情報は,その

レスボンス周波数が多種多様で,チャンネ」レ数も多いことから計測情報を

PCM (ディジタル)信号化し,レスボンスとチャンネル割当て変更の自由度

を高くするために,無調整で高精度かつデータ処理が容易な遠隔測

定を可能にした 48KBPS PCMテレメータを採用し,これ忙対応する

ための高品質無線回線を構成した。このような場合,通常の空問波

無線方式では,車両の移動に伴う電界変動が大きくなるので,信頼

性の高いLCX (漏れ同軸ケーづル)を全線に布設し, UHF帯無線回

線を構成して仏る。

実験線の電源としての回転機形251YⅣA周波数変換装置は,負荷

がサイクロコンバータでかつ変動の大きい特殊負荷であるため,種々の

技術的検討を加えて製作し,主な特長をあげると次のとおりである。

(1)外被形式は,全閉管他力通風式を採用し,運転中の騒音減少,

休止中の汚損防止を考慮した。

(2)負荷が急変しても発電機の電圧変動率は,10%以内となるよ

うにした。

(3)サイク0コンバータの入力高調波に十分耐えるよらなダンパ巻線と

した。

(4)始動頻度が多いので,サイリスタ低周波始動を採用した。

(5)軸受は,強制給油方式とし,始動時の摩擦トルクを減らすた

めオイルリフトを設けた。

これに対して吸引常電導方式は,運輸省で四年度より進めて仏る

開発づ口りエクトで,電磁石の吸引力を利用して軌条と車両問の問隔

を一定に保ち,浮上・案内をφかに安定させるかが大きな課題であ

るが,整備された直線軌道上での走行試験に続いて,軌道に「上下

狂φ」,「通り狂い」,「角折れ」,「段差」を設け,また車両の重心位
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置を高くしての走行試験等,実用化されたとき忙生じると吉えられ

る種々の条件を考慮して試験を行った。この結果,有益なデータが

得られ,実用化への大きな前進が見られた。当社は,実験線のりニ

アモータ,浮上用電磁石,これらの制御装置等の製作を担当するとと

●車両用チョッパ伶ι御装置肌削馴肌側剛洲脚脚洲Ⅲ1川削肌肌刑馴1訓11111Ⅷ11111馴1111ⅢⅢ1棚111細1肌棚削11111削n11}11柳11111111"1削卿糾朏側湘肌Ⅲ肌N11肌11111測肌畍削肌削洲削11111川1111111111湘馴11111淋肌11111

チョ,,パ制御電車は,省資源化・省エネルギ化という時代の要求に答え

るものとして,その優れた性能のために年々増備車が投入されてⅥ

る。南海電気鉄道(株)に 8000形車用 AVF (自動可変界磁)チョ,パ

制御装置を 1セット,帝都高速度交通営団に千代田線6000形車用チ

ヨ,,パ制御装置を 3ゼ介おのおの増備車用として製作納入した。

しかしながら,従来最屯実用的であった強制風冷式には,づロアの

騒音や保守,更にエアフィルタの清掃が現実の課題として残されてい 才^、¥才^"ー'毛、ル宍一里皇1、ーーー、ー"'、『,・^1、ー、,ーリや.'「"'耳^'一宅一ー

"・ 0■』,ゞ・・・"、、ト・四
た。この課題を解決する玉のとして,大電力半導体素子の冷却忙最

も適したフロン沸騰冷却方式を採用した自冷式チョ,,パ制御装置を開

発した。との装置は業界の注目を集めており,実用化が大いに期待

されている。

●車両用主電動機

もに基礎研究用として片側式りニアモータの回転形実験装置を製作し,

推力,垂直力の測定等を行い,貴重な資料を得ている。

車両用主電動機は,小形軽量,耐熱性向上,保守の容易さを目指し,

新しい技術が導入されている。当社は,無溶剤タイづで,しかも,

作業性の優れたH種含浸ワニスの開発に取組み,長期にわたる基礎

試験を行ってきた。その結果耐熱性合成材料を絶縁基材とし,機械

的・電気的特性の優れたエボキシイミドワニスを処理ワニスとするH種主

電動機の絶縁システムを確立し,輸出用主電動機を中心に多数のH種

主電動機を納入した。

また,近年,つり掛式主電動機が高速あるいは高荷重化の傾向に

あり,従来のづレーンベアリングではおのずと限度があるため,より信

頼性の高い口ーラベアリングを採用したつり掛方式の開発に着目してい

たが,輸出品の生産増を機会に,ざん新な構造設計と入念な検証と

を実施し,多数納入した。特に良好な潤滑状態を維持し得るぺアリン

グ及びその周囲構造の設計や,電動機をつった状態で水平方向に移

動するだけで組立て・分解が容易に行える構造にしたことなど,長

寿命化と取扱いの容易さとに十分な配慮を払っている。

Ⅲ{1Ⅲ刈11刈馴馴舳Ⅲ11削帥Ⅲ11Ⅲ11棚削1Ⅲ川Ⅲ11削111Ⅲ1111肌11111削川肌1111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ脚1Ⅲ1Ⅲ11剛脚馴恥Ⅲ11胤削馴州湘1{Ⅲ棚Ⅲ11湘側胤馴鯏剛削川剛剛朧1Ⅲ1削酬剛削朧肌削朏Ⅲ11噛脚剛釧湘削ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ

制御方式

●車両用VVVFインバータ制御用電機品

車両駆動用の電動機としては,直流電動機が使用されるが,づラシを

有しているため保守の面で難点があるといえる。直流電動機の代わ

りに誘導電動機を使用すれば,無整流子であることによって電動機

の保守内容が大幅に低減できるので時代のすう勢に合ったシステムと

して今後,多方面から要求されるものと期待される。

このような状況のもとで,車両駆動用の誘導電動機と,これを制

御する高周波変調式VVVFインパータとを試作した。

誘導電動機には,保全周期の延長を実現するために軸受を密對構

造にすると同時に低騒音設計を行った。

一方,制御装置は,3相のVVVFインパータで,力行並びに回生運

転制御を可能とし,更に,ゲート制御回路へディリタル1C を大幅に導

入してより制御の信頼性向上も図った。

この結果,電気車に誘導電動機を適用するための基礎的データが得

自冷式フロン沸騰冷却チョ,,パ装置
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0一うべアリングつり掛式主電動機モデル

られ,次のステ',づへの基盤が確立した。次に,主要諸元を示す。
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高周波メルス幅変認方式

自動加減速制御回生制動付き
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●車両用j弗騰冷却イ固月1」フィン式整1流器削馴肌創馴繍側湘側朏淵肌州肌1削馴朏馴制槻側剛1肌俳湘燃蝋剛槻川1洲剛鯛舳馴則洲削削湘肌削1淋脚剛Ⅷ11111川捌肌111111Ⅲ川肌脚削肌111ヨ

凝縮器を採用して凝縮器冷却用づロアを省略し,耐寒・耐雪への配

慮及び保守性の向上を図って加る。

日本国有鉄道の指導により,函館本線の7Ⅱ系交流電車用RS35B・

G1 形主シリコン制御整流器として沸騰冷却個別フィン式整流器を製

作納入した。との整流器は,フロン沸騰冷却の優れた冷却特性によ

り,冷却媒体の強制循環用ボンづなしで大容量素子の発生する高密

度の発熱を有効に冷却できるとともに,冷却系統を開放しないで気

中で素子交換ができる特長を有して込る。

今回納入した整流器は,7Ⅱ系試作車に積載されるが,サイリスタ素

子'ダイオード素子・冷却フィン・熱輸送部・共通液だ(溜)め・凝縮噐

からなる整流ユニ介は,試作車用RS35B-G1形,1次量産車用RS

35BC2形及び2次量産車用 RS39B形に共通にして治り,いず

れの電車に屯使用できるように考慮されて仏る。

なお,函館本線7Ⅱ系交流電車は,寒冷地を走行するので,自冷 711系交流電車用 RS35B形主シリコン制御整流器

●シリコンj由入りボリアミド系色縁車両用変圧器側馴朏削洲111111111111111洲馴識脚削削111脚湘111削肌剛馴刈11111削胤削泓削臘胤泌榔湘削削削川1111111"川朕側肌11111肌lm1削脚11Ⅲ1Ⅲ1111肌1

車両用変圧噐として小形軽量を目指したシリコン油入りボリアミド際色緑

採用の実器サイズの変圧器を劉乍し,工作技術の確立を図るとと込

に,種々の検証試験を行った。連続使用温度条件としては,巻線最

高180゜C,油125゜C とし,従来のものに比べて大幅に高い温皮に談

定してある。

試験の主なものは,材料・試験の外,温度上昇・短絡強度.絶縁検

証・長期課電・一般特性,部品の信頼性検証等である。特に,温度

上昇試験では多数の熱電対をコイルを含む各部K取付けて局部温度

上昇の詳細を確認した。短絡強度試験は,小容量巻線を初め各部に

ストレインゲージ,川速度計を取付けて発生応力・変位等を測定した。

絶緑にっ仇ては,油浸性の良いノーメックス#4Uの成形品を用いた成

果にっいて検証した。更に,長期的な信頼度の磁認のため使用最高

電圧の13倍の電圧で約1年問の検証試験を行った。結果は,他の

基礎試験とも合わせていずれも満足のいく屯のが得られ,高温度形

変圧器にっいても従来巴同様な信頼度の高い製品を製作できる確証

が得られた。

4ヲ.、

温度上昇試験中の笑器モデル変圧器

●車両用 ATC 装置の IC イヒ}1"訓11W11111肌湘削川11111瓣11111則M11雛1馴訓瓣1肌削111"1胤11111肌削洲W111111111111胤11111馴削肌削Ⅲ111111削刈胤削11111111111W1肌洲朏脚脚川11111洲川11111111削削1111111剛胤11111川11111朏111湘11111111朏

J/

^

最近の新造車両に積載する ATC(自動列車制御装置)は,以前のア

ナロづ式に代わりディづタル1C化方式が普通である。とのたび大阪市

交通局に納入した同装置もとれに合わせて開発を進めたもので,新

造車両用だけでなく現用のアナロづ式ATCの更新も考えて試作し,

昭和52年に量産第10,介2台を完成した。

装置は,1C化部分を演算部としてまとめ信号照査部,速度照査

部,論理部を IC力ード9枚で構成して仏る。この中でも信号照査部

は受信検波部巴合わせて従来の受信器に相当し,信号検波出力を手

イジタ/レ演算して信号の判別をしている点が大きな特長で下記のよう

な長所がある。

(1)高精度で安定した信号判別が可能である。

(2)受信出力の動作,緩放時素機能もディジタル的に設定してあり

安定している。

(3)従来の受信器に比べて調整箇所がほとんどなく,保守が容易

て、ある。

(4)従来のように構造的に受信器と論理照査装置の分籬を必要と

しないため,その問のインタフェース機能部分を簡素化できる。
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(5) ATC全体の収容スペースは,従来の論理照査装置分だけで受

信器までを収容でき大幅に小形化できる。
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.電車試験装置 m{1肌m111""11肌m111馴ⅧⅧ111洲111都11削削脚11111刈111{肌脚ⅧINW11肌1111削111111川削肌Ⅷm11Ⅷ111州1肌肌削削刈肌"1!11111W11洲11肌11州馴Ⅷ1111馴洲削泓1削11{wm11{111111"11肌剛Ⅷ肌HH

速度断機能を有する。検査できる主な項目は速度照査試験,速度断名古屋市交通局に納入したシステムは,事務管理,総合試験及びチョ

故障検知試験,受信器出力電圧測定,電源電圧測定,三者択二試験,リパ単体試験の各サづシステムより構成されている。電車総合試験装置

不一致動作試験等である。構造の面では可搬形であることから,よその屯のは,従来のシステムと同様であるが,これに使用している計

り小形で軽量になるように構成品なども考慮し,またこの試験器に算機を利用して車両検査時に発生する種々のデータの管理,車両の

内蔵する発振器は,それ単体で多目的な利用もできるようになって履歴管理,倉庫品の在庫管理などを並行処理することによって,車

いて便利で扱いやすくなっている。両保守業務の包括的なシステム化が実現されるぱかりでなく,経済的

にもしステムの稼動率を大幅忙向上させることができ,その効果が期

待される。また,チョ,バ制御装置用単体試験器は,チョ,,パ制御装

置のトラづ1レシューティング及び調整用に用いられ,中央演算処理装置

(《MELCOM》350-フ),づラズマディスづレー,システムタイづライタ,各種信号

発生器及び計測器群を一体構造としたユニークなシステムで,車輪付

きで検査場内のどこへで屯自由忙移動可能な構造となっている。

小田急電鉄(株)の9000形車両にと5(搭)載される ATC 値動列

車制御装置)を昨午より納入したが,これと合わせて同ATCの検

査忙必要な ATC試験器を納入した。この試験器は,可搬形構造で

車上忙持ち込みATCに接続して動作検査及び特性検査を行え,仕

業並びに定期点検に用いられる。主な機能としてはATC信号・・速

度信号の設定, ATC出力の測定及び表示機能と,この外に3重系

ATC としてのシステム動作をチェヅクするため,各系ごとの電源断,

●輸出車両用電機品

当社の輸出車両用電機品は,電気機関車,ディーゼ」レ電気機関車,電

車用と広範囲に及んでいる。

電気機到車の分野では,スペイン国鉄に269系電気機関車用電機品

38両分を納入したほか,オーストラリア・ NSW鉄道より DC I,50OV,

2,70okWの電力回生づレーキ付電気機関車10両を受注し,その電機

品を製作中である。

手イーゼル電気機関車にっいては,ボ,Jピ'ア国鉄より 2,00OPSのMTV

機関預載のディーゼル電気機関車16両を受注し,当社原設計のづうシ

レス主交流発電機方式で8両分の電機品を製作した。平均高度3,800

m,最急こう配60苅の高地で使用される機関車であり,主電動機

は, H種絶縁方式を採用し,発電づレーキ付きである。また,オースト

ラリア. NSW鉄道より 2,150HP/2,00OHP主交流発電機/整流器式手

イーゼル篭気機関車用電機品30両分を受注し,鋭意設計製作中であ

る。補助発電機によるエンジンスタ・ト方式を採用し,低速運転制御も

可能忙してある。

名古屋市交通局納めチョヅパ式試験装置

111州11Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1111Ⅲ州1ⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ!Ⅲ1111州1ⅢⅢ{1ⅢⅢ肌Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ肌111ⅢⅢ11ⅢⅢ1111ⅢⅢ{1Ⅲ1Ⅲ1{1胤剛1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ111111Ⅲ1Ⅲ1肌11111{Ⅲ{ⅢⅢ{1"11111肌1111肌Ⅲ11柳11111肌削Ⅲ11肌111111Ⅲ11"1111111肌11!111Ⅲ1肌Ⅲ11脚川削削肌Ⅲ

(電動車16両分)を納入したほか,2階建郊外電車用電機品100両

分(電動車50両分)を納入し,現在, DC I,50OV,516kW の MT

編成2階建電車150両分(電動車80両分)の電機品を受注し,鋭意

製作中である。
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オーストラリア・NSW鉄道2階建電車更に,オーストラリア・ NSW鉄道に都市間急行電車用電機品30両分

1ⅢⅢ11ⅢⅢ11Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ}Ⅲ111肌111111Ⅲ1削鄭1Ⅲ111111肌削1ⅢⅢ111洲脚11Ⅲ胤111111111111Ⅲ刈1Ⅲ1Ⅲ}Ⅲ111削111}1肌Ⅲ1111111Ⅲ111}11肌1Ⅲ1!ⅢⅢⅢ州1Ⅲ1洲肌11Ⅲ朏111Ⅲ11111Ⅲ1}1111朏1Ⅲ11111111Ⅲ削剛1Ⅲ{Ⅲ11肌Ⅲ11
●電鉄変電所集中制御監視システム

に表示されるガイド表示・コメント表示に従って操作すれば可能とな近畿日本鉄道忙納入したこのシス〒△は.西大寺電力指令所忙設置さ

るようきめ細かなものとなっており,その基本思想は,すべての制れた制御用計算機と40変電所を結ぷ伝送装置忙より構成された

御にっいて計算機が必要なチェ,,ク項目を判断し,その判断結果によCBSC (compute,, B貼ed suP虹Ⅵ脚W con廿01)方式の集中制御シ

つて制御の可否を決定し,指令員の誤操作による事故を防止するーステムである。

方,自動制御機能に対しても承認操作を必要とするなど,制御の実機器騰成は,2重系計算機《MELCOM》3507 DUAL 方式),

行の決定は,あくまて・指令員に権限が残されているとの考え方に立おのおの独立に操作できるオペレータコンソール,常用・ら回の 2重化さ

つてぃる。システ△機能の主要なものは,以下のとおりである。れた伝送路,3系統の電源設備とφうよう忙適切な2重化思想を採

(1)単独制御り入れ,信頼性についても十分考慮されたシステムとなっている。

機器 1台ビとの制御を行う機能であり,必要なチェ,,クを自動的に行更に,伝送装置には上4対向方式を採用し, CRTを組込んだ入

い,制御不可の場合CRT にコメント表示することにより指令員忙警くコンを使用することにより変電所ごとの操作卓を廃止したためスく

殻する。また,指令員の判断により制御を実行する場合には,確認ースも縮小化されている。

制御操作により強制出力可能としぐいる。システ△構成は指令員と計算機のマンマシンインタフェースは,すべてCRT

三斐電機技蝦. V01.52. NO.1・1978
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(2)計画休送電制御

電鉄変電所業務の内で短時問に最も多くの操作を必要とし,従来多

数の人員を要していた休送電業務を自動化し,計算機にあらかじめ

紙テーづ及びオペコンよりデータを入力しておき,指令員は,制御時

刻忙 CRT のガイドに従って承認千一を押すだけでよφ。

(3)故障処理

複数の変電所よりの自動状態変化情報を一時的に蓄え,総合的判断

を行って警報去示するとともに,故障どとにあらかじめ定められた

処置を指令員の承認牛一押し下げ後実行する。

更に,日報・月報作成,伝送回線切換えなど変電所業務の掻とんど

すべてを自動化している。

●定期券発行装置

三菱定期券発行装置《N正LPAS》シリーズの拡張として中小私鉄・バ

ス会社向けの有人改札専用定期券発行装置を開発・試作した。

これまでの《MELPAS》シリーズは,自動改札を行う電鉄会社向け

の、ので,ボリ1ステルシートへの券面印刷・自動改札用コードの券裏面

への磁氣印加の機能を持っており,自動改札を行わな仇中小私鉄・

バス会社向けには余分の機能である。このたび開発した定期券発行

装置は次のような特長がある。

変電所集中制御監視装置

則湘俳iⅢ1肌削川剛剛朏1111川111脚刈1Ⅲ1Ⅷ脚胤ⅢⅢⅢ桝鵬桝肌脚川{1Ⅲ洲Ⅲ11削臘別洲朏1州!馴燃Ⅲ111淋1111肌洲Ⅲ11肌削削捌Ⅲ11剛1ⅢⅢ1111Ⅲ1剛1ⅢⅢ111朏削Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ胤剛肌1Ⅲ則11Ⅲ洲1Ⅲ1剛11Ⅲ1Ⅲ川111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1
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●口ールオン・ロールオフ船用電機品

0ールオン・ロールオフ船(RO-R0船)はコンテナ船などとは異なり,港

湾設備のない所でも荊岸さえできれぱ荷役が可能であるので最近特

にその効率の良さと,フレ牛シビリティが認識され, RO-R0船の建造

意欲が盛んで,当社では,三菱重工業(株)長崎造船所建造1831番

船向けを初めとし,7隻分の電機品1式を受注し,そのうち 3隻分

を製作納入した。

RO-R0船は係船,荷役設備及び冷凍コンテナ設備負荷が大きいた

め船内電源設備容量が大きく全容量は9,oookvA となり,低圧電源

としては世界最大級で,各発電機の仕様は次のとおりである。

2,50okvA 2台,450V,60H.,12極,600ゆm,0,8PF,円

筒形,全閉クーラ付き,づラシレス励磁方式

1,937.5kvA 2台,450V,60HZ,12極,60orpm.0.8PF,円

筒形,全閉クーラ付き,づラシレス励磁方式

とれらの発電機は冷却水忙清水(38゜C)を使用するため冷却水管に

白銅継目無し管(CNTF)を使用し,安全性を増している。これは

海水に使用する黄銅継目無し管(BSTF)ではアンモニウ△イオンを含む

淡水では腐食割れを起こしやすいためである。また,ねじり振動及

び居住区に対する振動の軽減,防音のためにフレキシづルカヅナJンづを

採用した。

RO-R0船では着岸時の操縦性を良くするためにバウ及びスターン

スラスタを装備しており,いずれも 1,320kW かビ形誘導電動機て陽E

動され,着岸時は 1,937.5kvAX 2 台の主発電機をバウ,スターンスラス

タそれぞれの専用発電機として運転し,減電圧始動としてφる。バ

ウスラスタモータは電圧を 3,3kV とし,スターンスラスタモータは 440V を

採用した。

主配電盤はスづり,介母線方式とし,電源の信頼性を上げ,かつ故

障レペル 1001゛に耐えられるよう強固な構造とし,各パネルごと完

妙

^

4-

驫4

覗ヲ'

製霊

晢

(1)係員が操作する捌乍ユニヅト・発券ユニット・表示ユニヅト・読取

ユニ、"はナべて卓上形である。(づ,"ク式入力方式を採用)

(2)窓口機は事務机と置き換え可能な低ど小形である。

(3)発売所の規模忙合わせて制御用計算機(ミニコンビュータ又はマ

イクロコンピュータ)の選択ができる。

(4)統計(分類集計)機能を持たせることができる。

煮 式釜4

X郷
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全に仕切られた閉鎖構造としている。また発電づラントの制御・監視

・保護装置はすべてユニコントローラにより構成した。

集合始動機盤は新たに開発した引出形(三菱Mシリーズ)を採用し

ており,これは"使いやナさ,小形軽量,安全性,保守点検が容易"

を達成しており,引出形とするこ巴により部品の取付密度を上げ,

すえ(据)付面積を従来形のν2巴し電動機容量だけで外形寸法の決

定ができるようにしており,今後の需要拡大が見込まれる。

ホー1レドファンの監視,制御装置としてはOMOS LS1を使用した多

重伝送装置を採用した。

主機ディーゼル1ンジンリモコン装置としては既に20隻以上の稼動実績

のあるマイクロづロセッサ方式を採用し,ウィングコントロールもできるよう

にしている。

9 通

゛゛,
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●甲板補機用電機品

貨物船建造の増加で,甲板補機用電機品の受注が薯しく伸長した。

なかでも,荷役設備用は,大容量化と作業能率向上の要求に対応し

て,直流電動機の特性を生かしたサイリスタレオナード方式とサイリスタ

によるかビ形交流電動機の1次電圧制御方式が特長のある製品とな

つた。当社では,独自の性能をもつ船用直流機の標準化を進めてい

るが,既にサイリスタレオナード方式をへビーウィンチ,デリキクレーン用とし

て約20セ,汁製作納入し,好評運転中である。 1次電圧制御方式は,

三菱重工業(株)横浜造船所納め 25tづエレークレーン用忙応用し,ボール

チェンジ方式の欠点である始動停止時のショックを緩和し,スムーズな運

転ができるようになっている。

なお,とのクレーンの駆動電動機は荷名翊かご形ボールチェンジ式と

しては世界最大級で仕様は次のとおりである。

80/80/33.6kW 羽OV 50H.4/8/16極 F種定格40%ED

全閉防水形強制冷却ディスク形直流電磁づレー千付き

従来,この種の荷役用にかご形ボールチェンジを採用した場合は,電動

機の発熱抑制の点で妬kWを製作限界としてきたが,今回25tクレ

ーンで荷役デューティサイクルが高頻度発停を行う通常のウィンチに比べ約

2~2.5倍程長く,緩慢な始動停止のため損失を低く押さえられた

とφう好条件こそあれ,従来の倍出力故に回転子の外径を極力押さ

●船用自動化機器

高級化の一途をたどっていた船舶の自動化も社会情勢の変化により,

経済的でコンパクトな製品が求められるようになってきた。とのよう

な要求に答えて新たに力t介モニタを開発し,また従来から販売して

いたカセットアナンシェータの改良形を製作した。

カセ,介モニタの特長は,次のとおりである。

(1)小形軽量である。(サイズ: W150XH50OXD155mm)

(2)出カリレー以外はすべて半導体化しているので信頼性が高い。

(3) 1カセ.介で16点のデータ計測と警報点設定が行える。

(4)入力として「測温抵抗体Ptlo0Ω」「電流 DC 4~20mA」

「cA熱電対」の3種類が選択できる。

(5)調整,警報点設定及び保守点検はすべて前面より行える。

(の出力はアナログ(DC O~10V)と警報接点を用意している。

(フ)電源は AC 110V とランづ及び出カリレー用の DC24V でよ

く,特別な安定化電源を必要としない。

また,カセットアナンシェータの*寺長は,次のとおりである。

(1)小形軽量である。(サイズ. W釘XH230XD168mm)

(2)出力りレー以外はすべて半導体化しているので信頼性が高い。

(3) 1カセヅトで5点の監視ができる。

(4)警報表示灯を組込んでいるので,特別に警報表示灯を設ける

必、要がない。
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えて電動機自身の慣性モーメントを小さく設計し,始動停止による発

生損失を少なくし左り,鉄心部の軸径をあげて剛性を高めたり冷却

風の循環路や冷却フィンの配列やピッチ等を配慮して冷却効果を上げ,

一躍,従来の倍出力の 80kW という大容量の荷役ウィンチ用電動機

を得るととができた。本機は既に数隻の貨物船に搭裁され現在,30

台程が好評のうちに稼動に入っている。

デッキクレーン用巻上電動機

63k工入1 440V I,000/3,000
Tpm 50夕6ED
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(5)保守点検はすべて前面より行える。

(の各点ごとに接点出力と外部表示灯用電圧出力を用意している。

(フ)電源は DC 18~26V で,特別な安定化電源を必要とせず,

消費電力はスタンバイ時約 3W と小さくなってφる。

(8)タイマ機能及び警報休止機能屯内蔵している。(オづシ.ン)

,呉

9.3

ず

づエレークレーン用 80椙0/33.6R凡V

4侶八6極かビ形電動機
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●輪出用力ーステレオ

RX-5, RX-7及びRX-8 は,欧州向けNEW-DINのシリーズとし

て開発されたラジオ付カセリトカーステレオで,セヅトの高さが 44mm と

いう超薄形であるにもかかわらず3機種ともテーづ部には口.,ク付き

の早送り及び巻きもどし機構を備えたオートリパースデッキを採用し,

RX-5 には LW/MW'/FM-MPX の 3パンド, RX-7 にはMWル'M-

MPX の 2ハ'ンド,それに RX-8 には LW/MW の 2パンドラリオがそ
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れぞれ搭載されている。またチューナには6局までづりセ,,ト可能なタ

ーン0ツク式を採用し,更に RX-5 及びRX-7 にはFM受信時の外

来雑音を防止する回路も内蔵されて仏る。 RS'6ES及びRX'9

ES は共に米国を市場とした AM/FM-MPX の 2バンド'ラづオ付力ース

テレオで,テーづ部仕様において RS-66ES が 8トラック式であるのに

対して, RX-69ES は 4卜うヅク式である点を除き,両機種はおぉむ
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ね同一仕様となっている。両機種と、 4スビーカ郭動のフェダーコントロ

ール,低音増強のできるバスづーストスィヅチ,更に強電界時での同調を

容易にする感度切換スィ,庁等最近の市場要求も十分取り入れたもの

になっている。更に内部

電気回路には,1C, PRC

(印刷抵抗基板)及び

FPC (フレキシづル基板)を

採用する等,小形化技術

を大幅忙採用しあらゆる

米国車へのインダッシュ装 RX-8

●力ーオーディオコンポーネント

車載音轡装置としての力ーラジオ,カーステレオは車室内という限定され

た空問で使用されるためセ.,ト本体及びスビーカの寸法的制約から

付加機能も限られており,また狭い車室内で周囲の種々の雑音も考

慮して音を再生する関係上,従来必ずしも音質重点とは仏えなかっ

た。しかし力ーラづオ,カーステレオの装着率が高まり,同時にホーム用

オーディオ装置の普及率も高まるにつれて車載用音縛装置に対する

Hi-Fi化の要求も高まってきた。当社忙おいてもホーム用オー手イオ

装置の特性を車載用として実現させるととを目標にコンボーネントとし

て種々の性能向上を図った力ーオーディオシステムを開発した。とのシス

テムは FMチューナ 1機種,カセット手ツキ,ステレオアンづ各 2機種,スe-

カフ種及びその他のアクセサリから構成され種々の組合せが可能と

なっている。その一部を写真に示す。 FMチューナは車の走行時の電

界強度変動による S/Nの劣化に対してはミューティンづ回路で,モノ

/ステレオ自動切換わり時の雑音軽減にはステレオ受信制御スィ,"チで,

●インダッシュ式ラジオ付CB 力ートランシーバ

米国において27MH.帯の電波を利用して無線通話を行うことので

きる D級市民ラジオの普及は目覚ましく,約2,000万台の CB トラン

シーバが使用されており,1980年には約5,000万台と見込まれてい

る。利用者は特定の資格を必要とせず, FCC(米国連邦通信委員会)

で型式証明された CB トランしーパを購入し,同こん(梱)されている

免許申請書に必要事項を記入し, FCCに郵送すれぱ免許が入手で

きる仕組となっている。

CBトランシーパの大半が車載用で,車の運転中に相手局と話をした

り,ラづオやステレオテーづを聞くのと全く同じょうに,道路情報など

他人同志でやりとりされている会話を聞いている。また事故や車の

故障時には救援を求めることもでき,州により警察が CBパンドを

受信して仇るところもある。

●無接点式点火装置の新機種

近年,排ガス対策の一環として,点火装置に対し高エネルギ化,点火

時期の変動しなφもの,確実な芦火が得られるもの,信頼性の高い

もの等の要求が出され,従来の接点式に代わりトランジスタ式点、火装

置が急速忙採用されるようになった。

我々はこれに対応して各種の点火装置を生産してきたが,更に高

性能化を図った新形点火装置を開発し,量産を開始した。

第1は従来のダーリントントランリスタのコレクタエミ,,タ間にダイオードを

同ーチッづに含ませたトランづスタを開発し,部品点数を減少した。と

のトランリスタは新形点火装置にすべて採用されている。

第2は従来東洋工業(株)向けとしてはエンづンルーム内に設けられた

着を可能にしている。

参
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RS-66ES
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また車からの衝撃性雑音の除去には特別な抑圧回路で安定な受信を

させている。高級形アンづには BTL 回路により 20W/ch の出力を

得るととも kBASS, TREBLE, LOUDNESS CONTROL等の付

加機能を加え,スビーカは 10cm ダづルコーンからアルミダイカストポックス2

WAY まて・そろえ,

豊富な組合せができる。
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昭和 52年夏から AMC(ATnaica口 Moto, CωP.)社忙納入開始し

たインダヅシュ式ラづオ付 CB トランシーバは,従来の 2バンドラジオに近い

容積に AM/FM ・ MPX押ポタン同調ラづオと40チャンネル式CB トラン

シーバを合わせて組込んだもので,小形車の比較的小さな容積の亙ツ

シュポード内k組付けることが可能となった。これにより車内の空問

が節減でき,取付けの
,/^

長琴
手間も1度ですみ,ま

たCB トランシーバが目立

ちにくく,米国で多い

とされている盗難の予

防に、有効となった。
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ケースに点火装置は収納されていたが,ゴムパッ十ンによる防水ケースを

開発しとれを点火コイルの上部に設置し一体化した。これにより配

線の省略が可能になり,設置スペースの問題がなぐなった。(写真)

また一般ユーザが従来の接点

式を簡単に無接点とするととの

できる点火装置を市販した。こ

れは配電器の接点部を取外し,

磁石発電式の信号発生噐を取付

け,更に点火コイルと一体化さ

れた点火装置である。

R010J形 2パンドラジオ付

CB トランシーパ
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●自動車用電気負荷集中制御装置

ここ数年自動車は排気ガス対策,ユーザの上級車指向等により電子装

置の必要性が増大し,配線の複雑化が深刻な問題となっている。こ

こに開発した電気負荷集中制御装置<Cpunit>は,従来自動車に個

別に装置されていた制御装置及び新たに採用された装置を集約し,

一体化することにより配線の簡易化,保守の容易化を図った。更に

制御回路部をOMOSによる専用 ICにより実現したため,信頼性

向上に大きく寄与している。

この装置の主な機能は次の巴おりである。

(1)自動車の方向指示及び故障時の警告用に使用するターンシグナ」レ,

ハザードフラッシャ及びランづの断線検出と表示。

(2)ワイパ低速・高速の通常動作,小雨のときに使用する問欠ワイ

パ,ウォヅシャスィヅチを押すだけでワイバが動作するウォリシャ連動ワイパ

制御。

訓Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢ1Ⅲ1111Ⅲ1111洲11111肌11Ⅲ湘1Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ}ⅢⅢ湘11川鄭剛削脚削洲川削1Ⅲ1胤桝肌川Ⅲ娜川}Ⅲ1削削11Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ湘111捌ⅢⅢ1剛11ⅢⅢ1Ⅲ111馴11111ⅢⅢ洲ⅢⅢ11馴淋1111ⅢⅢ僻肌!Ⅲ1

●トランジスタマグネト(TRMAG)

磁石発電機を電源とした内燃機関点火装置へトランジスタを利用する

ことは昭和部年来のアイ手アであった。近年技術の進歩の薯しい高

耐圧トランリスタを基礎に開発した,高 hFE の誘導負荷スィリチングトラ

ンづスタを用仏てこのアイ手アを実用化させ,昭和52年3月より生産

を開始した。 TR入仏G と称するとの無接点点火装置の完成で,当

社の内燃機関点火装置はすべての方式がそろ仏,自動車メーカを初

めとする多くのエンづンメーカの種々な要求に対応することが可能にな

つえ!。

TRIYIAG は,発電コイル出力をトランづスタで断続することによっ

て数 10OVの電圧を得,この電圧を更に点火コイルで数10kv k昇

圧し点火火花を得るようにしたものである。 TRNfAGの点火火花

(3)暗がりでキースィッチの場所が運転者に分かるようにランづを

数秒問点灯するキーイ}レミネーション回路。

(4)補助灯を消し忘れて下車したときのアラームチャイム回路。

(5)駐車づレーキを掛けずに下車したときのアうームづザー回路。

(6)ホーンの制御(ホーン,ルーのみ内蔵)。

1ⅢⅢⅢ剛ⅢⅢⅢ1Ⅲ11ⅢⅢⅢ1削洲削削11Ⅲ11Ⅲ肌11111111削朏削湘111111削朏湘1{11111{11削Ⅲ1111111削脚肌Ⅲ1Ⅲ111淋胤削1ⅢⅢ1Ⅲ湘1111開111111Ⅲ11Ⅲ1Ⅲ11削11Ⅲ1{Ⅲ1Ⅲ胤11Ⅲ川Ⅲ11肌Ⅲ11剛1}Ⅲ北

は,既に生産されている CDI(容量放電点火装置)に比較し,誘導

トランリスタマグネト(TRA入IAG)放電エネルギが大き仇。し左がって,可燃焼混合気濃度範囲が拡大し,

削11111川Ⅲ11刈脚1Ⅲ1削111Ⅲ111Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ111削削Ⅲ11肌1Ⅲ1洲馴Ⅲ11朏11}1ⅢⅢⅢ11泓1Ⅲ1肌1ⅢⅢ11Ⅲ!11Ⅲ11洲111111Ⅲ1肌肌1Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ11Ⅲ刈ⅢⅢⅢ11Ⅲ1肌Ⅲ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ}111Ⅲ111ⅢⅢⅢ11肌11111川肌1ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ11Ⅲ11Ⅲ1111Ⅲ{1Ⅲ11Ⅲ!ⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ●《ファインバータ》

パヅテリを電源とする電動機の需要増加,用途の拡大に伴い,直流電

動機の広範囲な可変速制御,交流電動機の活用化が要望されるよう

忙なってきた。この要求に応ずべく,高効率・高信頼度の新形トラン

づスタチ.ヅパ及びインバータを開発し,《ファインパータ》なる商品名でシリ

ーズ化し販売を開始した。

この《ファインバータ》シリーズは,主制御用パワートランリスタのべースを

変流器で帰還駆動する新しい駆動方法を採用していることに特長が

ある。すなわち,変流器によってパワートランリスタの負荷電流を検知

し,その負荷電流に比例した変流器の出力電流をべースに供給する

ととによりパワートランづスタを負荷変動にかかわらず常に理想的な駆

動状態に保ち,効率よく負荷を邸動するものである。《ファインバータ》

の特長は次のとおりである。

(1)広い負荷範囲で高効率。

2サイクル,4サイクルを問わず燃焼条件の厳しいエンジン忙とって有利

である。しかし,現在のところエンジン始動域での性能は CD1にー

歩遅れをとる。

TR入仏G は,2輪車や雪上車あるいは農業用等はん(汎)用の小

形エンジンに適する点火装置である。

自動車用電気負荷集中制御装置

9.4 新父通システム

●三菱軌道バス(MAT)システム

三菱重工業(株)巴共同で開発した MATシンテムは,昭和48年に実

験線を建設して実用化のためのテストを開始してから既に4年,その

問関係官庁,地方自治体,民問企業及び一般の試乗者は,数千人に

達している。実験線建設と前後して運輪省,建設省においては学識

(2)過負荷耐量が大きく高信頼度。

(3)負荷電流検知が容易で制御回路を簡素化し小形である。

(4)ペース駆動特性が電源電圧に依存せず蓄電池電源に適する。

今後,チ,ヅパは電動運搬車,漁業用直流電動機制御などに,ファイン

バータは,車載用交流電源,車載交流電動機制御などへの需要が期

待される。
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DC 24V 20A トランリスタチョ,りパ

経験者を中心とする委員会を設け,中量軌道システムの"安全基準,

"設計基準","建設基準"などが答申されたが,これらの答申及び

試乗者の貴重な諸意見を参考に,更に実験線での幾多の経験を盛り

込んで,より完全なシステムへの展開と開発実験を繰り返してきた0
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当初,車両の自動運転制御(ATC, ATO)は,地上集中制御方式

を採用し,その技術的可能性及び制御于法の硫認を行った。第2ス

テッづとして ATC, AT0 装置を車載方式とし,信頼性の向上,経

済性,小形軽量を目指してマイクロコンビュータを積極的に利用し, こ

れらの技術を確立した。その他,経済的で高品質の移動体通信方式

の開発,騒音対策,乗り心地の改善などを行い,大きな成果をあげ

ている。

'ミ御",§,誓¥毎鄭阜lft.'/_ご,
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マイクBコンピュータを使用した AT0 装羅 三菱軌道ハ'スハ仏T

●テュアルモードノくス(DM B)システム 111拡1脚川剛棚1Ⅲ1湘11111湘胤1Ⅲ111Ⅲ11111脚棚11胤Ⅷ11棚肌朏削1111111111削削剛川脚洲湘肌1Ⅲ11111削郷洲11ⅢⅢ1111111111胤馴肌削11川航州雛Ⅲ1淋11Ⅲ脚1Ⅲ11湘

建設省の DMBシステム開発づ口りエクトに参加し,エンジンモータ邸動方 査した。その結果ネチ写伝送回線 4R)及び無線回線の回線品質への

式の物流実験車用車載電機品の開発を行如,筑波試験線における現 影翁は認められなかった。

車試験の結果,所期の仕様を満足し安全かっ安定した走行性能が得 更に,独自に衝突防止装羅及び商速・高品質の移動体通信方式の

られた。この方式は,駆動系を 2系統持つためぎ装スペース方訴制約さ 朋発を行った。前者はメインの運行制御システムのバリクァ,づとして

れることから,電機品の小形・軽量化を図るとともに,籬線による ローカルに安全を硫保するシステムで,シミュレーションにより制御手法の

チ,,,パ装置の不具合を防ぐため雛線保護機能,集電子の追従性の向 妥当性及び機器の性能を確認した。後者は LCX (漏れ同軸ケーづル)

上など,システ△として協調のとれた謝疑宗対策を施した点に特長があ による UHF帯通信で 9.6KBPSが可能であるととが明らかになっ

る。 た。

車載電機品の現車試験と並行して,チョッパ雑音の他への影縛を調

●テ'マンドノくスシステム榔朏脚朏湘川削川淵馴瓣11111則11朏剛洲削胤別榔削刈胤側脚肌蝋削11i1111削1朏沸11洲脚刈11N胤削削淵川捌111111111削脚刈剛肌桝111洲11舳削洲柳脚1鵬棚馴削朏糾榔11Ⅲ11沖卿

手マンドバスシステムは,定期運行路線が設定されて仏て,その路線外

より乗客のデマンドがあったとき,ルートを変更して乗客へのサーピス

を行うもの(ルート,ビエーションシステム),及び定まった運行路線がな

く,乗客のデマンドに応じてセンタとバスの問で緊密な連絡をとりな
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がら運行するシステムに大別できる。

東京急行電鉄(株),三斐自動車工業(株)及び当社で共同開発した

"東急コーチシステム"(自由ケ丘一駒沢問)は,前者の代表的実用例

で,システムが簡単で経済的でありながらサービス性の高い、のである。

乗客が定期路線外に設置されたコールポックスの呼出しポタンを押,、巴,

交差点に設置されたコーナボストのデマンド表示ランづが点灯し,走行

してきたバスの運転手がそれを確認してルートを変更するとそのラン

づが消え,コールポヅクスのバス接近ランづが点灯して乗客にハ'スが向

かったことを知らせるようになっている。
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10.家電関連機器
52年の家電国内市場は,一般需要が一巡したこともあり,依然とし

て需要の大きな進展が見られず,また一方,国外市場も難しい情勢

にあり,53年度も厳しい企業環境が続きそうである。

このような現状並びに将来に向かっての家電需要開拓の道は,家

庭の潜在欲求をきめ細かく探究して,それに十分こたえ得る製品を

開発してゆかねばならない。潜在欲求には2つの極面がある。 1つ

は,衣食住の基本的日常生活から出てくる現状若しくは現用製品に

対する不満から発するものである。も51つは,それが完全主義で

あろうが,ワンポイント主義であろうが,より高級に・よりざん新て、・

より優雅に,自分なりに個性化された生活をエンリョイし,優越感・

満足感を満喫するととである。

前者に対してはユーザ(若しくは生活者)の立場に立ってその不満

を解決しかつ最近の生活環境・生活様式の激し仏様変わりを念頭に

お仏て,徹底した,かつパランスのとれた実用性・経済性・合理性を

追求した製品開発が必要であり,後者に対しては,実用性・経済

性・合理性に立脚することは、ちろんであるが,技術の粋をこらし

た高機能製品の開発が必要である。当社の開発目標も当然この2面

を指向している。

10.1 音響影像機器

最近,爆発的な需要を喚起した当社のふとん乾燥機・オーづンレンリ

等は基本的欲求に答えるものである。温風暖房機・1レームエアコン.除

湿機等の住宅設備機器やカラーテレビ・オーディオ機器等は元来,高級化

志向の製品であったが,その普及化開発とともに基本欲求形の範ち

ゆうに入ってきた。また,新技術を導入したもの,機能ア,づした

もの,例えば,高級スピーカー・ PCM録音機・タヅチチャンネルリモコン方

式カラーテレビ・投写形カラーテレビ・マイコン応用電子レンづ等も開発し,

高級化志向に寄与している。

また一方,上述の欲求志向とは別に,世界的エネルギ事情に関連し

て,省電力・省エネ1レギの問題が時代的あるいは社会的要請としてク

ローズア,づされてきた。今後これらが家電製品としての要件となると

とは問違いない。当社製品も開発時点で商品性とのバランスにおいて

必ずこの点を考慮している。また全熱交換式換気扇《ロスナイ》はこ

のために開発した好例で,快適な室内環境・省エネルギを同時に追求

したものである。

以下,52年から53年にかけての新製品,ある仏は,新技術にっ

き述べる。

●《ダイヤトーン》スピーカーシステム

新たに開発し,発売したものに一般市販用3機種と,づ口フェリショナル

用の市販向け機種4機種がある。とれらはそれぞれ開発意図を明確

にしたという点で市場の注目を集めている。

F1 形

これは一連の《ダイヤトーン》機種と多少趣を異にした新しい感覚のデ

ザインと音づくりを行った個性のある製品としてまとめた。外観の特

長となっているボートは混変調ひずみを少なくする意図を屯ち,バス

レフポートをウーファとツィータの中問に突出させたもので,木粉混入の

づラスチ.,ク材料を使用して異常,帳を防いでいる。ダイナ三."クレンリが

広く,パンチの利いた張り出しのよい音を特長としてⅥる。

DS・30 B 形

競合激しい3~4万円台のスピーカーシステムの中で,当社の DS-261・

DS-28Bに代わって市場を制するための機種として開発したもので,

口径 30cm の強カウーファをとう(搭)載した 2ウエー・バスレフ方式で,

ウーファのコーン紙にエアドライ方式を採用し,明るく,力強仏低音の

音づくりを特長として仏る。

DS・90 C 形

家庭用最高級フロア形として最新の技術を結集して完成した3ウエー

バスレつメ斌のスピーカーシステムで,口径40cm のウーファーはその振動

板にアルミハネカムコアを GFRP て、サンドイ,ワチした"ハニカ△コントラクション

コーン"を採用し,また,3 角形のパスレフダクト・分散,キ振キャビネット・

低ひずみネ.りトワークの採用等により,濁りがなく,歯切れのよい,

真迫力に満ちた音づくりをしている。

4S.4002 形

当社商品研究所の長年の研究成果として開発した4ウエー超広帯域

再生のニューモニタスビーカーシステムをづ0フェショナル用スタジオモニタ向けに

商品化したものである。これは《ダイヤトーン》最高級品として,20H.

の超低音から35,00OH.の超高音まで均一に低ひずみで再生し,120

dB/1m とダイナミックレンリも大きい。最近注目されてきた PCM録音

機などもとのスeーカーを用いればその真価がいかんなく発揮される

ものである。

市販用スタジオモニタスピーカーシステム

音楽関係のスタづオモニタスeーカーシステムとして好評を得てφる AS

3002形,小形スタづオで番組製作用として好評を得ている AS-25船

形,また,可搬形で屋外中継やトークバ・,クなど広い用途で好評のA

S-2052形を,それぞれ家庭一般ユーザ向けに電源部を設計がえし

た。

市販用モニタアンプ

4S-4002形のドライづアンづとして,30OW大出力 Hi-Fiアンづ, MC

-30OP 形を開発した。業務用高性能大出カアンづとして注目されて

いる。また, AS-2503P 形用の 60W モニタアンづ,入IA-60IP 形を発

110

売した。その他,家庭用のナワンづ

出力から 600Ω平衡ライン出力を送

り出すマッチンづトランス内蔵の DZ-50

形オーゞイオインビーダンスコンバータを開

発した。
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52年度に開発したアンづ及びチューナの特長は,オー手イオ帯域におけ

る諸特性をより広範囲にわたって,より低ひずみで,より"雜音化

するという最も基本的な性能面で,著しい改善を行ってφる点であ

る。

DA・F15 形チューナ

6.4WI.の水晶発振器を用い,これを分周器で10oldl.とし,これ

で局部発振をサンづりンづし PLL 回路を構成するクォーツロ,ワクPLL シ

ンセサイザ方式を採用した。との方式により局部発振は 1001'セごと

の水晶精度の安定性を有し,同調ずれによるひずみ及びチャンネルセ

パレーシ.ンの劣化を防ぎ,更に S/N比の向上により80dB の壁を破

つた。

DA・P15 形プリアンプ

初段の直列等価雑音抵抗を MCへヅドアンづでは数10Ω, MMイコライ

ザアンづ及び段問アンづでは数 100Ωまで低減することにより"継音

化を図った。また低ひずみ化のためにgmの高いFET差動入力段

を採用して入カカ,ナJングキャバシタをなくした ICL構成とし,オペアン

づ回路技術を用いるなどオーディオアンづとして新らしい工夫を行っ

た。

(MC .0.1mV 入力で S/N 77dB,ひずみ 0.005%, MM .2.3

mV入力でS/Nで84dB,ひずみ 0.0船%,高入力:150mV入力

で S/N 110dB,ひずみ 0.02夕6)

DA・A IO DC 形, DA・A 15 DC 形パワーアンプ

直流アンづ構成を採用して低域レスボンスを改善し,

● PCM 録音機

近年,オーディオ愛好家の Hi-Fi に対する要求はますます高くなり,

各オーディオ機器の性能は著しく進歩している。しかし磁気録音機は

音響機器として不可欠なものでありながら,他の機器に比し種々の

面で性能が劣っており,マイクロホンからスピーカーに至るオーゞイオシステ

ムの性能向上のあい路となっていた。

とれを解決するために磁気テーづや磁気へ.りドの改良が行われて仇

るが,一方,飛躍的に性能の向上が図られるPCMし(ルス符号変調)

方式がオーディオ業界を始め,多くのオーディオ愛好家の問で関心が持

たれ,次代の録音方式として大きな期待が寄せられている。 PCM

方式は磁気テーづ上に"1"か"0"の符号で信号を記録するため,

再生時に多4雛音やひずみがあっても元の"1"か"0"を再現で

き,高品位な録音ができる特長がある。しかしPCM化により磁気

テーづの単位時問当たりの記録容量は従来のアナロづ式録音機に比し数

10倍も必要となる欠点があり,とのためテーづデ,りキとしては VTR

を利用する回転へッド式と固定マルチへりド式が考えられ,両者の試作

を行った。との結果,ワウフラッタがなく,ひずみ率が0.1%以下,

周波数特性が20lb~20k11.土0.5dB,ダイナミヅクレンづが 80dB 以上

という期待どおりの性能を得た。

回転へ四ド式はメカニズムがき亘雑できめ細かなテーづか,ト編集が難し

仏そいう欠点があるが,小形で安価に構成できる特長があり,固定

マルチヘッド式はメカニズムが単純で信頼性が高いが,回路規模が大きく,

全体として大形化する傾向があり,用途に応じた開発と使い分けが

必要となる。今後の課題としては磁気テーづのドロリづアウトにより生

じるデータ誤りの訂正・補正を使用環境,磁気テーづの性能劣化,コ

スト等の関連から,より妥当性ある亀のとしてぃくとともに低コスト

化,多機能化を図っていく必要がある。

10.家電関連機器
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●レコードピックァップの研究

レコードビックァッづについての,基礎的な研究を行い,次のような成果

(1)周波数レスボンスの改善

ピリクァッづの周波数レスポンスは,アームレゾナンス(FO)やビックァヅづの部

分的な,尉辰などによって eークディ,,づを生ずるが,とれらの現象を詳

細に分析するために,加振器による周波数レスボンス及び機械インビー

ダンス特性のi則定法を1海立した。 DP-EC1形・ EC2形の eツクァ,づの

開発にこの成果が適用されている。

(2)軽量 q高剛性へ町ドシェルの開発

ヘ,^ドシェルでは,アームレゾナンス周波数を最適にするための軽量化と,

部分的な共振の対策としての高剛性化が必要であり,剛性評価のた

めにインバ/レス1心答1てよる測定法を開発した。これにより剛性/重量

の値が大きい新描造のへ,,ドシェルを開発できた。

(3)初動感度測定装置の開発

ビックァ・,づの垂直及び水平プj向の詞何捌惑度(蔀止したピヅクァ,,づを動

かすの忙必要な針先(て加える力)のプく小はアームの追従性能に大き

●メニスカスレンズを使用した投写形カラーテレビ用陰極線管

投写形カラーテレビ装置に用いられる投写形陰極線管を開発した。こ

の種の装置においては明るく収差の少ない光学系,大電流において

もホーカスが良好て●1度低下の少ない陰極線管が要求される。今回開

発した投写形陰極線管は図に示すように,内部にナべての光学系を

具備した点に独自性があり緑・赤・青に対応した3本の陰極線管と

適当な周辺回路及びスグーンがあれば直ちに大きなカラーテレピ画面

が得られる。光学系は集光率の高いおら(凹)面鏡を基本とし,この

凹面暁の球血収差の補正忙はメニスカスレンズと呼ばれる凹面ととつ

(凸)面の曲率中心を同一とする凹凸レンズを用いている。電子銃か

ら射出された電子ビームによって描かれたけい光面上の原像からの

光は四面鏡で集光反射され,メニスカスレンズによりスクリーン上忙集束

結像される。この光学系は,けい光面も含めてすべての光学面が球

面であり,しか、曲率中心を同一とするために,第1に収差の性質

が画而全休にわたって同じ,換言すれば画面全体忙均一なホーカス特

性が得られること,第2に曲率中心を屯Dとする光学面の相対的位

置ずれは収差{て無関係であるので光学系の組立てが容易であるとい

う特徴がある。更忙,設計的にけい光面の塗布されているターゲ,"

がメニスカスレンズ上に圧治固定されるようにしてあるのでけ仏光面の

放熱特性が極めて良好となってφる。白画面でその大部分の明るさ

を受け持つ緑色けい光体としては高電流密度でも卸度低下の少ない

● 26 形 110゜偏向カラーブラウン管

26形カラーテレピは従来,欧米の主力機種で,輸出制約や国内需要の

関係で,我が国のメーカは比較的出遅れていた。' 110゜偏向の大形づ

ラウン管はコンパーゼンス特性が問題であり,欧州では特にその要求が厳

しい。良好なコンバーゼンスを得るため,偏向ヨークにつき詳細な検討

を重ね,フォーカス特性も考慮した上で,両サドル形コイルに小さな補

助コイルを付けた新たなシステムを開発し,従来の方法の延長では得

られない好特性を,他の特長を損なうことなく得ることができた。

また,大形の、のはそれ固有の,動作中のシャドーマスクの熱変形に関

連するドーミンづ現象があり,画面品位低下の傾向があるが,アルミバ

',クの上に更にア」レミ黒を蒸着する方法の採用などの対策により,実

用的にとの問題を岻ぽ完全に解決するととができた。

絲湘馴胤側胤掘蝋鵬洲潮桝様酬側胤削馴臘紳胤隙剛剛剛削脚湘馴洲1蠏馴糾都湘胤1肌側沸削聯蹴湘剛削肌馴桝剛脚1糾瓣馴制胤胤Ⅲ洲1Ⅲ1捌.則1肌桝11湘

な影響を与える。このため,両方向ともに lmg 以下の初動感度が

測定できる独自の電磁式測定装置を開発し,各種ピリクァ,,づの検討,

評価を行った。その結果,軸受方式や種類忙より生ずる感度差は,

追従性能上問題ない範囲内にあることが判明Lた。

80 -

ピックァップA
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針先に加える力(mg重)

針先に加える力とトーンアーム部の偏位の関係
(初動感度の測定)
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希土類けい光体を使用している。このため,良好な放剣辻相主って

伸びのある明るい画面が得られている。更に小さなビームスボ,,トを実

現するために,電子銃は電磁集束タイづを採用して゛る。用途は家

庭向けの大画面テレピ奘置以外に,教育用,コンビュータの端末などが

考えられる。

今回開発した投写形陰極吊喫管は,84インチ(対角)のスクリーン用に

設計され,投写距離が 2.5m,像倍率X25,凹面鏡の明るさ FO,65

となって込る。画像の明るさは,約 10 のゲインをもつスクリーンを使

用したとき忙白部分で舗f-L,解像度は 450TV本以上力新尋られて

いる。

ノ

^垂直方向

ーーーーー永〒方向

40 50

ターゲソト

メニスカスレンズ内蔵投写形陰極線管の概略図
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●カラーテレビ揃馴燃棚1Ⅷ糾馴纐叫朏棚蝋Ⅷ胤脚縦{紳締瓣俳馴胤潮1111僻馴捌朧雜僻胤馴俳榊榊航蠏洲蝉1朏紳棚棚胤桝馴1削側馴僻胤榔Ⅷ熱將側馴鵬棚棚湘馴側榊脇畷鶚Ⅷ訓1劃棚棚柳棚馴榔1郡剛脚

ニューダイヤトロン F シリーズのタ,,チ式電子子フンネルは国内市場で多大の きたが,更に次のような製品を開発した。

好評を得,業界が急速に電子チャンネル化する契機となった。52年度 22 形・ 26 形の拡大

は,次のよらな製品開発を行った。 これまでの米国向け製品は 14~20形忙限られて仇たが,需要拡大

電子チャンネルのフルライン化 をねらって米国でウ1ートの高い,22形・26 形の製品を開発し,52

性能,信頼性で好評を得た 18形・20形の竃子チャンネ1レ化に引き 年10月より発売した。

続き 14形から26形までのフ}レライン化を他社に先がけて実現した。 中近東向けは先忙開発した 22形・26形の製品よりシャーシの合理

リモコン機種の拡充 化を図るとと、に意匠面でも司Ⅱ卸Cとびらを設けた口ーポーイ豪華キ

篭子チャンネ」レのフルライン化とともに全機種りモコン化の展開を図っ ヤゼネット忙づレーFアッづし,52年6月より導入した。

た。 14形・16形の小形機種については,ワイヤ方式を採用し,それ これらはいずれも当社が開発した 110゜ダイヤトロン SSSづラウン管を

以外はすべて超音波を利用したワイヤレス方式を採用した。ワイ卞レス 採婿L,更忙米国向けは電子チャンネル及び6機能りモコンを,また中

ブテ式には"ハンドチャンネル"の愛称をむっ上下方向切換えの 2機能,jE 近東向けはソつ卜づヅシュ選局の電子チューナシステムを採用し,大形高級

コンと,"テレコマンダー"の愛称を、つチャンネル上下切換え・音量洲節 機種に'、さわしい仕様となって加る。写真は米国向け CS-2590,中

(大÷ー、小),電源 ON ・ OFFの 6機能りモコンがある。 近東向け CL・261Q の 26 形製品である。

音響特性の改善 輸出向けりモコン付電子チャンネルの拡大と新IC の採用

FMで放送されているテレビ音声信号を生かし高忠実度再生する 米国ではチュー寸は,機械式チューナから電子チューナへの移行期にあ

ために,まず本格的《ダイヤトーン》スピーカーシステムを採用した(2句杉・22 る。当社は既忙一部県品忙採用して好評を得ているりモコン付竃子チ

形)。記午9月よ醐偵次発売の大形画面の 26CT-9四TM .22CT- "ンネ}レを 14 形から 26 形までの全機種にわたって採捌し,フルライン

939TM に,商出力 SEPP 音声出力回路(10弼と外部スビーカー端 化を図った。

子を設け専用のテレピスタンドに 20cm ウーファ・20cm パヅシづラづ工ータ・5 小近東諸鯏ではSECAM 力式が採用されて゛るが一部地区では

Om ツィータを採用した本格的《ダイヤトーン》スビーカーシステムを搭載した。 PAL力式も混在している。当社ではこの両者とも自動切換えで受

また,受信チャンネルの音声信号をFMで送信するFM送信付カラ 偏可能な手ユア1レカ式のクロマ回路を開発し,,中近束向けの 14~20

ーテレビ 14CT-151FM .18 CT-578FMを52午10月発売した。これ 形に遵ノ＼した。

を,オーチイオシステムのFM チューナで受信すれば高.忠実,度のテレビ音声 一方,豪州,欧外1陶けの PAI"方式製品には先に国内向けに開発

の再生ができる。また, FMラづオで受信して手も巴スビーカーとして したピ手オ1F,ピデオ1C を導入するとともに, PAL 仕様の大規模な

活用するとともできる。 クロマ!C を新たに開発し,衆州向け製品をかわきり忙順次切換えの

新シャーシの採用 予定である。これ忙より一層の品質.偏頼性の向上が期待できる。

新IC,新電子チューナ,新フライバックトランスを開発し,性能信頼性を

更忙改善した,新シャーシを 52年7月,14CT-131から順次全機種

に遵人した。新IC は,従来トランリスタ回路で拙成してぃた, NPC

回路の IC化をはじめ,更に ICの集積化を進めた大規模IC をビデ

オ1F クロマ回路に採用することにより部品点数を大幅に減

少し信頼性を更に向上すると巴もに性能も改善した。また,

新電子チューナに FET ミキサを採用し,混変調,ピート妨害

等の性能改善と生産性を徹底的に追究した構造とした。従

来,高圧発生部分はフライノ、クトランスと高圧整流ユニットに

分かれていたが,今回新しく採用したフライバックトランスはこ

れらを一体化構造とし,ネ色緑特性の優れた1ポキシ樹脂で処

理することにより,信頼性・安全性の向上と消費電力の削

減を行うことができた。(国内向け TV セ,介は巻頭トビヅク

ス写真を参照願いたい。)

一方,輪出向けでは,性能・信頼性面で高い評価を得て
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10.2 住宅設備機器

●石油温風暖房機《クリーンヒータ》

発売以来,急伸長してきた石油《クリーンヒータ》は,全機種に灯油の

ガス化燃焼方式を採用しており,青炎燃焼のため,ススによるトラづ

ルがなく,ガス燃焼の技術がそのまま生かされる。すなわち,ガス《ク

リーンヒータ》と同様の室温調節と歯切れのよい点消火が可能であり,

信頼性・安全性も同等に高い。

ーノ

ミ'「画一-1
1,,

石油温風暖房機VKB-40DT

●ルームエアコンうす形《霧ケ峰》 MS・18RP 形

当社では,いち早くうす形セパレートエアコン「うす形《霧ケ峰》」を商

品化し,好評を得てきたが,今回このうす形《霧ケ峰》のシリーズに

普及形として,価格が安くしかも数多くの特長をもったMS-18RP

形を追加した。との機種は従来うす形《霧ケ峰》のもって仏た特長

をそのまま生かして,構造を簡素化・合理化して価格を下げること

に成功した。

また心臓ともいえる圧縮機につ仏ては,新らしく開発した口ータリ

圧縮機を使用し,室外ユニ.,トを大幅に小形・うす形・軽量として,

エアコンのすえ(据)付けやすさを大幅に向上させた。更に騒音を小さ

くするため圧縮機からの音は,圧縮機自身の改良,更に防振・吸

音・しゃ音の構造に独特の工夫をこらすことにより,静かな室外ユ

ニヅトの運転音を得た。室内ユニットの騒音については,仇ままでの

うす形《霧ケ峰》の特長をそのまま生かした低騒音設計である。

主な仕様電源定格単相10OV 50/60H.冷房能力 1,600/1,800

koa堤重量内 10/外25kg

、ーー

ψセj"、ミ1「H,→ナ

昭和52年度に開発・発売したものは,カスタムタイづ(VKB) 2機種

とスタンダードタイづ(VKN) 2機種の計4機種である。これらは個別

暖房として暖めたい部屋だけに健康的で快適な暖房を提供し,かつ

90%前後の高燃焼効率であり,省エネルギ指向形でもある。

ヨ
1-0^

ノーーノ

石油温風暖房機VKN-30VT
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家庭用除湿機MJ-08LA形
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●家庭用除湿機 MJ08LA形

三菱家庭用除湿機MJ-08LA形は除湿機、として三菱エアコン《霧ケ

峰》でおなじみのラインフローファンを業界で初めて採用した。このラ

インフ0-ファン採用によるワイドな吸込み吹出し風により従来の除湿

機に比べ部屋のすみずみまで十分に除湿できるワイド除湿を始め,か

ずかずのメリットを備えている。中の水が見えワンタ.,チ取り出しでき

る透明タンク,満水自動停止機構内蔵,薄形スーツケーススタイル(500高

X 500幅X 230mm奥行)で持運びしやすいとっ手付,強弱2段スィ

ツチ付きの低騒音タイづ。また壁にぴったり据付けることのできるス

ペースセービンづ設計,低入力の省エネ1レギ設計等の特長を持っている。

また低室温形除湿機で夏冬とも使用できる。
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ルームエアコン MS-18RP形室外ユニ.ワト
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ルームエアコン MS-18RP 形室内ユニ.ワト
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快適な空調には冷暖房と巴もに換気が不可欠である。その際そのま (2)強制同時吸排気が完全に行われるので換気効果が大きい。

ま換気したのでは折角冷暖房されたエネルギを捨ててしまうので誠に (3)新規開発の高性能《ロスナnエレメントを内蔵する。

もったいない。そこで換気の際に排気する空気の中から汚れだけを (4)使用場所により木目とクールが選択できる。

捨て,熱エネ」レギは吸気する新鮮空気に回収することにより,快適な (5)普及形の低価格タイづ

空調環境を得るために省エネルギ化を図った、のが全熱交換器頗熱 等がある。

及び潜熱交換)方式の換気扇《0スナイ》である。従来住宅用空調換

気扇として V-1500 形

を発売していたが,同

じく住宅用として V-

1200形を開発した。 V

-1200形の特長として

は

(1)取付けの手軽さ

(一般換気扇25Cm タイ

づと同一木わく寸法)

●換気扇

用途万り換気扇機種系列を大幅に拡充した。そのうち3機種につき紹

介,、る。

オールプラスチックダクト換気扇

浴室に使用した時のさびを追放するために開発したもので,主要部

分を ABS樹脂で構成し金属部分はステンレス鋼板を使用して仏る。

またづうスチ,クの特性を生かして取付工事,騒音特性,製品重量に

ついても改善している。

1Ⅲ111111削川Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ肌11111肌111Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1洲11111肌Ⅲ1111111肌11Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1111肌1ⅢⅢ1{Ⅲ111肌1Ⅲ1川1ⅢⅢ11111Ⅲ1ⅢIU11肌ⅢⅢⅢⅢⅢⅢ1Ⅲ111朏Ⅲ11Ⅲ11胤ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢ111削11{11柳11Ⅲ削削11Ⅲ肌111ⅢⅢ1削Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ11Ⅲ11ⅢⅢ1ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111Ⅲ11洲Ⅲ11削Ⅲ1111111川

住宅用空調換気扇《ロスナイ》
V-1200-M 形
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V-1200-M

V-】200-C

給排
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号、イ●丈、、玉 Jえイー●、り'、ー)、,

周波数

(H2)

概略仕様

10.3 家電機器

ノ ,1""1ツ

●冷凍冷蔵庫

当社が新たに開発した《ニューみどり》シリーズ冷凍冷蔵庫は,その使

い勝手,働肖費電力指向,シリーズの機種多様化(10機種),づりーン基

調の洗練されたデザインで好評である。その特長概要は次のようであ

る。

(1)霜取り操作不要のファン式フリーザ採用のものと,働肖費電力

指向の直冷式フリーザ採用のものを同ーシリーズ内でラインアッづ。

(2)プーザと冷蔵室を一体成形し,別部品の仕切壁を廃止したの

で継目がなく,スマードなデザインと,両室の空気シールの信頼性向上

を同時に実現。

(3)熱交換率のよいちどり形配列クロスフィン冷却器,ヒータの代わ

りに放熱器バイづの一部をキャビネットフランリに内蔵した露付防止機構

の採用などにより従来(当初品より18%の省電力設計。

(4)びん類の出し入れはもちろん,小物食品の収納性も改良した

ワイドボケヅト式ドアラ.,ク,ナいかやびん類を入れるとき,片手操作で

10.家電関連機器

大形ダクト用換気扇

大風量を特長としてφるが,騒音を低下させるために消音ボ,ワクスを

開発した。消音ポリクスは吸込パイづの中問に取付けて吸込音を消す

タイづ巴,天井埋込形に取付けるグリルタイづの2種類で共に 20mm

の吸音機を使用し中問形タイづは約10ホン,づりルタイづは約5ホンの

消音効果がある。

浴室用暖房付ダクト換気扇

80OW のシーズヒータを組込んだもので冬期における浴室,トイレの暖

房,換気が可能な換気扇である。

低騒音タイづダク
ト換気扇
V-23ZS 形

'・'くil、ゞ§§'杉三1,,§tjご

匝量

(kg)

'●矮、ー'

づラスチ'ワク製ダ
クト換気扇
V-13ZB 形

フ,5
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折りたためる庫内だな,小物だなにも変えられる卵だな機構の採用。

(5)食品だなも冷却器とした3段冷却式直冷プトザの採用。

浴室用ヒータ付

換気扇
V-106BZ形
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●冷蔵庫ウレタン発泡の合理化

冷蔵庫断熱材として硬質ウレタンフォームを採用し,その高断熱性の特

長を生かして,箱体の画期的な薄壁化(ガラスウール使用時の約V2)

を達成して以来,生産技術面では,現場発ほ゜う(泡)づロセスとして量

産ラインに適した低圧フロス法を開発・実用化するなど,これまでに

数多くの改良を積重ねてきた。しかし,省資源・省エネルギ・無公害

化の徹底を図るためには,既存ウレタン発泡システ△の根本的な見直

しが必要であった。

との抵ど遵入した新し゛ウレタン発泡システムは,発泡原液を TDI

(トリレンづイソシアネート)系から MD1 ωフェニルメタンづイソシアネート)系へ代

替したこと,発泡機忙おける吐出し混合機構を従来の低圧法(約5

辧削11Ⅲ糾州棚肌11111州胤憐Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ111111剛胤馴1Ⅲ1訓Ⅲ11剛馴11Ⅲ洲淋榔湘1Ⅲ1湘削11{11肌畍側湘馴胤剛郷Ⅲ11脚湘削11Ⅲ湘馴肌Ⅲ11N削馴脚川11Ⅲ剛11111馴胤削11111削湘111Ⅲ1Ⅲ

●電子レンジ ET・70OT 形

ET-70OT形はマイクロコンビュータ内蔵電子レンジで,輸出用に開発し

た機種である。

外観は,前面をづラヅクフェース,キャビネ,,トをウ,,ドグレンとし高級感

を出ナとともに大きなオーづンキャビティ a3Cft)と,大きな高周波出

カ(70OW)を有している。調理時間,火力は,前面右端k配置し

たキャパシティづタ,ワチ方王艾のタ,ワチパネルより入力され,マイクロコンピュー

タの制御で複雑な調理込自動的に処理できる。調理ステージは, DE

FROST . COOKI. COOK2 の3段階あり,それぞれ独立に時問,

火力が設定できるため,解凍→調理→保温の動作を自動的K行わせ

るこ巴ができる。タ,チパネルは,ガラスの表面に遵電膜を設けた方式

を採用しているため,外観・信頼度のほか清掃性にも優れている。

その他,一定時問後から自動的に調理を開始させることのできる

k創Cmo)から今回高圧法絲勺150k創Cmりへ切換えたこと,更に発

泡ラインの改造,とびらへの注入発泡適用等から成り,その刻J果の

主なものを次に挙げる。

(1)箱体の断熱性能が約10%改善されたので,冷蔵庫の消費電

力が低減した。

(2)発泡機注入へ,ゞドの洗浄に使っていた溶剤が不要になった。

(3)加熱硬化時問が短縮され,所要ジグ数が減少した。

(4)機種系列拡大への即応態勢が整った。

(5)とびら%且立工程が省力化された。

(6)原液を変更するととにより,作業環境が改善された。

州11111肌則!1洲川削肌1似1刈脚11川1Ⅲ1洲!Ⅲ1酬剛削蹴則削}Ⅲ1削脚Ⅲ11川!Ⅲ川Ⅲ胤1Ⅲ1肌11111ⅢⅢⅢ1肌剛棚肌ⅢⅢ1Ⅲ1ⅢⅢⅢ胤Ⅲ11洲Ⅲ1ⅢⅢ1Ⅲ1馴馴1Ⅲ1肌1Ⅲ{Ⅲ11馴1Ⅲ1肌肌Ⅲ1Ⅲ1Ⅲ1111肌Ⅲ11棚削刈

●オーブンレンジ

DIY の 1つとして,最近,手作り料理への志向が高まり,それに対

応していろφろの調理器が生産・販売されている。しかし,それら

{Cはそれぞれ得乎と不得手がある。食品の周囲から加熱する電気オ

ーづンと食品の内部から迅速に加熱する電子レンリを組合せて両者の

得手を合わせ,不1与手をカバーするという発想の新しい調理器,オーづ

ンレンリを開発した。特長は次のとおりである。

(1)単にオーづンとレンジの両機能が使えるだけでなく,両機能を

連続して使仏,料理のできばえ,味をよくし,レパートリーを広げるこ

とができる。

(2)庫内温度はイースト発酵の 37゜C から 250゜C まで調節できる。

(3)ターンテーづルはオーづン使用時も回転し,むら焼きを防ぐ。

1Ⅲ111Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ1ⅢⅢ111ⅢⅢ肌Ⅲ11Ⅲ11川1Ⅲ1川川川1Ⅲ1肌Ⅲ11川胤Ⅲ11川1Ⅲ1川11111川11Ⅲ刈Ⅲ1111Ⅲ靴Ⅲ11肌馴馴川削削馴1Ⅲ1洲1111111Ⅲ剛航剛1Ⅲ1脚桝淵胤Ⅲ11削削洲111Ⅲ1Ⅲ削刑1ⅢⅢ111川朏11Ⅲ削州馴1Ⅲ1肌1111ⅢⅢ削Ⅲ11肌

オートスタート機能,設定値の確認のためのメモリリコール機能,設定順

序に関係なくDEFROST→COOK1→COOK2 の順序で作動するフ

リーメモリセレクション機能,誤操作を防ぐパネルロ,,ク機能等の新機軸、

併せて盛り込んでいる。

タイマは電子レンジを

動作させないときには

時計として動作してい

るので,そのまま台所

用の時計としても使用

て、きる。

●電気掃除機 TC・フ700形《押すとポン》

電気掃除機の普及率は,現在,94%を上回っており,買替え・買増

しが需要の80%を占めている。新たな需要開拓には差別化機能が

要求される。最近当社で実施した電気掃除機忙関する「購入時にお

ける重視点」の調査によれば,残された最大の課題は「チリ処理の

簡単なもの」であった。これを重点に開発したものがT07700形

《押すとポン》である。

これは集じんケースと本体ケースとを上下に重ねた構造をとってい

る。集じんケース内には,細じんを捕集する円筒状のロシボーザとそ

の内部に粗じんを捕捉するづレフィルタ,更にその内側にしゅう動 eス

トンがある。チリを捨てる場合,まず,集じんケースを本体ケースから

外す。次に,ビストン K連結しているハンドルを回すとづレフィルタが回

転し,その外周部にある除じん子でロシボーザの内突部をはじき細じ

、1

(4)着脱自在のヒータ,皿受だななど手入れしやすい構造。

(5)オーづン使用時も庫内灯がつき調理品が見やすい。

(5)操作は簡単,オ

ーづンとレンづの切換ス

イッチを押し,ヒータ切

換スイ・,チやタイマをセ

,ワトし,調理ボタンを押

すだけでよい。

ー.ーーーー^"゛Y

電子レンジ ET-70OT形

削!Ⅲ111Ⅲ11111Ⅲ11川1111ⅢⅢⅢ11川111Ⅲ1111削削1ⅢⅢ111川1Ⅲ1川肌剛洲111111ⅢⅢ1ⅢⅢ1脚11111馴1Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅢ削ⅢⅢⅢ1Ⅲ1Ⅲ11Ⅲ111ⅢⅢ1Ⅲ1削11ⅢⅢⅢ肌11Ⅲ川111Ⅲ1Ⅲ川Ⅲ11肌Ⅲ11

116 三菱電機技報. V01.52. NO.1・1978

へ、=、

§゛"Ξ,

U ゛4ぜ.、

§.ル

11jl^

電気掃除機T07700形《押すとボン》

ん落としをする。引き続きハンドルを押してづレワイルタ内の粗じんを

ところてん式忙押し出し,あらかじめチリ出口忙かぶせておいたピ

ニル袋などでとれらを受けることで,チリに触れない清潔なチリ処

・, j夕1
理を可能にした。手ザイン的

にも「キャリーバ.,グ」状に横

幅を極力薄くし,小形軽量
、゛毒,ケやーく、

化にもとたえた。 ノノ<゛ J 、、 J J、"',
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オーづンレンづ RO-1500 形
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ふとん乾燥機は今までにもいろいろの方式のものが市販されてぃ乃

が,当社が開発した方式は天候に関係なく室内で,ふとんを敷いた

2枚同時に乾燥でき,その効果は抜群であり,値段も手ごろでまま

あるという点で市場の希求にマ,ゞチし,爆発的売れ行きを示した。

これは在来のふ巴ん乾燥機の発想を転換したもので,遍風供給装

置とエアマヅトから構成し,1アマットの表面からほぼ均一{C吹き纎す

遍風をふとんで包み,この温風を強制的にふとん綿内部に貢通させ

てふとんを乾燥させるものである。80~90゜Cの温風はふとん綿内部

の水分を発散させ,内部空気を膨張させ,綿を構成する織維1本1

本の復元を助長し,ふとんをふっくらと乾燥させると同時に暖房

効果も期待できる。夏期忙はいったん乾燥させたふとんに,熱風を

冷風に切換えて吹き込み,涼しくすることもできる。なお,乾燥時

間は状況によりタイマで調整することができる。また,別売りの衣

類乾燥ケースを使用して室内で,簡易に洗たく物の乾燥もできる。

使用中誤ってエアマットをつぶしたり,温風吹出し口がふさがった

場合でも本休に設けた手動復帰式のサーマルオートカ,汁と温度ヒューズ

で安全を確保している。

幅広込二ーズにこたえるため,オリジナ1レの AD-600 形に引き続言

コンパクト形(AD-61の,マヅト,ホース収納形(AD-70の,2組同時乾

燥のツィン形(AD-100の、開発・発売した。

●電気湯沸器《ゆわかしさん》 B・1211形

酸欠やガス爆発の恐れのない安全第1を目的忙開発した貯湯量121

の,ちゅう房用等の個別使用の電気湯沸噐である。

限られた電気容量内の低入力(したがって,低熱カロリ)の電力を

有効に利用するため,高電力密度の発熱体を内蔵した小容積の加熱

タンクを循環系に接続し,ここて仂口熱された高温水を貯湯タンクの上

方より順次層状に蓄える貯湯速熱機構をもち,採湯時にほっまみ1

つの簡単な操作で供給水温から高温水まで任意の温度の湯をとり出

せる採湯機構を、つて仏る。同時使用の他の電化品の使用状態など

に応じ,50瓜V と lkWの2段に切換えるこ巴ができる。貯湯タンク

の防食用として外部電源防食装置を備えて仏る。

;昌.疹1

コニア

ふとん
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マリト,ホース』又納形 ツィン形コンパクト形
AD-700 AD-1000AD-610
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電気湯沸噐 B-1211形
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卓上扇,お座敷扇共忙デザインを一新した全体にやわらか仇感じをと

り入れ,明るく涼感あふれる扇風機にした。2年前に開発したオレオ

レシリーズに昨年度はボール扇を加え,アクションシリーズの充実を図った。

ボール扇は一般家庭の洋室を対象としたもので2本のボールが印象的

な扇風機である。

ふとん乾燥状態図
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このたび当社の「SF'消弧式避雷器の実用化.と0単

ーモード発振・長寿命TψSレーザタイオードの開発J

に対し、財団法人電気科学技術奨励会より第25回オ
1

一△技術賞が与えられ衣した。以下両受賞の内容を

ご紹介し家す。

我国では本格的な50okV送電時代を迎えてぃますが、その計画

段階で重責務開閉サージの処理が可能な避雷雛を必要とするこ

と、またガス絶縁変電所(G玲)に使用する避雷鴇としてSF'

ガスを封入した接地金属容器収納構造の避雷譽が必要になり

ました。当社はこの課題に答えてSF'消弧式避雷鴇を世界に

先がけて実用化しました。

11

^

^

ず

菱電機に

直列ギャップ消弧機構の開発

SF'ガスを使用した避雷器はこれまて諸外国においても検討

されてきまし九が、避雷器ギャッフ゜としての適正な放碇碍赦台

電圧特性を得るための制街]法が末解決てあったため実用化には

至りませんてした。

当牡はこの問題をSF'ガスの1削瓜性能を活用したしゃ断性能の高

'、「

い直列ギャップ祥珂瓜機構の開発により郁n夬し50okV用重責務

避雷器および66~50okV系GIS用避雷器に実用化してぃます。
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<特長>

(1)50okV系・ケープル系などの重責務開閉サージの処理が可

能て、す。

②G玲用のSF。ガス到'入タンク形避鴛器は、絶緑媒体ど削瓜媒

体を共用て'きますから枇造が簡単て'伝凍頁性も向上しました。

従来のようにN.ガス祥躬瓜式避儒器を二重シールしてタンク

に組込むような複雑な拙造にはなりません。

このSF'祥何瓜式避雷器の技術は、変磁,没備の効果的耐IL'没引'

を打うために、ますますその威力を発抑してぃくものと期待さ

れています。
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▲77kvGIS用母線および中性点避雷器

(関西電力朕南大浜変電所納め)
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'オー△技術賞2件

レーザダイオードには一般に耐H乍電流が大きい、発振モード

が不安定で野命が短かいなど未解決な問題があります。当社

はこの1瑚題を解決するためにTMn.veゞse JU"otion S廿ゆ.

(TJS)レーザダイオードの開発を進め、①動作電流の大幅な

低減②安定した単ーモード発振③秀"訂刀時問以上のものを

実現し国内外に先がけて実用化上の問麺を解決しつつありま六

,

^

.ー,、

^

'雫゛

や^

単ーモード発振・長寿命TJSレーザダイ

オード

レーザダイオードは光ファイノ町血信やPCM釘寸子・ビデオディ

スクなどの基幹となる光源であり、現在その実用化が進めら

れてぃミす。当才1:0)TJS レーザダイオードはレーザ光J偲出し

ガラス窓のついたピノレ形パッケージにマウントされています。

①構造および製作上の特長

TJSレーザダイオードはGaASずPnホモ按介をーつのAIGa

AS層てサンドイッチ状にはさむ枇造てす。子討辰モードの

制御上火きな問題となろi舌陛領城にの場合PGaAS領域)は、

Znの二正オ劇孜による"S.H・Align血g"作用て、形成しますか

ら、j亟常のレーザダイオードの活性領域の断面祐(幅~10

μm、厚さ~0.3μm)の約%(幅~2,am、厚さ~0,3、um)に正

石俊に佑1]御tきます。従って索子特性がそろい易く、挙i現性、

生産イ生にすやれています。

②性能上の特長

●単ーモード発振

上記の製法によ蛾舌性領域を従来の数分のーの2μm程度に

出来ますから、高次横モード多材辰が抑制され基本(零次)横

モードビ単一縦モード発振になります。

^

40

』

ノ'ー

ス

.ゾ

之

-Y-J ■、^[、

、'ビ、

0.ーー^1,二10.

肌瓢倒
肌瓢翻

^^ー^i'^'^1
8860 8870 'j'8880

●高速応答

イ越来のレーザダイオードにある数10OMHZの変詔時の緩和

振動がなく、変諦川"或幅がIGHZ以上になります。

_'""' J 、ゴき゛上一"

'

▲TJSレーザダイオード

●すぐれ六直系泉性

多材辰モードが安定し

てぃま 3、カ.ら、 1/^

ザ出力と電流の直線

、陛にすぐれアナログ

変調が可能てす。

●イ氏電j充動作

i舌性領域の断面積が

他社のνーザダイオ

ードの約%になりま

すから、しきいイ直電

流も断面村U二上ヒ例し

て30mAと小さくなり

ます。

"、"/J

●、と,、イーν

波長(A)
▲発振スペクトル

丁USレーザダイオードの特性①

ν＼

、J、各」J予i二立i 、'J ゛ー

0

ノノ

J

、'

ゴ'

2.0

11」'、L:、P

.・「ー、・'-t-ー.ー^

■WW1◆゛11
」戸、』工1,H→,十トオ寸・ヰ'→
1-

コ 1

・十L 1,「・・

0
0 302010

電流(mA)

▲レーザ出力の電流依存性

TJSレーザダイオードの特性②
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1.研究 ・,(6)

●6,250kvA超電導発電機の研究試作

●大電流化合物超電遵線

●高速増殖炉の計測制御に関tる研究開発

●真空中の絶緑破壊現象に関する研究

●直流電動機の解析

●溶接止端部の疲れ限度向上法の開発

●PCM レーザサウソドデースク及びプレーヤーの開発

●制御用双方向光伝送システム

●光通信用及びEデオディスク再生用半導体レーザと球レソズ付発

光ダイオード

●光フフィバ情報伝送システム用光分配噐

●空問変調光学系の研究

●自動振幅/遅延等化装置

●パケ*ト通信処理装置(プロト=ルマシソ)

●々'イクロ波 IC用小形ヤイクロトy ツプサーキュレータ

●マイクロプロセッサ応用ディスプレー装置

0研究所計算機網 4ABONED

●マイクロ波用静電誘導トランジスタと高速静電誘導サイyスタ

●高速理論工S1用レイアウト自動設計プログラム入仏RS-M

●高速ラングムロジック

●LS1の信頼性解析技術の開発

●電子フ丁ソセソサ GS-102

●テレビ受像機の自動ゴースト除去回路の研究

●太陽冷暖房給湯システムの開発

●サフフィア管を用いた高効率高圧ナトリウムランプ

●中種中量生産の検査工程合理化の研究

●マイクロプロセッサを用いた異常検出装置

●注型絶緑物

●電着マイカ絶緑

●接点潤滑剤の接点への影縛

●1氏臭気無溶剤ワニス

●耐熱性電苦絶緑電線

●アノレミニウムの防食

三菱電機技報. V01,52. NO.1・1978

菱電機技報

3.産業用電機品と環境保全設備

3.1 産業プラント用電機品

●室蘭製鉄所納めレードルカー設備用電機品

●転炉副原料輸送投入設備用制御装置

●最近の厚板ミル計算機制御システム

●冷問圧延機用電機品

●冷延鋼板形状検出装置の適用

●条鋼圧延機用電機品

●パイプ製造設備用電機品

・・・ー(31)

V01.52

NO.1
「技術の進歩特集」総目次

ー(23)

・・・・・・・・・・・・・・・・・(30)

^^三二

ー(32)

米イラ冑動制御装置の異常診断システム

ブラシレス励磁発電機の界磁計測システム

ターEソ発電機軸系のねじり振動計測

火力発電所運転員訓練用シミュレータ

●水力発電設備

水車発電機

ニュージーランド発電所納め 6,oookW誘導発電機

揚水発電所のサイリスタ始動装置

発電機励磁制御装置

2.2 送変電

●変圧噐

大容呈変圧噐の技術開発

大容量変圧器の生産

中容量変圧器の新技術

●ガス絶緑開閉機器

奥吉野揚水発電所納め5501Ⅳガス絶緑開閉装置

全3相一括形G鵄のシリーズ化

奥吉野揚水発電所納め発電主回路接続装置

63kA 単一圧力式SF6 ガスしゃ断器ユニット

輸出用が加し形ガスしゃ断器の新シyーズ

145kv GIS 用負荷開閉器

SF6 ガス消弧式避雷器のシリーズ化

●系統制御保護

自動給電用ディジタル変換装置

デバジタル形系統安定化装置

電力系統保護・制御装置

新形HUB・3-D形変圧噐保護用比率差動継電器

新形TAG-2-D形発電機保護用比率差動継電器

2.3 配電

工求キシ注型変圧噐

LC形コγデンサ保護検出器

制御電源回路接地・混触検出装置の開発

配電線用静止形継電器シリーズ化

2.4 自家用発受配電

中小容量ガスタービン発電機

受電力率調整装置

買電量制御装置・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・・(].8)
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2.電力,・・ ●●●●●●●●●●●尋●●●●●.●●..●

2.1 発電

●原子力発電プラソト

伊方原子力発電所納め1号機計算システム

原子炉プロセス制御装置(アナログコソトローラ)

ソリッドステート式原子炉安全保護装置

軸方向中性子束偏差監視装置

炉内核計装装置

原子力発電所放射線監視装置

●火力発電設備

ター甘ソ発電機

下関発電所納め2号機計算機システム

Ξ



●鉄鋼プロセスライン用電機品

●輸出鉄鋼圧延ブラント電機品

●高速DDCシステムへの計算機応用

●連続焼鈍ラインの計算機制御

●アルぐイトライン用電機品

●超音波自動探傷システム

●既設天井クレーンの自動化と肖動化装置

0自動車組立工程忙おける生産管理システム

●機械工場の工程管理オンラインシステム

●トンネル掘削泥水輸送システムの集中監視制御

●中形直流電動機SL シリーズ

●鉄鋼圧延機用サイリスタモータ

●ターボコソプレッサ駆動用 18,00ORW同期電動機

●全閉外扇形耐圧防爆形2,60OHP 2極誘遵電動機

@立形AS Eータ

●サイリスタ式フりツカ防止装置

●交流電動御E動用可変周波インバータ電源

●大容量レオナード装置

●サイ y スタスタータ

命CVCF積の移動電源車

●プラソトコントローノレシステム

●プラント監視制御装羅

3.2 生産機器

●鋼管熱処理用誘導加熱装置

●誘導加熱電源用高周波イソバータ装置

●誘導加熱装置による鋼管熱処理の計算機による温疫制御

●電磁ポンプ式白動注湯装置

@矩形波電源式フラッシュ溶接機

●サイリスタ式汎用アーク溶接機巴速隔操作式TIGチニーブ自動

溶接機

●ワイヤカット放電加工機の最適制御方式

●数値制御装置

●FD-900形スポット溶接用超音波検査器

●AC タ'イレクトドライブ装置

●Nin-A シリーズ電気ホイスト

@針数プログラム縫いミシン

3.3 環境保全設備 ・(4の

●水処理プラント用電機品

●ごみ焼却プラント用電機品

●凍結融解式汚泥処理装置とブラ芥ンクーラ

●オゾン酸化湿式吸収法による排煙脱硝

●湿式オゾン酸化脱臭装置

●回転円板式生物処理共羅

●AE形気中しゃ断器

@小形直流高速度しゃ断器

●LSH-G形高圧配電箱

@GK形コントローノレセンタ

●新シリーズHC形高圧コンビネーションパネノレ

@新形張力制御装置

●フ丁インストップフフミリ

●ステソプシーケンサ S

●高圧需要家用保護継電器の改良開発

●新シリーズパウダクラッチ・ブレーキ

4.2 電動機応用

●新形ASEートル

●可変速電磁クラッチモータ

●富山県企業局納め河川形高圧水中モートル

●細径水中モートル

●大形乾式水中モートル

@撹持機用水中減速電動機

●新シyーズ耐圧防爆形電動機

4.3 計測

@3相4線式電力量計

●電子式ガス負荷計測器

●鉄鋼圧延用モータの軸トルク監視装置

●ダスト濃度計 DA-501形

●電気動力計

●携帯用超音波探傷器FD-410 シリーズ

・(49)

(58)

4.汎用電機品と計測

4,1 制御機器

●ノーヒューズしゃ断器シリーズ

●新形漏電しゃ断器・漏電りレー

●MSC シリーズ電磁開閉器・電磁接触器

●新VB形真空しゃ断器シリーズ

●SH-10OED形高圧電磁接触器

ー・(53)

5.通信と電子応用

5,1 通信機器

●移動無線機器

●レーダ

●アンテナ・導波管

5.2 宇宙機器

●衛星

●インテルサット地球局

@宇宙開発用地上奘羅

5.3 電子応用機器

●画像関係機器

●音声装置

●計測試験機器

●ファクシミリ

●ライナック

●電力管

5.4 伝送機器・・・・・・・・・

●プロセスデータ伝送装置

6.半導体素子と集積回路

6.1 半導体素子

●樹脂對止形自動車用ダイオード

●1入r電子チューナ同調用電圧可変容量ダイオード

●オーディオ用"難音デュアル電界効果トランジスタ

(61)

(64)

・・(6の

(55)

(72)
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●VHF, UHF帯移動無線1劉司高周波高出カトラソジスタ

●ガラスパッシベーショソ形高耐圧2Aサイリスタ

●4,00OV 2,50OA高耐圧大容量サイリスタ

●高信頼度樹脂封止形トライアック

●樹脂モーノレド形サーモセンスタ

6'2 集積回路

●マイクロ波デバイスの開発

●高密度MOS LS1メモリ

●高速DSA MOS メモリ

●イ氏消費電力 PROM

●CMOS小切手帳電卓用LSI

●TV ゲーム用 LSI

●ⅡL によるタイマ用ICの応用

●テレビのサブシステムの 1チップ 1C化

●第2期カメラ用 IC シリーズの完成

6.3 マイクロプロセッサ

●8ビットマイクロプロセッサシリーズと1志用

●基仮コンピュータ

四3)

●明治生命相互会社における「漢字名寄せ索引システム」

●広域オンライソデータ集配信PENTA-NET システム

(79)フ.電子計算機

フ.1 電子計算機及び周辺端末機器

●汎用コンビュータ《N狐LCOM-COSMO》シリーズモデル900,

700一Ⅱ,700,500,300

●オフィスコソピュータ《MELCOM》80 シリーズモデノレ38,モデ

ノレ 8 ワンタッチ

●ミニコンピュータ《入丘LCOM》70 シリーズモデル 35,25,20

●工業用計算機《MELCOM》350-50 によるマルチコソピュータシ

ステム

●高速データウエー奘羅

●磁気デ4 スク装置

●デ'スプレー牛二匿

●光学文字読取装置

●漢字プリソタ M飽50 シリーズ

●《入皿LCOM》350生産管理用端末装置

●《N正LCOM》350 工業用計算機ソフトウ=ア

●ビル管理用ソフトウェアの受託開発

(84)フ.2 電子計算機応用システムーー

●富士ゼロックス(株)における生産管理システム

●三菱電機関東機械計算機室の遠隔バッチシステム

●東北大学におけるサイクロトロン放射線計測システム

●静岡大学におけるりモート処理システム

@兵庫三斐自動車販売(株)忙おけるオンライソリアルタイムシステ

ム

●ビグストソ(株)におけるオンライン生産管理システム

●第一企画(株)におけるオンライソによるダイレクトイソプットシ

ステム

●《入促LCOM》80/31による国民健康保険業務オンラインシステム

●《入狸LCOM》70 ラボラトリオートメーシ,ンシステム

●《MELCOM》70 による臨床検査,自動化システム

●全日本空輸(株)における広域オソライソネ,トワークシステム及

び旅客営業用端末システム

(75)

8.建築設備と冷凍

8.1 エレベータ.エスカレータ

●エレベータの制御技術

●エレベータの緊急時対策

●乗用油圧エレベータ

●輸出エレベータ

●新シリーズG形エスカレータ

●自動窓ふきシステム

8.2 }゜'凍売調機ヨ三・・・・ー・ーー

●HVLe/Ri システム冷凍サイクルのシミニレーシ,ン

●店舗向けパッケージエアコン

●ノレーフトップタイプエアゴンデ'ショナ

●空気熱源ヒートポンプパッケージエアコン

●空気鼎§原ヒートポンプチラーユニット

●《ロスナイ》

●空調システム予測制御装置

●局所冷房環境の快適性評価

●りモート空冷式半密閉形冷凍機

●ホットガスデフロストシステム

●冷蔵多段オープンショーケース熱系のシミュレーション

8.3 照明

●光源

●点1丁回路《LLCB》システム

●照明器具及び照明装置

8.4 ビル用電機設備及び防災・防犯設備

●PG形パッケージ発電機

●防災照明器具用電源装置

●減光形誘導灯

●防災システム

●ビノレ避難用スパイラノレシュータ

四8)

(101)

(78)

(105)

四9)

四の
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9.父通

9.1 電気鉄道

●磁気浮上鉄道

●車両用チ,*パ制御装置

●車両用主電動機

●車両用VVVFインバータ制御用竃機品

●車両用沸騰冷却個別フdン式整流器

●シリコソ油入りボy アミ階色縁車両用変圧器

●車両用ATC装置のIC化

●電車試験装置

●輸出車両用電機品

●電鉄変電所集中制御監視システム

●定期券発行装置

9.2 船舶

●口ーノレオン・ローノレオフ密合用電機品

●甲板補機用電機品

三菱電機技報. V01.52. NO.1・ 1978



●船用自動化機器

9.3 自動車一・

●輸出用力ーステレオ

●力ーオーデ'オコン寸{ーネント

●インダッシュ式ラジオ付CB 力ー

●無接点式点火装置の新機種

●自動車用電気負荷集中制御装置

●トランジスタマグネット

●《フフィンバータ》

9,4 棄斤づぐ1重システムーーー

●判L道ノぐスシステム

●デュアノレモードノぐスシステム

●デマンドノぐスシステム

10.家電関連機器

10,1 音響映象機器

●《ダイヤトーン》スピーカーシステム

●ニニー F シリーズアソフ゜・チューナー

●PCM録音機

(106)

●レ=ードピックァッフ'の研究

●メニスカスレンズを使用した投写形カラーテレビ用陰極線管

●26形 110゜偏向カラーブラウン管

●カラーテレビ

10.2 住宅設備機器・

●石油温風暖房器《クリーンヒータ》

●ルームエアコンうす形《霧ケ峰》

●家庭用除湿機

●住宅用空調換氣扇《ロスナイ》

●換氣扇

10,3 家電機器・

●冷凍冷蔵庫

●冷蔵庫ウレタン発泡の合理化

●i豆ヨ主レソジ

●オーブンレンジ

●電氣掃除機《押すと求ン》

●ふ巴ん乾燥機

●電気湯沸器《ゆわかしさん》

●扇風機

(108)
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最近の三菱照明施設例
.................

1.三菱自動車工業(株)名古屋製作所岡崎工場 (愛知)

延ぺ70,ooom'に及ぷ二の新工場は,三菱自動車が誇る「ギャラン」「セ

レステ」なとの産工場として完成し六新鋭工場である。照明は全般

照明用に工場照明用器具「ハワールミ」約2,000台が取付けられた。「ハ

ワールミ」はFLRnoHX 2 灯用反射かさ付き器具で,効率のよい照

明・快適環境づくり・取付け・保守の省力化などの特長をもつ本格的

工場照明用器具である。また宗且立ラインの局部照明用にはFLR40S

乞灯反射かさ付き器具がライン両側上方に連続して取付けてある

2.関西電力(株)多奈川第2火力発電所

昭和52年7号 1号機(出力60万kw)の営業運転に入ったこの発電所は,

夏場の電力需要のピンチを回避させ六といわれている照明はけい光

水銀灯1,00OW反射かさ形器具24台と電球1,00OW 4 台力信斐されてい

る設計平均照度は200IXである。なおポイラータワー、中央制御室な

ど屋内屋外を含めて多数の照明器具が納入されている

3.朝里ホワイトバレースキー場 (小樟)

rカラーシャドー照明システム」によるスキー場照明であるゲレンデ

上のスキーヤーの色影が千変万イヒするカラフルな新しい照明が大へん

好評を博し六。延長50omのゲレンデのほぽ中央,傾斜のゆるやかな約

70m X50m の部分に二の照明力q吏用された高さ15m のハンザーマス

ト上にカラーシャドー専用投光器を3市且計9台設,照度は前後のゲ

レンデの一般照明との関連から平均20IXになってぃる

5.中津川市民グランド (岐阜)

地域住民の余暇の有効利用,体力増強のため作られた市民球場で,広

さはホームベースからセンター後方まで約10om,両翼約90m である

グランドはメタルハライドランプ rBOCランプ」 1,00OW投光器計96

台を 4 基の鉄塔(平均器具取付高さ18.6m)に設してぃる。高効率.

高演色性のBOCランプによるさわやかな照明下で気持ちのよいプレー

が行なわれている照度は内野4801×,外野280IX

4.西鉄・?夏岡駅コンコース (福岡)

二のコンコースは従前けい光灯照明であったが,既設の酉己線はそのま

まにして,水銀灯照明で歩行名が安全に通行できる十分な明るさが得

られるよう「LLCBシステム」を使用 Lた器具は250Wけい光水銀ラン

プX 1灯と20OWけい光水銀ランプ4灯をシャンデリアタイフの器具に

まとめ(グロープは乳白色アクリル,下面アクリエッジルーバー付き)
1 スパンに 1 灯づつ計9台取付け平均照度500IXである

剛

.

河一、

尾

6.(株)井筒屋,地階食料品売場 (福岡)

北九州市小の繁華街にあるこのデパートは,店内外の全面的な改装

を行い一新した。照明は全般照明にけい光灯40WX 1灯半埋込み,側

板アルミ押出し成形キオをイ吏用した器具で,スッキリとした明るいライ

ン照明をつくり出している。なお周辺部にはけい光灯40WX 2 灯2連

埋込み下面開放形器具力信斐され,けい光ランプはすぺて演色性のす

ぐれ六「ハイデラックス」が使用され,商品の色が自然の色に見えお

客様にも店員にも好評である照度は1,0001×。
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